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　──神界『アースガルド』に燦さん然ぜんと輝かがやく首都、黄おう金ごん宮きゆう『グラズヘイム』。

　その宮きゆう殿でん内に点在する館の中で五番目の館、『ヴァルハラ』の屋根の上。そこに、一羽わの鷹たかが音もなく降り立った。

「ようセイ、待たせたな」

　降り立った鷹たかは聞き慣れた声でそう言うと、広げた翼つばさをクロスさせつつ下から上へ。するとその姿は一いつ瞬しゆんにして人の姿に変わり、さっきまで翼つばさだったソレは黒いマントとなって彼かれの首元に巻き付いた。

　待ち合わせ場所に遅ち刻こくしてきて悪びれもせずに笑う彼かれこそ、ここ『アースガルド』の実質ナンバー２にしてボクの相棒、狡こう猾かつ神しんロキだ。

「もう、遅おそいよロキ！　毎回微び妙みように遅おくれて来てさぁ、ひょっとして『待たせたな』ってセリフを言いたいだけなんじゃないの？」

「おっ、何だよ今いま頃ごろ気付いたのか？」

「えぇっ!?　今の当たりなの!?」

　気付きたくなかったよそんな事実！　そういうロスタイムだって積もり積もれば結構なものになったりするんだから、わざと遅おくれるのは勘かん弁べんしてほしい……。

「でもさロキ。今いま更さらだけどホント便利だよね、そのマント」

「ん？　あぁ、〝鷹たかの衣ころも〟の事か。へへっ、いいだろぉ？　こいつがありゃあ魔ま力りよく消費無しで鷹たかに変へん化げできちまうからな。楽で助かるぜ」

　言って、愛おしそうにマントに頰ほおずりをするロキ。全く、相変わらず面めん倒どう臭くさがりなんだから。そんなアイテムに頼たよらなくたって、もともと変化マンナズのルーン魔ま術じゆつは神界一得意なはずなのにさ。

「すっ、すみませ～ん！　遅おそくなってしまいました！」

　その時、『ヴァルハラ』の屋根の上にはもう一人、直視できない美しさを持つ絶世の美少女が降り立った。青せい藍らん色の鎧よろい兜かぶとに身を包み、純白の羽吹雪ふぶきを散らす麗うるわしき戦いくさ乙女おとめ。彼かの女じよこそ──。

「ブリュンヒルデさま！　おはようございます！」

「おはようございますセイさん。あの、お待たせしてしまいましたか？」

「全然！　ボクもちょうど今来たところです！」

「俺おれとの扱あつかいの差ヒデェなオイ」

　フン、黙だまりたまえロキ。差があるのは当然でしょ？　だって彼かの女じよはボクの思い人で、キミはただの親友なんだから。

　……って、親友だったらもうちょっとくらいは優やさしくしてあげるべきだよね、うん。

「ところでロキ様、頰ほおずりしてるその衣ころもですけど……」

「チッ、わぁってるよ、んな事。いい加減持ち主フレイヤに返せってんだろ？　いつかのゲルヒルデとおんなじ突つっ込こみしやがって、流石さすがは姉し妹まいだぜ」

「あ、ゲルヒルデからも注意を受けていたんですね。なら尚なおの事、早めに返へん却きやくして下さいね？」

「分かった分かった、そのうちな」

　あ、この返答は現状維い持じするパターンのヤツだ。

　まぁでも気持ちは分かるよ。だってその衣ころも、元はあの超ちよう美少女アイドル神・フレイヤさまの私物ってことでしょ？　そんなファン垂すい涎ぜんの代しろ物もの、おいそれと手放せるわけがない。

　叶かなうことなら、むしろボク自身が彼かの女じよの私物になりたいくらいだよ。ロキもきっとそんな気持ちなんだよね？　分かる分かる。

「何だよセイ、そんな同類を見るような目ぇして。まぁそれはさておき、そろそろ定例のアレを始めてぇんだが……セイ、ブリュンヒルデ。ここまで誰だれにもつけられてねーだろうな？」

「はい、ご覧の通りです」

「ボクの方も抜ぬかりはないよ。ジョギングがてら〝グリンカムビ〟に変へん化げして、超ちよう高速でここまで飛んで来たからね」

　グリンカムビとは、見た目はぽっちゃり系ながらも、素す早ばやい身のこなしと美味さが持ち味の黒いニワトリ。晩ご飯になる時はもちろんのこと、人目を忍しのんで行動したい時にも重宝する、色んな意味で便利な姿なのである。

　じゃあそもそも何故なぜ、人目を忍しのぶ必要があるのか。それはロキの言う定例のアレ──ボクに施ほどこされた〝所有者殺しの呪のろい〟にまつわる話をするためだ。

　四週間ほど前に判明したことだけど……ボクの正体は、神々に強い憎にくしみを持つドヴェルグ〝アンドヴァリ〟が作り出した魔ま法ほうの指輪、〝アンドヴァラナウト〟だった。

　何百年も昔。指輪は、訳あって彼かれの手から奪うばわれた。その時彼かれが指輪に施ほどこした呪のろいこそが、所有者殺しの呪のろい。その後指輪は一度彼かれの手に戻もどったものの……彼かれは物ぶつ騒そうな呪のろいはそのままにボクをイノシシへと作つくり替かえ、記き憶おくを消して神界『アースガルド』に送おくり込こんだ。やがて来るエインヘリヤルの食しよく糧りよう難なんに乗じて、ボクを主神オーディンさまに所有させるために。所有者となったオーディンさまを……呪のろい殺させるために、ね。

　そんな恐おそろしい事実を知らされた時は、ホントに震ふるえが止まらなかった。あと少し、ほんの一歩でも間ま違ちがえていたら、きっとボクは何を知らないままオーディンさまを呪のろい殺していただろう。そしてその懸け念ねんは、何もオーディンさまだけに限った話じゃない。

　呪のろいの最大標的がオーディンさまってだけで、今のボクは誰だれであろうと簡単に呪のろい殺せてしまう。ボク自身が、〝所有された〟と見み做なしたならば。そしてこの呪のろいは、〝ヒトの所有欲を高める〟なんていう悪夢みたいなオマケ付きだ。

　所有欲は独どく占せん欲と裏表。欲望に駆かられるままに、ボクを巡めぐって周囲のヒトたちが殺し合う。それがボクに掛かけられた呪のろいの、何より怖こわいところだよ。

　こんな怖こわい話が他にある？　今のボクは差さし詰ずめ、殺人鬼きを量産する装置ってわけだ。

　とはいえ、そのことを知っているのは今のところ、ボクとロキとブリュンヒルデさまの三人だけ。無む闇やみに公表してしまえば、無用な不安と混乱を招くことになりかねない──そう考えたボクたちは、本当にのっぴきならない事態にまで状じよう況きようが悪化してしまわない限り、情報を伏ふせておくことに決めたんだ。

「で、調子の方はどうなんだ？　セイ」

「うん。はっきり言って良好だよ。先週報告した時と、ほぼ変わらない感じかな」

　ボクの正体が判明した同日。ボクは指輪としてのボクが作られた洞どう窟くつで、自らを贋作フアルシユと名乗る影かげの存在と戦いを繰くり広ひろげた。

　その戦いの中、ボクは秘められていた呪のろいの覚かく醒せいを促うながされ……そして発現させてしまった。

　一度活性化した呪のろいの力は凶きよう暴ぼうで、初めのうちは呪のろいを押おし留とどめるだけでも相当な疲ひ労ろう感に襲おそわれた。だけど日が経たつにつれて、それも徐じよ々じよに慣れていったんだ。こうして一週間おきに行われる定時連れん絡らく会でも、悪い報告をしたためしは一度もない。

「はぁ、よかったです……一時はどうなる事かと思いましたけど、このままなら完全に呪のろいを鎮ちん静せい化して元通りのセイさんに戻もどれる日も、遠くはなさそうですね」

　今回の報告に安心したのか、ブリュンヒルデさまはそれまで微び妙みように硬かたかった表情を崩くずしてボクの背中を撫なでてくれる。

「はい、そうあってほしいです。今みたいにブリュンヒルデさまに余計な心配をお掛かけし続けるのは、やっぱり申し訳ないので……」

「いえ、それは気にしないで下さい。寧むしろ私は嬉うれしいです。定期的にお会いする機会が晩ご飯の時以外にもでき……てっ、いえっ、違ちがいますよ!?　私は別に、そんな不純な考えはなく！」

　ん？　今なにか言ったな？

　ええ、ボクのイノシシ・イヤーはどんな些さ細さいなセリフも聞きき逃のがさないよ。だってボクは、世界一の敏びん感かん純情ＢＯＹを目指してますから。

「はは～ん？　くっくっく！　分かっちゃいたが、やっぱ俺おれはお邪じや魔まだったかねぇ？」

　分かってたなら気を利きかせてよロキ！　相棒として敏びん感かんな対応を所しよ望もうする！

「じゃあセイの調子は良好って事で。お次は俺おれからのアンドヴァリ情報だが……」

　おっと、そうだった。ロキはニートな立場上、神界をフラフラと出歩ける数少ない神さまの一人。その特権をフルに活いかし、アンドヴァリの行方ゆくえを追ってるんだ。

　敏びん感かんな対応を見せてくれないなら、ここはせめて敏びん腕わんな対応を見せてもらわないとね。

「今回も行方ゆくえはさっぱり摑つかめなかった。以上」

　あぁ、今回もダメだったよ。でもこればっかりはしょうがない。ドヴェルグっていう種族は小人族だけあって人間よりちょっと小こ柄がらなせいか、身を隠かくすのも上手うまいらしいし。

「イーヴァルディさんやレギンさんを見つけたみたいには、いかない？」

「難しいだろうな。なんせアンドヴァリって名には、〝用心深いもの〟って意味がある。名が体を表すってんなら、レギン達たちのようにはいかねーぜ。たとえ同じドヴェルグであってもな」

　そう言うロキの目には、早くも諦あきらめの色がうっすらと滲にじんで見えた。

　用心深いもの、か……。名前からしてそうなんじゃ、きっと見つけ出すのは至難の業わざだろう。呪のろいを施ほどこした張本人を捕つかまえてボクの呪のろいを解いてもらうのが一番手っ取り早いと思うんだけど……どうやらその近道が、一番の遠道になりそうだ。

「ともあれ、です」

　沈しずみかけた場の空気を入いれ替かえるように、不意に明るい声が響ひびく。

「セイさんは順調に呪のろいを制せい御ぎよしています。そしてセイさんの一番近くにいる私とロキ様も、呪のろいによって殺意や所有欲が搔かき立たてられるという例の症しよう状じようは出ていません。このまま平和な日常が続いていくなら、計画通りにいかない事に痺しびれを切らしたアンドヴァリは自分から姿を現すはずです」

　うん……そうだね。ブリュンヒルデさまの言う通りだ。

　悩なやむことなんてない。ボクらはただ、今ある平和をアンドヴァリに見せつけてやればいい。

　そうすれば、いつかきっと……本当の平和がやって来るはずだから。

「よっしゃ！　んじゃまぁ、これからも引き続きボチボチやるって事で。ただ俺おれはこっから先、ちょい足を延ばしてみる事にする。こういう報告会もしばらくできなくなると思うから、お前らはお前らで気を引ひき締しめていけよ」

「うん、分かった。そっちの方はよろしくね、ロキ」

「えぇ、こちらの事はお任せ下さい、ロキ様」

　二人して答え、ロキを笑え顔がおで送り出す。屋根から飛び立つ直前、ロキは小声で何かを囁ささやいた。

「……そら、チャンス到とう来らいだ。上手うまくやれよ相棒」

　ん？　何故なぜだか満面の笑えみでボクにサムズアップを送ってきたロキだったけど……何だろう、ボクに一体何をしろと？

「ロキ様、行っちゃいましたね、セイさん」

　ポツリと。少しだけしんみりしたような声で、ブリュンヒルデさまは言った。ボクも見えなくなったロキの背中に語り掛かけるように、そっと呟つぶやく。

「そうですね。でも……ちょっと申し訳なくも思うんです。何だかんだでロキには世界中飛び回ってもらうことが多くて、ずっと迷めい惑わくを掛かけまくってる気がするなぁって……」

「……迷めい惑わくだなんて、思っていませんよ。ロキ様なら、きっと」

　うん……だといいんだけどね。いや……きっとそうだって、ボクも信じたい。

「と、ところでセイさん。その……今ってその、二人きり……」

「って、あぁっ!?　す、すみませんブリュンヒルデさま！　ロキだけじゃなくてブリュンヒルデさまにだってご迷めい惑わくをお掛かけしっぱなしなのに、ボクってヤツは！　今日だってお忙いそがしいですよね？　さぁ、どうぞボクなんかのことは気にせず今日の任務に向かって下さい！」

「あ、いえ、まだちょっとくらいなら時間あるかなって……」

「よぉし！　ボクもロキやブリュンヒルデさまに負けないように、今日も精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばるぞぉ！」

「ぁの…………。むー……分かりました。ブリュンヒルデ、今日も任務頑がん張ばりますっ！」

　若じやつ干かん投げやりな感じで言って、ブリュンヒルデさまは黄金の空へと羽ばたいていく。

　うわっ、凄すごいスピード。きっとお時間押おしてるんだ。なのにボクなんかのためにお時間を割さいて頂いて……ボクのせいで任務が滞とどこおってしまうところだったに違ちがいないよ。

　いやぁ、早めに気を利きかせられて、よかったよかった。

　これならボクはもう、立派に敏びん感かん純情ＢＯＹだよね？
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　恒こう例れいの定時連れん絡らく会を経て、翌日。

　ボク──煤すすけイノシシことセーフリームニルは、いつも通り自室の窓辺で、いつも通りの朝を満まん喫きつしていた。

「よしっ、今日も退たい屈くつ退たい屈くつっと！　……それはそれで、何だかつまらない気もするけど……」

　う～ん……何だかちょっと複雑だ。普ふ通つうであることを望み、普ふ通つうを演じる。そんな非生産的な毎日を送る生活が、まさか訪おとずれようとはね……人生っていうのは本当に色々だよ。

　そもそも普ふ通つうを演じてるのって、普ふ通つうって言えるんだろうか？　何だか普ふ通つうっていう言葉がゲシュタルト崩ほう壊かいしそうになってきたので、ボクは考えるのをやめた。

「リラックス……リラァ～ックス……」

　ここ数週間でボクが摑つかんだ、呪のろいの力を制せい御ぎよするコツ。それはリラックスすること。肩かた肘ひじを張らずに、意識と無意識の中間に気持ちを落ち着ける──ちょっと曖あい昧まいな感じだけど、それが意外なほど有効だったりするんだよね。

　ゆっくり息を吸って……そしてゆっくり吐はく。ＯＫ、常に腹筋を意識するように。腹式呼吸をマスターすれば、キミもぽっこりお腹とはオサラバさ！　……って、何か趣しゆ旨し変わってるな、エクササイズじゃないんだから。

　とまぁ、そんなこんなで身も心も寛くつろいでいた──その時だった。

「セーたん、いる？」

　おや？　極限までリラックスしたボクに勝まさるとも劣おとらない、力の抜ぬけたこの声は……。

「ヘイズ？　ちょっと待ってて、今ドア開けるから」

　ドアノブに括くくり付つけたヒモを引いて扉とびらを開くと、そこには思っていた通りピンクの子ヤギ・ヘイズがいた。

　へぇ、珍めずらしいな。ロキみたいな無ぶ精しよう者ってわけじゃないんだけど、彼かの女じよは基本的には部屋に引ひき籠こもるタイプだ。そんな彼かの女じよが部屋を出て、しかも従業員寮りよう最上階にあるボクの部屋を訪ねてくるなんて、そうそうないことだよ。

「ボクに何か用事？　……あっ、分かった！　料理長にボクを呼んでくるように頼たのまれたんでしょ。違ちがう？」

　ヘイズが答えるよりも先に、答えを出してみる。するとヘイズは驚おどろいたように目を見開いてボクを見た。

「ちがわない。どうしてわかったの？」

「いや～何となく。前にもさ、料理長に頼たのまれて外まで呼びに来てくれたことがあったから」

「あー……よくおぼえてるね。すごいセーたん、せいちょうしたね」

「ハッハッハ！　それほどでもないよ」

「いつキンキラキンになる？」

「いやならないよ？　悪いけどボクは一生みすぼらしい煤すすけ色だよ？」

　それアレでしょ、グリンブルスティのことを言ってるんでしょ？　ボク覚えてるよ。相変わらず正直なのは結構だけど、ボクを彼かれのダウングレード版みたいな扱あつかいしないでくれるかな？

「ゴホン！　まぁそれはおいといて……じゃあ、一いつ緒しよに料理長のところに行こうか」

「まって、いっしょはダメ」

　いつものように同どう伴はんしようとしたボクに、ヘイズは突とつ然ぜんＮＧを出す。え、ど、どうして？

「いっしょにいって、ともだちにウワサされるとはずかしいし」

　何だそりゃ。何だか幼おさな馴な染じみなヒロインみたいな理り屈くつだなぁ、偏へん見けんだけど。こんなヘイズに好かれるってことは、料理長って結構ステータス高い人なんだろうか？

「いいじゃん、友達なんて一人もいないでしょ？」

「それもそうだった」

　うむ、そこは正直でよろしい。

　というわけで、ボクとヘイズは揃そろって料理長のもとへ。

「やぁセイ君！　ヘイズ君も、セイ君を呼んで来てくれてありがとう」

　辿たどり着ついた『ヴァルハラキッチン』。料理長は冷蔵庫が並ぶバックヤードの前にいた。

　よく通る大きな声とは裏腹に、その表情にはいつものハツラツさが足りない気がする。ひょっとして、何かトラブルでもあったんだろうか？

「朝から呼び付けてすまないねセイ君。実は困った事になったんだ」

「あ、やっぱりそうなんですね。一体何があったんですか？」

　ボクがそう尋たずねると、料理長はおもむろに帽ぼう子しを取って床ゆかを見下ろした。

「驚おどろかないで聞いてほしい。急な事なんだけど……実は……実はね…………」

　な、何だ？　料理長は一体、どんな重大発表をしようとしてるんだ？　ここまで勿もつ体たいぶったからには、きっととんでもない一大事に違ちがいないよ。

　期待と不安が高まる中、料理長は充じゆう分ぶんすぎるほどの溜ためを作り──そして告げた。

「近々……フレイヤ様がライブを開かい催さいする事が、決まったんだ」

　──……え？　フレイヤさまが……ライブ？　ライブを開かい催さいって……ま、まさか……。

「ライブ!?　今ライブと言いましたか!?　ライブってあのライブのことですよね!?　いぃぃいいつですかっ！　いつやるんですかっ!!　場所はっ!?」

「ど、どうしたんだいセイ君、落ち着いて」

「落ち着けるわけないじゃないですかっ！　ライブですよライブ！　フレイヤさまの！」

「えぇっと……セイ君って、フレイヤ様のファンなんだっけ？」

「〝ファン〟？　甘あまい、激げき甘あまですね料理長！　彼かの女じよの前では単なるファンではなく、それを更さらに昇しよう華かさせた存在──即すなわち〝野菜〟、もしくは〝果物〟として振ふる舞まうのが常識！　親愛なる彼かの女じよの手で収しゆう穫かくされる瞬しゆん間かんを待ち侘わびる収しゆう穫かく物であること……それが彼かの女じよの真のファンたる者の正しき心構えなんです！　何故なぜならアイカツ中の彼かの女じよこそ、輝かがやく豊ほう饒じようの世に舞まい降おりたハーヴェスト・エンジェルだから！　合言葉は、レッツ☆収しゆう穫かく！」

「な、なるほどぉ、それは闇やみが深……いや、興味深いね」

「興味を持ってくれましたか！」

「ひとまずね」

　よぉし、布教完かん了りよう！　このまま首までどっぷり田植えしてやるぞ～！

「ところで、フレイヤさまがライブを開かい催さいなさるなんて、トラブルどころか何よりの吉きつ報ぽうじゃないですか。何が困ったことになってるんです？」

　最初の興奮が冷めると同時に、ふと湧わき上あがる疑問。ボクがストレートに尋たずねると、料理長は簡潔に答えた。

「ライブ開かい催さい自体に問題はないんだ。ただね、フレイヤ様は今回のライブの開かい催さいに合わせて、とある人物を賓ひん客きやくとして招きたいらしい。何でも、古い友人なんだとか」

　へぇ～、なるほどご友人かぁ。あのお美しいフレイヤさまのことだ、ご友人もさぞや高名なお方に違ちがいないよ。

「それで、何て言うお方なんです？」

「ん？　あぁ、そのご友人の名前かい？　彼かの女じよの名前はね……〝マルデル〟」

「マルデル……？」

　あれ、全然聞いたことない名前だった……。ボクが言うのも何だけど、ひょっとしてそんなに高名なお方じゃないのかな？

「……と、名乗っているそうだよ。今はね」

　うん？　今は……って、なにその含ふくみのある言い方。気になるじゃないか。

「じゃあ、前までは何て名乗ってたんですか？」

　と、気軽に尋たずねたその瞬しゆん間かん、料理長は再び謎なぞの溜ためを作り出す。その芸はもう飽あきました、そう言おうとしたボクだったけど……そんな言葉は出せなくなった。何故なぜなら──。

「今はマルデルと名を変えて、人間界『ミッドガルド』で暮らしているというフレイヤ様の旧友。しかしてその正体は、フレイヤ様と同じ元・ヴァン神族……」

　何故なぜなら料理長の口から飛び出した名前は──ボクにとってはあまりにも馴な染じみ深いものだったからだ。




「黄金の女め神がみ──〝グルヴェイグ〟」




「!!」

　そんな……〝グルヴェイグ〟だって!?　そ、それってアレじゃないか！　ボクが自分の生き返りの能力に名付けた名前！

　そう。無限に蘇そ生せいするボクを見て、かつてのオーディンさまは仰おつしやられたんだ。『〝グルヴェイグ〟を思い出させる』って。

　生き返りの原理まで同じかどうかはさすがに分からないけど、ボクは彼かの女じよの力と自分の力を重ねずにはいられなかった。だからこそボクは、彼かの女じよの名前をお借りしたんだ。

　そんなお方が……フレイヤさまのライブに、やって来るのか……！

「すすす凄すごい大事件じゃないですかっ！」

「いや、実はそれ自体にも別に問題はないんだ」

「あれっ？」

　え、そうなの……？　何だぁ、舞まい上あがってたのはボク一人か。まぁそうだよね、彼かの女じよを特別視してるのは、似たような力を持ったボクだけだもん。

　料理長はボクの興奮が治まるのを見計らって、話の本題に入った。

「今問題になってるのはね、セイ君。グルヴェイグ様ことマルデル様を、最高の料理でおもてなしせよとのお達しがあった事さ。フレイヤ様ご自身からね」

　な、なるほど……問題ってそういうことだったのか。

「今の我わが『ヴァルハラキッチン』には、世界一美味おいしいニワトリ、グリンカムビにまで変へん化げできるようになったセイ君がいる。そしてハニー、じゃなかった、ヘイズ君が搾しぼり出だす至高の蜜みつ酒しゆ、レーラズミードもある。更さらにはセイ君と双そう璧へきをなすシカ、イクス君までいるんだ」

「えぇ、そうですね」

　そうですけど、今ヘイズのことを一いつ瞬しゆんハニーって言いましたよね？　ケッ、別にいいんですけどね？　ずっと前にヘイズを料理長の部屋にけしかけたら、その報復でミンチにされたこともありましたけどね、ケッ。

「セ、セイ君？　何だか目が怖こわいぞ？」

「そうですか？　でも残念、〝目〟よりも〝後〟が怖こわいですよ？　料理長」

「……言いたい事は分かってる。仕返しは甘あまんじて受けよう。それはそれとして……この上で更さらに我わがキッチンの料理を高めるために、何かいいアイデアはないかい？　それを聞きたくて、セイ君を呼んでみた訳だよ」

「ふむふむ……話は分かりました。フレイヤさまのご友人を間ま違ちがいなく唸うならせるような、今以上の料理のアイデアを出せばいいんですね？」

　ボクがそうまとめると、料理長は神しん妙みような表情で頷うなずきを返した。

　料理長がここまで真しん剣けんになる気持ちは分かるよ。だって料理長は、フレイヤさまのスカウトを受けて人間界から引ひき抜ぬかれてきた料理人だ。彼かの女じよの顔に泥どろを塗ぬらないためにも、今回のご要望には最高の形で応えたいに違ちがいない。

　もはやロリコン野や郎ろうと呼ばざるを得ないながらも、料理長はボクの師し匠しよう。尊敬の念はこれからだって変わらない。なら……ボクも全力をもって頭脳を働かせようじゃないか！

「最高の肉と、最高のお酒は既すでに揃そろってる。使ってる調理器具だって伝説級、料理長の腕うで前まえも超ちよう一流、オマケに給きゆう仕じを務めるのはあのヴァルキューレ九姉し妹まい……」

　おや？　もしかして足りない物はないんじゃ……。

「すみません料理長、お手上げです」

「そこをなんとか！　君はあのロキ様にも認められた策略家だろう!?」

　策略家って、ボクがそんな風に言われてるなんて今初めて知ったよ。でも……こればっかりはさすがに無理。だって冗じよう談だん抜ぬきで何も思い付かないんだもん。

　と、ボクたちが絶望に打ちひしがれていた時……何を思ったのか、不意にヘイズがマンナズのルーン魔ま術じゆつを発動。いつもの人間の姿を取った。

「ダーリン。ヘイズ、ダーリンのりょうり、なんでもスキだよ」

「へ？　あぁ、ありがとうヘイズ君、そう言ってもらえて嬉うれしいよ」

「セーたんのおにくも、おいしいよ。ヘイズ、ヤギだからそうしょくだけど、こうしてニンゲンのすがたになれば、たべられるんだよ」

「うん、そうだね。そうすれば元は草食でも関係ないし」

　まぁ恋れん愛あいに関しては、前から呆あきれるくらいの肉食系だけどね……。

「でも……ザコのおっちゃんたちは、ずっとにくしょくどうぶつだね」

　ザコ？　あぁ、ヘイズはエインヘリヤルたちのことをそう呼んでるんだっけ。確かにあの人たちは肉しか食べないもんなぁ。脳筋なのは分かるけど、いい歳としして野菜嫌ぎらいってのはカッコイイものじゃない……、……ん？　それってつまり……。

　そうかっ、それだよっ！

「分かりました料理長！　野菜ですよ！　『ヴァルハラキッチン』の料理の中で、唯ゆい一いつ不人気なもの……それは野菜です！」

「！　そうかなるほど！　確かに彼かれらはサラダに手を付けないどころか、付け合わせの野菜にすら一いつ切さい興味を示さない！　つまり……彼かれらの野菜嫌ぎらいをも克こく服ふくさせるような料理を作れれば、それが今を超こえた料理になる訳だ！」

　辿たどり着ついた答えに、料理長はグッと拳こぶしを握にぎってガッツポーズ。そう、ボクらが注目すべきは野菜だったんだ。豊ほう饒じようの女め神がみのご友人をもてなすには、何より相応ふさわしいじゃないか。

「しかしセイ君、どうすればエインヘリヤル様がたは野菜を食べてくれるだろう？」

「それについては考えがあります。ボクに任せておいて下さい！」

　答えると同時に、ボクは走り出す。向かうべき場所は、たった一つだ。

　何だか楽しくなってきた。そうだ、これでいいんだよ。

　ボクが『ヴァルハラ』で過ごしてきた〝日常〟は、いつだって楽しかったんだから。







　いつものように華か麗れいな猪ちよ突とつ猛もう進しんを決めたボクは、〝あること〟を相談すべく愛まな弟子でしのイクスに声を掛かけた。

「こんにちはイクス。ちょっと相談があるんだけど、いいかな？」

「あっ、お師し匠しよう様！　おっす！」

　戦死者の館『ヴァルハラ』の裏手に位置するそこは、緑溢あふれる大農園。せっせと水やりに勤いそしんでいた子ジカ・イクスは角の先から噴ふん射しやしていた水を止め、真まっ直すぐボクに向き直った。

「あっと申し訳ないっす！　お師し匠しよう様とお話する時は、コッチの姿じゃなかったっすよね」

　言いつつ、イクスはそれまでの子ジカの姿を捨て去る。ボクも大得意であるマンナズのルーン魔ま術じゆつによって変へん化げしたのは、ボヘミアンなポンチョに身を包む人間の女の子の姿だ。

「ウム。師し匠しようであるボクの言い付けをしっかり胸に刻んでいるようだね。感心感心」

「当然っすよ！　この姿になった瞬しゆん間かんから生足目め掛がけて注がれるお師し匠しよう様のエッチィ視線……ドＭの自分にとってはまさに快感っすから！」

「い、いえ見てませんよ？　もし見てたとしてもそれはフツーの視線のはずデスよ？」

　マ、マズイ……最近ボクの表情がみんなに読まれることが増えてきたぞ？　イノシシなのに。生まれついてのポーカーフェイスなのに。

　……よし、反省しよう。これからのボクはどこに出しゆつ荷かされても恥はずかしくない紳しん士し。神をも欺あざむく完かん璧ぺきな真顔で、イクスの生足を目一杯ぱいに眺ながめるぞ。

「ジィー……」

「お、お師し匠しよう様……エッチィ視線が快感だとは言ったっすけど、自分も羞しゆう恥ち心しんがない訳じゃあないんすよ……？」

　おかしいな、イクスがモジモジと身み悶もだえしているぞ？　ちゃんと真顔で見てたはずなのに。まさか真顔から既すでにエロ……いや、これ以上は深く考えないようにしようそうしよう。

「ところでお師し匠しよう様、何か相談があったんじゃ？」

「あ、そうだった。あのさイクス、この農園に何か美味おいしい野菜ってないかな？」

「やだなぁ、それならそこら中にあるじゃないっすか。自分が手塩に掛かけた野菜は、どれも最高品質の味と形っす！」

「いや、それはそうなんだけど……野菜嫌ぎらいな人にも食べやすいような野菜はないかなって」

「だからそれならそこら中に」

　あぁダメだ、埒らちが明かない。ここはもうハッキリ言うしかないか。

「エインヘリヤルたちが野菜をしょっちゅう食べ残してるの、イクスは知らない？　彼かれらが食べてくれるような野菜を探してるんだよ」

「あー……なるほどそう来たっすか」

　ボクがそこまで言うと、さすがのイクスも言わんとしていることに気付いたらしい。

　そう──人間界『ミッドガルド』から集められた選ばれし英えい霊れいエインヘリヤルたちは、その多くが色んな意味で肉食系。

　ボクやボクの代わりに料理になってくれるイクスの肉は喜んで食べてくれるけど、野菜に関しては毎日毎食ほぼノータッチ。それこそ針の穴を通すような器用さで避さけてくるんだ。

「付け合わせの野菜だって、立派な料理だよ。イクスが頑がん張ばって育てて、それをボクらキッチンスタッフが心を込こめて調理する。なのにそのほとんどが残飯として処理されるこの現状……何とかしたいって思うでしょ？」

「た、確かにお師し匠しよう様の仰おつしやる通りっす！　自分も折角の野菜を食べ残されるのは悲しいっす！　一体どうしたら、皆みなさんは野菜を美味おいしく食べてくれるっすか!?」

「それをボクなりに考えた結果、こうして相談しに来たんだよ。今ここで育ててるのよりもっと美味おいしい、根本からして違ちがうような野菜があれば、みんなも喜んで食べてくれるんじゃないか。それが野菜嫌ぎらい克こく服ふくの第一歩になるんじゃないかってね。どう？　何かないかな？」

「ふーむ……ここで育てている野菜を、超こえる野菜っすか……」

　ボクの相談を受け、早さつ速そく考かんがえ込こむイクス。

　時に腕うでを組み、時にこめかみをグリグリし、その痛みが気持ちイイことに気付いて思考が逸それそうになりつつも、イクスは考えてくれた。

　そして──。

「……『世せ界かい樹じゆの若芽』。もうそれシカないっす」

「それシカって……ププッ、シカだけに？」

「うわキツ、お師し匠しよう様そういうのやめてほしいっす。霜しもが降りたら野菜が駄だ目めになるんで」

「そこまで寒くなかったでしょ!?」

　誰だれのせいで口走っちゃったと思ってるんだよ！　……いや、責任転てん嫁かなんてよくないぞセイ。男として師し匠しようとして、ここは寛かん大だいな心で受け流そうじゃないか。

「『世せ界かい樹じゆの若芽』かぁ……。名前を聞いた感じ、タラの芽みたいな野菜なんだよね？　それはすぐ手に入るものなの？」

「いえ、残念ながらそう簡単には手に入れられないっす。何しろ世せ界かい樹じゆレーラズの若芽が芽め吹ぶくのは、数百年に一度。それも芽め吹ぶいたその日のうちに収しゆう穫かくしなければ極きよく端たんに味を落としてしまう、と言われているっす」

「数百年に一度……ちなみに、それっていつ？」

「今日っす」

「めっちゃタイムリーっすね!?」

　どんな奇き跡せきだよ！　尊すぎて逆に胡う散さん臭くさいよ！

「あの、気を悪くしないでほしいんだけどさ……ホントに今日芽め吹ぶいてるの？」

　数百年に一度という確率を鵜う吞のみにするわけにもいかず、ボクはイクスを疑ってみる。すると彼かの女じよは心外だと言わんばかりに目を見開き、自分のお腹なかを叩たたいて言った。

「それは間ま違ちがいないっす。何せ今朝早くにたまたま一つ見つけて、食べたところっすからね」

「疑う余地もなかった！」

　うわ～、もっと早く相談できればよかったのに！　急すぎて何の準備もできてないよ！

「じゃ、じゃあ聞かせて。イクスが見つけたその若芽って、世せ界かい樹じゆのどの辺りに芽め吹ぶいてた？」

「枝の先っすね。でも、どの枝にも芽め吹ぶくわけじゃないっすから、そこは何とも。少なくとも自分が見てきた枝には、一つしか見当たらなかったっす」

　枝の先……か。幸いにも、ここ『ヴァルハラ』には神界のどこにでも任意に瞬しゆん間かん移動ができる便利スポット〝虹にじの虚うろ〟があるから、向かうだけなら特に問題はない。

　でももし、飛んで行った先に目当ての若芽がなかった時は……自力で探し回ることになる。

　そしてそうなってしまった場合、若芽の収しゆう穫かくは絶望的だ。何せ相手はあの超ちよう巨きよ大だいな世せ界かい樹じゆ、隣となりの枝に移動するだけでも途と方ほうもない時間が掛かかっちゃうわけだからね。

「探せる枝は……多くて五本くらいかな……」

　どうする？　どうするセイ。きっと今日を逃のがしたら二度と手に入らないぞ、ボクの寿じゆ命みよう的に。

　だけどボク一人だけでたった五本を探しただけじゃ、空から振ぶりする可能性が高い。ここは一いつ緒しよに探してくれる仲間を確保したいところだ。

　個人的にはヴァルキューレさまがたにご協力を仰あおげたら嬉うれしいんだけど……残念ながら、今のボクには彼かの女じよたちと連れん絡らくを取る手段がない。

「フフン、どうやらあっしの出番のようでやんちゅね？　セイの旦だん那な」

「こ、この声はっ……！」

　突とつ如じよ響ひびいてきた声──それは他でもない、神しん出しゆつ鬼き没ぼつの代名詞、ラタトスクの声だ！

「旦だん那な。まさかとは思いやすが、このリスの存在をお忘れで？　あっしに掛かかればたとえ火の中水の中、オナゴのスカートの中だろうと一いつ瞬しゆんでひとっ飛びできやすのに」

「うん、凄すごいよね。それは中々大変なことだよ」

　そうなのだ。このラタトスクは何を隠かくそう、瞬しゆん間かん移動を得意とする特とく殊しゆなリス。体の小ささも相俟まって、潜せん入にゆう任務はお手の物なのだ。

（ちなみにですが……今日のイクスのスカートの中は、どんな感じでしょうか……？）

（縞しま柄がらでやんちゅ）

　イェーイ！

「じゃなくて!!　どうしてラタトスクがこんなところに都合よく出てくるのさ！」

「へぇ、お言葉ですがこいつは必然でやんちゅ。旦だん那ながイクス嬢じように会いに行くからには、お嬢じようは必ず人じん化かしやすでしょう？　となれば透すかさずついて行くのがあっしの仕事で御ご座ざいやす」

　なるほど……つまりラタトスクは、文字通りスカートの中を拝みに来ていたのか。自分の目線の低さを最大限に活用してるじゃないか。見下げ果てた根こん性じようだよ。

「可愛かわいい見た目して、中身は相変わらずゲスだなぁ。でも助かったよ。ねぇラタトスク、今手が空いてるヴァルキューレさまがいたら、虹にじの虚うろの前まで来て下さるように伝えてきてくれないかな？」

「へぇ、お安い御ご用ようでやんちゅ！　すぐにお伝えして参りやすので、旦だん那なは虚うろの前で待機していておくんなせぇ」

　言うが早いか、ラタトスクはぴょんと大きくジャンプすると同時に姿を光に変えて、その場から搔かき消きえた。

　ボクはイクスにお礼を言って別れると、指示された通りに世せ界かい樹じゆの幹にある虚うろへ向かった。







「セ、セイさん！　お待たせいたしました！」

　大人しく待機していたボクの前に、真っ先にやって来て下さったのは憧あこがれのブリュンヒルデさまだった。

　そして何より驚おどろきだったのは、姉し妹まいの長女である彼かの女じよを筆頭に、他の姉し妹まい全員がこの場に集合して下さったことだ。

「わぁ、まさか九姉し妹まい総出で来て下さるなんて……お忙いそがしいところ恐きよう縮しゆくです！」

　そうやってお礼の言葉を述べると、ヴァルキューレ姉し妹まいは落ち着かない様子で顔を見合わせて、何やらソワソワしているように見えた。

「？　ど、どうかしましたか？」

「い、いえその……どんな本題なのかなぁ、と思いまして……」

　本題？　そりゃあ世せ界かい樹じゆの若芽探しにご協力頂くことだけど……おかしいな、ラタトスクから何も聞いてないのか？　一体あのリスは何て言ってみんなをここに向かわせたんだろう？

「えっと……ラタトスクが言うには、セイさんが『伝説の世せ界かい樹じゆの下で、待っています』、と」

「えぇっ!?」

　なにその思いっきりときめきが始まりそうなフレーズ！　普ふ段だんの日ならいざ知らず、数百年に一度のメモリアルな日にそれは、煌きらめくような告白を期待させてしまうのも無理はないよ！

「た、確かに待ってましたけど、別に額面通りの意味ですよ？　ボクはみなさんにご協力をお願いしたいことがあっただけです」

「なーんだ、そういう事ね。期待して損しちゃった」

　七女のジークルーネさまが途と端たんにガッカリ声で言う。このお方は一体何を期待していたというのだろうか。

「はぁ……何ぞ笑える余興でも用意しとるのかと思って来てみれば、面めん倒どう事を押おし付つける腹積もりだったとはのぅ。つまらん、わしはサッサと自室に帰らせてもらうぞい」

「ちょっ!?　ま、待って下さいヘルムヴィーゲさま！　折角ですから話だけでも！」

　容よう赦しやなく踵きびすを返かえすヘルムヴィーゲさまの前に回り込こむように、ボクはスライディング土下座。その殊しゆ勝しような姿勢に心を動かされたのか、五女のシュヴェルトライテさまが味方になってくれる。

「ヘルムヴィーゲ。恥はじも外聞もなく、男児がこうして頭を下げているのだぞ？　少しくらいは耳を貸すべきだろう」

「割としょっちゅう下げてる気もするけどね」

　と、瞬しゆん時じに切れ味鋭するどいツッコミを入れてくるジークルーネさま。くそう、あることないこと……も、ないこと言ってくれるじゃないか。

「そ、そんな事ないよルーネお姉ちゃん！　セイくん大だい丈じよう夫ぶだよ、わたしはちゃんとセイくんの話聞くからねっ！」

「そうですし。みんなもロスヴァイセを見習って、もっと優やさしくなるべきなのですし」

　おぉっ、九女のヴァイセだけでなく、まさか三女のオルトリンデさままでもが助たすけ舟ぶねを？　ありがとうございます、ありがとうございます……！

「だって見返りの話をまだ聞いていないのですし。断るのはそれからでも遅おそくはないのですし」

　おい、今すぐボクの感謝を返せ。

「み、見返りはともかくとして、まずはセイさんのお話を聞きましょう。いいですね？」

　最終的にはブリュンヒルデさまが鶴つるの一声を上げて下さり、一段落。

　ボクはみんなの耳が傾かたむけられたのを見計らって、今日の相談内容をお伝えした。

「──なるほど、エインヘリヤルに野菜を……とても素す晴ばらしいお考えだと思います！　世せ界かい樹じゆの若芽探し、ぜひ協力させて下さい！」

　話を聞いた瞬しゆん間かん、協力を即そく断だんして下さるブリュンヒルデさま。あぁ、なんてお優やさしい方なんだろう、これはもうボクじゃなくたって瞬まばたきする間に惚ほれちゃうね。

「他のみんなも引き受け、きゃっ!?　ちょっとゲルヒルデ、いきなり何するんですか！」

　突とつ然ぜんの悲鳴に驚おどろいて視線を向けると、そこには悔くやし涙なみだを浮うかべてブリュンヒルデさまの肩かたを摑つかむゲルヒさまが。

「ナニもカニもありませんわ！　姉ねえ様さまが抜ぬけ駆がけしたせいで、協力者〝第一号〟という輝かがやかしい称しよう号ごうを逃のがしてしまったではありませんの！　セイ、期待していて下さいな。若芽を真っ先に見つけ出すのは、姉し妹まい最速であるこのワタクシ。次女のゲルヒルデでしてよ！」

「あ、ありがとうございます、ゲルヒさまがそう言って下さると心強いです」

　うん……相変わらず、少しでも速さが絡からむと一番への貪どん欲よくさが凄すさまじいな、ゲルヒさまは。

　と、その勢いに気け圧おされ気味だったボクの耳に、今度はヒドく気弱そうな声が届く。八女のグリムゲルデさまのお声だ。

「お、お役に立てるかどうかは分かりませんが、ワタシにも協力させてほしいです！　海ではなく木の枝に生なるワカメ、見てみたいです！」

　いえグリムゲルデさま……残念ですがそれはワカメ違ちがいです。

「へぇ～。何だか面おも白しろそうだからぁ、お姉さんもぜひ協力させてもらうわ～。ヴァイセちゃんも、もちろん参加するわよね～？」

「うんっ、当然だよラウテお姉ちゃん！　わたし、セイくんの頼たのみだったら何でもするよっ！」

　ん？　今何でもするって……いや、止よしておこう。ボクはこれでも紳しん士しだからね、言げん質ちを取るのは二人きりになってからにするよ。

　でも……本当にありがたいな。四女のヴァルトラウテさまもヴァイセも快く引き受けてくれて、それに追つい随ずいする形で他のみんなも次々オーケーしてくれる。自分の果報者っぷりに若じやつ干かんの畏おそれを抱だきつつ、ボクはヴァルキューレさまがたの温かな優やさしさに心から感謝した。

「あー……悪いけどあたしはパス。あの脳筋共のエサ取りなんて、正直やる気出ないわ」

　と、感謝した側からジークルーネさまが異を唱える。それに続き、オルトリンデさまとヘルムヴィーゲさまも同調を示した。

「リンデも右に同じなのですし。重要性もなければ旨うま味みもない、そんなお願いにサラサラ興味はないのですし」

「かっかっか！　ほれ見た事か。わし含ふくめて九人中三人がパス。この話はめでたく破談という訳じゃな！」

　え、待って、おかしくない？　何で少数派が勝かち誇ほこってるのさ。ここは民主主義に則のつとって多数派に従うのがベターな方法じゃないの？

　色々と腑ふに落ちない部分もあるけど……まぁ全員にご協力を頂けないのは仕方ないよね。

　いや、むしろ嬉うれしい発見じゃないか。ジークルーネさまの口くち振ぶりから察するに、彼かの女じよはエインヘリヤルのためには動きたくないってだけ。それは裏を返せば、〝ボク個人〟のためになら協力を惜おしまないってことなんだから。

　とはいえ……献けん身しん的な方々とそうでない方々とで、何らかの差はつけないと、ね？

「そっかぁ、お三方にはご協力頂けないと。あ～あ残念だな～、ご協力頂ける心優やさしい方々だけに特別報ほう酬しゆうとして、ボクとイクス、神界最高を誇ほこる二頭の肉料理に今回手に入れる予定の若芽を添そえた〝究極コンボメニュー〟を振ふる舞まうつもりだったのに、はぁ、ホント残念だな～」

「わしにもぜひ協力させてほしいのじゃ!!」

「み、右に同じなのですし」

「って心変わり早っ！」

　なんてアツイ掌てのひら返しだよ、やっぱり見返りが欲ほしかっただけなんじゃないか！

「えっと……ジークルーネさまは、どうしますか？」

「うっ……し、仕方ないわね～、あたし一人だけ協力しないってワケにはいかないし、やってあげるわ。か、勘かん違ちがいしないでよ？　あたしは別に食べ物に釣つられたんじゃないんだから！」

「えぇ分かってます。じゃあもしお礼の料理が分量的に賄まかない切れなかった時は、ジークルーネさまだけナシでも平気ですね？」

「んなっ!?　そそっ、そこはジャンケンに決まってるでしょ！」

　……ホント、素す直なおになればいいのに……。







　という感じで話も進み、やって来たのは世せ界かい樹じゆの枝先。

「むぅ……この枝に若芽が芽め吹ぶいていれば一気にミッション達成だったけど……やっぱりそう上手うまくはいかないかぁ」

　虹にじの虚うろで飛んで来た一本目の枝には、残念ながら若芽は見当たらず。となるとここから先は手て筈はず通り、各自散開して捜そう索さくするしかない。

「ホッホッホ！　姉し妹まい最速であるワタクシは、当然ここから最も離はなれた枝を目指しますわ！」

　言うが早いか、ゲルヒさまは魔ま力りよくで編んだ純白の翼つばさを広げると、風を切きり裂さく勢いで飛んで行った。

「フフ。ゲルヒ姉ねえには及およばずとも、リンデだってスピードには自信があるのですし。たっぷり貢こう献けんして、大盛りご飯を頂くのですし」

　負けじと飛んで行ったのはオルトリンデさま。貢こう献けん度に応じてご飯が大盛りになるって、いつの間にそんな設定ができたんだろうか？

　そうしてボクが首を傾かしげている間に、他の姉し妹まいも思い思いの方角へと飛び去って行く。

　風の乙女おとめとも呼ばれる彼かの女じよたちは伊達だてじゃない。どのお方も凄すさまじい速度で視界から遠のいていくのを、ボクは呆ぼう然ぜんと見送った。

「よ、よぉし、ボクも負けてられないぞ！　ここはマンナズでハヤブサにでも変へん化げして……」

「あ、あの、セイさん。もし良かったら私と一いつ緒しよに若芽探しをしませんか？」

「!?」

　とその時、背後から控ひかえめな調子の声が投なげ掛かけられる。このボクが聞きき違ちがえるわけがない。投なげ掛かけられたお声の主は、愛いとしのブリュンヒルデさまだ！

「ブリュンヒルデさま、さっきあっちに飛んで行ったのでは……？」

「えへへ。一いつ旦たん飛んで行ったフリをして、こっそり戻もどってきちゃいました。手分けした方がいいのは分かっているのですが、やっぱり二人で回ってみたくて……ご迷めい惑わくでしたか？」

　そう言って、不安そうに目を伏ふせるブリュンヒルデさま。

「迷めい惑わくだなんてとんでもない！　むしろ大だい歓かん迎げいです！　ぜひご一いつ緒しよしましょう！」

「ほっ、良かったです。それでは早さつ速そく参りましょうか」

　思いも寄らない展開にドギマギしつつ、ボクはブリュンヒルデさまの腕うでに抱だかれて移動を開始した。

「うーん……こっちの先にはヘルムヴィーゲが居そうな気がしますね。私わたし達たちはもう一つ先の枝を目指しましょうか」

「おぉ、誰だれが今どこにいるとか、分かるものなんですか？」

　凄すごい、これが姉し妹まいの絆きずなってヤツなんだろうか。

「いえ。あの枝がスタート地点の枝から一番近いので、サボリ魔まのあの子なら真っ先にあそこを目指すかなって」

　うん……これも姉し妹まいの絆きずな、なんだろうか……。

　とはいえ、鉢はち合あわせになるのを回かい避ひするに越こしたことはない。この分なら、既すでに誰だれかが探した枝を繰くり返かえし探してしまうような無む駄だはなさそうだね。

「この枝なんかどうでしょう、セイさん。ちょっと下りて探してみましょうか」

「はいっ！　頑がん張ばります！」

　到とう着ちやくした次なる枝に下ろしてもらい、ボクはブリュンヒルデさまと一いつ緒しよに枝先を隈くまなく確かく認にん。

　今日の調子はどうだとか、好きな食べ物はなんだとか、他愛のないやり取りをしてデート気分を満まん喫きつしつつ、片手間に……ゴホンッ。じっくり慎しん重ちように、若芽を探した。

　でも残念ながら、この枝にも若芽は芽め吹ぶいていないようだった。

「ダメだぁ、見つからないや。世せ界かい樹じゆは生命力の塊かたまりみたいな樹きだから、若芽くらいそこら中にあるかと思ってたんだけど……中々見つからないものだなぁ」

「そうですね……でも仕方がありません。伝説の食材に数えられるからには一ひと筋すじ縄なわではいかないはずです。めげずに頑がん張ばりましょう！」

　そうしてボクは再び抱だき上あげられ、更さらに次の枝へと向かう。

　大だい丈じよう夫ぶ、まだ時間はたっぷりあるよ。だからどうか、ギリギリまで若芽が見つからないでいることを祈いのろうじゃないか。

　愛いとしい人と二人きりで楽しめるこの時間を、できるだけ長く堪たん能のうしたいからね。ムフ。







「はぁ、はぁ……ま、まさかこれほど見つからないなんて……完全に舐なめてたよ」

　あれからどれくらいの時間が経たったのだろうか。

　目的の若芽は一向に見つからず、日にち没ぼつが間近にまで迫せまっていた。下心を丸出しにして妙みような祈いのりを捧ささげてしまった数時間前の自分が、心底呪のろわしいよ。

　若芽が伝説級の美味おいしさを保つ条件は、芽め吹ぶいたその日のうちに収しゆう穫かくを済ませること。とはいえ夜の帳とばりが下りてしまったら、若芽を見つけ出すなんてもう不可能に近い。実質的に、日にち没ぼつまでが勝負だったんだけど……。

「他のみなさんはどうなりましたかね？　もう誰だれかが見つけてると嬉うれしいんですが」

　ボクが他力本願な弱音を呟つぶやいた瞬しゆん間かん、遠くから「おーい」と複数の声が近付いてくる。見れば、今まさに話題にした他の姉し妹まいがこちらに向かって飛んできていた。

「面めん目ぼくない、セイ殿どの。何本もの枝を渡わたって探してはみたものの、若芽は影かげも形もなく……」

「ほんとにねぇ……お姉さんも久々に頑がん張ばったんだけど、全部空から振ぶりだったわ～」

「うが～！　どういう事じゃセイ！　今日芽め吹ぶくという情報が、そもそも間ま違ちがっておるんじゃなかろうな!?」

　うぐっ、痛いところを突ついてくるなぁヘルムヴィーゲさま。イクスは今日見つけて実際に食べたと言ってたけど、実物をこの目で見せてもらったわけじゃない。かと言って、彼かの女じよが噓うそをついてるとは思えないし……。

「ままっま待って下さいヘルムヴィーゲ姉サマ。ワカメが今日芽め吹ぶいたっていうのは多分、間ま違ちがいないんじゃないかと思うんです」

「？　グリムゲルデ、どうしてそう思うんですか？」

　思おもい掛がけない発言に、真しん剣けんな面おも持もちで耳を傾かたむけるブリュンヒルデさま。グリムゲルデさまは過か剰じような身み振ぶり手て振ぶりを交えて答えた。

「じ、実はワタシ、さっきまで使い魔まのワンちゃん達たちにワカメ探しを手伝ってもらってたんです。ワンちゃん達たちは鼻が利きくから、ワカメの匂においに反応してワタシを案内してくれてたんですけど、いつも途と中ちゆうで匂においを辿たどれなくなってるみたいで……」

「ふーん。つまりアレね、今日若芽は確かに芽め吹ぶいていた。にも拘かかわらず、あたし達たちの誰だれもが見つけられなかった──って事ね？」

　そうジークルーネさまがまとめると、グリムゲルデさまはコクコクと小刻みに頷うなずく。

　なるほど、そういう事だったのか……。

　だけど、どうしてそんな妙みような現象が？　それじゃあまるで、近付く度たびに若芽が匂においごと姿を消しているみたいじゃないか。そんなとんでもない植物を収しゆう穫かくしようだなんてハードどころじゃない、紛まぎれもなく悪夢だよ。

「世せ界かい樹じゆの若芽って、すっごく逃にげ足あしが速いんだね。足でも生えてるのかなぁ？」

　ボクとはまた違ちがった発想を述べて腕うで組ぐみをするヴァイセ。そっか、自力で移動する植物っていう考え方もできるわけか。

　でも、走って逃にげる姿を思おもい浮うかべると何だか気持ち悪いなぁ。羽を生やして飛ぶとか、瞬しゆん間かん移動するとかならまだ許せるんだけど。

「……ん？　瞬しゆん間かん移動……？」

　頭に浮うかんだそのフレーズに、ボクは思わず首を傾かしげた。そして傾かしげると同時に──ソレはボクらの前に現れた。

「おや皆みな々みな様さま。こんなところにお揃そろいで、一体全体何事で御ご座ざいやすかい？」

　姿を現したのはラタトスク。彼かれはボクの真似まねでもするかのように首を傾かしげつつ、訝いぶかしそうな目を向けてくる。

「何事かって……キミは事情を知ってるじゃないか。ボクが世せ界かい樹じゆの若芽を探してるって」

「へぇ、もちろん存じておりやす。で、あっしにヴァルキューレのお嬢じよう達たちを集めるようご依い頼らいなさったんでやんちゅよね？」

　その通り、とボクは静かに頷うなずく。するとラタトスクは突とつ然ぜん得意そうに胸を反らし、自分の仕事振ふりを自じ慢まんしだした。

「あっしはご依い頼らい通り、お嬢じよう達たちを旦だん那なのもとへ向かわせやした。一人残らずでやんちゅ。これぞまさしく完かん璧ぺきな仕事！　そして有能過ぎるあっしは、そのまま世せ界かい樹じゆの若芽もたっぷり採ってきたのでやんちゅ！」

　…………えっ。それってどういうこと？

　ボクがそう尋たずねると、ラタトスクのドヤ顔に一層磨みがきが掛かかる。

「だからぁ、あっしが若芽を収しゆう穫かくしといたんでやんちゅよぉ。十八番おはこの瞬しゆん間かん移動で身も心もぴょんぴょんして、世せ界かい樹じゆの枝なんて幾いくらでも渡わたり歩あるけやすからね」

　そうか。分かったぞ、ボクらが誰だれ一人ひとり若芽を見つけ出せなかった理由が。グリムゲルデさまの使い魔まが、どうして突とつ然ぜん若芽の匂においを辿たどれなくなったのかが。

「ラタトスクが先回りしてたのかぁ」

　道理で見つけられないはずだ。まさかラタトスクがそこまで率そつ先せんして協力してくれていたなんて、完全に予想外だったよ。

　そもそもの話、ヴァルキューレさまがたを呼んできてもらうんじゃなくて初めからラタトスクに収しゆう穫かくをお願いしていれば、みんなの手を煩わずらわせることもなかったんじゃなかろうか……。

「ちょっとセイ。察するにあたし達たちって、最初からお呼びじゃなかったんじゃないの？」

「いえジークルーネさま、お呼びじゃなかったっていうか、お呼びするまでもなかったっていうかですね……」

　うわん、みんなの視線が痛い。睨にらんできてるのは主に見返りを求めていたお三方だけだけど、被ひ害がい妄もう想そうで心が痛む。

「こらジークルーネ、ヘルムヴィーゲとオルトリンデも、セイさんを責めるのは筋すじ違ちがいですよ。今回の若芽探しにはラタトスクも協力してくれていて、私わたし達たち姉し妹まいは彼かれより先に若芽を見つけられなかった。ただそれだけの事じゃないですか」

　おお……マイ女め神がみブリュンヒルデさま、なんとお優やさしいお言葉！　ボクの中に芽め吹ぶいた愛の若芽をどうかその手で収しゆう穫かくして頂きたい。

「ラタトスク如ごときに遅おくれを取るなんて、一生の不覚ですわ……ハァ」

「おっと、聞き捨てなりやせんねゲルヒルデ嬢じよう。負けておいて如ごとき呼ばわりとは酷ひどい言い草でやんちゅ。これからあっしの前を過ぎる時は、平身低頭を心こころ掛がけて頂きたいものでやんちゅ」

　あぁ……そうやってすぐに調子に乗るからダメなんだよ、ラタトスク。

　怒いかり心頭のゲルヒさまはふんぞり返るラタトスクに急接近、文字通り目にも留まらぬスピードでもって彼かれを鷲わし摑づかみにした。

「……ワタクシの頭を低くするより、アナタの頭を高くした方が早いのではなくて？」

「ぎゃああっ!?　首が伸のびっ、伸のびるぅ！」

　さてと。一言多いリスに相応ふさわしい制裁が済んだところで、今日のミッションは終しゆう了りようだ。

　ボクは付き合ってくれたみんなに改めてお礼を言って、夜を待つ『ヴァルハラ』に帰き還かんするのだった。







　ラタトスクが大量に採ってきてくれた世せ界かい樹じゆの若芽は、イクスの角から出る超ちよう純水に浸ひたして保存処理を施ほどこした。

　そして──翌日の夕暮れ。

　料理長の手により、ボクとイクスは揃そろって美味おいしい肉料理へと調理された。

　中身が減らない魔ま法ほうの鍋なべ・エルドフリームニルの中でグツグツと煮に立たてられているクリームシチューの中には、世界最高の野菜である世せ界かい樹じゆの若芽がたっぷり入っている。もちろん、本番のおもてなしに使う分は別に取り置きしてあるよ。

　この世界で一番贅ぜい沢たくなシチューが無料で、それも好きなだけ食べられるんだから、エインヘリヤルたちは自分の境きよう遇ぐうがどれほど幸せかを改めて自覚するべきだよ。

「わぁっ、いい匂にお～い！　これがセイくんの言ってた究極コンボメニューなんだね！」

「おぉっ!?　完成したんじゃな！　どれロスヴァイセ、わしにも嗅かがせい。んふぅ[image: ～][image: ～]ん、これはえぇ感じじゃあ！　のう、褒ほう美びの賄まかないはあるんじゃろ？　じゃろ!?」

「も、もちろんありますから、まずは落ち着いて下さい」

　全く、ヘルムヴィーゲさまはいつでも食い意地張ってるなぁ。まぁ、料理人としては嬉うれしいリアクションではあるけど。

　匂においに誘さそわれて先行してきた二人に続いて、他のヴァルキューレ姉し妹まいも続々と大食堂にやって来る。これから演習を終えて集まって来るエインヘリヤルたちへの酌しやくが始まるわけだけど、その前に約束はちゃんと守らなきゃね。

　鍋なべから取り分けたシチューが、食しよく卓たくにつく全員の前に行ゆき渡わたる。キッチンから静かに見守る料理長の視線を感じながら、ボクは両りよう腕うでを広げて告げた。

「さぁどうぞ、みなさん召めし上あがって下さい！　数百年周期でしか食べられない、幻まぼろしの料理を！」

「「「「「「「「「頂きまーす!!」」」」」」」」」

　綺き麗れいに声を揃そろえて、ヴァルキューレ九姉し妹まいが一いつ斉せいに一口目を頰ほお張ばる。次にその唇くちびるから零こぼれたのは、絶賛の嵐あらしだった。

「おっ、美味おいし過ぎますセイさん！　これってひょっとして、前の料理対決で作った料理より美味おいしいのでは……！」

「いやぁ、ボクはまだ食べてないので何とも……。それでブリュンヒルデさま、肝かん心じんの若芽の味はどうですか？」

「はいっ！　最高に美味おいしいです！　しんなりと柔やわらかくて、じわっと広がる甘あまみがあって、でも芯しんにはシャキっとした歯応えがあって……あまりいいコメントができなくてすみません、でも本当に美味おいしいです！」

　いえ、それだけ聞ければもう充じゆう分ぶんです。

　それに他のみんなの笑え顔がおを見てもよく分かる。この味なら、野菜嫌ぎらいなエインヘリヤルたちもきっと満足してくれるに違ちがいないよ。

「「「「「「「「「ご馳ち走そうさまでした！」」」」」」」」」

　数分後。みんなのスプーンが置かれた時、皿のシチューは綺き麗れいに平らげられていた。

　さぁ──次はいよいよエインヘリヤルたちの番。

　ヴァルキューレさまがたと入いれ替かわるように食堂へやって来たエインヘリヤルたちが次々と席に着き、セルフでシチューを皿に盛っていく。

　無作法な彼かれらは、いちいち頂きますなんて言わない。低く唸うなる腹の音が命じるまま、最初の一口を豪ごう快かいに搔かき込こんだ。

「ッアァァ、相変わらずウメェ肉だ！　俺おれ様さまの好みにジャストミートだな、肉だけに」

　うわ寒っ！　ちょっと何あの人のダジャレ、ビックリするほどウマくないよ！　控ひかえめに言ってゲロマズだよ！　そして結局肉しか口に入れてないし！

「も、もしもし戦士さん、今日の野菜はいつもと一味違ちがうんです。ぜひ試ためしてみて下さい」

「あぁん？　テメェはバカかイノシシ野や郎ろう！　精根尽つき果はてるまで演習やってようやく飯に有り付けるって時に、何で好き好んで葉っぱなんざ食わにゃなんねぇんだよ！」

「お、仰おつしやる通りなんですけど……でもあの、きっと今までとは格が違ちがう葉っぱですので」

「格？　格か……俺おれ様さまはまぁアレよ、どっちかってーと格の違ちがいが分かる男だ。よっしゃ分かったぜイノシシ、けどもしマズかったら代わりにテメェを食っちまうからな！」

「いやもう食べられてます」

　最初の一口が何だったのか思い出してよ。

　色々と文句は尽つきないけど、エインヘリヤルのおっさんは嫌いや々いやながらボクの言葉を受け入れてくれた。

　ゴロリと丸ごと入った世せ界かい樹じゆの若芽をエイヤと頰ほお張ばり、モグモグと咀そ嚼しやく。まるで苦虫を嚙かみ潰つぶしたように顔を顰しかめていたおっさんは、しばらくすると口の中のものを飲のみ込こんでカッと目を見開いた。

「何だコレ、半はん端ぱねぇウマさだ！　シチューの旨うま味みがたっぷり染しみ込こんで、嚙かめば嚙かむほどコクが出てきやがる！　こんなジューシーな野菜は初めてだぜっ！」

「んだとぉ、オメーなに食ってんだ？　って野菜かよ……だったらオレはパスで……」

「ハッ！　テメェもしやビビってんな？　野菜が怖こえぇってのか、おぉん？」

「だ、誰だれが野菜なんか！　野菜なんか怖こわかねぇや、よしオレも試ためしに食ってやウメェ!?」

「リアクションはえーよ馬ば鹿か！　んだよ、そんな美味うまい野菜があるわけアッターーッ!!」

　おいおい、この人たちは生前コメディアンか何かだったの？　ま、まぁ、喜んでくれてる分には別にいいか。

　うん……ホントによかった。こんなにも沢たく山さんの「美味おいしい」が聞けたなら、今日一日頑がん張ばった甲斐かいがあるというもの。これを機に、野菜の美味おいしさにも目を向けてくれるようになるといいんだけど──。

　とその時。唐とう突とつに呟つぶやかれた一つの意見が、大食堂に静けさをもたらした。

「でもよ……別に肉より美味うまいってほどじゃあねぇよな、これ」

　え……いやまぁ、野菜は野菜だし、そりゃあ肉の美味おいしさには敵かなわない部分も確かにあるとは思うけど、でもそれを言っちゃあ……。

「よく知んねぇけどさ。例の魔ま法ほうの鍋なべのお陰かげで、夜は無制限に肉が食えるじゃん？　ならわざわざ野菜なんかで腹膨ふくらませなくてもよくね？」

　いや、ちょっと待ってそれは、

「それもそうだな」

「よっしゃ肉食うべ、肉！」

　こうして──野菜は再び影かげの存在へと成り下がる。ボクらの苦労が脚きやつ光こうを浴びたのは、本当に一いつ瞬しゆんのことだった。

「……思ったようにはいかないもんだなぁ、セイ君」

「……ですね。ハハ、ハ……はぁ」

　仕方ない。仕方ないよ、だって好物が好きなだけ食べられちゃうんだもん。好きな物だけでお腹なか一杯ぱいになれるなら、それが一番幸せに決まってる。

　結局エインヘリヤルたちの野菜嫌ぎらいは改められなかったけど、せめてフレイヤさまのご友人には好評を頂けるよう、今のうちから祈いのっておこう……。

　全く、誰だれだよ中身が減らない魔ま法ほうの鍋なべなんて物を持って来たのはさ。

　……あ、ボクですね。ゴメンなさい……。







[image: 二　～黄金色のグルヴェイグ～]




　それは、明くる朝のことだった。

　前まえ触ぶれなんてものはなく。予兆なんてものもなく。唐とう突とつに──その音は響ひびいてきたんだ。




《プオオォォォォッ!!　プオオォォォォッ!!》




「!?　こっ……この音は……まさかっ!!」

　聞き間ま違ちがいであってほしいと、こんなにも強く願ったことは今までなかった。

　だけど……ボクに限ってコレを聞きき違ちがえることはない。神界『アースガルド』全域に広がるこの音を、ボクは前に一度だけ聞いたことがあるからだ。

「これはヘイムダルさまの角笛……〝ギャラルホルン〟の音だ……!!」

　世せ界かい樹じゆレーラズの根を齧かじり、倒とう壊かいの危機を招いた邪じや竜りゆうニーズヘッグ。彼かれとの激げき闘とうの最中に、ボクはこの音を聞いた。でもそれは、あくまでも戦術上の都合によってロキが奏かなでたものだ。

　もちろん、借りていた角笛はロキがとっくに返へん還かんしている。つまり──今この角笛を吹ふいているのは、当然ながら本来の持ち主であるヘイムダルさまに他ならない。

　そしてこの音が鳴なり響ひびいたということは…………世界の終わり、『神々の黄昏ラグナロク』が到とう来らいしてしまったことを、意味している。

「たたっ、大変だっ！　あぁ大変だよっ！　ヤバイよヤバイよヤバイよっ!!」

　ま、待て、落ち着けセーフリームニル！　こういう時こそ冷静に行動するんだ！

　とにかく、まずは避ひ難なんしよう。いや、状じよう況きよう確かく認にんが先だろうか？　今どこで何が起きているのかを、ボクは何一つ把は握あくできていないわけだし。取る物も取らずに丸まる裸はだかで爆ばく心しん地にデビューとか、そんなマヌケな真似まねはいくら何でも避さけたいところだよ。

「セイッ!!　いますわよね!?」

　その時、翡ひ翠すい色の突とつ風ぷうが窓の外から部屋に飛とび込こんできた。突とつ風ぷうの正体は、ヴァルキューレ姉し妹まい最速を誇ほこる次女・ゲルヒさまだ。

「は、はいっ！　ボクはここにいますっ！」

「あぁセイ、よかったですわ！　さっ、早くこちらへ！　急いで向かいますわよ！」

　ゲルヒさまは安あん堵どするも束つかの間ま、ボクを腕うでの中へ呼び寄せると同時に翼つばさを広げ空を舞まう。

「む、向かうって……一体どこにですか!?」

　久ひさ方かた振ぶりに体験する、彼かの女じよの高速飛ひ翔しよう。息もできない風圧に耐たえながら、ボクは彼かの女じよに問とい掛かける。すると彼かの女じよは真まっ直すぐ前だけを見み据すえながら、明めい瞭りような声で答えた。

「決まっていますわ！　フレイヤ様のお屋や敷しき──『フォールクヴァング』でしてよ！」







　風雲急を告げる中、辿たどり着ついた『フォールクヴァング』。

　外の庭園までなら何度か来たことがあったけど、こうして屋や敷しき内に入るのはこれが二度目。初めて入ったのは確か……ランチパーティーのお誘さそいを受けた時だったかな。その時隣となりを歩いていたのはゲルヒさまじゃなくて、ブリュンヒルデさまだったけど……。

　前に来た時と同じように、屋や敷しき内にはたくさんの女性騎き士したちが行ゆき交かっていた。でも、ボクと目が合うと笑え顔がおで手を振ふってくれるのは、前とちょっと違ちがう部分。

　そっか。自分で言うのもなんだけど、あれからボクも有名になったからね。もし迷子のフリでもして紛まぎれ込こんだら、みんなで色々とお世話してくれるかも……ムフフ。

　って……あれ？　何でボク、こんな緊きん急きゆう事態なのにこうも紳しん士し的でいられるんだろう？　……あぁ～、そうか分かったぞ。このお屋や敷しきの空気に、何故なぜか余よ裕ゆうが見られるからだ。

「あのぉ～……何かおかしくないですか？　ゲルヒさま。ここの人たち、全然慌あわてたりとかしてないみたいですけど……」

「？　何故なぜ慌あわてる必要がありますの？」

　ボクの質問に、ゲルヒさまは疑問を顔に浮うかべるばかり。え、何で？　ボクがおかしいの？

「だ、だって、さっきギャラルホルンが鳴ったじゃないですか。あの『ラグナロク』が始まる合図が聞こえたんですから、普ふ通つうはもっとこう……」

「うん？　セイ、ひょっとして上司の方から聞いておりませんの？　先ほどのギャラルホルンの音ねは、フレイヤ様のご友人が『アースガルド』に来訪なされた事を告げるもの。今日だけの特別な合図でしてよ」

「えぇっ!?　そ、そうだったんですか!?」

　な、なぁ～んだぁ……。全くもう、焦あせって損しちゃったよ。

　でもボク、そんなの一言も聞いてないぞ？　料理長め、どうしてそんな大事なことを教えてくれないんだ。……あ、いや、どうだろう。話の途と中ちゆうでボクが割わり込こんじゃったせいかな？　だって昨日はライブの話を先に聞かされちゃったから、つい興奮しちゃってさ……。

「言っておきますけど、ヘイムダル様が全力で角笛を吹ふいたならあんな音じゃ済まされませんわよ？　今回は『アースガルド』内にしか届かないよう、加減して吹ふいてもらっておりますの」

「へぇ～……。ゴホンッ、『了りよう承しようした。五十パーセントの肺活量でいかせてもらう』」

「プッ！　それってヘイムダル様の真似まねですわよね？　よく似ていらっしゃいますわ！」

　えへへ、そんなに似てるかな？　まぁ、あのお方の話し方はちょっと特とく徴ちよう的だからね。

　そうこうしている間に、見覚えのある扉とびらの前に到とう着ちやく。前にお招き頂いた時にも入った広間だ。名前は確か、セーフリームニル……って、それボクの名前じゃないか。

「さぁ着きましたわよ、『セスルームニル』の間まですわ」

　そうそうソレソレ。ホントややこしくて迷めい惑わくしちゃうよ、一体誰だれが命名したんだろ。

　と、心中で文句を言っているうちに扉とびらが開き、広間の様子が視界に入ってくる。

　そこには前と同じように、残り八人のヴァルキューレ姉し妹まいたち。そしてその長、愛と美と豊ほう饒じようを司つかさどる女め神がみ・フレイヤさま。それだけでなく、ボク以外にも二頭のイノシシが揃そろっていた。

「あっ、グリンブルスティ！　それにヒルディも！」

「フン、来たかセーフリームニル。来たなら疾とく跪ひざまずくがいい、フレイヤ様の御ご前ぜんだぞ」

　黄金のイノシシ・グリンブルスティ。ドヴェルグ六大傑けつ作さくに数えられる宝具の一つにして、フレイヤさまの兄上・フレイさまにお仕えする駿しゆん足そくエリート（笑わらい）だ。

「いやいやルスティ、そんなお堅かたいのはもういいっしょ……コホンッ、よいのではないでしょうか？　彼かれももう充じゆう分ぶんあたい達たち……わ、わたし達たちと対等な立場なのですから」

　そしてその隣となりにいるのは白銀のイノシシ・ヒルディことヒルディスヴィーニ。フレイヤさまの良き理解者として、時に良きマネージャーとして活かつ躍やくする、敏びん腕わんエリート（猫ねこ被かぶり）だ。

　……何となく癪しやくだから、ついでにボクの紹しよう介かいもしておこうかな。煤すすけ色のイノシシ・セイことセーフリームニル。『ヴァルハラ』の台所を一手に担にない、何度となく世界の危機に立ち向かってきた筆頭レジェンド（紳しん士し）さ。覚えておいて。

「ハーイ、セイちゃん久ひさし振ぶり！　ゲルヒルデもお疲つかれ様さま、早かったわね」

「当然ですわフレイヤ様。ワタクシにかかれば世界を縮める事など造作もございません、姉とは違ちがって。えぇ、誰だれとは言いませんけどね？」

　いや、あなたの姉は一人だけでしょう、姉し妹まいの次女サマ。全く、そうやってすぐケンカを売るからブリュンヒルデさまも頰ほっぺたを膨ふくらませて……ない、だと……!?　いい顔でしょう、余よ裕ゆうの笑え顔がおだ、いつもと違ちがいますよ。一番気に入ってる表情だったのに……何か他にいいことでもあったのかな？

　と、不ふ審しんに思っているボクをよそに、フレイヤさまは話の本題を語った。

「じゃあ早さつ速そくで悪いんだけど……セイちゃん、そこにいるイノシシコンビとトリオになって、ヘイムダル様のところに向かってもらえるかな？」

「『ビフレスト』に？　ボクたちイノシシだけで、ですか？」

「ううん。一応お目付役として、ブリュンヒルデも同行させるわ」

「なっ!?　ちょっと、どういう事ですの姉ねえ様さま!?　御目付けでしたら引き続きワタクシがっ」

「ふふん、残念でしたねゲルヒルデ。あなたが不在のうちに、フレイヤ様に志願しておきました。後の事はぜ～んぶ私に任せて下さい。という訳で……ここから先はよろしくお願いしますね？　セイさん」

　ぐぬぬ、と奥おく歯ばを嚙かみしめて悔くやしがるゲルヒさまと、不敵に笑うブリュンヒルデさまの図。

　おおぅ、何と熾し烈れつな仕事の奪うばい合あいだろう。ボクらみたいなイノシシ風ふ情ぜいのお目付役なんて引き受けたところで大した名めい誉よでもないだろうに……お二人の仕事に対する情熱は、太陽の女め神がみソールさまでも火傷やけどしそうな熱さだよ。

「ほら、ヘルムヴィーゲさまもお二人の熱心さを見習った方がいいですよ？」

「熱心なものか。お主にはあやつらが仕事を奪うばい合あっとるように見えるんじゃな……はぁ～」

「な、何です？　その大きすぎる溜ため息いきは」

　分からない。彼かの女じよたちは仕事以外の何を奪うばい合あってるっていうんだ？　まさかボクを奪うばい合あってるってことはないだろうし……ダメだ、これは宿題にしよう。

「でも、どうしてわざわざボクたちイノシシが駆かり出だされるんです？　おもてなしにはもっと相応ふさわしい人材が、他にもたくさんいらっしゃると思いますけど」

「そんな事ないわ。セイちゃん達たちイノシシは、言わばコンパニオンね。わたしのお友達のマルデルも、わたしと同じでイノシシが大大だ～い好きだから」

　ほほう、だからボクが呼び出されたわけか。料理長の話では、マルデルさまは人間のフリをしているヴァン神族。つまりイノシシを聖獣として扱あつかっている、と。フレイヤさまはご友人を招待するにあたって、本当に万ばん全ぜんのおもてなしを考えていらっしゃるんだなぁ。

「そういうことでしたらお任せ下さい！　ご友人に喜んで頂けるよう、全力を尽つくします！」

　この采さい配はいは、フレイヤさまからの信しん頼らいの証あかし……ボクはきっと成なし遂とげてみせるよ。

　万ばん物ぶつを悩のう殺さつする女め神がみの笑え顔がおで見送られつつ、ボクたちはお屋や敷しきを出る。と同時に、ブリュンヒルデさまは指笛を鳴らしてすぐさま愛馬のグラーネくんを呼び寄せた。

「待たせたな、主様。それじゃあ行きますかい」

「えぇ、お願いしますね。よっと……さ、セイさんもどうぞこちらに」

　颯さつ爽そうと駆かけつけた愛馬に軽かろやかに騎き乗じようして、ブリュンヒルデさまが手を差さし伸のべて下さる。ムフフ、それじゃあ今回もいつも通り、太ももの間に収まりましょうぞ。

「待てセーフリームニル。いい機会だ、ここは我わが輩はいの背に騎き乗じようする事を許可してやろう」

　刹せつ那な、そんなセリフが聞こえてきて、ボクに約束されたパラダイスはあえなくキャンセル。ちょっとグリンブルスティ!?　どうしてなの？　どうして今デレちゃったの!?

「フン、勘かん違ちがいするな。今や世界一美味うまい食材となった貴様だ。ならばこそ、世界一の駿しゆん足そくを誇ほこる我わが輩はいの速さを体感させるには頃ころ合いと思ったにすぎん。世界レベルの者でなければ、世界レベルの凄すごさは理解できんからな」

　う、う～ん……ようやく認めてもらえて光栄なんだけど、今は控ひかえて頂けると……。

「やったじゃんセイ！　あたいも昔に乗せてもらったことあるけど、ルスティの走りはマジで凄すごいよ～。もうね、いつ走り出していつ走り終わったのか、分かんなかったくらい」

「い、いやヒルディ。それは貴様がいきなり振ふり落おとされて気を失っただけだぞ？」

　何ソレ。世界レベルの乗馬テクがないと、危険すぎてホントの意味で乗れないじゃん。で、今のボクにならそれがあると？　美味おいしくなっただけなのに？

「あ～……気持ちは嬉うれしいんだけど……ボクにはまだちょっと早いかなぁ、なんて……」

「あぁ分かっているとも。その謙けん虚きよな心こそが貴様の美徳。だが誤るな、謙けん虚きよさも行き過ぎれば悪徳へと成り下がる。さぁ乗るがいい！　わざわざ戦いくさ乙女おとめの手を煩わずらわせる事もあるまい？」

　うっ。それを引き合いに出されると弱っちゃうな……残念だけど、ここはブリュンヒルデさまの返答次し第だいってところか。

　そう思ってボクがブリュンヒルデさまのお顔を見上げると、彼かの女じよは何故なぜだか困り果てたような表情を浮うかべていた。

「えーっと……私としては、セイさんがこちらに同乗しても問題ないと考えておりまして……というかソレを目当てにお目付役を引き受けたというか……」

　え？　今なんて？　ボクの自じ慢まんのイノシシ・イヤーをもってしても、後半の言葉が上手うまく聞き取れなかったよ。

「ふむ。それは逆に、同乗しなくとも問題ないという解かい釈しやくでよろしいか？」

「ま、まぁそうなるような、そうでもないような……」

「煮にえ切りませんな。まさかとは思いますが、ブリュンヒルデ様……このセーフリームニルを好んで膝ひざ上に乗せる趣しゆ味みをお持ちか？」

「そそそっ、そんなまさか！　任務に託かこつけて過度なスキンシップを図ろうだなんて、そんな浅ましい事を企たくらんでなんかいませんから！　セ、セイさん？　今日はグリンブルスティの言う通りにして下さい。あ～、六大傑けつ作さくの一つである彼かれの背に跨またがれるなんて私も羨うらやましいです～」

　あぁ……ボクが密ひそかに抱いだいていた企たくらみは、やっぱり浅ましい事だったのか。仕方ない、彼かの女じよに浅ましいイノシシだと思われるのは嫌いやだし、パラダイスは潔いさぎよく諦あきらめるよ……。

「じゃ、じゃあお言葉に甘あまえて……〝マンナズ〟」

　ボクは変へん化げのルーン魔ま術じゆつで人間の姿になり、グリンブルスティの背中に跨またがる。彼かれの黄金の毛並みはフワッフワで、まさに鞍くらいらず。天に向かって伸のびた長い牙きばが丁度手の届く位置にあって、手た綱づなもいらない。

　ふむ、なるほど。これこそあの軍神フレイが独どく占せんしてきた、神の視点というわけだね。そう考えると、この経験も案外悪くないのかも。

「よし、準備できたな。さて……世界最速の駿馬スレイプニルの息子むすこ・グラーネよ。どうだ？　ここは一つ勝負といこうではないか。どちらが先に虹にじの橋『ビフレスト』まで辿たどり着つけるか、な」

「フ……安い挑ちよう発はつだが、望むところだ。胸をお借りしますぜ、六大傑けつ作さくサマ」

　クールに熱い火花を散らす、グラーネくんとグリンブルスティ。他人ひと事ごとのようにエールを送るヒルディはともかく、ブリュンヒルデさまはグッと前ぜん傾けい姿勢を取っていて、意外にもやる気満々だ。よ、よぉし、そういうことならボクもカッコつけるくらいは、やってみるか！

　脳内シグナルはグリーン。位置について、よーい……ドンッ!!

「!?　はっやっっ!?」

　スタート地点に残した驚きよう愕がくの叫さけびは、既すでに遥はるか彼方かなた。そのスピードは風速を超こえ、音速の領域にまで達していた……かどうかは知らないけど、それくらいの勢いだ。

（ふ、風圧で、息が……できな、い……）

　仮に風圧がなかったとしても、息を止めてしがみつかなきゃ一いつ瞬しゆんで振ふり落おとされる。これってフレイさまクラスのツワモノじゃないと、まともに乗ってられないじゃないか。

（くっ……勝負の行方ゆくえは……グラーネくんが僅わずかに遅おくれてるのか）

　勝負するからには勝ちたい気持ちはある。でも、グリンブルスティがブリュンヒルデさま＆グラーネくんコンビに勝ってしまうのは、何となく気に食わない。真しん剣けん勝負に水を差すなと多方面からお叱しかりを受けそうだけど、ここはちょっと妨ぼう害がいしたいところだよ。

「あっ！　左後方にヴァイセ発見！」

「何ッ!?　ロスヴァイセ様が!?」

　思った通りの超ちよう反応。グリンブルスティは彼かの女じよのことを密ひそかに慕したってるからね。

「いやしかしっ、今は勝負に徹てつするのみ！」

　なっ、振ふり切きったっ!?　あんた……あんた男だよっ！

「あっ！　ヴァイセが全ぜん裸らで水浴びを始めたぞ！」

「ダニィ!?　今すぐ座標を言えっ!!」

　今度はさすがに釣つれたっ!?　あんた……あんたどうしようもない男だよっ！

「うぬっ!?　しまった、速度を落として……！　ぬぉぉおおおおっ!!」

　はい、そのままゴールイン。でも勝負は結局のところ、本当に微び妙みような差でグリンブルスティの勝ちだった。

「おいグリンブルスティ、あんた最後に手を抜ぬこうとしたな？　まさかこの俺おれを侮ぶ辱じよくするつもりだったのか？」

　終しゆう盤ばんの減速を目め聡ざとく見み抜ぬいたグラーネくんが、厳しい口調で詰きつ問もんする。詰つめ寄よられたグリンブルスティは一いつ瞬しゆんたじろぎつつも、毅き然ぜんとした態度で返した。

「確かに速度は落としたが、侮ぶ辱じよくしたつもりはない。我わが輩はいは全力を尽つくした」

「だったら速度を落とした理由を言え」

「それはちょっと……」

　……うん。言えるわけないよね。何かその……ゴメン。反省してます……。







　熱いデッドヒートを繰くり広ひろげつつ、ボクらは超ちよう短時間で虹にじの橋『ビフレスト』に到とう着ちやく。やや遅おくれてやって来たヒルディと合流して、『ビフレスト』の番人であるヘイムダルさまのお屋や敷しきへと向かった。

「おはようございますヘイムダル様。ヴァルキューレの長女ブリュンヒルデです。賓ひん客きやくのお迎むかえに参上いたしました」

　ヘイムダルさまがお住まいになるお屋や敷しき、『ヒミンビョルグ』の扉とびらの前にてノックを三回。丁てい寧ねいな挨あい拶さつが告げられた直後、その荘そう厳ごんな扉とびらは音を立てて開かれた。

　中から現れたのはもちろん、お屋や敷しきの主。美男子で有名な光の神・バルドルさまやフレイさまに負けず劣おとらずイケメンで、だけどどことなく性格に難があるヘイムダルさまだ。

「ご苦労。お前まえ達たちがやって来る事、オレには分かっていたぞ」

「あ、そうですよね。ヘイムダル様は並外れた視力をお持ちですから」

「いや。先に来ていたラタトスクから普ふ通つうに話を聞いていた」

「え、あ、そ、そうでしたか……」

　引ひき攣つった笑え顔がおで答えるブリュンヒルデさまをよそに、ヘイムダルさまの肩かたの上にパッと瞬しゆん間かん移動してくるラタトスク。ホント、相変わらずどこにでも現れるリスだなぁ。

「では早さつ速そくだが、賓ひん客きやくを受うけ渡わたす。……マルデル様、こちらへどうぞ」

「ほいほ～い」

　！　いよいよだ……いよいよお会いできるのか？　ボクの生き返りの力グルヴエイグの命名元……黄金の女め神がみ・グルヴェイグさまに……！

「やっほ～、お待た？　ってデカッ!?　超ちよう金のイノシシいるじゃ～ん！　マジヤバじゃね？　銀のイノシシもキレーじゃん、この子フレイヤのっしょ？　超ちよう似てるもんウケる～！」

　オゥ……何と言いますか、その……彼かの女じよはちょっと都会的な女め神がみさまなようで……。

　お屋や敷しきの奥おくから姿を見せたのは、タイトめな衣い装しようにゆったりとした上着を合わせた大人の魅み力りよくが溢あふれる女性。少し赤みを帯びた金の長ちよう髪はつを背に流し、毛先の辺りで一つにまとめている。フレイヤさまのと似たデザインの帽ぼう子しを被かぶっているのも、目を引くポイントだ。

　スタイルの方はモデル向き。ヴァルキューレ姉し妹まいの中でも長身なヴァルトラウテさまよりやや長身で、ただしバストが大人しい。いや、決して無言なわけじゃないよ？　ご本人の快活な印象に比べて、ってだけだから。

「およ？　何か小ちっちゃいのもいるじゃ～ん。おチビちゃん、お名前は～？」

「あっ、はい！　ボクはセーフリームニルと言います！　どうかセイとお呼び下さい！」

「セイっちね、オッケオッケ！　いや～も～イノシシ選より取どり見取りってカンジ？　フレイヤも粋いきな事するよねぇ、ウチなんかのためにさ」

　おぉ、どうやらおもてなしの第一歩は好感かん触しよくみたいだ。このまま最高の気分を維い持じしつつ、フレイヤさまのお屋や敷しきまでご案内したいところだよ。

　でも……こうしてお会いできたからには、やっぱり尋たずねずにはいられない。

「あの！　グルヴェイグさま……なんですよね？　黄金の女め神がみの」

「おっと……ま、そうなんだけどねぇ。今はマルデルで通ってるから、そっちでピクヨロ」

「はい！　よろしくお願いいたしますマルデルさま！　でも……ボクにとってはやっぱり、グルヴェイグさまは特別なお方でして……」

　その時、ブリュンヒルデさまがピクリと反応した──ような気がしたけど、明後日あさつての方向を向いて口笛吹ふいてる（吹ふけてはいない）みたいだし、そうでもないか。

「へぇ、グルヴェイグであるウチが特別だって？　そりゃまたどーして？」

「それはですね、ボクがマルデルさまと似た力を持ってるからです！　死んでも生き返る力！」

「！」

　ボクの言葉を聞いたその瞬しゆん間かん、マルデルさまは目を見開いて息を吞のむ。ボクは出会えた嬉うれしさに任せて、構わず続けた。

「あなたの力のことをオーディンさまから聞いて、気になって自分でもちょっと調べて……そしたら自然と、自分が持つ生き返りの力にあなたの名前を付けていました。勝手なんですけど……でもだからこそ、」

「ちょい待ち」

　早口に捲まくし立たてるボクの目の前で、目線を合わせるようにしゃがんだマルデルさまが待まったを掛かけてくる。何事かと思った時、マルデルさまはボクの瞳ひとみを覗のぞき込こむようにして呟つぶやいた。

「その力がある事を知ってるからには……おチビちゃん、死んだって事？」

　そのお声は、ボクが感じた第一印象とは正反対に、暗かった。ボクはどう反応したらいいか少し迷ったけど、聞かれたことに素す直なおに答える。

「えぇ、そうですね。今は色んな事情が重なって頻ひん度どは激減しましたけど……前は毎晩死んでいました。だってボクは、食材ですから。それくらいしないと、ボクなんかが『ヴァルハラ』にはいられませんしね」

　ボクがそう答えた瞬しゆん間かん、その場の空気が固まった気がした。あれ、ボク……何かマズイこと言っちゃったのかな……？

　何となく心配になった時、目の前のマルデルさまがおもむろにボクの頭に手を乗せる。そしてヒドく悲しそうな目をして、言った。

「あんたは馬ば鹿かだなぁ……みんな揃そろって馬ば鹿かだけど、あんたは別格の馬ば鹿か」

　うおぅ、直球。さすがにグサッときたよ。面と向かってそこまで言わなくても……。

「でもそんだけ馬ば鹿かだったから……あんたは壊こわれずにいられたのかもね」

「あれ？　ひょっとして褒ほめられてます？」

「褒ほめてない。呆あきれて憐あわれんでるの」

　初対面のヒトに憐あわれまれるほど、ボクってヒドい人生を送ってるんだろうか？　まぁ……仮にそうなんだとして、ボクはこんな重い空気の中に居続けるのは、もっと嫌いやだな。

「ランチパーティーとか〝オーディン飲み〟とか〝ブラジャーくじ〟とか、それなりにいい目もいっぱい見てますから、ボクとしては気になりませんけどね！」

「ブラッ!?」

　朗ほがらかに言い放ったボクの言葉を受け、ブリュンヒルデさまが奇き声せいを上げて飛とび跳はねる。

「おっとなになに～？　ランチパーティーはともかく、いくつか超ちようパないワードが聞こえたような気がするんですけど～？　あなたひょっとして心当たりある系？」

「な、ないです！　ありません！　あれはもう全部忘れたんです～っ!!」

「あ、こら待ちなって、ＹＯＵ教えちゃいなＹＯ～！」

　逃にげるブリュンヒルデさまをマルデルさまが追おい掛かけ、屋や敷しきの外へと飛び出して行く。ボクはグリンブルスティとヒルディに目配せすると、お二人の後を追うことにした。

「というわけなので、ヘイムダルさま。ボクたちはこれで失礼しますね」

「了りよう承しようした。……待て、セーフリームニル。さっきの事だが……」

　立ち去りかけたボクの背を、ヘイムダルさまが呼び止める。それはやっぱりボクを憐あわれんでのものなのか、普ふ段だんは見せない思いつめた表情を浮うかべて、彼かれは言った。

「〝ブラジャーくじ〟の話、今度詳くわしく」

　ボクは、無言でその場を後にした。







　帰り道。マルデルさまは一人余っていたヒルディに跨またがり、ゆっくり帰き還かん。

　開門された『フォールクヴァング』の前には、待ち兼かねたようにフレイヤさまが立っていた。

「マルデル～！　遥はる々ばるようこそ！　会いたかったわ～、元気してた？」

「ウェーイちゃんフレ、もち元気じゃん！　見れば分かるっしょフゥ[image: ～][image: ～]ッ！」

「マルデル……変わったわね、貴女あなた……」

「あっ、いや、この喋しやべりは今の人間界の流行はやりっていうか……えぇ元気よ。心配してくれてありがとう、フレイヤ」

　あ、あのギャルっぽい喋しやべりって、キャラだったんだね。本当は普ふ通つうに真面目な感じで話すお方なのかな……？

「でもフレイヤ、突とつ然ぜんライブに招待ってどういう事？　あなたがアイドルっぽい事をしてるのは風の噂うわさで知ってたけど、ライブに招待してくれたのはこれが初めてよね？」

　さっきもチラリと見せた神しん妙みような顔で、マルデルさまはそう言った。問われたフレイヤさまは一度軽く笑ってみせると、その場でクルリと回って両手を広げる。

「見てマルデル、『アースガルド』は平和そのものでしょ？　きっと『ミッドガルド』もそうなんじゃないかしら」

「えぇまぁ、一時期からしたら大分落ち着いたわ。エインヘリヤル集めも、そんなに捗はかどらないんじゃないかってくらいに」

「うん。でもね……これは今だけの平へい穏おんなの。ミーミル様の予言は、絶対だから。世界の終末『ラグナロク』は、いつ起こるか分からない。もうすぐそこまで迫せまっているのかもしれない。だから……そうなる前に、わたしの歌を貴女あなたに聞いてほしかったの。わたしの大切な、友達だから」

　フレイヤさまのお言葉を受け、ボクらは思わず静まり返る。

　そう──予言神ミーミルさまの予言は、これまで一度も外れたことがない。そして世界滅めつ亡ぼうの予言は、もうとっくに告げられているんだ。

「そもそもわたしがライブをやり始めたのってね、『ラグナロク』の予言をみんなが怖こわがって、笑え顔がおを忘れちゃったからなの。わたしがステージで歌う事で、みんなが元気になる。みんなが元気だとわたしも嬉うれしい。だからわたしは歌い続けるのよ！」

「というのは建前で、ただチヤホヤされたいだけだったりして」

「コラそこ、シレッと本音を読まない」

　って、イイ話かと思ったら全然殊しゆ勝しようなものじゃなかった！

「だぁってぇ、自分で言うけどわたしって可愛かわいいじゃない？　昔からそれなりにチヤホヤされてきたけど、ライブの時はもっと凄すごいんだから！　男お神がみ達たちみ～んなノリノリで！　オーディンおじ様なんて最前列で熱ねつ狂きようし過ぎて、警備員に連れていかれた事もあったしね」

　おい主神、それでいいのか。年とし甲斐がいなさすぎだろ。

「そんな訳だから、スーパーアイドルフレイヤちゃんの超ちよう絶ぜつライブ、マルデルも楽しみにしててね！　と言ってもライブ自体は明後日あさつてだから、それまでは適当に寛くつろいでもらう事になるんだけど……ちなみにどこか泊とまりたいところってある？」

「あ、それならウチ、もう宿決まってるし」

「そうなの？　どこ？」

　意外そうに尋たずねるフレイヤさまだけど、これにはボクも驚おどろいた。マルデルさまは今さっき『アースガルド』に到とう着ちやくしたばっかりなのに、一体何を決め手に宿を決定したんだろう？　『ビフレスト』で観光案内のチラシでも配られてたのかな？

　そう思って首を傾かしげていたら、ボクの視点が急に上じよう昇しようした。おや？　どうやらマルデルさまに抱だき上あげられたみたいだぞ。

「ウチ、この子の部屋に泊とまるんで」

「えっ……今なんて？」

　ちょっと待って、今の発言おかしいよね。何かボクの部屋に泊とまるって聞こえた気がするけど……いやいやそんなバカな。さぁ、テイクツーお願いします。

「だからウチ、この子の部屋に泊とまるんで」

「「「ええぇぇーーーーーーーーッッ!?」」」

　ちなみに、叫さけんだのはボクとフレイヤさまと、そしてブリュンヒルデさまだ。冗じよう談だんじゃない、これが叫さけばずにいられるものか。顔にはこっそり喜色が浮うかんでいようとも、紳しん士しとしては。

「ボ、ボクの部屋って本気ですか!?　一体どうして!?」

「どうしても何も、ウチとセイっちはもうマブじゃん。〝グルヴェイグ〟繫つながりで絆きずなＭＡＸ！」

「いや、それはそうかもですが……でも机と椅い子すとベッドと本ほん棚だなくらいしかありませんよ？」

「それって至いたれり尽つくせりじゃん。まるで人間の部屋みたい」

「ひ、一人暮らしのオスの部屋ですよ？」

「なお良し！　誰だれにも気き兼がねしなくて済みそーじゃん」

「ベッドはシングルサイズが一つですが……」

「ウチ、ベッド無いどころか普ふ段だんはソファー系だし。この際一いつ緒しよに温め合おうよぉ」

　……。今宵こよい、ボクはオトナへの階段を一段抜ぬかしで駆かけ上あがるのかもしれない。フフ、グッバイ『ヴァルハラ』の人間ども。イノシシですらこうなのに、お前らときたら……。

「──異議ありっ!!」

　その時、『フォールクヴァング』の門前に轟とどろく叫さけびが一つ。叫さけびを発したのは意外なことに、ブリュンヒルデさまだった。

「その同どう衾きん、異議あり！　戦死者の館『ヴァルハラ』は、酒と血肉と女に飢うえた獰どう猛もうな連中が跋ばつ扈こする万魔殿パンデモニウム。そのような叫きよう喚かん地じ獄ごくに賓ひん客きやくを預ける訳には参りません！」

　ちょっと待って、ボクの職場ってそんなとんでもないところだったの？　ボクはそんなところの最上階でずっと寝ね泊とまりしてたの？　それってもはや魔ま王おうじゃないか。

「……だったらどうするね？　ヒルデっち」

　試ためすように、諭さとすように。静かな口調でマルデルさまは言う。そんなの決まっていると言わんばかりにブリュンヒルデさまは口元を引き結び、胸に手を添そえて宣言した。

「私もセイさんのお部屋で寝ね泊とまりいたします。警護として！」

「!?　おぉっとこれは予想外な展開……ゴホン！　よく言ってくれたわブリュンヒルデ！　じゃあマルデルの事……頼たのんだわよ？　そしてセイちゃんは後で必ず結果を報告する事。面白……じゃなかった、いい報告を期待してるからね！　グッドラック！」

　一も二もなく賛同なさったフレイヤさま。殊こと更さら真面目な表情を作ってるみたいだけど、これ絶対面おも白しろがってるぞ。だってイタズラな笑えみがダダ漏もれだもん。

　いよいよ口くち癖ぐせになりそうな予感に打ち震ふるえつつ、ボクは敢あえて声に出して言おうと思う。

「どうしてこうなった……」







　マルデルさまの宿しゆく泊はく先も無事（？）に決まり、ボクとブリュンヒルデさまとマルデルさまの三人は『フォールクヴァング』を後にした。目指すは当然、宿しゆく泊はく先である『ヴァルハラ』だ。

　従業員寮りよう最上階にある、元・物置部屋。それが煤すすけイノシシ・セーフリームニルに与あたえられた唯ゆい一いつ無む二にの城。と言っても、そう粗そ末まつなものじゃないよ。何しろ腐くさっても神の御舎みあらか、『グラズヘイム』の五番館にある部屋だ。エコノミークラスからスケールが違ちがうのは、推おして知しるべし。

「え～っと……まずは一度チェックインなさいますか？」

　言い方に若じやつ干かん悩なやみつつ、ボクはマルデルさまにそう尋たずねる。だけど彼かの女じよは首を横に振ふると、別の提案を持もち掛かけてきた。

「うんにゃ。言うほど手荷物もないし、部屋に行くのは最後でいいっしょ。それよりセイっち、ヒルデっち。噂うわさの『ヴァルハラ』を案内オナシャス！」

　ビシリと綺き麗れいな敬礼で頼たのまれ、ボクとブリュンヒルデさまは揃そろって顔を見合わせる。時間を確かく認にんしてみると、丁度ランチタイムが迫せまっていた。

「案内するなら『ヴァルハラキッチン』が目玉になると思うんですけど……今行っちゃっても大だい丈じよう夫ぶですかね？　丁度忙いそがしい時間帯ですし」

「う～ん、どうでしょう……取とり敢あえず行くだけ行ってみましょうか。もしお邪じや魔まになりそうなら、大人しく退散するという事で」

「ですね。それでいきましょう」

　短い話し合いの結果、第一にご案内する場所が決まり、まずはキッチンへ。

　エインヘリヤルたちはまだギリギリ演習中のようで、人っ子一人いない廊ろう下かを突つき進すすむ。見慣れた薄うすい鉄てつ扉ぴの向こう側は、危き惧ぐしていた通りの喧けん噪そうに包まれていた。

「おいおいアミューズ出し切ってないじゃないか！　ちゃんとやってくれよ、ほらフリット揚あがっちまったぞ！」

「すんません！　今まとめてやりますんで！　あっ、キッシュあと三十秒な!!」

「うすっ！　あっと料理長！　こっちラペの作り置き終わりました！」

「サンキュー！　じゃあキッシュ取り出したら次はチーズ切ってくれ！　一口サイズで！」

「了りよう解かいです！」

　相変わらずテキパキと指示を飛ばす料理長。そして他のスタッフたちも必死でそれに応える。ランチを間近に控ひかえたピークタイムの調理場は、まさに修しゆ羅らの巷ちまた。昼だろうと夜だろうと、その忙いそがしさに大差はない。

「あの、料理長。今って忙いそがしいですよね……？」

「ん？　あぁセイ君か。見ての通りさ、貸してくれるならたとえ猫ねこの手だろうと涙なみだが出るよ」

　ですよね……。う～ん、軽く挨あい拶さつだけでもと思ったけど、さすがに間が悪すぎたか。

「マルデルさま。今ちょっと忙いそがしいみたいなんで、キッチンの見学はまた今度で……」

「ってセイ君、今マルデル様って……っ、じゃあ、このお方が!?」

　ボクの言葉を耳みみ聡ざとく聞きつけた料理長は、素す早ばやくコック帽ぼうを取って厨ちゆう房ぼうを飛び出してくる。そしてすぐさま丁てい寧ねいに頭を下げ、自己紹しよう介かいをした。

「お初にお目めに掛かかります、マルデル様。フレイヤ様より選定頂き、この『ヴァルハラキッチン』で料理長を任されておりますアンドフリームニルです。以後お見知り置きを」

「お～、あなたが料理長。話には聞いてるよん。今晩から『ヴァルハラ』で厄やつ介かいになるんでね、晩ご飯ガチで期待してるんでピクヨロ！」

「！　……はいっ！　必ずやご期待に添そうよう、全力を尽つくします！」

　マルデル様からお声を掛かけられ、料理長は感かん極きわまった様子で深々と一礼すると、厨ちゆう房ぼうに戻もどっていった。

　……そうだよね。どんなに忙いそがしくたって、お客がシェフを呼んだなら即そく対応すべし。それが料理人の鉄則だ。その内容がお褒ほめの言葉でも、理り不ふ尽じんなクレームであっても関係ない。

　特に、料理長にはフレイヤさまに目を掛かけて頂いた恩義がある。フレイヤさまの旧友がお見えになったとあれば、何を差し置いてでもご挨あい拶さつしたかっただろう。

「念のため立ち寄ってよかったですね、セイさん」

　まるで自分のことのように、嬉うれしそうに笑って言うブリュンヒルデさま。うん……本当にそう思うよ。師の喜びは、弟子でしの喜びでもある。それを実感できた瞬しゆん間かんだった。

「じゃあ次は……ヘイズちゃんの搾さく乳にゆう室しつを覗のぞいてみましょうか？」

「そうですね。そうすれば、そのまま大農園まで足を延ばすこともできますし」

　ブリュンヒルデさまの提案に賛同して、ボクらは次なる目的地へと歩ほを進める。

　厨ちゆう房ぼう隣となりの配はい膳ぜん室しつを越こえ、更さらに奥おく。渡わたり廊ろう下かを行った先にある離はなれ座ざ敷しきが、ヘイズの搾さく乳にゆう室しつだ。

「こんにちは。ヘイズいる？」

　ボクが蹄ひづめで硬かたいノック音を響ひびかせると、部屋の中からすぐさま女の子が顔を覗のぞかせた。

「あれ？　イクスじゃないか」

「おぉ、お師し匠しよう様、おっす！　ヘイズさんに何か用事っすか？」

　元気に挨あい拶さつしてきたのは、ボクの弟子でしのイクスだった。しかもマンナズのルーン魔ま術じゆつで人間モードに変身している。一体どうして搾さく乳にゆう室しつなんかに？　ま、まさかイクスも搾さく乳にゆうを？

「あっはは、ヤだなぁ、そんな不思議そうにしないでほしいっす。自分とヘイズさんはついさっき友達になったんすよ。だからお部屋にお邪じや魔ましに来ただけっす」

　あぁ、そういうことなら納なつ得とくだ。

　イクスは以前の料理勝負以降、同じチームを組んだのをきっかけにしてヘイズと徐じよ々じよに親交を深めていた。お互たがい草食動物同士というのもあるし、女の子同士というのもあるだろう。おまけに搾さく乳にゆう室しつと大農園とで職場も隣となり同士だし、こうして仲良くなるには絶好の環かん境きようだったのかもしれないね。

　昨日ヘイズに友達がいないことを指し摘てきした時は寂さびしい返答をされたものだけど、昨日の今日で早さつ速そく友達できたじゃないか。『昨日の同どう僚りようは今日の友』、仲良きことは美しきかな。

　……ってあれ？　ボクもヘイズにとっては同どう僚りようなわけだけど……昨日までのヘイズに友達が〝一人も〟いなかったってことはボクって……いやいやまさか。ボクとヘイズはわざわざ言葉にしなくたってトモダチ、そういうことさ。

「ねね、あなたが搾さく乳にゆう室しつの主なワケ？　それにしちゃあ頼たよりないオッパイだけど、本ほん性しようはなんの動物なの？」

「自分の本ほん性しようはシカっす……って、お師し匠しよう様。こちらのお方はどちら様っすか？　初対面で、ちょっと失礼じゃないすかね？」

　後半は小声になって尋たずねてくる辺り、イクスは空気を読む術をしっかり身に付けたらしい。弟子でしの思わぬ成長に感心しつつ、ボクも小声で答えた。

「気を悪くしないでイクス。ご本人に悪気はないし、偉えらいお方だからさ」

「え、偉えらいお人っすか!?　えっと、じゃあ立ち話も何なので、どうぞどうぞっす！」

　勧すすめられるまま、ボクらは搾さく乳にゆう室しつの中へ。実を言うと、ここはあくまでヘイズの仕事部屋であって、私室はまた別にあるんだけど……ヘイズは特別な事情がない限りこの部屋を離はなれない。その理由は、搾さく乳にゆうされる瞬しゆん間かんを今か今かと待ち望んでいるから……ってわけじゃないよ？

　多分だけど、ここが料理長のいるキッチンに一番近い部屋だからじゃないかな。今はこうしてイクスもいるわけだし、ね。

「ん。セーたん、ブリュンヒルデさま、こんにちは。……あと、だれ？」

　来客の中に見ない顔を見つけ、無表情で首を傾かしげるヘイズ。彼かの女じよもまた、イクスと同じく人間の姿をとっていた。

　そしてそんな巨きよ乳にゆう幼女を目にした瞬しゆん間かん、死んだ魚のような目になる女め神がみさまが約一名。

「うわ幼女デカイ。これマジ？　パイオツカイデーですわこれ。どう見てもこっちがこの部屋の主だけど……セイっち、この子の本ほん性しようはホルスタインでおけ？」

「いえ、彼かの女じよの本ほん性しようは子ヤギです」

「あ～、なるほどバフォメットね。全く、これだから淫いん乱らんピンクは……」

　何かマルデルさまめっちゃ機き嫌げん悪くなったけど、ひょっとしてご自分が貧にゅ……控ひかえめサイズなのを気にしてる？　ここに連れてきちゃマズかっただろうか……。

「？　このヒト、さっきからなにいってるの？　おこってるの？」

「あ、ううん気にしないで下さいヘイズちゃん。このお方はマルデル様。フレイヤ様のご友人で、『アースガルド』の大事なお客様です」

　さすがに不ふ穏おんな空気を察知して訝いぶかしむヘイズに、ブリュンヒルデさまが慌あわててマルデルさまを紹しよう介かいする。フレイヤさまの友人と聞いて、ヘイズは一気に警けい戒かい心を解いたみたいだ。

「フレイヤさまのともだちなら、ヘイズごほうしする。どうぞ（ボロン）」

　ちょっと警けい戒かい心解きすぎぃ!?　ままままさかヘイズ、マルデルさまに〝オーディン飲み〟をさせるつもりなのか!?

「あわわわっ！　セイさん見ないで下さいっ!!」
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　咄とつ嗟さに両手でボクの視界をブロックするブリュンヒルデさま。さすがの反射速度です、そして今はそれが心の底から口くち惜おしい。

「ちょ待っ、何で胸さらけ出すし！　これ直接搾さく乳にゆうしろって事!?　ここから口で!?　……や、やってやろうじゃない！　ウチだって元・ヴァン神族よ！」

「どういう理り屈くつですかっ!?　あぁっ、そんな！　こ、これが噂うわさの〝オーディン飲み〟!?」

　目の前で実演されるあられもない光景に、ブリュンヒルデさまの体温がじわじわと熱くなるのが伝わってきた。

　しかしてボクの視界は依い然ぜんゼロ、見えるは深い暗くら闇やみのみ。サウンドオンリーも一つの楽しみ方だけど、残念だね……何を隠かくそうこのボクには、紳しん士しの固有スキル『心眼』が備わっている。

　考えるな。感じるな。ただ〝視みる〟んだ。己おのが全ての感覚を視覚へと作つくり替かえろ。想像によって創造される眼めよ、我わが心に在れ。神なりし力、今こそ開眼せしめん──。

「──見えた！　見えたぞ！　水の一ひと滴しずく！」

　これぞ明鏡止水の心。極限まで達したボクの視力はブリュンヒルデさまの手の平を透とう過かして、その尊き幻げん影えいを確しかと心に刻み付けるのだった。







　時は進んで、夜。待ちに待った瞬しゆん間かんが、いよいよ訪おとずれた。

「んん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　もう最っ高っしょ～っ！　アンドシェフの究極料理マジパないわぁ、神ってるわぁ、こんなんバイブス爆ばく上げっしょ～」

　結論から言って、マルデルさまへの来訪初日のおもてなしは大成功。

　紆う余よ曲きよく折せつを経て作り上げた料理長渾こん身しんの究極コンボメニューは、マルデルさまの舌を存分に楽しませた。彼かの女じよは大食堂から部屋に帰ってくるなりボクのベッドにダイブして、これでもかと言うほどその余よ韻いんに浸ひたっている。

　本当はライブの後に招待するディナーパーティーでお披ひ露ろ目めするはずだった料理らしいんだけど……まぁ順序が狂くるってしまったのは仕方がない。料理とライブ、どっちを先に楽しむかは、それほど重要なことでもないしね。

　それより最も重要なのは……これからのことだ。

「いや～……。それでその……どうやって寝ねましょうかね？」

　緊きん張ちようを拭ぬぐい去されないまま、ボクは誰だれにともなく問とい掛かける。その質問に答えてくれたのは、部屋の入り口から微び動どうだにしないブリュンヒルデさまだった。

「私は寝ねません。警護ですから。寝ねずの番ばんです」

　誰だれとも目線を合わせず、抑よく揚ようのない声で宣言するその姿は、申し訳ないけどちょっと怖こわい。

　寝ねずの番ばんだなんて、一体何からマルデルさまを護まもるつもりなんだろうか？

「寝ねなくても大だい丈じよう夫ぶなヘイムダルさまじゃあるまいし、無理はよくないと思いますよ。第一、オーディンさまのお膝ひざ元もとである『ヴァルハラ』に急きゆう襲しゆうしてくる敵なんているわけ」

「いるかもしれないじゃないですか！　内部に！　マルデル様は今、狙ねらわれているんです！」

　カッと目を見開いて叫さけぶブリュンヒルデさま。そ、それってまさかボクのことじゃないよね？　エインヘリヤルたちのことを言ってるんだよね？

「だ～いじょぶじょぶよ～ヒルデっち～。ウチ、腐くさっても黄金の女め神がみグルヴェイグだし。もし万が一の事があっても生き返るし。ね～セイっち～？」

　ガバッとベッドから起き上がり、マルデルさまは腕うでを伸のばしてボクを抱だき上あげる。そのまま再び体を倒たおして、ベッドイン。今夜のボクの位置は、ここでオーケーということですか？

　女め神がみの思おぼし召めしとあらば致いたし方ない。紳しん士したる者、ここは素す直なおに抱だき枕まくらとなりましょうぞ。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！　マ、マルデル様、私ちょっと周囲の見回りに行って参ります。ツーマンセルで行動したいので、セイさんをお借りしてもよろしいでしょうか？」

　と、覚かく悟ごを決めた瞬しゆん間かん、ブリュンヒルデさまの手がボクの首根っこを摘つまみ上あげる。あぁ、今夜の寝ね床どこが遠ざかる……でも愛するブリュンヒルデさまと夜通し語り明かすのも、それはそれで捨て難がたい。

「ほ～ん？　警護対象から二人同時に離はなれるつもり？　それってどうなの現場の戦いくさ乙女おとめさん」

「うっ……それはその……」

　言いい淀よどむブリュンヒルデさまの前に、マルデルさまが勝かち誇ほこった笑え顔がおで手を差し出す。反論できなかった彼かの女じよは苦い表情を浮うかべつつ、その手にボクを返へん還かんした。

　うぅむ……ここまでくればボクにも分かるぞ。どうやらブリュンヒルデさまは、ボクとマルデルさまが同じベッドで過ごすことをよく思っていないようだ。対してマルデルさまは、ボクと一いつ緒しよに寝ねたいと態度で告げている。

　なら、一体ボクはどうすればいいだろう？　どちらか一方の主張だけを拾うことはしたくない。かと言って、どちらの主張も受け付けないなんて以もつての外ほかだ。

　なら……変わればいい。どちらの願いも等しく叶かなえる、そういうモノになればいい。

　呪のろいの指輪アンドヴァラナウトとして、自分の性能を百パーセント理解した今のボクになら……それができるはずだ！

「《……ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせし事の許きよを請こい願う。千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどり示せ、フサルク第二十のルーン──マンナズ！》」

　夜気を払はらう言の葉。その圧あつ倒とう的てきな輝かがやきが、部屋全体を照らして包つつみ込こむ。

「セイさん!?　いきなり何を……!?」

「これって変へん化げのルーン……!?　セイっち、まさか……！」

　驚きよう愕がくする二人の声が光に溶とける。光は数秒のうちに収束し、暗転。眩くらむ視界が色を取とり戻もどした時、変へん貌ぼうを遂とげたボクの姿が露あらわになる。

　一いつ切さいの雑念を捨て去ったボクが放つ、最後のマンナズ。それは──。

《──ボク自身がベッドになることだ》

　ジャジャーン！　どうだ！　……いや、別に最後ってこともないんだけどね。

　気合いとともにボクが変へん化げしたのは、キングサイズの高級ベッド。いつかこういうので寝ねてみたいって、実家にいた頃ころにカタログと睨にらめっこして記き憶おくしていたものだ。

《さぁお二人とも！　これなら三人でバッチリ仲良く眠ねむれますよ！　どうぞ、横になってみて下さい！》

「わ、わぁ～、これは寝ね心地ここちよさそうですね……」

「三人仲良くって、コレ何か違ちがくない……？」

　何故なぜか呆あつ気けにとられるお二人。それでもお二人はそれ以上言い争うこともなく、ボクという温ぬくもりに包まれて大人しく眠ねむりについた。

　これにて一件落着。どんな形であれお二人の体温を同時に感じられて、ボクは本当に幸せです。







　かつてないほどいい眠ねむりから目覚め、翌朝。

　朝から絶品の数々をお腹なかに収めて部屋に戻もどって来きたものの、ボクらはいきなり手て持もち無ぶ沙さ汰たになってしまった。

　というのも、フレイヤさまのライブ開かい催さいは明日。つまり今日一日は特にすべきことがないのである。

「やだ～、やだ～、こんな時シリトリくらいしかする事が思い付かない自分がやだ～。ねぇヒルデっち～、何か面おも白しろい事な～い？」

「そうですね……。だったらこういうのはいかがしょう？」

　ならばとブリュンヒルデさまが提案して下さったのは、『アースガルド』の観光案内だった。

「おお！　それは名案だと思います！　どうですか？　マルデルさま」

　ボク自身が観光目的で『アースガルド』を回ったことがないのも手伝って、ブリュンヒルデさまの提案には大賛成。でも……。

「観光ねぇ。ま、悪くはないんだけど……」

　と前置きして、マルデルさまはどうも乗り気じゃないご様子。

　理由を尋たずねてみたところ、マルデルさまはその昔──まだグルヴェイグと名乗っていた時代に『アースガルド』に滞たい在ざいしていた時期があるらしい。でもそれは何百年も前のことで、しかも当時のマルデルさまは、訳あってオーディンさまのお屋や敷しき『ヴァーラスキャルヴ』に閉とじ込こめられていたんだとか。

「監かん禁きん、ですか……？　どうしてそんなことになってしまったんです？」

　好こう奇き心に負けて、ボクはつい質問する。するとマルデルさまは昔を思い返すように上を向き、瞼まぶたを閉じて言った。

「そりゃまぁ、色々あった的な？　面おも白しろくもない話だし、別にいいっしょ」

　その答えを、ボクは黙もく秘ひと受け取った。ご本人が思い出したくない過去をほじくり返すのはどう考えても紳しん士しじゃない。残念だけど、これ以上の詮せん索さくはしないでおこう。

「まぁアレね、そういうちょっとアレな思い出があったからアレなカンジになったのかも。乗れない事言っといてなんだけど、ウチもヒルデっちの提案を採用するわ」

　言って、普ふ段だんの朗ほがらかな表情を覗のぞかせるマルデルさま。

　かくして……ボク、ブリュンヒルデさま、マルデルさまによる『アースガルド』観光ツアーが幕を開けた。

　最初にボクらが向かったのは、『アースガルド』の北ほつ方ぽう。

　そこには神界きっての戦士、雷らい神じんトールさまがお住まいになる宮きゆう殿でんがある。切り立つ山々と同化するようにして佇たたずむそのお屋や敷しき──それこそが目的の場所、『ビルスキルニル』だ。

「下をご覧下さい。あれがかの有名なトール様の宮きゆう殿でん、『ビルスキルニル』です。なんとここ神界で最も大きい建造物になります」

「いやいやいや！　もう言われる前から見えてたし！　しっかしデッカァ……あんなの『ミッドガルド』はおろか『ヴァナヘイム』にもなかったわぁ」

　グラーネくんに跨またがり、上空から見下ろす絶景に啞あ然ぜんとするマルデルさま。ちなみに言っておくと、ボクはブリュンヒルデさまの腕うでの中。彼かの女じよはグラーネくんの横に並ぶようにして飛ひ翔しようしている。

「普ふ段だんは許可のない者は出入りできないのですが……一応聞いてみましょうか」

　ブリュンヒルデさまの合図を受け、グラーネくんは地上に降下。宮きゆう殿でんの入り口に降り立ったものの、すぐに誰だれかが出てくる気配はなかった。

「あれ？　誰だれもいらっしゃらないんでしょうか？　すみませ～ん！　ブリュンヒルデです！」

　扉とびらを叩たたいて呼よび掛かけても、返事はなし。これは諦あきらめるしかなさそう……そう思って飛び上がろうとしたその瞬しゆん間かん、突とつ然ぜん地面が大きく揺ゆれた。

「わわっ!?　地じ震しん……!?　かなり大きいですよ！」

　地じ震しんなんて、ひょっとしたら世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件の時以来かもしれない。まさかと思って咄とつ嗟さに身構えたボクたちだけど……揺ゆれはすぐに治まり、しばらく待っても余よ震しんはこなかった。

「い、今のは一体何だったんでしょうか……？」

「ボクにも分かりません。でも被ひ害がいがないか辺りを確かく認にんした方が、」

「お？　お[image: ～][image: ～]い！　何だぁ、ムニエルじゃねぇか!!」

　……おや？　このほぼ原型を留とどめていないニックネームでボクを呼ぶ人物といったら、もう一人しか考えられない。このお声は……。

「トールさま！　どちらに行ってらしたんですか？」

　トールさまはお屋や敷しきの中からではなく、裏手からやって来た。どうしてなのか理由を聞くと、そこに返ってきたのはあまりにも予想外な答えだった。

「なぁに、ちょいと掃そう除じをな。裏山の」

「裏山って……ぅええぇぇぇぇっ!?　おっ、お屋や敷しきの裏にあった山が……ないっ！」

　ちょっと待って！　自分で叫さけんでおいてなんだけど意味が分からない。

　裏に回って確かく認にんしてみると、どうやらお屋や敷しきの裏側に連なっていたはずの山が一つ、木こっ端ぱ微み塵じんに打うち砕くだかれているようだ。お陰かげでお屋や敷しきの日当たりが大分よくなったみたい。

「ま、まさかとは思いますが……日当たりのために山一つを破は壊かいしたんですか？」

「おうよ！　このミョルニルで、ドカーンってな!!」

　そ、それはミョルニルが凄すごいのかトールさまが凄すごいのか、どっちなんだ？　何にせよ、何だってそんな思い切ったことを……。

「まぁ何だ。コイツはまだ他言無用で頼たのみてぇんだけどよ……実はオレ様の側室の〝ヤールンサクサ〟がな、その……どうにも身み籠ごもっちまったみてぇなのよ」

「「「!!」」」

　瞬しゆん間かん、ボクたち三人は驚おどろきに息を吞のむ。当然だよ、まさかのオメデタだもん！

「おめでとうございます!!」

「ありがとよ。まぁそんな訳だから、二児の父親になる身としちゃあ部屋の日当たりなんかを気にしてみたりとか……な。シヴもみんなもヤールンサクサの世話に掛かかりっきりだしよ」

　そっか、だから入り口で呼よび掛かけても誰だれも出てこなかったんだね。

　いや～……それにしても驚おどろいたよ。トールさまの意外な優やさしさも見れたし、おめでたい話も聞けた。ブリュンヒルデさまもマルデルさまも赤あかん坊ぼうの話で大興奮みたいだし、『ビルスキルニル』訪問は大正解だったみたいだね。

　さて──これ以上の何かが起こることを期待して、次に行ってみよう。

　トールさまと別れてボクらが次に向かったのは、そこから東。黄金の林りん檎ごの管理者、女め神がみイズーナさまがお住まいになる林りん檎ご園だ。

　用がある時は〝虹にじの虚うろ〟を使って瞬しゆん間かん移動で行っちゃうもんだから、こうして空から向かうのは実は今回が初めてのことだったりする。

「さぁマルデル様。あそこのキラキラ光る敷しき地ちがお見えになりますか？　あれこそ私わたし達たち神族のライフライン、黄金の林りん檎ご園です」

　常とこ若わかの果実、黄金の林りん檎ご。それは神さまたちの必ひつ需じゆ品。

　神族は他の生物よりも遥はるかに長命な存在だけど、巨きよ人じんたちのように永遠の寿じゆ命みようを持っているわけじゃない。若さを保つために林りん檎ごを定期的に食べ続けないといけないのは、ここ『アースガルド』では暗あん黙もくの常識だ。

「あ～、はいはい黄金の林りん檎ごね。知ってる知ってる、超ちよう知ってるよ。だって黄金の林りん檎ごが最初の果実を実らせるようになったのはさ……ウチのお陰かげだし」

「え？　それってどういう……」

　最初の林りん檎ごが実ったのがマルデルさまのお陰かげって……それってつまり、マルデルさまはその時代から生きてる古い神さまってことだよね？　だとすると、ちょっとおかしい。

　林りん檎ごは中々実をつけなくて、その実を口にするのが遅おくれたせいで、オーディンさまを含ふくむ古い神さまたちは軒のき並なみ年老いてしまったという。もしマルデルさまがオーディンさまと同じ時代を生きたのなら、同じだけ年を取っていなきゃ計算が合わない。

　ヴァン神族であるフレイヤさまも林りん檎ごで若さを維い持じしてるって話だし、ヴァン神族だって年は取るはず。だとすると、ロキと同じ理由で長命ってこと……？

「もしかしてマルデルさまって、巨きよ人じん族との混血なんですか？　……あれ、でもそれにしてはロキみたいなオッドアイになってないし……」

「はいスト～ップ。それもノーコメントなんだなぁ。ま、細かい事は気にしないで楽しい旅にしましょ～よってね」

　パチンと手を叩たたいて話を逸そらすマルデルさま。その飄ひよう々ひようとした態度からは何の感情も読み取れないけど……謎なぞの多い女性だってことだけはボクにも段々分かってきたよ。

　まぁご本人が仰おつしやる通り、今分からないことは今考えないのが一番だね。

　さてさて。そんな大事な林りん檎ご園を管理するイズーナさまは、どこにいるのかな……？

「あっ、お屋や敷しきじゃなくて、あそこにいますね。早さつ速そくご挨あい拶さつしに行きましょう」

　真っ先にイズーナさまを発見したブリュンヒルデさまが、先行してグラーネくんを引いん率そつする。声が聞こえるほどの距きよ離りまで近付いた時、ボクたちは彼かの女じよの壮そう絶ぜつな独り言を聞いた。

「ラ[image: ～][image: ～]、ラララ～ララ～、ラ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]。ねぇみんな、私の歌はどうだったかしら？　まぁ！　今日は調子がいいんじゃないかって？　えぇ、それはみんなのお陰かげなの！　だって聞こえるもの、みんなの笑え顔がおが奏かなでる音が。いい？　心が泣いていても、笑え顔がおにはなれる。だから私は音で聞くのよ。聞きき逃のがす事はしないで？　鼓こ動どうが響ひびきあうのは一いつ瞬しゆんだから」

　う～ん、イズーナさまのポエムは今日も絶好調だなぁ……このまま他人のフリをして通り過ぎたいくらいだよ。

「イズーナ様、こんにちは。ご機き嫌げんいかがですか？」

「あら、貴女あなたはヴァルキューレの……ララ～、ブリュンヒルデね！　ご機き嫌げんよう、丁度ティータイムにしようと思っていたの。よければご一いつ緒しよにどうかしら？」

「それは素す晴ばらしいですね。ぜひご一いつ緒しよさせて下さい」

　流れるように話が決まり、ボクらはイズーナさまのお茶会へと招待された。

　笑え顔がおでスキップするイズーナさまに案内されたのは、赤レンガのお屋や敷しきの隣となりにある小さなテラスだった。相変わらずオシャレな感じで、思わず胸がときめいちゃうよ。

「どうぞ、アップルティーよ。林りん檎ごの皮を煮に立たてたお湯で淹いれたの。と言っても、普ふ通つうの赤い林りん檎ごだけれど」

　皮を煮に立たてた……？　へぇ、アップルティーって紅茶に果か汁じゆうを入れて作るものじゃなかったのか。食の道に進もうと思ってるのに、こういうところはまだまだ無知だなぁ、ボクは。

「普ふ通つう、ね。まぁいーんじゃん、それで。黄金の林りん檎ごなんか使ったら、セイっちの若さがこの段階で保存されちゃうし」

「確かに……身体的全ぜん盛せい期きを迎むかえる前に林りん檎ごを食べるかどうかは、悩なやみどころですからね」

　呟つぶやき、二人して唸うなるブリュンヒルデさまとマルデルさま。

　そう言えば、黄金の林りん檎ごは若さを〝維い持じする〟ものじゃなくて、食べた時の年ねん齢れいに〝戻もどす〟ものなんだっけ。見た目め的に幼いヴァルキューレさまも結構いるけど……彼かの女じよたちはどうやって食べる時期を決めたんだろう？

　ちょっと気になったので、ボクはブリュンヒルデさまに尋たずねてみることにした。

「たとえば六女のヘルムヴィーゲさまって、身体的には姉し妹まいで一番幼いですよね？　彼かの女じよはどうしてあんなに若いうちに林りん檎ごを食べてしまったんですか？」

「あ～……あの子は単純に、美味おいしそうなのを我が慢まんできずに食べてしまっただけです」

　本当に単純な理由だった……。あの方らしいと言えば、らしいけど……。

「ララン。私もね、本当はヘルムヴィーゲくらいの年ねん齢れいで食べたかったの」

　と、ニコニコしながら会話に混ざってくるイズーナさま。ほほう、そりゃまたどうして？

「その方が、ポエムを歌っていても変な目で見られないでしょう？」

「変な目で見られてる自覚あったんですね……」

　だったらやめればいいのに。と言ってしまうのは、酷こくな話かな。

「ウチはあなたのポエム、結構イケてると思うけどね。ふふん、今度フレイヤの曲の作詞してみるとかどーよ？」

「!!」

　マルデルさまの思おもい掛がけない提案に、椅い子すを倒たおす勢いで立ち上がるイズーナさま。

「今度……お願いしてみるわ……っ！　聞いて、ときめきのリズムを。夜空に星が瞬またたくように、心にも流星が降り注いでいるわ！　あぁっ、願い事をしなくちゃ！　きっと叶かなうわ！　だって私の中のお星様だもの！」

　わぁ、もうすっかりその気だぁ。心の中だけじゃなくて瞳ひとみの中にも星が煌きらめいてるよ。

「私の中のお星様……。今のフレーズ、ちょっと素す敵てきですね……」

　って、あれっ!?　大変だ、ブリュンヒルデさまが毒されていらっしゃる！

　全くもう、笑ってないで責任取って下さいよ？　マルデルさま。







　そんなこんなで、そろそろ夕暮れの時間。

『ヴァルハラ』上空まで帰って来たボクたちは、今にも沈しずもうとする太陽を背にして今日を振ふり返かえっていた。

「いや～！　今日は思いのほか楽しかった！　ありがとちゃんね！」

「いえ、お礼の言葉を頂くほどの事は何も。他に何か見てみたいところなどはありませんか？　近場であればまだご案内できますが」

　最後の気配りを忘れないブリュンヒルデさま、さすがです。でも今日は結構な距きよ離りを飛び回ったし、マルデルさまもお疲つかれなんじゃないかな。

　そう思ったボクだけど……マルデルさまにはまだ見足りないところがあるようだった。

「おっ、乗れるじゃんヒルデっち！　じゃあ最後のお願いに付き合ってくんない？　まずウチさぁ、『フォールクヴァング』……行ってみたいんだけど……飛んでかない？」

　口にしてはみたものの、やや言いづらそうにしているマルデルさま。どうしたんだろう、フレイヤさまのお屋や敷しきに行きたいだけなんだよね？

「はい、『フォールクヴァング』ですね。行ってどうするんですか？」

「いや～……これ無理かなぁ、流石さすがに無理かなぁ友達だけど。ちょ～っとお願いあんだよねぇ、折角お呼ばれした事だしさ」

「？　それはどんなお願い事ですか？」

「ん～、まぁ着いたら話すし。とりま向かって」

　相当にお茶を濁にごされた感じだけど、ボクらに決定権はない。ブリュンヒルデさまはご依い頼らいのまま、進路を『ヴァルハラ』ではなく『フォールクヴァング』に移した。

　そして間もなく、目的地に到とう着ちやく。

　ボクたち三人はそのまま屋や敷しきの奥おくに進み、自室で寛くつろいでいたフレイヤさまのもとへ。

「あれぇ？　そろそろ晩ご飯の時間なのにどうしたのマルデル。ひょっとして、アンドの料理は口に合わなかったとか？」

　中ちゆう途と半はん端ぱな時間に訪ねてきたマルデルさまを見て、ベッドで寝ねそべっていたフレイヤさまは目を丸くして飛び起きる。

　だけどそんなフレイヤさまの心配を、マルデルさまはすぐさま否定した。

「いやいや違ちがう違ちがう。アンドシェフの料理はガチで神だったよ、それは間ま違ちがいない。実はさ……折角こうして『アースガルド』に招待されたからにはさ、ちょ～っと見せてもらいたいものがあって。ライブが始まる前に」

「見せてもらいたいもの？　何が見たいの？」

「……〝ブリーシンガメン〟。フレイヤが大事にしてるっていう、例の首くび飾かざり」

　ブリーシンガメン──別名、ブリーシングの首くび飾かざり。

　遠目になら、それはボクも見たことがあった。その首くび飾かざりはドヴェルグ製の至宝であり、フレイヤさまのお気に入り。ライブの時には必ず身に付ける、お守りのようなものだ。

「もうね、昔にフレイヤから話聞いた時からず～っと気になってたのよ。思わず自分でも調べちゃったね。それは九つの世界でも最高のアクセサリー、世の女性の憧あこがれ！　それをチョクでガン見できる機会は今しかない！　って思ったら、欲望を抑おさえられず……ダメ？」

「あははっ、なに、改まっちゃって。そんなのもちろんオーケーよ、他でもないマルデルの頼たのみならね」

「マジで!?　うわぁ～マジでか！　ひゃっほ～い！　フレイヤもう最高！　やっぱ持つべきものは友達だよね～！」

　よっぽど嬉うれしかったのか、ガバッと握あく手しゆを求めて大はしゃぎするマルデルさま。

　そんな彼かの女じよの様子がやっぱり嬉うれしいようで、フレイヤさまは嬉き々きとしてボクたちを首くび飾かざりの保管場所まで案内して下さった。

「ハイハーイ、ここが我わが『フォールクヴァング』の最深部。ブリーシンガメンの保管場所になりまーす」

　扉とびらに両手を触ふれて、グッと魔ま力りよくを流ながし込こむフレイヤさま。するとどういう仕組みか、扉とびらは虹にじ色いろの輝かがやきを放ったかと思うと目の前から消失した。

「おおぉぉ[image: ～][image: ～]……これが……これが伝説のブリーシンガメン……！　ふつくしい……！」

　首や手足のない上半身だけのマネキン、いわゆるトルソーに飾かざられた、黄金の首くび飾かざり。その中心には燃える炎ほのおを思わせる真しん紅くの大きな宝石が輝かがやきを放ち、それを取り囲むように青い小さな宝石があしらわれている。

　透とう明めいなショーケース越ごしに見ても、なお至高。その美しさの前では永遠を謳うたうダイヤモンドでさえ、路ろ傍ぼうの石同然に思えた。

「……んっ？　あれ……待った、これ……」

「？　どうしたのマルデル？　あっ、分かった、ひょっとして着けてみたいんでしょ？」

「い、いやっ、それは流石さすがに……遠えん慮りよしとこっかなぁ～、なんて……」

　……んん？　何だろう……ボクには分かる。マルデルさまの様子が何かおかしい。

「遠えん慮りよなんてしなくていいのに……まぁ代えの無い物だから、いざ着けるとなるとわたしも結構なストレスだったりするんだけどね～」

「そうだったんですか？　私はちょっと着けてみたいです！」

「貴女あなたはだ～め」

「ぶぅ、ケチですフレイヤ様」

　……フレイヤさまとブリュンヒルデさまは、まだ気付いていないみたいだ。でも……これはボクの思おもい違ちがいなんかじゃない。マルデルさまは、何かを隠かくしている──。







　──『フォールクヴァング』を後にして、『ヴァルハラ』。

　晩ご飯前にひとまず自室に戻もどったボクたちは、少し休きゆう憩けいをとることにした。

　帰ってくるなりベッドに飛とび込こみ、俯うつぶせになって息を吐はくマルデルさま。ボクの位置からはその表情を覗のぞくことはできない。

　それでも……今ここで聞いておくべきだと、ボクは思った。

「マルデルさま」

「んー？」

「さっきのことなんですが……フレイヤさまのブリーシンガメンを見て、何だか様子が変になりましたよね？　あれってどういうことですか？」

「…………。へぇ～。セイっちってさ、普ふ段だんはボケッとしてるようでいて案外よく見てるんだ。なら……うん。ちょっとだけ頼たよりにしてみちゃおっかなぁ」

　その意味深な呟つぶやきを受け、部屋の入り口に立っていたブリュンヒルデさまが小さく首を傾かしげる。ボクは無言で先を促うながした。

　有う無むを言いわせぬ催さい促そくに応えるように、マルデルさまはゆっくりと……険しい表情で告げる。

「あのブリーシンガメンさ…………──呪のろわれてるよ」
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　──フレイヤさまの首くび飾かざり、ブリーシンガメンが呪のろわれている──。

　そんな衝しよう撃げきの事実を告げられた夜が明け、朝。本来だったらフレイヤさまのライブ当日ということで、ボクの心は天高く舞まい上あがっているはずだった。

　なのに……いざ当日を迎むかえてみれば、こんなにも心が重いなんて……。近ちか頃ごろは思い出すことがなかった〝呪のろい〟という二文字を聞いたら、つい気持ちが暗くなっちゃったよ。

「マルデルさま。ブリーシンガメンの呪のろいについて、そろそろ詳くわしい話を聞かせて頂けますか？」

　昨日はもう夜だったこともあって、詳しよう細さいは明日──つまり今日話すということで話はまとまり、ボクたちは普ふ段だん通りに過ごしてきた。とはいえ朝食も食べ終わって部屋に戻もどってきた以上、いつまでも先延ばしにしておくことはできない。

「おっ、燃えてるねぇセイっち。でも、こっから先はクールに聞いてよね。ウチもこーゆうの説明すんのは得意じゃないし。ヒルデっちも、分かんない事あったら遠えん慮りよなくブッ込こんできて」

　ベッドの上に座すわるマルデルさまと、それに正対して座すわるボクとブリュンヒルデさま。文字通り腰こしを据すえて話し合う準備が整ったところで、マルデルさまはいよいよ話を切り出した。

「色々すっ飛ばして話すけど、まずは核かく心しん。フレイヤの首くび飾かざりに掛かけられている呪のろいの名前は……〝誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そ〟。ウチら呪じゆ術じゆつ師の間では、そう呼ばれてるものよ」

「誘ゆう惑わくの、呪じゆ詛そ……。失礼ながら、マルデル様は呪じゆ術じゆつ師なのですか？」

「だった、が正解よ、ヒルデっち。ウチはとっくに足を洗ってるんだけど、まぁ昔取った杵きね柄づかってヤツ？　よくない呪じゆ詛そはすぐに目に付いちゃう～的な」

「と言うと……ひょっとしてボクの〝所有者殺しの呪のろい〟も見えてるんですか？」

　ボクがそう尋たずねると、マルデルさまは何とも分かりやすい疑ぎ問もん符ふを頭に浮うかべる。あれ？　もしかしてこっちは目に付いてない？

「これです、これ」

　言って、ボクは抑おさえていた力を解放する。するとボクの全身から黒い澱おりが滲にじみ出し、所有者という名の標的を求めて不気味に渦うず巻まいた。

「何コレッ!?　あ～ヤバ、ガチでヤバいヤツじゃんコレ！　……ん～、そうね。これも呪じゆ詛その一種みたいだけど、こりゃ気付かなかったわ。本来呪のろいってのは、そうやって意図して抑おさえられるもんじゃないし……そっか、だから首くび飾かざりの呪じゆ詛そもああなってるのかも」

「ああなってる？　それってどういうことです？　まさかボクの呪のろいが首くび飾かざりの呪じゆ詛そに悪あく影えい響きようを与あたえてしまってるんですか？」

「うん……結論から言えばそう。ちょい待ち、順を追って説明するからさ」

　そう言うと、マルデルさまは目を閉じて小さく唸うなり始めた。どうやら話すべきことを頭の中で整理しているみたいだ。

　しばらくその状態が続いた後、マルデルさまは瞼まぶたを開く。と同時に口も開いた。

「昨日もちょい話したよね。ウチは何百年か前にも『アースガルド』に滞たい在ざいした事があるって。……当時のウチは、まだマルデルじゃなくグルヴェイグを名乗ってて、人間のフリもしてなかった。れっきとしたヴァン神族の一人として、ここ『アースガルド』にやって来たの」

「それはヴァン神族の国……『ヴァナヘイム』から来た、という事ですね？」

「そう。ウチはアースとヴァン両神族の架かけ橋はしになるために『ヴァナヘイム』から送おくり込こまれた、俗ぞくに言う親善大使だった。でもね、アースの主神オーディンはその時、何かに焦あせっていた。後になって分かった事だけと、彼かれの焦あせりの原因は……〝老い〟よ」

　老い？　老化ってこと？　神々には黄金の林りん檎ごがあるのに？

　そうやってボクが首を捻ひねっていると、ボクの考えを察したらしいブリュンヒルデさまが疑問に答えてくれた。

「セイさん。今マルデル様が話して下さっているのは、とても古い時代の話かと。当時の我々はまだ、黄金の林りん檎ごを手にしていません。樹きの種だけがある……そんな時代の話です」

　なるほど、そういうことか。つまり当時のオーディンさまは、自分の身に迫せまる老ろう衰すいという名の恐きよう怖ふに、焦あせっていたと。

「あ～……時にセイっち。あなたは『ユミル狩がり』について、どこまで知ってる？」

「『ユミル狩がり』？　あぁ、それでしたら、前にボクの生き返りの力を検証した時にロキから聞きました。確かアースの神々と巨きよ人じんとが黄金の林りん檎ごを巡めぐって争った、世界最古の戦争。神々の勝利で幕を引いたものの林りん檎ごの樹きは倒たおれ、種だけが残った……あ、それで種だけなんですね」

　昨日チラッと聞いた話では、その種が育って実をつけるのにマルデルさまが一役買っていたってことだけど……。

「おっけ。その情報を踏ふまえた上で話を戻もどすよ。老ろう衰すいの事で何もかもが上の空だったオーディンは、親善大使として来訪したウチに少しも興味を示さなかった。まぁそれでウチもカチンときてね。思わず〝誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そ〟を掛かけちゃったのよ。このウチ、黄金の女め神がみの虜とりこにするために、世の黄金を愛してやまない体に狂くるわせてやったって訳」

「えぇ!?　じゃあつまり、オーディンさまにもフレイヤさまの首くび飾かざりと同じ呪じゆ詛そが!?」

「うん。でも誘ゆう惑わくされる対象が首くび飾かざりとは違ちがうけどね。それまで無価値だった黄金をアースの主神が欲ほつするようになった事で、黄金に価値が生まれた。時に取引材料として、対価として、欲はどんどん連れん鎖さしてったのよ。どっかの海の底に、その筆頭がいるでしょ？」

　黄金大好きの筆頭？　それって……外海王エーギルさまのことかーーーーっ!!

「まぁソレはソレとして。呪じゆ詛その効果でどうにかオーディンに興味を持ってもらったウチは、調子に乗ってある特技を明かしたのね。思えばそれがマズかったんだなぁ」

「ある特技？　黄金の女め神がみの特技っていったら……まさか生き返りの力を……!?」

「察しがいいじゃん名探たん偵ていセイっち。そのまさかよ、ウチは彼かれの目の前で、一度死んで見せた」

　スッ、と自分の首に親指で横線を引くマルデルさま。

　そして彼かの女じよはキッと表情を引ひき締しめると、あのオーディンさまを凌しのぐくらいの厳おごそかな空気を纏まとって……告げる。

「そう──ウチこそ黄金の女め神がみにして〝原初〟のヴァン神・グルヴェイグ。いい？　原初ってとこがミソよ」

「原初……それって一番初めに生まれたヴァン神ってことですよね？　つまりそうじゃない神さま……フレイヤさまやフレイさまとは、どこか違ちがうってことですか？」

「えぇ違ちがうわね。女王アリと働きアリくらい違ちがうわ。原初神ってのはね……この世で唯ゆい一いつ不老不死の力を備えた、完全なる神の事よ」

「!!」

　老いもせず、死にもしない。それが原初神。そっか……だからマルデルさまはオーディンさまと同じか、より古い時代に生きていたにも拘かかわらず、若い姿を保っているんだ。恐おそらくは巨きよ人じんと同じく、生まれた時から大人の姿で。

「もちろんヴァンだけじゃなくて、アースの原初神だって同じ不老不死になるはずだったわ。でもその神・ブーリは、原初の牛アウズンブラに〝寿じゆ命みよう〟を舐なめ取られてしまった事でその力を失った。だからこそ、ウチだけが特別だったの。そんなウチの死んでも死なない力に永遠の命の可能性を見み出いだしたオーディンは、ウチを捕とらえて林りん檎ごの種の上に括くくり付つけた。そして……そして…………っ」

　そこまでを捲まくし立たてるように語り、マルデルさまは左胸を右手で押おさえて息を吐はく。その呼吸は荒あらく、肩かたは震ふるえている。そんな苦しげな彼かの女じよの姿を見て、ボクは……気付いてしまった。

　かつてロキは言った。悪意ある者の前で〝生き返りの力グルヴエイグ〟の利用価値が暴かれた時、ボクは第二の林りん檎ごになると。

　違ちがう……第二の林りん檎ごは、もうとっくにいたんだ。

　他でもない、黄金の女め神がみグルヴェイグこそが……その前例だったんだ。

「何度か槍やりで刺さし殺ころされたところで、種はようやく芽め吹ぶいた。流れ出たウチの生き血を養分にしてね。代わりにウチの心はしばらく壊こわれちゃってて、正気を取とり戻もどした時にはアースとヴァンの大戦争よ」

「「…………」」

　思いがけず……ボクとブリュンヒルデさまは歴史の闇やみを知った。

　こんなにも凄せい惨さんな話を聞かされてしまったら、ちょっと……オーディンさまについていっていいものか、正直分からなくなっちゃうな……。でも、オーディンさまの非道を顧かえりみない行いがあったからこそ、アース神族の今があるわけで……うーん……。

「っと、こりゃサーセン。呪じゆ詛その話をするつもりだったのに、何かウチの過去バナがメインになっちゃったね。まぁまぁそんな気にしなさんなって、お二人さん。迂う闊かつに力を見せびらかしたウチも悪い、能ある鷹たかよりバカだったウチの若気の至りって事で、今は納なつ得とくしてるし。それにオーディンにも後でしっかり詫わび入いれてもらって、お互たがい蟠わだかまりもないしさ」

「……はい。そう言って頂けると、気持ちが楽になります。私わたし達たちの黄金の林りん檎ごは、私わたし達たちの命は……マルデル様あってのものだったんですね」

「そーよぉヒルデっち、大いに感謝してくれたまえ！　……あ～でも……今回の件、首くび飾かざりの呪じゆ詛その件に関しては、全面的にウチが悪いんだよねぇ～」

　参った参った、と苦笑いを浮うかべて頰ほおを搔かくマルデルさま。

　そうだった。問題の呪じゆ詛その話が、まだ終わってないじゃないか。

「どうしてマルデルさまが悪いことになるんです？」

「まぁその、本を正せばってヤツ？　あのブリーシンガメンってさ……間ま違ちがいなくドヴェルグ製のものだよね。フレイヤがどうやってアレを手に入れたのかは知らないけど、ドヴェルグ製のものが呪じゆ詛そられてるってのが、そもそもの問題で……」

「？　つまりどういうことでしょう？」

「つまりね。ドヴェルグ達たちに呪じゆ術じゆつを広めた張本人ってのがさ……ウチなんだ。テヘペロ！」

　無む邪じや気きな笑え顔がおで舌を出すマルデルさま。

　はい？　いや待って、今サラッと冗じよう談だんじゃ済まないセリフが飛び出したぞ？

　要するに、フレイヤさまの首くび飾かざりやボクに掛かけられてる各種呪のろいは、それぞれの製作者が施ほどこしたもの。そして製作者であるドヴェルグたちが揃そろって呪のろいの使い手なのは……全部マルデルさまのせいってこと!?

「あんた何てことしでかしてんですかっ!!」

「いや違ちがうし！　これグルヴェイグ時代の過あやまちなんで！　ウチ今はマルデルなんで！」

「名前変えただけでしょ！　あっ、ひょっとして……あなたが名前を変えたのって、昔の自分が犯おかした罪から逃にげるためなんじゃ……」

　ボクの指し摘てきにギクリと震ふるえるマルデルさま。あ、これ完全に図星なヤツですわ。全く、一体どういう経けい緯いでドヴェルグたちに呪じゆ術じゆつなんてものを布教しちゃったのやら。

「し、仕方なかったんだよぉ。黄金の林りん檎ごのために殺され続けたのは自分のせいでもあるって、今は納なつ得とくしたけどすぐした訳じゃないし。アース神族に度たび々たび酷ひどい目に遭あわされてるドヴェルグ達たちを見たら、こりゃもう仕返しの方法を教えてあげるっきゃないって思って……つい」

　あー……うん。そう言われるとこっちとしては何も言えない……。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです、私はマルデル様を責めるつもりはありません。ですが気になります。フレイヤ様のブリーシンガメンに、製作者のドヴェルグはどうして呪のろいを掛かけたんでしょう？」

　理由が理由なだけに、情状酌しやく量りようの余地はある。寛かん大だいなお心でマルデルさまの罪をお赦ゆるしになったブリュンヒルデさまは、次なる疑問を提示した。

　確かに、その部分は気にすべきところだ。ボクの呪のろいを例として考えると、フレイヤさまはドヴェルグに恨うらみを抱いだかれたってことになるんだけど……。

「そこなんだけど、ウチにもちょ～っと分かんないんだよねぇ。あのフレイヤがドヴェルグに恨うらまれるような方法で首くび飾かざりをゲットしたとは思えない。それにそもそも誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そは、憎にくい相手に使用する類の呪のろいじゃないんだな、これが」

「そう言えば、首くび飾かざりに掛かけられてる誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そって、どんな効果があるものなんでしょう？」

「あ、ソレ気になっちゃうカンジ？　まぁ読んで字の如ごとくなんだけど……一いつ般ぱん的には異性を誘ゆう惑わくする系の呪のろいね。色々あるけど首くび飾かざりの場合、持ち主が男なら女を、女なら男を魅み了りようして惹ひき付つけるの。首くび飾かざり諸もろ共ともね。こんな事言いたくないけど、アイドルとしてのフレイヤの人気は自分の魅み力りよくだけで勝ち取ったものじゃない。誘ゆう惑わくの呪じゆ詛その力も作用してると思うんだよね」

　言いつつ、マルデルさまは指で首くび飾かざりの形を宙になぞる。そっか……フレイヤさまは呪じゆ詛そのことなんて気付いてないだろうけど、アイドル活動時には必ずブリーシンガメンを身に着けていた。それが自然と彼かの女じよの人気を高める手助けになっていたんだね。

　だけど……ここまで話を聞いて思ったことがある。それは、この誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そに関しては何も問題ないんじゃないかってことだ。

「あの……フレイヤさまの首くび飾かざりが呪のろわれてるってことは分かったんですけど、それって実際マズイことなんでしょうか？　誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そは今までもこれからも、フレイヤさまにとってプラスにしか働かないような気がするんですけど」

　ボクの疑問を受け、ブリュンヒルデさまは「確かに」と小さく頷うなずきを返す。だけど、マルデルさまはすぐさまボクの考えを否定した。

「今まではそうだったかもね。でもこれから先は別問題よ。話の始めにチラッと触ふれたけど、首くび飾かざりの呪じゆ詛そは本来の姿から変異してるの。セイっち、あなたのせいでね」

　ボ、ボクのせいで呪じゆ詛そが変異……？　あっ、そうだ思い出した。確かボクの呪のろいが首くび飾かざりに対して悪あく影えい響きようを与あたえてるとか言われてたっけ。

「思い出してくれたみたいね。セイっち、あなたに施ほどこされてる所有者殺しの呪のろいってヤツ……それは呪じゆ術じゆつの中でもとびっきりの禁きん呪じゆなの。そういう強い系の呪じゆ術じゆつをカッコよく〝セイズ〟って呼んだりするんだけど、セイっちの呪のろいはセイズとルーンの融ゆう合ごうね」

　セイズとルーンの融ゆう合ごう……禁じられた呪のろい。何だよそれ……ボクを作ったアンドヴァリは、そんな恐おそろしいものに手を出すほどオーディンさまを憎にくんでるってことなのか……。

「セイズは術者オリジナルの呪のろいだから、当然本人にしか解かい呪じゆできない厄やつ介かいな代しろ物ものなの。でも今一番厄やつ介かいなのは──強力過ぎるあなたの呪のろいと呼応して、首くび飾かざりの呪じゆ詛そまでもが強力になってしまっている事よ」

「そんな……。あの、誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そが強化されてしまうと、一体どんなことが起こるんですか？」

「そんなの考えるまでもないじゃん。異性を誘ゆう惑わくする効果が、今までの何倍にも高まる……つまり次にライブを開かい催さいしたが最後、フレイヤは過度な興奮状態に陥おちいった男性客達たちにあ～んな事やこ～んな事をされちゃうのよ。はいヒルデっち！　今どんなの想像した？」

「は、はいっ!?　え～っと、それはその……あ、いえっ、してませんよ!?　あ～んな事とか、こ～んな事とか、そ～んな事だなんてっ！」

「ちょ、そ～んな事って、一つ項こう目もく増えてるんですけど。ははぁ、これは想像以上に想像力が逞たくましいようですなぁ？」

「たっ、逞たくましくなんて！　そもそも私はしてませんから！　変な想像なんて少しも!!」
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　ブリュンヒルデさま……〝変な〟想像をしてたかどうかは、誰だれも聞いてません。

　ま、まぁとにかく、話は分かったよ。

　このまま手をこまねいていれば、フレイヤさまは今夜のステージでとても口にできないような危機を迎むかえることになるってことがね。

　それを未然に防ぐための方法は……パッと思い付くだけでも二つある。

「では、そもそもライブの開かい催さいを見送るのはどうでしょうか？」

　これが、ボクが提案する一つ目の案。でもこの案を聞いた途と端たん、マルデルさまは恥はずかしがるブリュンヒルデさまをからかうのをやめて顔を顰しかめた。

「ダメ。悪いけど、それは不採用ね。だって今回のライブはウチのために開かれるライブよ？　それをウチが元げん凶きようになってる呪じゆ詛そのせいで中止になんてさせたくないし～」

　な、何それ、えらく個人的な理由だな……。そのせいで旧友が危険な目に遭あってもいいって言うんですか？　まぁそれはともかく……ライブが延期になるのを本気で嫌いやがる人も多いだろうし、あまり褒ほめられた手段じゃないのは否定できないか。

「じゃあ二つ目。首くび飾かざりを着けずにライブをするよう、フレイヤさまにお願いする。この案ならどうです？」

「あのさぁ……セイっちってフレイヤのライブ、一度は観みた事あったりする？」

「え、何ですか突とつ然ぜん。お言葉ですがマルデルさま、ボクはその道のプロですよ？　このファンクラブ会員番号『２０１８０』の会員証が、まさか目に入らないとでも？」

　言って、ボクは黄金に煌きらめく会員証を机の引き出しから引っ張り出してみせる。そこに印字された数字を見て、マルデルさまはヒドくつまらなそうに片目を閉じた。

「何これ？　プロって豪ごう語ごする割には別に若くもない数字じゃん。こんなん掲かかげて一体何が自じ慢まんになるっていうのかね？」

「……そう思われるのは無理もありません。フレイヤさまはボクが『アースガルド』にやって来る遥はるか前から何度となくライブを行おこなっていて、既すでに沢たく山さんのファンがついていました。悔くやしいけど、ボクにはどう足搔あがいても若い番号を取ることはできなかった……ですが！　この数字をよく見て下さい！　これこそボクの、フレイヤさまへの愛の証あかしなんです!!」

　ボクに言われるまま、マルデルさまとブリュンヒルデさまは二人して会員証に目を凝こらす。そして気付いた。一見無意味と思える番号に隠かくされた、真なる意味に。

「！　ま、待って下さい、これは……『２フ０レ１イ８ヤ０ラブ』!?　セイさん、まさかこの番号を狙ねらって取得したんですか!?」

「フ……仰おつしやる通りです」

　さすがの慧けい眼がん、よくぞ気付いてくれましたねブリュンヒルデさま。この意味あるナンバーをゲットするために、ボクが一体どれほどの苦心を重ねたか……。ああ、思い出すだけで過去の自分を何度でも褒ほめたくなるよ。

「こりゃ～おったまげたねぇ。溢あふれるほどの情熱、ウチの胸のビートにズシンと伝わったよ。でもね……そんなセイっちにこそ、ウチは問いたいのさ」

　ボクの愛の重さを知ったマルデルさまはフッと息を吐はき、静かに目を閉じてボクに問う。

「彼かの女じよのライブは常に完かん璧ぺきだった。歌も。踊おどりも。そして……スタイリングもね。違ちがう？」

「!!」

　その問いを受けた瞬しゆん間かん、ボクの心に落らく雷らいのような衝しよう撃げきが駆かけ抜ぬけた。

　そうだ……そうだよ。ボクは一体、今まで何を血迷っていたんだろう。

　フレイヤさまのライブパフォーマンスは、いつ如何いかなる時でも十全十美最高の仕上がりだった。それを支えていたのは彼かの女じよの努力と才能だけじゃない。魅み力りよくを高めるステージメイク、可愛かわいらしいアイドル衣い装しよう。そしてその豊満な胸むな元もとで光ひかり輝かがやく──至高の首飾りブリーシンガメンがあったからじゃないか！

「……目が覚めましたよ、マルデルさま。スーパーアイドル・フレイヤのライブには、たった一つの妥だ協きようもあってはならない。ボクには彼かの女じよのライブを……命いのち懸がけで守まもり抜ぬく義務がある！」

　それがこのボク、会員番号『２０１８０』番のセーフリームニルが導き出した答え。

　フレイヤさま、待っていて下さい。ボクが必ず、あなたのライブを成功させてみせます！







　と、心を奮い立たせたはいいものの……ボクには具体的な案が何一つ思い付いてなかったりする。意い気き込ごむばかりですぐに考かんがえ込こんでしまったボクを見み兼かねて、ブリュンヒルデさまが話の尻尾しつぽを引ひき継ついで下さった。

「マルデル様。私からも一つよろしいでしょうか？」

「おっ？　なになに？　ドンと来いヒルデっち！　一つと言わず何個でも！」

「えっと……セイさんに施ほどこされている強力な禁きん呪じゆは、術者本人にしか解けないと仰おつしやっていましたよね？　それは裏を返せば、普ふ通つうの呪のろい……つまり誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そは、誰だれにでも解く事が可能。という解かい釈しやくで間ま違ちがいないでしょうか？」

　おぉ、鋭するどいご指し摘てき！　さすがはブリュンヒルデさまだよ。

「概おおむねその通りよ。流石さすがに誰だれでもって訳にはいかないだろうけど、そうね、ウチなら解かい呪じゆも可能だと思う。そう、ウチならね」

　そこは大事なことらしく、二回言って強調なさるマルデルさま。何だ、簡単に解かい呪じゆできるんだったら、初めから悩なやむことはないじゃないか。

　と、ボクが希望を持もち掛かけた時、ピシャリとそれを叩たたき落おとす一言が添そえられた。

「でもそれじゃあ手て遅おくれなんだなぁ。誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そを解くためには、三日三晩もの時間が必要になってくる。で、ライブ開かい催さいは今夜。言ってる意味……お分かり頂けただろうか？」

　うん……みなまで言われなくてもハッキリと分かったよ。つまりフレイヤさまをお守りするためには、何か別の手段を講じなければならない……とでも、言うのだろうか？

　となると、他に残されている手段はなんだろう。例えば、暴徒と化した観客たちを押おし留とどめる何かを用意するとか……って、それじゃダメだ。そもそも観客が暴徒化してしまったら、ライブどころの騒さわぎじゃなくなっちゃうよ。みんなが楽しく安全に楽しめるライブにしなきゃ、意味がないんだ。

　くそ……分からない。これはかつてない難題だぞ。一体どうすれば……。

「──あります」

　心中で頭を抱かかえるボクの耳に、キッパリとしたお声が届いた。見なくたってボクには分かる、それはブリュンヒルデさまのお声だ。

「方法はあります。セイさん……あなたの力に、頼たよるなら」

「ボクの……力……？」

　ブリュンヒルデさま自じ慢まんの秘策には、ボクの力が必要不可欠らしい。一体、ボクなんかに何ができるって言うんだ……？　首を傾かしげるボクとマルデルさまのため、彼かの女じよは続ける。

「変へん化げするんですよ、ブリーシンガメンに。フェンリルにグリンカムビ、そして私の神じん器ぎにまで変へん化げしてみせたあなたのマンナズなら……不可能ではないと思います」

　信しん頼らいと確信によって光る瞳ひとみが、真まっ直すぐにボクを射貫く。

　そっか……！　自分のことだっていうのに、どうして思い付かなかったんだろう。

　マンナズとは調和を司つかさどるルーン。そしてボクの本ほん性しよう、呪のろいの指輪アンドヴァラナウトには超ちよう強力な調和の力が秘められている。

　知らず知らずのうちにその特性を利用して、ボクは誰だれにも真似まねできない変へん化げを披ひ露ろうし続けてきたんじゃないか。伝説のブリーシンガメンになることだって、ボクにならきっと……！

「なになになによ？　セイっちってば、まさかアレに変へん化げできちゃう訳？　すっごいじゃん！　それができるならライブの前に本物とすり替かわっておいて、呪じゆ詛そを解いた後で返してあげれば万ばん事じおっけー万ばん々ばん歳ざい！　全部を秘密のうちに実行できる、完かん璧ぺきな作戦じゃん！」

　ブリュンヒルデさまの策を理解したマルデルさまは、ベッドの上で両手を上げて飛とび跳はねる。確かに、これしかないとボクも思う。でも……そのためには綿密な準備が必要なのも、確かだ。

「その前に、お二人にお伝えしておかなければいけないことがあります」

「？　はい、何でしょう？」

「ボクのマンナズは特異なものではありますが、決して万ばん能のうではないということです。自分の性能を理解した今だからこそ分かったことですが、ボクがフェンリルやグリンカムビに変へん化げできたのは、ボクが彼かれらとの間に一定以上の結び付きを得ることができたからなんです」

「それは……〝なれる〟と思おもい込こめるだけの根こん拠きよを、セイさんが得たという事ですね？」

　ブリュンヒルデさまの補足に、ボクは肯こう定ていの頷うなずきを返す。

　具体的に言うなら、まずフェンリルとグリンカムビの場合──ボクが彼かれらの〝要求〟に応えられたことが根こん拠きよになっている。

　フェンリルは口に押おし込こまれていた剣けんを取り除くことを、グリンカムビは尾お羽ばねを一本奪うばい取とることをそれぞれ要求し、ボクはそれを果たした。それにより一定の調和が為なされたとしてボクの中で無意識に定義が書かき換かえられ、変へん化げ可能な状態になったんだ。

　ブリュンヒルデさまの神じん器ぎに変へん化げできたのはひとえに、ボクが彼かの女じよの神じん器ぎを既すでによく知っていたからに他ならない。まだ指輪だった頃ころとはいえ、ボクは大英えい雄ゆうシグルズさんの所有物として、彼かの女じよの神じん器ぎが打うち壊こわされる一部始終を見ていた。砕くだかれた盾たての断面まで、ハッキリとね。その記き憶おくが頭の片かた隅すみにあったから、ボクは彼かの女じよの神じん器ぎになれたんだ。

「何が言いたいかというと、ボクがブリーシンガメンに変へん化げするには事前に実物をよく知っておかなければならないということです。つまり……本物の首くび飾かざりを盗ぬすみ出だして入いれ替かわる時に、少しの間観察するなどして首くび飾かざりと調和する必要がありまして……」

「なるほど。その間にフレイヤ様に気付かれてしまわないよう、ある程度の時じ間かん稼かせぎが要いる、という事ですね。分かりました！　その件については、私と妹達たちで何とかします！」

　おぉ！　ヴァルキューレ九姉し妹まいのお力を借りられるなら、これほど心強いことはないよ。

　ただ……彼かの女じよたちヴァルキューレはライブ直前になるとスタッフとして、いざライブが始まればバックダンサーとして、陰かげながらフレイヤさまをお支えするのがいつものパターン。それぞれに持ち場が決まっている以上、あまり好き勝手に動き回るのは難しいだろう。

「となると残る問題は、誰だれがどうやって盗ぬすみ出だすかだけど……」

　昨日見せて頂いた限りだと、首くび飾かざりはお屋や敷しきの最深部にある部屋で厳重に保管されていた。その扉とびらは、恐おそらくフレイヤさまご自身が両手を突ついて魔ま力りよくを流ながし込こまないと開かない。無理に潜せん入にゆうしようとするのは悪手でしかないだろう。

　だから首くび飾かざりを盗ぬすみ出だせるのは、彼かの女じよがその手で首くび飾かざりを取り出した後。数分でいい。彼かの女じよと首くび飾かざりをどうにかして引ひき離はなしたその時が、盗ぬすみ出だすチャンスだ。

　そのチャンスを逃のがさずものにできる人物と言えば──。

「よぉセイ、調子はどーよ？　って、何だ何だぁ？　久々に戻もどってみりゃー女二人も部屋に連つれ込こみやがって、相変わらずいいご身分じゃねーか」

　と、その時。ナイスタイミングでやって来た相棒が一人。

「ロキ！　帰って来たんだね！」

「あ？　あぁまぁ、たった今だけどよ。つってもそんな目を輝かがやかせられても困るぜ？　あんまりにも成果が出ないんで、一いつ旦たん戻もどっただけなんだからよ」

　思わず擦すり寄よるボクを押おしのけて、申し訳なさそうに頰ほおを搔かくロキ。そっか、アンドヴァリはやっぱり見つからなかったか……。

　でも、今はそんなことどうでもいいんだ。ロキが戻もどって来きた以上、ボクは彼かれを推すい薦せんしたい。

「ねぇロキ、フレイヤさまの首くび飾かざりを盗ぬすみ出だすのを手伝って！」

「はぁ？　話が見えねぇな。一体何だってそんな事になってんだよ？」

　ロキが困こん惑わくするのは無理もない。ボクはなるべく分かりやすく、それでいて手短に、ことの顚てん末まつを語って聞かせた。

「あー……。なるほど、事情は察したぜ。どーもこっちはこっちで色々あるみてーだな。ま、グルヴェイグが来てるからにゃあ平へい穏おん無事じゃいられねーだろうが……」

「何だねロキくん。ヒトをトラブルメーカーみたいに言っちゃって。それに今のウチはグルヴェイグじゃなくてマルデルさんなんで、そこんとこピクヨロ！」

「はいはい了りよう解かい、トラブルメーカーのマルデルさん」

　肩かたを竦すくめるロキを指差し、コイツぶっ飛ばしていい？　と視線で訴うつたえかけてくるマルデルさま。ボクとブリュンヒルデさまは揃そろって首を横に振ふり、ロキの返答に期待を掛かけた。

「しゃーねぇな。アンドヴァリの件は手て詰づまりになった事だし、ぶん殴なぐられる前に頷うなずいといてやるよ。それにこういう汚きたねぇ仕事は俺おれ向きだ。何せ俺おれは前にも一度、ブリーシンガメンを盗ぬすみ出だしてる事だしな」

　って、快く引き受けてくれたと思ったら、一いつ緒しよにとんでもないカミングアウトが！

「そ、その時はどうやって盗ぬすみ出だしたの？」

「普ふ通つうに部屋に忍しのび込こんで、枕まくら元もとに置いてあったのを寝ねてる隙すきにコソッと。それ以来、厳重に保管されるようになっちまったけどな」

「難易度上がったのはロキのせいかよ！」

　全く、事情はどうあれ余計なことをしてくれたもんだよ……。

　とはいえ、前科があるなら逃とう走そう経路もバッチリ分かってるだろうし、このミッションに適任なのは間ま違ちがいない。

　さて……役者は揃そろった。ここまで決まれば作戦に不備もない。あとは、覚かく悟ごを決めるのみ。

　部屋に漂ただよう空気が一気に引ひき締しまる中、作戦発案者であるブリュンヒルデさまが小さく屈かがんで右手を差し出す。その手ての甲こうにボクの右前脚あしを重ね、更さらにその上にはノリノリなマルデルさまの右手が重なる。それを見たロキも渋しぶ々しぶといった感じで、右手を重ねてくれた。

「フレイヤ様のライブが今回も最高のものになるよう、私わたし達たちで応援しましょう！　『ブリーシンガメンすり替かえ作戦』──ミッションスタートです!!」

「「ウェ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]イっ!!」」「お、おう」

　この中に一人、恥はずかしがってノリを合わせないヤツがいる。だけど志は同じはずだ。

　さぁ行こう。ライブを間近に控ひかえたフレイヤさまが待つ、『フォールクヴァング』へ！







　昼と夜との丁度中間にあたる時刻に、ボクらは現地へと到とう着ちやく。ここで今回の作戦内容を含ふくめ、各種情報を改めて整理しておこうと思う。

　まず、フレイヤさまのライブの開かい催さい場所について。

　ライブステージが用意されているのは、『イーダフェルト大神殿』。ボクの実家の近くにある、この『アースガルド』で最も神聖な場所だ。アースの神さまたちが、何か大事な会議を開く時にも使われたりするんだとか。

　ボクが『アースガルド』にやって来てから、今回で通算四度目となる彼かの女じよのライブ。逃のがさず参加し続けてこられたのは、ライブの開かい催さい地が常にその場所だったからに他ならない。まぁ、彼かの女じよのライブを一度でも目の当たりにしてしまった以上、その感動を得るためならどこへだろうと赴おもむく覚かく悟ごだったけどね。

　続いて、ライブの開始時間について。

　これまた定例があって、彼かの女じよのライブは日にち没ぼつが開始の合図となっている。開始時間が近付くまで、フレイヤさまは『フォールクヴァング』の自室を楽屋として使うようだ。そこから世界最速の軍馬スレイプニルを駆かり、一番星が浮うかぶ空から流星のごとくステージに降り立つのが彼かの女じよのセオリー。

　というところで、今回の作戦についておさらいしよう……と、思うんだけど、最初に一つ。本作戦は全て、フレイヤさまに悟さとられないよう秘密裏りに行われることが前提である。何故なぜなら、彼かの女じよにはなんの憂うれいもない状態でライブをして頂きたいからだ。首くび飾かざりの呪じゆ詛そのことも、首くび飾かざりがすり替かえられることも知られちゃいけない。それらを踏ふまえた上で、おさらいしていこう。

　日にち没ぼつ前、会場である大神殿に向かう直前に、彼かの女じよはお屋や敷しきの最さい奥おうにある保管庫からブリーシンガメンを取り出して身に着ける。そこからが勝負の始まりだ。

　まず、フレイヤさまからどうにかして首くび飾かざりを引ひき離はなす。引ひき離はなすだけでなく、そこからしばらく彼かの女じよを別の場所に釘くぎ付づけにしておく必要もある。言うだけなら簡単だけど、実際これらが一番厄やつ介かい。この難題に立ち向かって下さるのが、ヴァルキューレ九姉し妹まいだ。

　そしてそこから先がボクの出番。ヴァルキューレさまがたがフレイヤさまの注意を引き付けて下さっている間に、ボクはロキと楽屋に潜せん入にゆうしてブリーシンガメンを観察する。そして一秒でも早く変へん化げを習得し、首くび飾かざりに成り済ますんだ。

　最後に、それを見届けたロキが本物の首くび飾かざりを部屋から盗ぬすみ出だす。そこからはちょっと手間が掛かかって、ロキは人間界『ミッドガルド』にまで降りなければならない。何でも誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そを解かい呪じゆするためには三日三晩もの間、首くび飾かざりを海水に浸ひたしておく必要があるんだとか。

　そうして呪じゆ詛そを払はらい落おとしたのちに、ブリーシンガメンはやっと彼かの女じよに返へん還かんされる……と。

　ちなみに返へん還かんする頃ころにはライブはとっくに終わっているので、別にコソコソする必要はない。事情を話して堂々と返せばいい。

　以上が本作戦の全容だ。難しい任務になるけど、大だい丈じよう夫ぶ。ボクはみんなを信じてるから。

「（……きこえますか……きこえますか……セイさん……ブリュンヒルデです……）」

　とその時、どこからともなく愛いとしい女性の声が響ひびいてきた。

「（今……あなたの……心に……直接……呼びかけています……）」

「はい、ちゃんと聞こえてますよブリュンヒルデさま。これが作戦前に言っていた、〝ラド〟のルーンを応用したアイテムの力ですね？」

　そう──ボクが両前足で挟はさみ込こんでいるのは、ラドのルーン文字が刻まれた石。そこに魔ま力りよくを流すことによって、同じ石を持つヴァルキューレさまたちと通信することができるんだ。

「（そうです……今……フレイヤ様が……ブリーシンガメンを保管庫から出しました……これから……そちらに向かいますが……そちらの準備は……できていますか……？）」

「はい、こっちは既すでにフレイヤさまのお部屋の天てん井じよう裏でスタンバイ済みです。ロキなんて、まだかまだかと息巻いてますよ」

「いや息巻いてはいねーぞ？　狭せまくて息がしづらいだけだ」

　呟つぶやき、モゾモゾと体勢を気にするロキ。ウリ坊ぼう体型のボクとは違ちがって、ここに長く留まっているのはかなり苦しそうだ。

「（あー、セイ聞こえる？　もう部屋の前着いたから大人しくしてなさいよ）」

「あれ、ジークルーネさま？　ジークルーネさまは普ふ通つうの速さで話せるんですか？」

「（はぁ？　別に誰だれでも普ふ通つうに話せるわよ。ヒルデ姉さんがふざけてるだけ）」

「（す、すみませんセイさん、ちょっと雰ふん囲い気きを出してみようと思って……）」

　も～、ブリュンヒルデさまったらこんな時にお茶目さんだなぁ。可愛かわいいじゃないかぁ。

「（全く……馬ば鹿かな事をやってないで気を引ひき締しめて下さいまし）」

　おっと、このお嬢じよう様さま口調はゲルヒさまだね。お顔は見えなくても、声と口調で何とか分かるもんだ。

　ガチャ。

「ハーイ、楽屋とうちゃーく！」

　あっ、誰だれか部屋に入って来た！　覗のぞき穴から微かすかに見えるぞ、あれは……アイドルモードのフレイヤさまだ！

　いつもは下ろしている髪かみを頭の右側で一つに束ねた、いわゆるサイドポニーな髪かみ型がた。白と緑を基調としたビスチェ風のミニドレスにレースアップのロングブーツを合わせたスタイルは、華はなやかでいて大人っぽいカジュアルさを演出している。その開けた胸むな元もとにはもちろん、彼かの女じよのお気に入りの首くび飾かざり、ブリーシンガメンが揺ゆれていた。

「ねぇブリュンヒルデ、日にち没ぼつまではあとどれくらい？」

「大だい丈じよう夫ぶですフレイヤ様。日にち没ぼつまでにはあと一時間は猶ゆう予よがありますので」

「ふんふん。それで、マルデルはどうしてる？　もう会場に向かったのかな？」

「マルデル様はフレイヤ様のライブをそれはもう楽しみにしておられて、一足先に会場に向かわれました。護衛としてシュヴェルトライテをつけていますので安心ですよ。今いま頃ごろはきっと、オーディン様と最前列の奪うばい合あいをしているのではないでしょうか」

　オーディンさま……どうかご自身の威い厳げんをもっと大事になさって下さい……。

　それにしても、シュヴェルトライテさまが護衛役とはね。彼かの女じよは零ゼロ流を自じ称しようするほどの剣けんの達人だから実力的には申し分ないんだろうけど……真面目すぎるのが玉に瑕きずだからなぁ。自由奔ほん放ぽうなマルデルさまに振ふり回まわされてないといいんだけど。

「（あ、姉あね様さまっ、一大事です！　最前列の奪うばい合あいが始まって、マルデル様がオーディン様に嚙かみ付ついて……あぁ！　剣けんを奪うばわれてしまいました！　オーディン様もグングニルを持ち出して本気のようです！　姉あね様さま、私は一体どちらの身をお守りすれば!?）」

　ちょ、待って、早さつ速そくシュヴェルトライテさまから恐おそれていた通信が入ったよ!?

「（決まってます、両方です）」

「（なっ……いえ、心得ました。我われ──今こそ剣けん士しの道を極きわめる時なり！　いざぁ）」

　そこで、彼かの女じよとの通信は唐とう突とつに途と絶だえた。現場の状じよう況きようと彼かの女じよの安否が気になるところだけど……信じよう。今ボクたちにできるのは、それしかない。

「どうしたの？　ブリュンヒルデ。何かあった？」

「い、いえ、何も問題ありません」

　慌あわてて顔の前で両手を振ふるブリュンヒルデさま。そして彼かの女じよは、そのままゲルヒさまの方に視線を投げる。おっと……どうやらここから引ひき離はなし作戦が始まるみたいだね。

「あら？　まぁ、いけませんわフレイヤ様、衣い装しようの首元が解ほつれて……すぐに手直し致いたしますので、どうぞ隣りん室しつまでお越こし下さいな」

「え、隣となりの部屋に？　楽屋でパパッとできないの？」

「申し訳ございません。本日はマルデル様を賓ひん客きやくに迎むかえてのスペシャルライブ。ですので、万ばん全ぜんを期すためにフレイヤ様の身の回りからは一いつ切さいの危険物を排はい除じよしておりますの。ハサミや針の類は楽屋に置いておりませんので、悪あしからずご了りよう承しよう下さいませ」

「ふむ。首元を直すのであれば、ブリーシンガメンを着けたままでは聊いささか邪じや魔まじゃろう。どれ、わしが一いつ時とき預かっておこうかの」

「え～、それは嫌いや。ヘルムヴィーゲに預けたらすぐ売り飛ばされそうだもん」

「流石さすがにわしもそこまでせんぞい!?」

　何てこった。ヘルムヴィーゲさまが物を預かるには、どうも好感度が足りないらしい。明らかな人選ミス……ここからどうやって挽ばん回かいを図はかるのか。

「では、ここは長女である私が責任を持ってお預かり致いたしましょう」

「う～んブリュンヒルデもね～、意外と抜ぬけてるところがあるからな～」

「うふっ、だったらお姉さんに任せて～。きっちり見ておいてあ・げ・る」

「あっ、ヴァルトラウテならまぁ、安心ね。じゃあお願いするわ」

　言って、首くび飾かざりを迷いなく手て渡わたすフレイヤさま。あらら、そうきたか。でもこれだとブリュンヒルデさまは……あぁ!?　ハンカチ嚙かんで泣いてる！　地面にのの字を描えがいている！　今すぐ出て行って慰なぐさめて差し上げたいけど、作戦行動中の我わが身みが憎にくい……！

　という感じでちょっとした不幸もありつつ、無事に首くび飾かざり引ひき離はなし作戦は達成。見張り番に抜ばつ擢てきされたヴァルトラウテさまを除く全員が部屋を出て行ったのを見計らって、ボクとロキは天てん井じよう裏から飛び出した。

「ご協力感謝します、ヴァルトラウテさま」

「おい、礼なら後にしとけ。時間がねぇ、早さつ速そく借りるぜ」

　ボクがお礼の言葉を述べているうちに、ロキは彼かの女じよの手から首くび飾かざりを拝借。すぐさまボクにブリーシンガメンが手て渡わたされ、観察作業に入ることに。

「うふふ、ちょっとスパイみたいでドキドキするわねぇ。こういう面おも白しろい企き画かくならいつでも大だい歓かん迎げいよ～」

「ったく、気楽に言ってくれるぜ。姉し妹まい連中はしっかり仕事してくれるんだろうな？」

「どうかしら～？　みんながどんな事してるか、こっそり通信してみます～？」

　ニヤニヤが止まらないといった様子で、ヴァルトラウテさまはラドの石を掌てのひらの上に転がす。すると、隣となりの部屋に移動したみんなの会話が聞こえてきた。

「（ねぇゲルヒルデ～、まだ手直し終わらないの～？）」

　これは……ちょっと声が遠いけど、フレイヤさまの声みたいだね。誰だれかのラドの石が、ギリギリ声を拾ってるみたいだ。

「（も、もう間もなく、もう間もなくですわ。ステージ衣い装しように代えは無い、失敗は絶対に許されませんもの。なのでここは慎しん重ちように～……）」

　あぁ、どうやらゲルヒさまが、わざと手直しを引き延ばして下さっているみたいだね。いいですよ、その調子でお願いします。

「（いつもの貴女あなたらしくないわね。いつもならパーッと終わらせちゃうのに。ひょっとして……スピード落としちゃった？）」

「（ワタクシが遅おそい……？　ワタクシがスロウリィ!?　冗じようぉぉ談じゃありませんわぁ!!　こんなもの、このワタクシに掛かかれば一秒！　はい出来ましたわ！）」

　やっちゃった[image: ～][image: ～]っ！　やってしまいましたねゲルヒさま！　いくら速さに拘こだわりがあるからって、そこは堪こらえて頂きたかったです……。

「（全く何やっとるんじゃ馬ば鹿か者が。ええわい、わしがやってやる）」

　む、この声はヘルムヴィーゲさまか。彼かの女じよは一体どうやって時じ間かん稼かせぎを？

「（のぅフレイヤ様。実はずっと気になっておったんじゃが……今回のライブの衣い装しようは少々露ろ出しゆつが多過ぎるのではないかの？）」

「（そ、そう？　まぁマルデルが見に来るからって、確かにちょっと派手さに振ふり切きったデザインになっちゃったかもしれないわね……）」

「（うむ。そこでどうじゃろう、このニーソックスなる物を履はいてみるというのは。さぁ、まずはその編み上げ靴ぐつを脱ぬぐとしようかの）」

　上手うまい！　上手うまいよヘルムヴィーゲさま！　今日のフレイヤさまのブーツは履はくのも脱ぬぐのも時間が掛かかる代しろ物ものだ。これだけでも相当な時間を稼かせげるぞ。

「（じゃあ脱ぬがせてくれる？　ゲルヒルデ）」

「（御ぎよ意いですわ！）」

「（って、一いつ瞬しゆんで脱ぬがすでないわ大馬ば鹿か者っ！）」

　……。どうやら、ゲルヒさまはもはや完全に寝ね返がえったようだ。今後は彼かの女じよの妨ぼう害がいにも気を配らなくちゃいけないみたいだね。

「（ふぅ……仕方がないのですし。どうやらリンデ達たちの出番のようなのですし）」

「（そそっ、そうですね！　こ、こうなったら、あの作戦を実行しましょう！）」

　おぉ、次はオルトリンデさまとグリムゲルデさまのタッグが何かをなさるみたいだぞ。二人掛かかりでの足止め作戦、大いに期待できそうだ！

「（フレイヤ様、実はたった今悪い知らせが入ったのですし）」

「（え……なになに、どういう事？）」

「（移動用にお借りしていたスレイプニルが、何者かに毒を盛られたようなのですし）」

　ん？　待って、今何だかすっごく嫌いやな予感が……。作戦遂すい行こうのためになら、ボクの弟子でしのご飯にも平気で毒を盛るお方をボクは知ってるぞ。主に語ご尾びに「ですし」と付けるお方だ。

「（ど、毒って何よそれ!?　スレイプニルは大だい丈じよう夫ぶな訳!?）」

「（しょ、少々お待ちを！　い、今ワタシの使い魔まのワンちゃんに様子を探さぐらせてますので……え？　『何のこれしき、仕事は死んでも果たす』って言ってる？　むむむ、中々根こん性じよう見せますねスレイプニル。よ、よぉし、なら打ち合わせ通りトドメを刺さして下さい！）」

　誰だれかその二人を止めて下さい今すぐに!!　何なのこの作戦、首くび飾かざりをすり替かえるだけなのにどれだけの犠ぎ牲せいを払はらうつもりなんだよ！

「（な～んかさっきから様子がおかしいわねぇ……。ねぇみんな、わたしに何か隠かくしてる事があるんじゃないの？）」

　！　マズイ、フレイヤさまがボクらの企たくらみに気付き始めたみたいだぞ。まぁ、そろそろ気付かれそうな予感はしてたけど……。

「（セ、セイくん聞こえる？　これ以上はもう無理かも……脱だつ出しゆつする準備をした方が）」

「（こらロスヴァイセ、誰だれと何を話してるの？　脱だつ出しゆつとか何とか聞こえた気がするけど？）」

「（え、え～っと、え～っとぉ……あ、お腹なかの調子が急に）」

「（あら腹痛？　でも、その前に吐はき気けも催もよおしてこないかしら？　ほら、洗いざらい吐はいちゃいなさいロスヴァイセ、怒おこったりしないから）」

「（ごめんなさいフレイヤさま……実は……実は……）」

　あぁ……やっぱりヴァイセには隠かくし事ごとなんて荷が重いよね。だっていい子だもん。

　ふぅ、どうやらここまでみたいだね。変へん化げの習得までにはまだ少し時間が掛かかる。やっぱりフレイヤさまにはちゃんと訳を言って、ご理解を頂くしかないのかな……。

「（……はぁ～、ホント溜ため息いき出るわ。こういう時のみんな、ちょっとポンコツ過ぎじゃない？）」

　その時──姉し妹まい全員を小こ馬ば鹿かにした呟つぶやきが聞こえてくる。いやいやジークルーネさま、あなたも今まで結構な火傷やけどを負ってきたのを、よもや忘れてはいませんよね？

　まぁそうは言っても、気にはなる。ここまでのことを言うからには、彼かの女じよには何か他とは違ちがう秘策があるに違ちがいないからね。さぁどう出ますか？　ジークルーネさま。

「（しっ！　みんな静かにして。今、隣となりの楽屋から何か物音が聞こえたわ）」

「（えっ!?　ちょっと、わたしのブリーシンガメンは？　ヴァルトラウテは何してるの？）」

「（分かりません……。ちょっとあたしが様子を見てきます、戻もどってくるまで絶対にここを動かないで下さい）」

　そんなやり取りが聞こえた、数秒後──。

「はい。これでフレイヤ様はもうこっち来ないわよ」

　フフンと得意げなドヤ顔を浮うかべて、今回のＭＶＰが楽屋に登場なされた。

「驚おどろいたわ～……ルーネちゃん、さすがねぇ」

「ふっふっふ～、寧むしろこれくらいできなくてどうするのよって感じ？　見たか！　これがあたしの実力なのよ、今までがおかしかったのよ。どうセイ？　別に見直したって構わないのよ？」

　褒ほめてくれと言わんばかりのオーラを纏まとい、腰こしに手を当てて胸を反らしてみせるジークルーネさま。いや……もう何も言うことはないよ。本気で完敗、いや、乾かん杯ぱいだ。

「正直に言って……ボクは今まであなたのことを見くびってました。でも、本当のジークルーネさまは素す晴ばらしく有能なお方だったようです。素す直なおに尊敬します」

　本来なら、ボクごときがこうして褒ほめること自体が傲ごう慢まんな行こう為いなのかもしれない。でもボクはありのまま、思ったことを言葉にして伝えた。お伝えしたかったんだ。

　まぁ実際、ボクみたいな取るに足らないイノシシ風ふ情ぜいに褒ほめられたところで、嬉うれしくも何ともないんだろうけど……。

「うっ……うぅっ……」

　……おや!?　ジークルーネさまの様子が……！

「何よ、何よ何よっ！　別に嬉うれしくなんかない事もないんだからねっ!!」

　おめでとう！　ジークルーネさまは楽屋を飛び出して行った！

　って、全然おめでたくはないよね!?　彼かの女じよ、絶対隣となりの部屋まで逃にげ帰かえっちゃったよね!?　どうして見直した途と端たんにそういうことしちゃうんだよ！　どうせなら最後まで有能なお姿を見せてほしかったよ！

「っ！　よ、よしきた、この感覚……っ！　ロキ！　ブリーシンガメン変へん化げ、たった今習得できたはずだよ！」

「ナイスタイミング！　よし、早さつ速そくなってみろ、見届けたら俺おれはずらかる！」

　ロキは素す早ばやく本物のブリーシンガメンを回収し、もとの天てん井じよう裏へと体を滑すべり込こませる。そこから顔だけ出して成果を求めるロキに応え、ボクは大急ぎでマンナズのルーンを発動させた。

《──……はい、なったよ。どうかな？　ちゃんとなれてる？》

「っと～……あぁいいな、バッチリだ！　思わず嫉しつ妬としたくなるくらい上出来だぜ。じゃ、あとの事は任せたぜ。上手うまくやれよな」

　健けん闘とうを祈いのるロキの気配が遠ざかり、代わりに近付いてくる複数人の気配。勢いよく開いた扉とびらから入って来たのは、おろおろとするヴァルキューレ姉し妹まいを従えたフレイヤさまだ。

「ん～……？　あれ、特に何もないわね。ねぇヴァルトラウテ、何か変わった事はなかった？」

「変わったことですか～？　もし何かあればすぐに声を掛かけるつもりでしたけどぉ、何も起こらなかったから大人しくしてましたよ～」

「……そう。そうよね。何だろ、わたしちょっと神経質になっちゃってるのかも。あ～、駄だ目め、こんなんじゃいいライブなんてできっこないわ！　集中しなくちゃ、集中！」

　ペチンとご自分で頰ほおをはたいて、気合いを注入なさるフレイヤさま。そしてその手はそのまま、ヴァルトラウテさまからブリーシンガメン（ボク）を受け取った。

　さぁ、緊きん張ちようの一いつ瞬しゆん──。でもその一いつ瞬しゆんは、まさしく一いつ瞬しゆんの出来事だった。

　フレイヤさまは少しも怪あやしむことなく、ボクが変へん化げした偽にせ物もののブリーシンガメンを身に着ける。ヴァルトラウテさまがこっそりサムズアップを送り、他の姉し妹まい全員に作戦の成功が伝えられた。

　上手うまくいったことを知り、押おし殺ころしつつも喜びを露あらわにするヴァルキューレさまがた。だけど喜びの大きさだったら、今のボクはきっと誰だれにも負けないよ。実際にブリーシンガメンに変へん化げしてみて、気付いてしまったのさ……。

　今のボクは──アイドル神・フレイヤさまの、オッパイの上にいるということに──。

「アッツ!?　あれぇ、今何かブリーシンガメンが熱く感じたんだけど……そんな訳ないか」

　おっといけない。興奮による体温の上じよう昇しようは、たとえ首くび飾かざり状態であっても多少の影えい響きようを及およぼすらしい。ふぅ……見た目は似せたつもりでも、所しよ詮せんは贋がん作さく。ここは紳しん士しに徹てつしなければ。

　と言っても……八人分の冷めた目線をぶつけられて、すっかり血の気が失うせたけど……。

「そろそろ時間ね。じゃあみんな！　今回のライブもよろしく！　せ～のっ！」

「「「「「「「「「レッツ☆収しゆう穫かくっ!!」」」」」」」」」

　お決まりのコールを響ひびかせ、楽屋を飛び出す一人のスーパーアイドルと八人の戦いくさ乙女おとめたち。あと、おまけにボク。

　いざ往かん！　熱ねつ狂きようのライブ会場、『イーダフェルト大神殿』へ！

　……オーディンさまとマルデルさまのケンカの行方ゆくえが、ちょっと気き掛がかりだけど……ね。







　解げ毒どく剤ざいを飲ませてもらって元気を取とり戻もどしたスレイプニルが、暮れなずむ空を翔かける。そのやや後ろには、横一列に並んで飛ひ翔しようするヴァルキューレさまがた。いつもは客席から見上げるだけだった『アイドル編隊飛行』──それを今、ボクは誰だれよりも近くで体感していた。

　そんな感かん慨がいに浸ひたっていれば、時の流れも景色の流れも瞬またたく間まに通り過ぎるもの。

　彼かの女じよたちは今、会場の真上に無事到とう着ちやく。我らがアイドルの降臨を待つ観客たちはまだ見ぬ神に声せい援えんを送り、始まりの時を渇かつ望ぼうしていた。

　瞼まぶたを閉じ、伝わってくる熱気を浴びて、フレイヤさまは軽く身み震ぶるいする。そして深く息を吐はくともに、ブリーシンガメンに成り済ましたボクをそっと握にぎり締しめた。

「はぁ……何度やっても緊きん張ちようするなぁ。でもこの感覚……嫌きらいじゃないわ！」

　強気な言葉で自分を鼓こ舞ぶし、コンセントレーションを高めるのが彼かの女じよのスタイルだ。彼かの女じよは天上天下で最高の笑え顔がおを浮うかべ、カッと目を見開いた。

「よろしくね！　わたしの味方！」

　チュッ。

《えっ？》
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　あれ……ちょっと待って今なんか……あれ今ひょっとして、フレイヤさまボクにキスしました!?　あぁ[image: ～][image: ～]何でだろ、今まさに日が沈しずんだところなのに、大空があかるく見えるなぁ……。

「ん？　今ブリーシンガメンが喋しやべったような……な訳ないか」

　そうです、気のせいです。後ろで何故なぜかブリュンヒルデさまが物もの凄すごい形相で睨にらんできているのも、全部気のせいに違ちがいない。

　さて──現実逃とう避ひをしたいなら、ここからが本番。いよいよフレイヤさまによる、スーパーライブの幕開けだ！

「その時『イーダフェルト大神殿』に、不思議な光が降りてきたのです……」

〝強化ウルズ〟のルーン文字が刻まれた棒状の機器を手に、フレイヤさまが言葉を紡つむぐ。機器によって声量が高められたその声に導かれるようにして、観客たちは一いつ斉せいに空を見上げた。

「「あ、あれは誰だれだー！」」

「「誰だれだー！　誰だれなんだー！」」

「それは……フレイヤちゃんで～っす!!　とうっ！」

　名乗りを上げると同時に、フレイヤさまはスレイプニルの背中からダイブ。アスリート顔負けの宙返りを決めつつ、ステージの真ん中へと着地する。

「野菜のみんな～！　収しゆう穫かくされる準備はできてる～!?」

「「できてるよぉぉぉぉっ!!」」

「一番後ろの人も、ちゃんと見えてるからね～！」

「「ありがとぉぉぉぉっ!!」」

「よぉ～し！　それじゃあ早さつ速そく、いっくよ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　フレイヤさまの掛かけ声ごえを合図にして、ミュージックスタート。ふと思ったんだけど……この音楽って、どこからどうやって流してるものなんだろう？　まぁ全てはルーンの力で片付くことだし、気にしてもしょうがないか。

「ウェーイッ！　いいよぉ、ちゃんフレ輝かがやいてるよ[image: ～][image: ～]っ!!」

　あ！　最前列で必死に両手を振ふっているあのお方は……マルデルさま！　ということはまさか、最前列争そう奪だつ戦に敗北したのはオーディンさまの方なんだろうか？　そう言えば、シュヴェルトライテさまのお姿も見えない……ひょっとして、医務室行きか……？

「ハーイ！　みんなも一いつ緒しよに～！」

　そうこうしているうちにライブは二曲目に突とつ入にゆうし、上空で控ひかえていたヴァルキューレさまたちが急降下。ステージに無数の羽吹雪ふぶきを届けるとともに、そのままバックダンサーとして配置についた。

（おっ、あそこに見えるのは……）

　その瞬しゆん間かん、首くび飾かざりとしてステージ上にいたからこそ、ボクはあることに気が付いた。舞ぶ台たいの袖そでからステージを見守る、銀のイノシシ・ヒルディの姿に。

「フレイヤ様……いい、笑え顔がおです」

　楽しそうにライブをする主に注がれる、優やさしい眼差まなざし。それはマネージャーというよりは、さながらプロデューサーだ。違ちがいはよく分からないけど、何となくそんな気がしたんだよ。

「ここからギア上げていくよぉ[image: ～][image: ～]っ!!　みんな！　抱だきしめて！　大地の、果てまでぇ！」

　お～っと、ここから三曲目だ！　このイントロをご存知ないのですか!?　いえありますとも！　フレイヤさまの代名詞、『あなたのハートをハーヴェスト☆』だよ！

「まだ～青いか～な～、きぃ～みの果実[image: ～][image: ～]。わたし～はこ～んなに～、熟してる～のに～」

　フゥーッ！　テンションＭＡＸ！　そしてオッパイも最高！　アップテンポな楽曲だから、彼かの女じよがステップを踏ふむたびにボクはオッパイでバウンドしているのさ！

（ってしまった！　言ってるそばから谷間に挟はさまった！）

　誰だれかレスキューを……いや、これはこれで一向に構わん！　続けたまえ。

　そんなこんなでボクとライブの盛り上がりは、まさに最高潮。

　でも、変だな……興奮してるせいかオッパイに挟はさまってるせいか、何だか息苦しくなってきた気がする。というか、首くび飾かざり状態でもボクって呼吸してるものなのかな？

（いや、待てよ……？　違ちがう、違ちがうよ！　この息切れは興奮からくるものでも、オッパイに挟はさまれてるからでもない！）

　症しよう状じようの正体に思い至った時──ボクは一気に背筋が凍こおる感覚を覚えた。

（この症しよう状じようは……〝魔ま力りよく切れ〟が近い合図だ！）

　どうしてだ？　どうしてなんだ？　ライブに夢中になるあまり、ペース配分を誤ったのか？　とにかくこのままじゃマズイ。今ここで変へん化げが解けてしまったら、フレイヤさまも会場も大混乱。折角のライブは台無しになってしまうだろう。何とか姿を維い持じしなくちゃ……！

　──それまで楽しかったライブは、突とつ如じよ一転。

　朦もう朧ろうとする意識の中、ボクは気合いと根こん性じようだけで魔ま力りよく枯こ渇かつの苦しみを堪たえ忍しのぶ。

　はは……こんなの考えもしなかったな。まさか彼かの女じよのライブを何より楽しみにしていたこのボクが、早くライブが終わってほしいと願うことになるなんてさ。

　禍か福ふくは糾あざなえる縄なわの如ごとし。神さまっていうのはホント、よく見ていらっしゃるよ。トホホ……。







　気付けば、フレイヤさまは全ての楽曲を歌い切っていた。

　アンコールまでが滞とどこおりなく終わり、ライブは大だい盛せい況きようのうちに幕を閉じる。そして──舞ぶ台たい裏うら。

「ルディちゃ～ん、見てた!?　もう最っ高～に盛り上がったよねっ、今回のライブ！」

　最初から最後までステージを見守っていたマネージャーに、フレイヤさまは疲つかれを見せることなく走り寄る。そんな彼かの女じよのマネージャーとして、ステージ設営からチケット販はん売ばいまであらゆることをこなしてきたヒルディは、感かん極きわまって涙なみだぐんだ。

「はい！　本当に……本当にいい……ステージでした！　まさにベストステージかと！」

「えへへ、ありがとルディちゃん。ルディちゃんもマネージャー、いつになく様になってたね。もうこっちの真面目な方も猫ねこ被かぶりじゃなくて、一つの人格になりつつあるんじゃない？」

「猫ねこ被かぶり、って……フレイヤ様、あたいのその……表の顔に気付いてたんですか!?」

「そりゃ～気付くわよ。どれだけの付き合いだと思ってるの？」

「ですよねー……。ま、あたいはこういうメリハリが重要だと思ってるんで、どっちにしてもちょこちょこ切きり替かえてやっていきますわ。顔の使い分けって、何かデキる感じするし」

「あなたって何だか、わたしよりマルデルに考え方似てるわよね……」

　ライブの興奮冷めやらぬと言った風に、会話を弾はずませる二人。

　そんな中、観客たちの退場を誘ゆう導どうしていたブリュンヒルデさまたちが、マルデルさまを交えて舞ぶ台たい裏うらまでやって来た。

「フ～レ～イ～ヤ～ッ！　あなたのライブもう最っ高!!　控ひかえめに言ってあなた、最高超こえてる!!　大おお袈げ裟さに言っちゃうとどうなると思う？　どうなっちゃうと思う？」

　うわぁ、ウザい感じで絡からんできたなぁマルデルさま。凄すごく感動したのは伝わってくるけど。

　しかし……だがしかしっ！　そういうイチャイチャは首くび飾かざりを外してからにして頂きたかった。もうダメだ……悪いけどボク……ボクもう、限、界……っ！

「ぷはぁっ！　ぜはぁ、ぜはぁ、疲、れた……」

　フレイヤさまの胸の谷間を割って現れたもの──それは一匹ぴきのイノシシだった。

　ボクです。よろしくお願いします。

「え……あれ？　何でセイちゃんが？　あれ？　無い……わたしの首くび飾かざりは？」

　事態を吞のみ込こめず、震ふるえる声で誰だれにともなく尋たずねるフレイヤさま。

　しかしその問いに答える者はいない。まるでお手本のような沈ちん黙もくが、そこにはあった。

「セイちゃん、わたしの首くび飾かざりは？　え……なに、コレみんな知ってたんじゃないの？　だから黙だまってるんでしょ？　ねぇちょっと……一体何がどうなってるのよ!?」

　その場に流れる沈ちん黙もくに、段々とパニックに陥おちいっていくフレイヤさま。

　ダメだ、このまま黙だまっていても彼かの女じよが不ふ憫びんなだけだよ。バレてしまった以上は仕方がない、ここはもう正直に──。

「待て。ブリーシンガメンの行方ゆくえならばオレが知っている」

　え？　何だ、この重低音なお声は……まさかこれって……！

「ヘイムダル様！　あの、何か知ってるんですか!?」

　そう、ヘイムダルさまだ。虹にじの橋『ビフレスト』の番人であるこのお方が、どうしてここに？

　みんなの間に特大の疑問が浮うかぶ中、縋すがるような目を向けるフレイヤさまに対してヘイムダルさまは答えた。

「フレイヤの黄金の首くび飾かざり、ブリーシンガメンを持ち去ったのは──」

　……彼かれの口を塞ふさぐことはできない。

　できることなら隠かくし通しておきたかった真実が今、呆あつ気けなく……持ち主の耳に告げられる。

「──狡こう猾かつ神しんロキだ」







[image: 四　～虹色の追跡者～]




　ヘイムダルさまの口から無情にも告げられた、真実。

　何故なぜ彼かれがここにいるのか。何故なぜ彼かれがそれを知っているのか。分からないことはいっぱいある。でもそれより何より、この真相を受けてフレイヤさまがどういった反応をするのか──ボクにはそれが一番の気き掛がかりだった。

「持ち去った……？　盗ぬすみ出だしたって事？　ロキちゃんが。……そうなの？」

　言って、ボクとヴァルキューレさまがたに目をやるフレイヤさま。当然だ。だってボクは偽にせの首くび飾かざりに化けてたんだよ？　つまり──ヘイムダルさまの言うことが本当なら、ボクたちはその事実を知った上でロキに協力していたことになる。

「……すみませんでしたフレイヤ様。その通りです……私わたし達たちは結けつ託たくして、ロキ様にブリーシンガメンを持ち去って頂きました」

　みんなを代表して、ブリュンヒルデさまが謝罪を述べる。それに続いて彼かの女じよの妹たちも、ボクも揃そろって頭を下げる。それを見たフレイヤさまは一いつ瞬しゆんだけムッとしたような表情を浮うかべ、だけどすぐさま悲しそうな顔で俯うつむいた。

「もちろん何か訳があるのよね？　だとしても……一言相談してほしかったな。何かさ、わたしだけ除のけ者ものにされたみたいで、寂さびしいじゃない」

　フレイヤさまの言うことは尤もつともだ。心配を掛かけさせないためと言いつつ、ボクたちがフレイヤさまを事実上除のけ者もの扱あつかいしたのは間ま違ちがいない。呪じゆ詛そのことをお伝えした上で、それでも彼かの女じよなら完かん璧ぺきなライブができると……そう信じてあげられなかった。それこそが、ボクらの罪。

「ちょ～っとフレイヤ、どうかみんなを責めないであげて？　これは全部ウチが頼たのんでやってもらった事だからさ」

「マルデル……。なら、教えてくれる？　その理由を」

　説明を求められ、マルデルさまは伏ふせていた情報の全てをフレイヤさまに明かした。

　ブリーシンガメンに誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そと呼ばれる呪のろいが掛かけられていたこと。その呪じゆ詛そが、とある理由で強化されてしまっていること。そもそも首くび飾かざりが呪じゆ詛そされたのは、かつてマルデルさまがドヴェルグたちに呪じゆ術じゆつを広めてしまったからだということ。

　そしてその呪じゆ詛そを解くために、ここにいないロキも含ふくめてボクたちが策動していたことを。

「誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そ……ね。それをわたしに知られたくなくて、今回の計画を実行したと」

「そそ。秘密にしてたのは謝あやまるけどさ、でも代わりにライブは大成功だったっしょ？　フレイヤのＭＡＸライブが観みられてウチも満足だし、結果ウィンウィン！　みたいな？」

　ということでどうでしょう、とお伺うかがいを立てるマルデルさま。

「ふふ、それもそうね。わたし達たちはお互たがい、ウィンウィンな関係が築けてるわ」

　ホッ。よかった、どうやらフレイヤさまもご納なつ得とく頂けたみたい──、

「……なんて、言うと思った？」

　──ってあれ？　お、おかしいな、フレイヤさまのお顔に怒いかりの色がみるみると……。

「みんなの気き遣づかいはね、素す直なおに嬉うれしいと思ってる。けど……どうして首くび飾かざりを盗ぬすみ出だす役が、よりにもよってロキちゃんなの！　悪いけどあの子だけは信用ならないわ！　だってあの子、前にもわたしの首くび飾かざりを盗ぬすんだのよ!?」

「そ、その話ならロキ本人からもチラッと聞いてますけど……そう言えば、以前はどうして盗ぬすまれる羽目になったんでしょう？」

　ふと浮うかんだ疑問を口にするボク。するとそれをきっかけにして当時のことを鮮せん明めいに思い出したのか、フレイヤさまはますますイライラを募つのらせた。

「それはあの子が変な誤解をして、オーディンおじ様に告げ口したからよ！」

「変な誤解って……？」

　さらに深く尋たずねると、フレイヤさまは一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせる。だけど黙だまっているわけにいかないと思い直したのか、目線を逸そらしながら答えて下さった。

「その……わたしが首くび飾かざりを手に入れるために……一夜を共にしたんじゃないかって。首くび飾かざりを製作した、ドヴェルグ達たちと」

　一夜を共に……？　ハッ！　そ、それって前にボクが、ブリュンヒルデさまとマルデルさまとで体験したアレみたいなこと!?　いや違ちがう、あの時のボクたちに卑ひ猥わいは一いつ切さいない。いいね？　でもフレイヤさまには……まさかソレがあったと？

「そ、そんな目で見ないで！　言っておくけどないから！　事実無根なの！」

「ぬ～ん……とはいえ火のないところに煙けむりは立たぬって言うしねぇ～？」

「ちょ、貴女あなたにとやかく言われる筋合いはないわよマルデル！　セイズよ、セイズを使ったの！　貴女あなたから教わった！」

「げ……ひょっとして、またウチが絡からんでんの……？」

　サァーっと顔色を青くするマルデルさま。おいおい、またですか……。さすがはあのロキをしてトラブルメーカーと言わしめた女め神がみさまだよ。

「昔……貴女あなたと二人で人間界『ミッドガルド』を旅してた時、貴女あなたはわたしにセイズを教えてくれたわよね。それが使えそうだったから使ったのよ。〝幻げん惑わくの呪じゆ詛そ〟を」

　幻げん惑わく……？　へぇ～、誘ゆう惑わくだけじゃなくてそういうのもあるのか。セイズっていう術は、何かを惑まどわせてばっかりだなぁ。

「ある日、わたしは珍めずらしい草花を探してドヴェルグの国『ニザヴェリール』を散歩してたの。でもその時、たまたまドヴェルグの工こう房ぼうの入り口が開いてて中の様子が見えたのよ。そしたらすっごい綺き麗れいな首くび飾かざりが完成したところでね。それがブリーシンガメン。わたし、もう一目で虜とりこにされちゃったの。まるで魔ま法ほうに掛かけられたみたいに」

　い、いやそれ……多分魔ま法ほうじゃなくて、呪のろいに掛かけられてます。

　ボクには分かる。工こう房ぼうの入り口が開いていたのはたまたまなんかじゃない。フレイヤさまが近くをうろついてるのを知ったドヴェルグたちが、狙って開けておいたんだ。気になって中を覗のぞいたフレイヤさまが、上手うまいこと誘ゆう惑わくされるようにね……。

　そっか。ブリーシンガメンに誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そが施ほどこされていたそもそもの原因は、製作者たちがフレイヤさまを惹ひき付つけるためだったんだな。

「作ったドヴェルグ達たちに首くび飾かざりを譲ゆずってほしいってお願いしたら、お金じゃなくてわたしの体を要求してくるんだもん。そんなの嫌いやだから当然断ったわ。でもわたし、どうしても首くび飾かざりが欲ほしかったから……こっそりセイズを使ったの。あのエロドヴェルグ達たちが、お互たがいの姿をわたしだと錯さつ覚かくするようにね」

「錯さつ覚かく……？　え、ちょい待ち。それって……」

　フレイヤさまの言葉を受け、その場にいた全員が頭上に共通のイメージを描えがき出だす。

　セイズの力でフレイヤさまに見えているだけで、その時実際に彼かれらの目の前にいたのは仲間のドヴェルグ。そうとは知らないままに彼かれらが一夜を過ごしたということは……。

　……非道っ……圧あつ倒とう的てき非道っ……！

「という訳だから、わたしは全くの潔白だったのよ。なのにその時、隠かくれてこっそり覗のぞいてたロキちゃんにまでセイズが掛かかったらしくて。わたしが淫みだらな手段で首くび飾かざりを手に入れたことにされて、オーディンおじ様からロキちゃんに首くび飾かざりの没ぼつ収しゆう命令が下ったの。で、没ぼつ収しゆうを拒きよ否ひしたら強ごう引いんに盗ぬすみ出だされたって訳」

「な～る……おっけ、分かったわ。ある意味全然潔白じゃないけど、ある意味潔白だったのは分かった。で？　その半分自業自得な結果を受けて、フレイヤは何でそんなにロキくんを目の敵かたきにする訳？」

「だって没ぼつ収しゆうされた首くび飾かざりを返してもらう条件が、オーディンおじ様に〝セイズの使い方を教える〟事だったのよ!?」

　顔を真っ赤にして吠ほえるフレイヤさま。おや？　この顔が赤いのは、怒いかりじゃなくて羞しゆう恥ち心しんからきているように見える気がするんだけど……。

「ち、ちなみにセイズって、どうやって使うものなんでしょうか？」

　興味が湧わいたのか、小さく片手を上げておずおずとお尋たずねになるブリュンヒルデさま。いや……聞き耳を立てているのは、どうやら姉し妹まい全員だ。奇き遇ぐうだねみんな、ボクもさ。

「それはね？　まず自らを性的な絶頂に導き」

「ああぁぁ言わんでいい!!」
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　しかしながら、セイズの始祖たるマルデルさまのお口は、フレイヤさまのボディブローによって半永久的に封ふうじられた。

　これによって分かったことはただ一つ。とても口にできない恥はずかしい行こう為いが、そこにはあったということです。メモメモ……。

「と、とにかくロキちゃんにはそういう酷ひどい目に遭あわされた過去があるから、もう二度とブリーシンガメンには関わってほしくないの。それに……『イズーナ様誘ゆう拐かい事件』の時に貸した鷹たかの衣ころもだってずっと返してくれないし。あれ絶対このまま有う耶や無む耶やにする気よ。今回だって協力するフリして、腹の内じゃ何を企たくらんでる事か……」

　あぁロキ……ゲルヒさまからもブリュンヒルデさまからも鷹たかの衣ころものことで注意されたのに、そう言えばまだ返してなかったよね……。そりゃあフレイヤさまがロキ不信に陥おちいるわけだ。

「……話は分かった。フレイヤよ、オレにオーダーしろ。ロキを捕とらえて来いと命じるなら、オレはその言葉に従おう」

　その時、それまで黙だまって話に耳を傾かたむけていたヘイムダルさまがボソリと呟つぶやいた。そしてその呟つぶやきに返される言葉にも、一いつ切さい迷いはなかった。

「お願いしますヘイムダル様。とにかくロキちゃんをここに連れて来て下さい。呪のろいならその後に、わたしが自分で何とかしますから」

　オーダーを聞き届けた瞬しゆん間かん、空気が爆はぜる音とともにヘイムダルさまの姿が搔かき消きえる。何てスピードだ……これがヘイムダルさまの、百パーセントの踏ふみ込こみか。

　既すでに遥はるか彼方かなたへと飛んで行くヘイムダルさまを見送りながら、ボクは考えていた。

　こうして話を聞いた感じ、ロキにも悪い部分はある。むしろ大部分はロキが悪いのかもしれない。だけど……。

（大事な物ほど任せられない。たとえそれが、フレイヤさまのためを思っての行こう為いでも……か）

　──そういうのって、悲しいことだよ。

　だからこれを機に……知ってほしいとボクは思う。それはほんの些さ細さいなすれ違ちがいで、本当のロキは凄すごくいいヤツなんだって、分かってあげてほしいんだ。ボクなんか及およびもつかないくらい付き合いの長いフレイヤさまがそれを知らないなんて、絶対にあっちゃいけない。

「ブリュンヒルデさま」

　ボクは静かにブリュンヒルデさまの隣となりに移動し、そっと声を掛かける。するとボクにつられるように、彼かの女じよも声を潜ひそめて返した。

「どうかしましたか？　セイさん」

「ボク……首くび飾かざりの呪じゆ詛そは、ロキが解くべきだと思うんです。そのための手伝いを、ボクはしたい。お願いです、どうかボクに力を貸して頂けないでしょうか？」

　このお願いは裏を返せば、フレイヤさまの意向を無視せよということだ。そしてそれはこの局面において、あのヘイムダルさまと敵対する行こう為いでもある。

　相変わらず無茶なお願いだと思ってる。でも……それでもブリュンヒルデさまは、常と変わらない笑えみを湛たたえて求めに応じてくれたんだ。

「断る事はできません。だってセイさんはいつだって……正しい事をしようとしていますから」

　優やさしい笑え顔がおから一転、ブリュンヒルデさまの表情は真しん剣けんなものへと切きり替かわる。

「フレイヤ様。この度たびの勝手な振ふる舞まい、本当に申し訳ありませんでした。会場の撤てつ収しゆう作業はいつもの通り私わたし達たちが務めますので、フレイヤ様はどうぞ楽屋でお休み下さい。ゲルヒルデ、あなたには先導と護衛を任せます」

「承知致いたしましたわ！　ささ、参りましょうフレイヤ様」

　言うが早いか、ゲルヒさまはフレイヤさまを連れて舞ぶ台たい裏うらから離はなれていく。

　そして残されたみんなはブリュンヒルデさまの宣言に従い、撤てつ収しゆう作業へ入る……その前に、呼び止める声が掛かけられた。

「みんな聞いて下さい。私はこれから、ヘイムダル様の妨ぼう害がいに向かいます」

「……ほう？　それはそれは、中々に穏おだやかじゃないのですし」

「ぼぼっ、妨ぼう害がいって……！　そ、そんな事して大だい丈じよう夫ぶなんですかぁ!?」

「へぇ～面おも白しろそうねぇ、続けてくれる～？」

　面おも白しろがるお方と怪け訝げんそうにするお方、双そう方ほうの反応に分かれつつも全員が食指を動かす。注目が集まるのを確かく認にんして、ブリュンヒルデさまは話を続けた。

「鷹たかの衣ころもの件もある以上、ロキ様に落ち度がないとは言えません。ですが、今回の作戦にご協力下さったロキ様のお心は正義のはず。なのに今こうして差さし伸のべられた手が、頭ごなしに払はらい除のけられようとしている……これを見過ごす訳にはいきません」

「……そうじゃな。わしもしょっちゅう仕事をサボるが、たまにやる気を見せた途と端たんに邪じや魔ま者扱あつかいされようものなら、正直傷付くと思うわい」

「そうですヘルムヴィーゲ。今のロキ様は、まさにそうなる寸前。フレイヤ様の遺い恨こんを晴らすためにも、ここはロキ様の手で呪じゆ詛そを解き、ロキ様の手で首くび飾かざりを返へん還かんするべきなんです。そんな結末に向かうためには、ヘイムダル様を止めるしか方法はありません」

「ふむ……異存なし。リンデでよければ、ヒルデ姉ねえに手を貸すのもやぶさかではないのですし。が……我々ヴァルキューレがヘイムダル様の邪じや魔まをしたとなれば、それはそれで大問題なのですし。やるなら正体を隠かくして遂すい行こうすべきですし」

「は～あ、また厄やつ介かいな任務ねぇ。で？　言い出しっぺのイノシシさんには、何か具体的な案がおありなワケ？」

　敢あえて挑ちよう発はつ的な言い回しを選び、ボクを見下ろしてくるジークルーネさま。う……。ジークルーネさまには、ボクがお願いしたことがバレてたのか。

「アイデアはありません……。ただ、呪じゆ詛そが解けるまでは三日間。その間ロキが首くび飾かざりを海水に浸ひたしていられれば、ミッションは達成されます。ですよね？　マルデルさま」

「そそ。月が三度沈しずむまで、母なる海に浸ひたして穢けがれを清めるべし……それが解かい呪じゆの方法よ。簡単な仕事だと思ってたんだけど、ヘイムダルが乱入してくるとかマジ聞いてないわ～」

　ホントそれだよ。何でよりによってヘイムダルさまが出てくるんだろう。いつも通り虹にじの橋を見守ってればよかったのに……。

「あのぉ……」

　とその時、遠えん慮りよがちに上げられた手と声が、ボクらの視線を吸い寄せる。驚きよう異いの吸引力を発揮した声の主は純白の末っ子、ヴァイセだ。

「正体を隠かくして邪じや魔まするなら、着ぐるみに入ってやるとかどうかなぁ？　もしくは、お面とか」

　着ぐるみ……！　何とも可愛かわいらしい発想！　さすがヴァイセだよ！　でもなぁ、そんなことしたって普ふ通つうはすぐにバレるんじゃあ、

「それいいですね！　ヘイムダル様が相手ならそれで充じゆう分ぶん欺あざむけます！」

　ってバレないんか～い！

　え、マジで……？　甚はなはだ疑わしいけど……まぁ、比ひ較かく的てき新参のボクよりみんなの方がヘイムダルさまの生態には詳くわしいはず。それでいいってみんなが言うなら、ボクもそれに従うよ。

「ではロスヴァイセの案を採用するという事で。あ、会場の撤てつ収しゆう作業もやらない訳にはいかないので、それはヘルムヴィーゲに任せますね？」

「なぬっ!?　わし一人でか!?」

「力持ちなんだから大だい丈じよう夫ぶですよ。後からシュヴェルトライテも加勢に来ると思いますし」

「ぐぬぬ……わしも非力に生まれたかったわい……」

　ガックリと項垂うなだれ、自身の剛ごう力りきを呪のろうヘルムヴィーゲさま。まぁまぁ、頼たよりにされる特とく徴ちようがあるっていうのは、きっと幸せなことですよ。

「それでは──『ヘイムダル様妨ぼう害がい作戦』、これより始動します！」

　ブリュンヒルデさまの合図を受け、各自散開。まずは正体を隠かくせる物を求めて舞ぶ台たい裏うらから飛び出して行った。ボクは何か適当に変へん化げしておけばいいだけだから、準備の必要はない。

　さぁ、それじゃあミッションスタートだ！







　数分後──『イーダフェルト大神殿』入り口前。ここで、再集合した個性的なメンバーたちを確かく認にんしておこう。

「謎なぞの姉し妹まいの長女！　ベアブルー！」

「同じく三女。トレントゴールドですし」

「同じく四女の～、タヌキレッド～」

「お、同じく七女の……あぁもう！　キャットブラックよ！」

「同じく八女の！　ドォッグバイオレットォ!!　いや、ここはドッグよりウルフッ!!」

「同じく九女のぉ！　ポニーホワイトッ！」

　はい。参加者は以上の六名になります。そこ、彼かの女じよたちを白い目で見ないでくれる？

「いや～……よくもまぁ色んな着ぐるみを見つけてきましたね……」

　異様な雰ふん囲い気きに気け圧おされつつ、ボクは六人の芸人……ゲフンゲフン、戦いくさ乙女おとめたちを観察する。

　自己紹しよう介かいにもあった通り、彼かの女じよたちはそれぞれが自分の鎧よろいと同じ色の生き物に扮ふんしていた。

　ブリュンヒルデさまの場合、自然界には絶対に存在しない幸せの青い熊くま。オルトリンデさまは動物ではなく木で、もはや演劇の背景だ。ヴァルトラウテさまは赤いタヌキ。キツネじゃなくて本当によかったと、何故なぜか本能が告げている。

　そしてジークルーネさまは無難に黒くろ猫ねこ。めちゃくちゃ恥はずかしがってるけど、ちゃんと付き合ってくれるあたりに彼かの女じよの優やさしさが窺うかがえる。ただし、もう今から不ふ吉きつだけどね。

　極きわめ付つきはグリムゲルデさまで、紫むらさきの犬になった彼かの女じよのテンションは異常。第三の人格が芽生えたのだろうか？　これは多分、顔だけじゃなく全身が覆おおわれたことで気が大きくなっているのかもしれない。

　最後に、ヴァイセは白い馬。ふっ、あなたの王子様はここにいますよ？　……ゴメンナサイ、調子に乗りすぎました。

「あの……今いま更さらですけど、ホントにこんなので大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？」

「心配ご無用です、セイさん。得た情報には逆らわないのがヘイムダル様の特とく徴ちよう。目で見て熊くまだと思えば、彼かれの中ではそれは熊くま。たとえどんなに不自然であってもです」

　う～ん……確かにあのお方はこれまでも、見聞きしたことを鵜う吞のみにするスタイルだった気がするけど……まぁそういうことなら、ボクはもう何も言うまい。

「で、かなり出で遅おくれてしまった状態なわけですが……そもそもの話、今からヘイムダルさまに追いつくことって可能なんですかね？」

「大だい丈じよう夫ぶです、そこも抜ぬかりはありません。セイさんは初めてフェンリルに会いに行った時の事を覚えていますか？」

「初めて『リングヴィ』に行った時……あぁ！　覚えてます、あの時はシュヴェルトライテさまとヘルムヴィーゲさまも一いつ緒しよでしたよね」

「えぇそうです。あの時……私とシュヴェルトライテとヘルムヴィーゲの三人は、〝エワズ〟のルーンを使いました。エワズのルーンは加速の力。それも複数人で重ね掛がけするほどに効力を高めるものです。これだけの人数でエワズを使えば、たとえ相手がヘイムダル様だろうと速さで引けは取りません」

　ドン、と胸を叩たたいて豪ごう語ごするブリュンヒルデさま。頼たのもしいお言葉だけど、やっぱり熊くまの姿だと何を言ってもカッコがつかないなぁ。

「ではそろそろ向かいます。セイさんも何かに変へん化げを」

　おっとそうだった。ボクがこのままじゃあ、みんなが正体を隠かくしてる意味がないからね。

　さて、何に変へん化げしよう……。少し時間が経たって回復したとはいえ、ブリーシンガメン変へん化げでかなりの魔ま力りよくを消しよう耗もうしたから、なるべく低コストな生物がいいと思う。それでいて、ブリュンヒルデさま（熊くま）が持っていても不自然じゃないものと言ったら……よし、アレしかない！

「マンナズ！　……さぁブリュンヒルデさま、どうぞお納め下さい！」

　今回ボクが変へん化げしたもの。それは──鮭さけだ。

「おお！　これぞ熊くまにピッタリ！　流石さすがのセレクトです、セイさん！」

　鮭さけとなったボクを嬉き々きとして小こ脇わきに抱かかえる熊くまヒルデさま。よかった、気に入ってもらえたみたいだ。

　そんなこんなで準備完かん了りよう。謎なぞのカラフル動物戦隊は示し合わせたように円えん陣じんを組み、ルーン魔ま術じゆつの詠えい唱しように入る。

「「「「「「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり。相そう即そく不ふ離りに契ちぎりを連ね、団結、進歩、自由と不自由を象かたどり示せ！　フサルク第十九のルーン──エワズ！》」」」」」」

　詠えい唱しようが完成したその瞬しゆん間かん……ボクらは一筋の光となる。

　これこそまさに、目にも留まらぬスピード。術に付ふ随ずいする守護法陣じんで守られていなければ、風圧やら何やらでバラバラになってもおかしくないかもしれない。それほどの速度で、ボクらは先行していったヘイムダルさまの後を追った。

　そしてそのまま虹にじの橋『ビフレスト』に着いた頃ころ──いよいよ彼かれに追いついた。

「止まりなさい、ヘイムダル！」

　凜り々りしくも美しい声が『ビフレスト』に響ひびき渡わたる。呼よび掛かけを受け、今まさに橋を渡わたろうとしていたヘイムダルさまはゆっくりと振ふり返かえった。

「……誰だれかと思えば、何だ熊くまか。オレに何の用だ」

　あぁ、ホントに気付かないんですね……。実は気付かれるのをちょっぴり期待してました。もう何度も思ったことだけど言わせてほしい。こんな番人で大だい丈じよう夫ぶか？

「何を急いでいるのか分かりませんが、あなたは先ほど『イーダフェルトの森』を猛もうスピードで横切りましたね。その衝しよう撃げき波はで……実はこの子のご両親が怪け我がをしてしまいました」

　言って、鮭さけのボクを掲かかげてみせる熊くまヒルデさま。なるほど、そういう感じで因いん縁ねんを付けるわけですね。よし、ここは黙だまってピチピチしておこう。

「……そうだったか。それは済まない事をした。後で必ず詫わびを入れると約束しよう」

「いい心こころ掛がけです。が……謝あやまって済むならこの世に神様なんて要いらないんです！　この我ら、この……えっと……、森の守護者・キグルミジャーが、今ここであなたに天てん罰ばつを下します！」

　待って！　今着ぐるみってハッキリ言っちゃいませんでしたか!?

「悪いが、オレはこんなところで立ち止まっている訳にはいかない。その天てん罰ばつ……力ちから尽ずくでも保留にさせてもらうぞ、キグルミジャー」

　バレテナーイ。むしろ何故なぜバレないのか。もういっそバレてほしい。

「さぁ、派手に行きますよ！　みんな！」

　ボクをそっと地面に横たえ、熊くまヒルデさまが愛あい剣けんを手に開戦を告げる。その声に応え、真っ先に飛び出したのは黄金の木──オルトリンデさまだった。

「アサシネーションが不可能な今、機先を制するのが最善手。お命いのち頂ちよう戴だいなのですし！」

　あの、命まで取らなくてもいいんですよ？　なんて声が届くはずもなく、オルトリンデさまは両手に短たん剣けんを携たずさえて勇ゆう猛もう果か敢かんに攻せめ立たてる。清流の如ごとくしなやかな動き……木の格好さえしていなければきっと物もの凄すごくカッコイイに違ちがいない。木の格好さえしていなければ。

「木にしてはいい動きだ。だが……まだ遅おそい！」

　刹せつ那な、回かい避ひに撤てつしていたヘイムダルさまの目が光る。喉のど元もとに迫せまる右の短たん剣けんを人差し指と中指で挟はさんでへし折り、腹を狙ねらった左の短たん剣けんは肘ひじと膝ひざで挟はさんで止める。そのまま勢いよく体を反転、軸じくにしていた足から強きよう烈れつな後ろ回まわし蹴げりが放たれ、オルトリンデさまは短い悲鳴を上げて吹ふき飛とばされた。

「もうリンデちゃんったら、一人で先走っちゃメッ、よ～？　ここは協力してやらなくちゃ。ヴァイセちゃん、バックからお願い。お姉さんは正面から、挟はさみ撃うちにしましょ？」

「うんっ！　気を付けてねラウテお姉ちゃん！」

　ヴァルトラウテさまの指示を受け、今度はヴァイセが飛び出す。その両手首には鋭するどい鉤かぎ爪づめ。地を這はうような低い疾しつ走そうはさながら獣けもの。いや、実際今は白馬の着ぐるみを着てるんだけど。

「とぉりゃあーーーーっ!!」

　気合いとともにその手から繰くり出だされるのは、コンパクトな連れん撃げき。小さく軽い体格を利用した縦じゆう横おう無む尽じんの乱らん舞ぶは、相手が何者であろうと反はん撃げきを許さない。

「ほら、よそ見しちゃヤ～よぉ？」

　ヴァイセの攻こう撃げきを捌さばくヘイムダルさまに、反対方向からヴァルトラウテさまの両剣けんが襲おそい掛かかる。搭とう載さいされた蛇じや腹ばら機構によって伸のびる刀身は、もはや剣けんではなく鞭むちだ。正直言って扱あつかいづらそうな武器だけど、その分相手にも軌き道どうを読まれにくかったりする……のかもしれない。

「いいぞ。満点のコンビネーションだ。だが……オレは更さらにその上を行く！」

「えっ？　わわぁ!?」

　後頭部目め掛がけて放たれたヴァイセの踵かかと落とし。しかしそれはヘイムダルさまに片手で受け止められ、そのまま宙ちゆう吊づりにされてしまった。

　足首を摑つかまれて振ふり回まわされるヴァイセ。そしてそうなってしまった以上、ヴァルトラウテさまは迂う闊かつに攻こう撃げきすることができなくなった。攻こう撃げきに巻まき込こんでしまう危険があるからだ。

「モーションを見せ過ぎれば、こうなる。狩かりに時間を掛かけるな」

　一いつ瞬しゆんの隙すきを見み逃のがさず、ヘイムダルさまはヴァルトラウテさまの懐ふところに急接近。全体重を乗せた掌しよう底ていが彼かの女じよのみぞおちに突つき刺ささる。

「あうっ!?　お、女の子のお腹なかを殴なぐるなんて……ひど、い……わ…………ガクリ」

「まさか……メス、だったのか？　済まない。後で必ず詫わびを入れる」

　自らの過あやまちに気付いたのか、ヘイムダルさまはヴァイセの足から手を放し、合がつ掌しよう。ポテッと地面に落ちたヴァイセはすっかり目を回していた。

「きゅ[image: ～][image: ～]……もうだめぇ。グリムお姉ちゃん、あとお願い……」

「ふっ……ド～ンと任せちゃって下さいロスヴァイセ！　このウルフバイオレットが！　悪の野望を！　打うち砕くだくっ!!」

　セリフを短く区切り、いちいちポーズを決めながら喋しやべるグリムゲルデさま。今の乗りに乗った彼かの女じよに敵は無い。彼かの女じよならきっとやってくれるはずだ！

「トゥ！　トゥ！　ヘァー!!」

「くっ、このうるさいぐらいの闘とう志し……他の動物達たちとは桁けたが違ちがう。しかし何故なぜオレが悪という事になっているのだ……？　というか、お前は素す手でなのか？」

「貴方あなたにはワタシの武器が見えないんですかっ？　ワタシの武器はそう……勇気ですっ!!」

　おっと、ここで無茶苦茶理論が飛び出してきたぞ？　そしてホントにうるさい。ちゃんと大きい声出せるじゃないですかグリムゲルデさま。

「気に入った。ならばオレも百パーセントの勇気でいかせてもらう！」

　おぉっと、ヘイムダルさまからも危険を匂におわせるフレーズが！　グリムゲルデさま、これはもう頑がん張ばるしかないですよ！

　交差する拳こぶし、ぶつかり合う魂たましい。二人の熱いバトルはどこまでも加速していき、勝敗の行方ゆくえは神のみぞ知るところ。時じ間かん稼かせぎとしては上手うまいこといってるんだけど、どうやら二人は戦いの決着を望んでいるようだった。

「はぁ、はぁ……やはり貴方あなた相手に手加減は、埒らちが明かないようですね」

「なに？　犬よ……お前はこのオレを相手に手加減していたと言うのか？」

「えぇ。ですが決めました。貴方あなたにはワタシの真の姿をお見せします！　キャストオフ！」

　叫さけび、素す早ばやく着ぐるみを脱ぬぎ捨すてるグリムゲルデさま。これにはさすがのボクも叫さけばずにはいられない。

「ちょっ!?　なに正体晒さらしてんですかグリム……ウルフバイオレット！」

「大だい丈じよう夫ぶです！　ワタシ、普ふ段だんから仮面着けてますから！」

「いや、普ふ段だんから着けてるなら、それってただの素す顔がおの戦士ってことじゃあ……」

「あっ」

　ボクの指し摘てきを受け、ハッと息を吞のむ彼かの女じよ。しばらく硬こう直ちよくした彼かの女じよは我に返ると、無言でその場から撤てつ退たいしていった。

「今のは……グリムゲルデに見えた気がするのだが……いや、流石さすがに見み間ま違ちがいか……？」

　目で見た情報を鵜う吞のみにするはずのヘイムダルさまでさえ、この事態には対処しかねるようだ。だったらまだ間に合う。その思いが確信に変わらないうちに、思考を中断させるしかない！

「オッケー。グダグダだったけどみんなが時じ間かん稼かせぎしてくれたお陰かげで、こっちも粗あら方かた準備できたわ！　さぁ、さっさと来なさい『ミュスティカー・ヘクセ』！」

　救世主として名乗りを上げたのは、姉し妹まいきっての大魔ま術じゆつ師。今は黒くろ猫ねこ姿に身をやつしたジークルーネさまだ。彼かの女じよはいつの間にか地面に描えがいた魔ま法ほう陣じんの上に立ち、呼び寄せた長ちよう杖じよう型の神じん器ぎを手にして破は壊かいの唄うたを紡つむぎ出す。

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり。格かく物ぶつ致ち知ちを追い求め、光こう彩さい陸りく離りに身を照らし、知識、解答、秘ひ儀ぎと災さい厄やくを象かたどりて、火、希望、着想と啓けい発はつを徴しるして示せ！　フサルク第四並びに六のルーン、アンサズ、ケナズ！》とっておきを見せてあげるわ……焼やき払はらえ！　〝グリューエン・カタストローフェ〟!!」

　神秘の奥おう義ぎが解き放たれた時、眼前を埋うめ尽つくすのは圧あつ倒とう的てきな大だい破は壊かい。世界の全てを焼やき尽つくさんとする地じ獄ごくの業ごう火かが、標的を一いつ瞬しゆんにして吞のみ込こんだ。

　前にロキやオルトリンデさまも使っていた、アンサズ付きの超ちよう魔ま術じゆつだ。驚おどろきなのは、ジークルーネさまにとってはこれすらも神しん技ぎではないということ。一体彼かの女じよの神しん技ぎはどれほど凄すさまじいのやら……。

　ちなみに「やったか!?」なんて言わないよ？　だってこれ確実に血祭りだもん。今心配すべきなのは、やり過ぎちゃってないかどうかの方だよ。

　もうもうと黒こく煙えんが上がる中、ボクは固唾かたずを吞のんで煙けむりが晴れるのを待つ。そして薄うつすらと様子が窺うかがえるようになった時──その煙けむりを押おしのけるようにしてヘイムダルさまが現れた。

「今何かしたか？」

「なっ……！」

　そ……そんなバカな……！　あれで無傷だっていうのか!?　一体どうやって！

「不思議そうな顔だな。手品の種は……雲だ」

「く、雲……って……あの空に浮うかんでる？」

「そうだ。このオレにだって、マンナズは使える。そしてオレほど雲を見続けてきた者はこの世にいまい。オレは直ちよく撃げきの寸前に雲となって大気に溶とけ、そして元に戻もどった。それだけだ」

　う、噓うそでしょ？　まさかそんな回かい避ひ方法があったなんて……。

「そう。どんなに強力な攻こう撃げきも当たらなければ意味ないわね……あたしの負けよ、好きにして」

　言って、地面にガックリと膝ひざを突つくジークルーネさま。そんな……お腹なかを見せて服従のポーズまで取るなんて、結局一番なりきってるじゃないか。

「さて。いよいよお前で最後だな、青き熊くまよ」

　勝利の余よ韻いんなどなく、ヘイムダルさまの鋭するどい眼光がブリュンヒルデさまを射貫く。マズイよ……正直言ってヘイムダルさまの強さは規格外だ。ヴァルキューレさまたちだって決して弱くはないはずなのに、これまでほぼ相手になってないんだから。

　真っ向勝負じゃ勝ち目はゼロ。ブリュンヒルデさま、何か策はあるんですか……？

　心配になって目を向けると、彼かの女じよは構えを解いて静かに地面を見下ろした。これは諦あきらめたということか……？　いや違ちがう、考えてるんだ。勝つための一手を。

　そして数秒後。彼かの女じよの着ぐるみの瞳ひとみが怪あやしく光った！　……ような気がした。

「番人ヘイムダルよ。実を言うと、私は力による争いを好みません」

「それはオレとて同じ事だ。ならばこの勝負、どう決着を？」

「えぇ。この勝負は熊くまらしく……〝ハチミツ採集〟で雌し雄ゆうを決しましょう」

　いえ、熊くまなのはブリュンヒルデさまだけですけど!?

「いいだろう。マンナズ！」

　あっ、ヘイムダルさまも熊くまに変身なさったぞ。それもやる気のない着ぐるみ熊くまじゃなくて、本物そっくりのリアルなヤツに。ホントに正々堂々というか、トコトンこっちのペースに合わせてくれるお方だなぁ。

「どちらがより多くのハチミツを集められるかで勝負です。勝負の期限は、三日間！」

「何？　そんなには待てない。悪いがこの話は無かった事にしてくれ」

「えっ、あっ、そうですか……」

　あれ～、上手うまいこと誘ゆう導どうしたかと思ったのに、そこはさすがに合わせてくれないのか……。

「ど、どうしましょうセイさん、私にはこれ以上いい手が思い付きません」

　こちらに背を向けてしまったヘイムダルさまを見て、ブリュンヒルデさまがおろおろと狼狽うろたえる。このままじゃヘイムダルさまがロキのところに行ってしまう……とはいえボクにもいいアイデアが浮うかばない。くそ……何とかしなきゃ、何とか！

　と、焦あせる気持ちが絶望を生んだ──そんな時だ。

　大地を揺ゆさぶる轟ごう音おんを伴ともない、天から降り注ぐ一つの影かげ。自らが巻き上げた砂さ塵じんの中、突とつ如じよ現れた乱入者は高らかに名乗りを上げる。

「──真っ赤な炉ろの火を背に受けて、匠たくみの心に鋼はがねは宿る。フイゴの送風浴びまくり、煌きらめく刃やいばを血に染める──」

「こ……この名乗り口上は……まさか！」

　聞き覚えのある凜り々りしい声。ボクは知っているぞ、この刀とう剣けんのごとく冴さえ渡わたる声の主を。

「剣けんの支配者ニューヒロイン。双そう剣けん輝かがやく、その名も！　ラァァイオンッ！　シルバーッ!!」

　両の手に携たずさえられた黒こく白びやくの双そう剣けんが、砂さ塵じんを切きり裂さく。現れたのは最後の戦士、銀のたてがみが眩まぶしい百ひやく獣じゆうの王だった。

　ボクじゃなくとも分かるだろう。この着ぐるみの中身こそ『極光の剣けん姫き』、シュヴェルトライテさまであると。
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「シュヴェル……ライオンシルバー！　どうしてここに!?　あなたはヘルムヴィーゲと合流して会場の撤てつ収しゆう作業をしていたはず……！」

「予定の上ではそうでした。しかし姉あね様さま、そのヘルムヴィーゲが言ったのです。お前が真まことに為なすべきを為なせ、と。撤てつ収しゆうするにはまだ早い……ここからは私のステージだ!!」

　咆ほう哮こう、そして疾しつ走そう。彼ひ我がの距きよ離りを瞬まばたきのうちにゼロにする踏ふみ込こみが、風を斬きる。

　熊くまの姿から戻もどっていないヘイムダルさまは後ろ足で立ち上がり、爪つめで応戦。火花を散らして必殺の連れん撃げきを交こう換かんし合う。

「重い上に、速い。一合一合にお前の魂たましいを感じるぞ。だが……気き迫はくだけでこのオレに勝てると思うな、銀獅し子し！」

　腰こしを落とし、丹たん田でんに力を溜ためての強きよう烈れつな一いち撃げき。横薙なぎに振ふり抜ぬかれたベアクローによって、シュヴェルトライテさまの双そう剣けんは彼方かなたに弾はじき飛とばされてしまった。

　いけない、これじゃ丸まる腰ごしだ！　素す手ででヘイムダルさまとやり合うなんて、最高にハイになったグリムゲルデさまくらいにしかできない芸当だよ！

「フ……零ゼロ流の剣けんを甘あまく見みないでもらおうか。我わが剣けんの輝かがやきは主の威い光こう。其そは常に──我わが心の鞘さやに在りっ！」

　シュヴェルトライテさまの両手が虚こ空くうを摑つかむ。するとそこには弾はじき飛とばされたはずの剣けんが戻もどり、平ひれ伏ふすように輝かがやきを放った。

　何だって……！　そうか、これが剣けんの支配者シュヴェルトライテさまの力……！　この世の全ての剣けんは彼かの女じよの前に跪ひざまずく。彼かの女じよこそその名に恥はじない、剣けんの姫ひめ──。

「羽ばたけ！　『ナーデル・フリューゲル』！」

　姫ひめの呼び声に応じて現れたのは、一対ついの細さい剣けん。自在に宙を舞まう鳥のように、それはヘイムダルさまへと襲おそい掛かかった。

「逃のがしはしない！　『ハルス・ファレンラッセン』！」

　都合四振ふりの剣けんを操あやつる彼かの女じよの右みぎ脚あし、着ぐるみのふくらはぎ部分を切きり裂さいて、更さらに一振ふりの剣けんが姿を見せる。装備したグリーブに内蔵された脚あし用の剣けんだ。軽かる業わざ師しも顔負けのアクロバットで振ふるわれる右みぎ脚あしは、並の相手なら一いつ瞬しゆんにしてその首を刈かり取とるだろう。しかしそこはさすがのヘイムダルさま。彼かれは冷静に間合いを見切り、全ての攻こう撃げきを精密に捌さばいた。

「ここで落とすっ！　『リーゼ・ウン・ブリンゲン』！」

　相手を防戦へと持もち込こんだ今こそ、彼かの女じよ最大の剣けんが解き放たれる時だ。巨きよ人じん殺しと称しようされたその無骨な大たい剣けんは、さながら鉄塊。その細ほそ腕うでに想像を絶するパワーを宿し、必殺を超こえた一いち撃げきが振ふり下ろされる！

「ッ！　ぐうぅぅぅっ!!」

　なのに……ヘイムダルさまはそれすらも防ぎきった。衝しよう撃げきにより両足を地にめり込こませながらも、彼かれは大たい剣けんを気合いで押おし返かえしたんだ。一体どうすれば、彼かれを倒たおせるっていうんだ？

「待っていたぞ、この時を……」

　絶望感が辺りを支配したかに見えた──その瞬しゆん間かん。

　最終的に六振ふりにまで増えたシュヴェルトライテさまの剣けんは、彼かの女じよの手元で一つになる。

「抜ばつ刀とうする。神しん技ぎ──〝ズィーベント・シュナイデン〟!!」

　大おお技わざを凌しのいだ、その心の隙すきを突つく最後の剣けん。それは極光の、輝かがやき。

　溢あふれる閃せん光こうを撒まき散ちらし、光の剣けんが敵諸もろ共ともに切り開くのは勝利への未来。その確かな予感に胸を躍おどらせた直後……ボクたちは信じられないものを見た。

「まさか、な。このオレに百二十パーセントの力を出させる者が、この世にいたとは……」

「ば……馬ば鹿かな……！　信じられん……あれで無傷、だと……？」

　希望を絶望に塗ぬり替かえながら姿を現す、虹にじの番人。彼かれにはヴァルキューレが誇ほこる極光の乙女おとめでさえ、相手にならないっていうのか……。

「お前まえ達たちの健けん闘とうを称たたえ、この場は見み逃のがそう。だが、これ以上邪じや魔ま立だてするというのならば容よう赦しやはしないぞ、ヴァルキューレ」

「！　き、気付いていたんですか!?　私わたし達たちの正体に……！　一体いつから？」

　驚きよう愕がくの声を上げるブリュンヒルデさま。いやいや、そりゃあやっぱり最初に気付くでしょ。みんなヘイムダルさまを見くびりすぎなんですって。

「簡単な事だ。逃にげていくグリムゲルデの姿を見て、もしやと思った」

　え～そこなのぉ？　そのタイミングまで気付かなかったヒトが簡単とか言わないで下さいよ。

　と、そうこうしているうちにヘイムダルさまは踵きびすを返かえし、『ビフレスト』に飛とび込こんでしまう。彼かれは七色の光の一部となって、人間界に転移していった。

「あぁっ、ヘイムダルさまが『ミッドガルド』に……！　急ぎましょうセイさん、私わたし達たちも後を追わなければ」

「いえ。正体がバレてしまったからにはこれ以上みなさんに頼たよることはできません。ここから先は……ボクだけで何とかします」

「で、ですが……」

　心配そうに何かを言いい掛かけるブリュンヒルデさま。だからボクは、そんな彼かの女じよの口を塞ふさぐために人間の姿へと変へん化げして、口元で人差し指を立てる。

「大だい丈じよう夫ぶです。前に言ってくれましたよね？　ボクは絶対に諦あきらめない、最後には必ず勝利を摑つかむイノシシだって。だから今回も……ボクを信じて下さい」

「セイさん……。分かりました。私わたし達たちはここから、作戦の成功を祈いのっていますね。どうかお気を付けて……いってらっしゃい」

　着ぐるみを脱ぬぎ捨すて、整列してボクを見送るヴァルキューレ姉し妹まい。

　行ってきますの言葉を残し……ボクは、勢いよく『ビフレスト』へと飛とび込こんだ。







　数秒の浮ふ遊ゆう感の後、足裏に伝わる確かな感かん触しよく。どうやらボクは、無事に人間界『ミッドガルド』へと辿たどり着ついたようだ。

　ボクが『ミッドガルド』に下りたのは、裏でファルシュが発生させていた瘴しよう気きの調査以来。だけどこうして単身で下りてくるのは、これが初めてになる。

　いやまぁ、『ビフレスト』を使わずに落ちてきたことは、何度もあるんだけどね。

「近くにヘイムダルさまはいないな？　さて……それじゃあさっさとロキに合流しよう」

　実を言うと、ブリーシンガメンを盗ぬすみ出だす作戦の実行前にボクとロキは、ある重要な打ち合わせをしていた。首くび飾かざりを盗ぬすみ出だした後にどんなトラブルが起こるか分からない──それを見み越こして、解かい呪じゆの儀ぎ式しきに使う海岸をあらかじめ決めておいたんだ。そうすれば、後で落ち合うこともできるだろうってね。

　ちなみにこれは全部ロキの発案。普ふ段だんは面めん倒どう臭くさがりなロキだけど、やるからには慎しん重ちように行動するのが彼かれの流りゆう儀ぎだ。その周しゆう到とうさには、実際ボクも何度か救われたことがある。

「最も寄よりの東海岸と見みせ掛かけて、正反対の西……という裏をかいて、南が正解。待っててロキ、今行くから！」

　何でかヘイムダルさまはロキが首くび飾かざりを盗ぬすみ出だしたことを知ってたけど、『ミッドガルド』のどこに向かったのかまではさすがに把は握あくしていないはずだ。

　ここでボクが先に合流して、追われていることをロキに警告できればやり過ごす方法はきっと見つかる。そんな一いち縷るの望みに賭かけて、ボクは人間状態からハトの姿に改めて変へん化げすると、南海岸──『ヴァーガ岩がん礁しよう地帯』に向けて急行した。

　飛び始めてから数時間。ライブ終しゆう了りよう以降は回復傾けい向こうにあった魔ま力りよくが再び底を突つき始めた頃ころ、ボクはようやく目的地に到とう着ちやく。魔ま力りよくを節約するためにイノシシの姿に戻もどったボクだけど、幸運にもロキはすぐに見つけることができた。

「お～い、ロキ～！」

「ん？　おう、セイじゃねーか！　待ってろ、今そっち行くからよ」

　それまで釣つりで時間を潰つぶしていたらしいロキは、ボクを見つけるとすぐさま駆かけ寄よってきた。ゴツゴツしててかなり足場が悪いから、気を遣つかってくれたみたいだ。

「作戦はどうなった？　いや待てよ、お前がわざわざここに来たってこたぁ……」

　状じよう況きようから咄とつ嗟さに全てを察し、ロキは顔を強こわ張ばらせる。さすがの推理力だね、ロキ。相棒としてボクも鼻が高いよ。

「想像通りだよロキ。ライブが終わるところまではよかったんだけど、その後に問題があって……フレイヤさまに全部バレちゃったんだ。で、今はヘイムダルさまがロキを追ってる」

「ヘイムダルが？　何故なぜあいつが俺おれを追う？」

「それは……フレイヤさまが依い頼らいしたから。彼かの女じよはロキを信用してないんだ。ひょっとしたらこのまま首くび飾かざりが帰ってこないんじゃないかって、心配してる」

「はぁ!?　んだよ……だったらもう知るか！　てめぇらでどうにかしやがれってんだ！」

　ボクが事情を説明した途と端たん、ロキは激しい怒いかりを露あらわにした。そうだよね……そりゃ傷付くよ。そう思うのが普ふ通つうだし、想像通り。でも……ここで終わらせたら、意味がないんだ。

「ダメだよロキ。最後までやるんだ」

「あぁん？　ざけんなよセイ。俺おれを盗人ぬすつと扱あつかいする奴やつに、これ以上何をしてやる必要があるってんだ？」

「その盗人ぬすつと扱あつかいを、やめさせる必要がある」

「！」

　キッパリとしたボクの返答を受けて、ロキは怒いかりを忘れて目を見開く。大人しく聞く耳を持ってくれた彼かれに、ボクは続けた。

「かつてのロキは、フレイヤさまに恨うらまれるようなことをしたよね？　セイズの効果もあったし不ふ可か抗こう力りよくな部分もあるだろうけど、でも事実としてはそうなった。覚えてるでしょ、最初に首くび飾かざりが盗ぬすまれた時のことだよ」

「あー……まぁボンヤリとな。けどあれだって別に悪気があった訳じゃ……いや。事実としての話なら、否定も言い訳もしねぇ」

　男らしく言葉を吞のみ込こみ、話に理解を示すロキ。ボクは更さらに続ける。

「でも、今回は前とは違ちがう。きちんと意味があって、間ま違ちがいなく喜ばれることをしてるんだ。なのに今ここで全部を放り出しちゃったら、ロキはいつまでも信用のないロキのままだよ。そんなのボクは嫌いやだから……どうかやり遂とげてほしいんだ」

　そうすればきっと……何かが変わるはずだから。

　そんなボクの想おもいを聞き、ロキは黙だまって空を見上げる。少しの沈ちん黙もくの後、ロキは自分の中で何かを割り切ると、頭を搔かきむしりながら大きな溜ため息いきをついた。

「へいへいわぁーったよ、ったく。でもマジでさ……すげえよ、セイは。まさかこの俺おれがお前に諭さとされる日が来るとはな」

　それは、うん……自分でもそう思う。最初にロキと話した時なんて緊きん張ちようしてガッチガチで、鼻で地面を掘ほってまで土下座したりして。

　でもさ、ロキはそんなボクをいつも気に掛かけてくれて……それなりに無茶振ぶりもされてきたけど、結果いいヤツなんだよ。妙みように波長が合うっていうか、気が安らぐっていうか。

「ロキがボクを助けてくれるように、ボクだってロキの助けになる。ボクを相棒だって言ってくれる限り……ボクはずっとロキの味方だよ」

　そんな恥はずかしいセリフが、自然と零こぼれた。馬ば鹿か野や郎ろうがと鼻で笑うロキだったけど、まんざらでもなさそうだ。その温かさが、何よりも嬉うれしいんだよ。

　だけど──その温かさを根こそぎ奪うばい去さっていく声が、突とつ如じよ背後に迫せまる。

「セーフリームニルはロキの味方か。ならば……今はお前もオレの敵という訳だな」

「「!!」」

　声を掛かけられた瞬しゆん間かん、ボクとロキは弾はじかれたようにその場を飛とび退のく。岩場の高みからボクらを見下ろしていたのは言うまでもなく、『ビフレスト』の番人ヘイムダルさまだった。

「ヘイムダル……お前持ち場はどうした。フレイヤに尻尾しつぽなんざ振ふって、こんなとこまでノコノコやって来やがって」

「持ち場もなくブラつくばかりのお前に、それを言う資格などない。さぁ、大人しく首くび飾かざりをこちらに渡わたしてもらおうか」

「待って下さいヘイムダルさま！　ロキは私利私欲のために首くび飾かざりを盗ぬすんだわけじゃないんです！　ただ純じゆん粋すいに、首くび飾かざりの呪じゆ詛そを解こうとしてるだけなんです！」

　ボクは必死に訴うつたえる。本気で話し合えば、きっと分かってくれると信じて。だってヘイムダルさまは、得た情報には逆らわない性しよう分ぶんなんだから。

　なのに、次にヘイムダルさまの口から出た言葉はあまりにも意外なものだった。

「何か事情がある事は、オレも承知している。そこに悪意が無い事もな」

「え……？　だ、だったらどうして……？」

　ボクの質問に、ヘイムダルさまは無言。その代わりに腰こし布ぬのの中をまさぐると、彼かれはある物をボクらの前に突つき付つけてきた。

「!!　あれは……っ！　伝説のフレイヤさまファンクラブ会員証!!」

「あ？　なに驚おどろいてんだセイ、お前も同じの持ってるって小耳に挟はさんだぜ？」

「同じだって？　バカ言わないでよロキ！　あれはボクのとは全然違ちがう！」

　そう。だってあの会員証は伝説の──会員番号一桁けたなんだから！

「会員番号『２』番。主神特権で無条件に『１』番を攫さらっていったオーディン様を抜ぬきにすれば、これこそが最も価値あるナンバーだ。その意味が、お前まえ達たちに分かるか？」

　あぁ！　手に取るように分かるさ！　つまりヘイムダルさまこそ、この世の誰だれよりも敬けい虔けんなフレイヤさまの野菜。彼かの女じよの言いつけに従うことこそが、人生の全てであると……！

「そうか……ようやく分かったよ。だからヘイムダルさまは、今回のボクたちの作戦に気付いたんですね？」

「お、おい待て、どういう事だ？　俺おれにゃあさっぱり分からねーぞ」

「つまりこういうことだよロキ。ヘイムダルさまはフレイヤさまの一番のファンとして、ライブの日をずっと楽しみにしていたんだ。普ふ段だんは巨きよ人じんの監かん視しに向けられている並外れた視力で、つい楽屋裏を覗のぞいてしまうほどにね」

「いやそれフツーに犯罪じゃね？　プライバシーはどうした」

「それはさておき。それによってヘイムダルさまは首くび飾かざりが盗ぬすみ出だされたことを知った。だけど思いはボクらと同じだったのさ。フレイヤさまのライブを台無しにしたくはない、だからヘイムダルさまはライブが終わるまでは黙だまっていて、終わったタイミングでフレイヤさまに全てをバラしたんだ」

「ほお……つまり監かん視し任務をほっぽり出して、会場に出向いていた訳だな？」

「悪いか？」

「いや悪いとは言わねーがよ……お前の視力なら神界のどこからだって、ライブは観みられるんじゃねーのか？」

「愚おろか極きわまりないな、ロキ。ライブとは観みるものではない。参加するものだ」

「ヘイムダルさま、今いいこと言った！」

「おいセイ、お前本当に俺おれの味方か？」

　うっ。いや、そりゃあ味方ですけども。でもヘイムダルさまのお気持ちも分かっちゃうというか何というか……。

「フレイヤがオレを頼たよった。ならばオレは如何いかなる事情があろうとも、その想おもいに応えねばならない。さぁ、分かったら大人しく首くび飾かざりを渡わたせ。オレに使命を果たさせてくれ」

「……だ、だけどこっちにだって、果たさなければならない想おもいがあるんです！　ね？　ロキ」

「いや、何かもう馬ば鹿からしくなってきたんだけど……」

「そんなこと言わないで!?」

　ボクとヘイムダルさまのマニアックなやり取りを受け、モチベーションがガタ落ちしてしまったロキ。彼かれのやる気スイッチを再びオンにするためには、多少強ごう引いんなくらいのイノベーションが必要だ。

「とにかく逃にげよう！　そうだ、海に逃にげればいいよ！　首くび飾かざりを持って逃にげ回まわってるうちに呪じゆ詛そも解けて、一石二鳥でしょ？」

「おっ、なるほどな。つっても俺おれ、泳ぎは得意じゃねーんだよなぁ。海洋生物にも変へん化げはできねぇ。何せ『アースガルド』にゃ海がねぇから縁えん遠どおくてよ」

　淡たん水すい魚ぎよならどうにか……と、自信なさげに呟つぶやくロキ。参ったな、神界一の変へん化げの達人も、決して万ばん能のうじゃないってことか。

「だったらボクの真似まねをするといいよ。と言っても、ボクも昔に図ず鑑かんで調べたアザラシくらいにしかなれないけど……マンナズ！」

　言いつつ、ボクはアザラシに変へん化げする。この姿になるのは魔ま剣けん『リジル』を探して湖に潜もぐった時以来だ。習得したところであまり活かつ躍やくする機会がない姿だと思ってたけど、昔の気まぐれも案外役に立つもんだね。

「アザラシか。できればもっとかっけぇ生き物がよかったが、我わが儘ままは言えねぇな。……よし！　覚えたぜ！　そんじゃあ三日間の海の旅へ出で掛かけるとするか！」

「おーっ！」

　ロキですら海洋生物になれないって言うなら、きっとヘイムダルさまにも無理だろう。ここから先は安心して時じ間かん稼かせぎができそう──、

「流石さすがセーフリームニル。噂うわさ通り巧たくみなマンナズだ。だがその変へん化げ……今ので覚えた」

「な……っ！　そんな、ヘイムダルさまが……巨きよ大だいなアザラシに！」

　くそっ、何てこった！　完全に油断した。あの距きよ離りからなら変へん化げを習得されるほどつぶさに観察されることはない、そう高を括くくってたけど……相手はあのヘイムダルさまだってことを失念していた。その圧あつ倒とう的てき視力にかかれば、あの程度の距きよ離りなんて無いも同然……！

「やべぇなこりゃあ……おいセイ！　のんびりクルーズはお預けだ、あいつを振ふり切きるぞ！」

「ひぇ[image: ～][image: ～]っ！　ボクもう疲つかれてるのにぃ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っっ!!」




　──こうしてアザラシとなったボクとロキ、そしてヘイムダルさまの三人は、ヴァーガ岩がん礁しようとシンガ岩の間において三日三晩の追いかけっこを繰くり広ひろげた。

　苛か烈れつを極きわめたこの戦いは後に『アザラシ大決戦』と名付けられ、北ほく欧おうの歴史に深く刻まれるとともに……伝え聞いた者からは末永く、失しつ笑しようを買うことになったそうな──……。







　謎なぞのアザラシバトル勃ぼつ発ぱつから四日目の朝。ボクとロキはヘイムダルさまに連行される形でフレイヤさまのお屋や敷しきへとやって来た。

　通された広間にはフレイヤさまはもちろんのこと、マルデルさまもご一いつ緒しよだ。そしてお二人の傍かたわらには、ブリュンヒルデさまたちヴァルキューレ九姉し妹まいもいる。

「フレイヤ、遅おそくなって済まない。この通りロキを捕つかまえてきた」

「お疲つかれ様さまでしたヘイムダル様……って、何だかほんとにお疲つかれみたいですね？」

「流石さすがに、な。ところで今回の報ほう酬しゆうという事もないのだが……後でサインを一枚貰もらえないだろうか？」

「それはもちろん！　色紙もこちらで用意して届けさせますから、楽しみにしていて下さい」

　九界の至宝・〝ゴッデスマイル〟を至近距きよ離りで食らい、ヘイムダルさまは無言＆無表情で後ずさる。そしてそのまま踵きびすを返かえし、悠ゆう然ぜんと広間を出て行った。

「あれぇ、あんまり嬉うれしそうに見えなかったな……」

　リアクションが薄うすかったことが心配なのか、フレイヤさまは不安そうに表情を曇くもらせる。

　いや、その心配は杞き憂ゆうです。何故なぜなら彼かれはファンクラブ会員番号『２』番。その証明がある限り、彼かれの愛と忠誠は決して揺ゆるがないのですから。

「じゃ、ロキちゃん。早さつ速そくだけどブリーシンガメン、返してくれる？」

「おう、それならここに……そらよ、確かに返したぜ」

　ロキは懐ふところからブリーシンガメンを取り出し、フレイヤさまに返へん還かんする。彼かの女じよは手て渡わたされたそれをマジマジと観察すると、にこやかに頷うなずいた。

「うんうん、この輝かがやきは間ま違ちがいなく本物ね。素す直なおに返してくれて嬉うれしいわ。さ～て、それじゃ今度は呪じゆ詛そを何とかしないと」

「それには及およばねぇ。誘ゆう惑わくの呪じゆ詛そなら、この俺おれが責任を持って解いておいたからな」

「噓うそ、ほんとにやってくれたの？　マルデル、ロキちゃんの言ってる事は本当？」

　やっぱりロキの言葉は信用ならないのか、フレイヤさまは隣となりにいるマルデルさまに真しん偽ぎを問う。問われたマルデルさまはブリーシンガメンに目を凝こらすと、すぐに真しん偽ぎを見み抜ぬいて答えた。

「うん、おっけい！　呪じゆ詛そはキレーに取とり払はらわれてる。イイ仕事してるねぇロキくん」

「へぇ～……そっか。ちゃんと解いてくれたんだ。なら、ちょっと助かっちゃったかな」

「んん～？　フレイヤそんだけ？　他にも言う事あるんでないのん？」

「何よマルデル、お礼でも言ったらいい訳？　言っとくけど、そもそもこうして疑われるようになる原因を作ったのは、ロキちゃん自身なんだからね？」

「そらそーよ。けどだったら逆にさ……──信じられるようになる原因は、いつ作れるの？」

　マルデルさまの指し摘てきを受け、フレイヤさまは気まずそうに言葉を詰つまらせる。

　そして詰つまらせたのなら、それが答えだ。フレイヤさまだって、本当は気付いてる。今回のロキは善意によって、ブリーシンガメンを盗ぬすみ出だしたんだということを。

「いいっていいって、気にすんな。今回の件はこっちの仕事に手落ちがあった結果だ。〝最後まで気付かれずにやり遂とげる〟……その目標が果たせなかった時点で、この作戦は失敗だったのさ。前ん時と一いつ緒しよでな」

「うん？　前の時……ってなに？　なんの話？」

「うぐっ。い、いや、忘れてくれ。大した話じゃねーし」

　ロキは何か失言でもやらかしたんだろうか。触ふれられたくない話に食い付かれ、珍めずらしく狼狽うろたえる。だけど好こう奇き心旺おう盛せいなフレイヤさまがそれを見過ごすはずもなく……ロキは、結局洗いざらい話すことを余よ儀ぎなくされた。

「ったく……フレイヤが初めてブリーシンガメンを目にした日の事だよ。あの日、気まぐれを起こしたお前は護衛も付けずに散歩に出ただろ。しかも迂う闊かつに迂う闊かつを上うわ塗ぬりして、『ニザヴェリール』にまで遠えん征せいしやがった」

「迂う闊かつって……わたしがどこに散歩に行こうと、わたしの勝手じゃない」

「あぁ勝手さ。だからこそ俺おれはお前に何も話さなかった。けどな……あの時期、お前は狙ねらわれてたんだよ。当時の霜の巨人ヨトウンの王──〝スリュム〟にな」

「！　噓うそ……」

　ヨトゥンの王・スリュム──彼かれのことならボクも聞いたことがある。

　彼かれはかつてトールさまの戦せん槌ついミョルニルを盗ぬすみ出だし、フレイヤさまの身み柄がらと交こう換かんを要求した。だけどスリュムはそこでトールさまに打うち倒たおされ、以来ヨトゥンの王座は空席。王を〝自じ称しよう〟する数人の巨きよ人じんたちが、自分勝手に領地を区切っては国を築くようになったという。

　ということは……フレイヤさまがブリーシンガメンと出会ったのは、まだスリュムが生きていた時代の話なのか。

「いつスリュムの魔まの手が迫せまるとも知れない中、そうとは知らずに散歩に出たお前を、俺おれは監かん視しする事にした。余計な不安を抱いだかせたくなかったから、黙だまってな。〝最後まで気付かれずにやり遂とげる〟自信はあったんだが……俺おれもまだまだ甘あまかったな。お前が使った幻げん惑わくの呪じゆ詛そに、まんまと惑まどわされちまったって訳だ」

　言って、気き恥はずかしそうに頭を搔かきむしるロキ。

　だけど、それでボクは分かった。そしてフレイヤさまも、同じことに思い至ったみたいだ。

「何よそれ……。それじゃあつまり……わたしがあの日、貴方あなたを恨うらむ事自体が筋すじ違ちがいだったんじゃない。貴方あなたはあの時からずっと、わたしのためを思って行動してくれてた。そうとは知らずにわたしは……！」

「知らせなかったんだから、知らなくて当然だろ？　別にお前は悪くねぇ」

「ううん、悪いのはわたし。だってあの時の事は全部、首くび飾かざり欲ほしさにセイズを使ったわたしのせいだもん。なのにわたしはそんな事すら気付かずに……ずっと貴方あなたを恨うらんでた。ごめんねロキちゃん。本当に……ごめんなさい」

　平ひら謝あやまりに謝あやまるフレイヤさまの姿に、ロキは苦い顔をして肩かたを竦すくめる。どうもロキ本人はこの結果に不満があるみたいだけど……ボクはこれでよかったと思うよ。

　世の中には知らない方が幸せなことも、確かにある。だけど……知ってからしか得られない幸せだって、沢たく山さんあるはずだ。悲しいすれ違ちがいは今日で終わって、これからは真実の明日が続いていく。それが一番なんだって……ボクは信じてる。

「ところで……セイちゃん」

　ひとしきり謝罪が済んだところで、不意にフレイヤさまがボクを見る。それは完全に不意打ちだったからボクはまともに返事をすることができなかったけど、フレイヤさまは構わず続けた。

「何だか色々あったから陰かげに埋うもれちゃったけどさ。貴方あなた……このブリーシンガメンに変へん化げしたのよね？　ライブの時」

「え？　えぇまぁ、そうなりますね」

「それって何気に凄すごくない？」

　軽く投なげ掛かけられたその言葉には、二つの意味があった。それはフレイヤさまご自身の率そつ直ちよくな感想でもあり、この場の全員に賛同を求める声でもある。だからこそ、ボクを除いたこの場の全員は、無言で頷うなずきを返した。

　その頷うなずきを受けて、彼かの女じよは続ける。

「実は前から興味があったんだけど……やっぱりセイちゃんってタダ者じゃないよね？　ドラゴンになって、グリンカムビにもなって、それで今度はブリーシンガメンだよ？　ひょっとしてさ、他にも色々なれちゃったりするんじゃないの？」

「え～っと……まぁ、一応……」

　仰おつしやる通り、フェンリルにもなれますし、ブリュンヒルデさまの盾エアレーズング・シユルトにもなれます。それはフレイヤさまにはお伝えしてないけど。他にもきっと、可能性は無限大……だと思う。

「すっごーい！　決めた！　わたし決めた！　ねぇセイちゃん、今日からわたしのものになってよ！　あ、別に物扱あつかいなんてしないわよ？　いつでもたっぷり可愛かわいがってあげるから、わたしの傍そばにいてほしいの！」

「なっ……」

　突とつ然ぜん思いも寄らないセリフが飛び出し、ボクは啞あ然ぜん茫ぼう然ぜん。だけどその瞬しゆん間かん、傍そばで控ひかえていたヴァルキューレさまたちが烈れつ火かのごとく異を唱えた。

「フレイヤさま、ずるいっ！　だったらわたしもセイくんの一番傍そばにいたいっ！　わたしだけのセイくんが欲ほしいっ！」

　憚はばかることなく純じゆん粋すいな想おもいを口にしたのは、九女のヴァイセ。その天てん真しん爛らん漫まんな人ひと懐なつこさは、間ま違ちがいなく彼かの女じよの美点だ。だけど──。

「そ、そういう事でしたらワタクシも……いえ、何でもありませんわ。いいえっ、正直に申しますと何でもなくはないのですけれど」

「えぇい待たんか！　その前にわしじゃ！　セイはわしの金かね蔓づるになるんじゃ！　誰だれにも邪じや魔まはさせんぞい！」

「だからそれはないって言ってるでしょヴィーゲ姉ねえさん！　全く見てられないわ……これはもう、あ、あたしが匿かくまってやるしかないわね……」

　口々に、ボクの所有を主張し始めるヴァルキューレさまがた。

　このボクを自分のものに。自分の傍そばに。そのたった一言が、まるで水面みなもに広がる波は紋もんのように欲望を伝でん播ぱさせていく。

「下心が見みえ隠かくれしているぞジークルーネ。邪じや心しんある者にセイ殿どのは任せられん、ここは私が御おん身みを預かろう」

「ふっ。何を言い出すかと思えば、実にシュヴェルらしい綺き麗れい事ごとなのですし。では角が立たないよう、みんなで仲良く切り分けるとするですし？　一番大きい部位はリンデが貰もらい受うけるのですし」

　ダメだ──ダメなんだよ。その言葉は口にしちゃいけない、だってそれは──。

「そそっ、そんなぁ……それじゃあどうせワタシは余り物なんですね……。でも逆に考えて、一部分でもセイ君が手に入るならまだマシ……？」

「グリムちゃ～ん？　本当に切り分けたりしないから安心していいのよ～？　もう、物ぶつ騒そうな子達たちなんだからぁ、ここはお姉さんが面めん倒どう見てあ・げ・る」

　動どう悸きが早まる。何かが壊こわれる音がする。視界に黒い色が混じって見えるのは、きっと……。

　きっと気のせいなんかじゃ──ない。

「ちょ、ちょっとみんな、いい加減にして下さい！　セイさんは誰だれの物にもなったりしませんから！」

　その場の誰だれもがボクの所有を望み、そして宣言する。咄とつ嗟さに火消しに回ったブリュンヒルデさまだけど、もう……全ては手て遅おくれだ。

　にわかに騒そう然ぜんとなった広間を、ジリジリと後あと退ずさる。マンナズで人じん化かして静かに扉とびらを開くと、ボクは誰だれにも気付かれないようにその場から脱だつ出しゆつした。







「ッ……待ってよ……何なんだよそれ……！　みんなして、ボクの奪うばい合あいだって……!?」

　荒あらくなった呼吸の合間に、ボクは掠かすれた声を絞しぼり出だす。

　そりゃあ不満はないよ。シチュエーションだけなら最高だ。前までのボクだったら、この状じよう況きようを飛とび跳はねて喜んでいたのかもしれない。だけど──。

「出て……くるなよ……！　ちゃんと制せい御ぎよできてたはずだろ……っ!!」

　体の内に押おし込こめていたはずの黒い澱おりが、塞せき止とめていた壁かべを食い破って暴れ出していた。何て力だ……同じ壁かべをイメージしても、コイツは二度と抑おさえられないだろう。

　どうしてこうなった？　複数のヒトから同時に所有欲を浴びさせられたから？　そのせいで呪のろいの段階が上がったとでも？　それともまさか……解かい呪じゆのためにブリーシンガメン他の呪いと三夜も一いつ緒しよにいたせいか？

　分からない。でも、今は理由なんて関係ない。今直視すべきは、器うつわの支配からも逃のがれようとする、この黒い澱おりの方だ。

「戻もどれよ……勘かん違ちがいするな！　ボクに価値なんてものはない！　誰だれもボクの所有なんて、望んじゃいないんだっ!!」

　強い言葉で押おさえ付つけようとしても、呪のろいの暴走は止まらない。ボクは……この化け物をもう一度制せい御ぎよすることが、できるのか？

　違ちがう……やるしかない。やらなきゃダメなんだ、絶対に。じゃないとボクは……さもないと、ボクは…………！

　ボクは……──きっと誰だれかを、殺してしまう──。
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『アースガルド』中のみんなが楽しみにしていたフレイヤさまのライブが終わり、色々と大変だった誘ゆう惑わくの呪じゆ詛その解かい呪じゆも終わり、マルデルさまが持もち込こんできた数々の騒そう動どうは一段落。

　その過程でロキとフレイヤさまの間にあった深い溝みぞも埋うめ立たてられ、結果は上々。『ミッドガルド』へお帰りになるマルデルさまを盛せい大だいに見送ったところで、『アースガルド』は常と変わらない平へい穏おんをすっかり取とり戻もどした。

　ただ一つだけ──ボクの呪のろいの暴走という、あまりにも深刻な結末を置き去りにして。

「……そろそろ落ち着いてきた……気がする」

　朝の自室。ボクは姿見の前に立って、自分の全身を隈くまなくチェックする。気にしているのは身だしなみだけじゃない。ボクの体から寒い日の吐と息いきみたいにユラユラ這はい出だしていた、黒い澱おりが消えたかどうかだ。

　ライブ騒そう動どうが明けてから数日間。ボクは体調が優すぐれないと噓うそをついて、ずっと自室に引ひき籠こもっていた。その理由はもちろん、誰だれにも会わないようにするためだ。

　騒そう動どうの最後……恐おそらくは、フレイヤさまやヴァルキューレさまがたによるボクの所有、及および独どく占せんを仄ほのめかす宣言によって、ボクの所有者殺しの呪のろいは一つ上のステージへと昇しよう華かしてしまった。今までどうにか押おさえ込こんできた呪のろいはボクが用意した意識の壁かべを食い破り、一ひと筋すじ縄なわでは戻もどってくれなくなったんだ。

　今朝になって何とか取とり繕つくろえるレベルまで封ふうじることができたけど、前ほど余よ裕ゆうがあるとはとてもじゃないけど言えなかった。

「もう大だい丈じよう夫ぶかな……？　みんなのところに、戻もどっても」

　そうと判断するのは簡単なことじゃない。何しろ、一歩間ま違ちがえれば誰だれかが死ぬ。これはそういう呪のろいなんだから。

　だけどさ……こうしていつまでも閉とじ籠こもっていたって、何も始まらないのもまた事実だ。

　変わらない日常を過ごすこと。みんなの輪の中で生きていくこと。ボクはそういう未来を望んで『ヴァルハラ』に戻もどってきた。誰だれとも交わらずにいるつもりなら、大人しくアンドヴァリの工こう房ぼうに残ればよかったんだ。ボクの影かげ──ファルシュがそう言っていたように。

「なんて……ダメだダメだ！　いつまでクヨクヨしてるつもりなんだ、ボクは！」

　ボクは呪のろいなんかには負けない。チャレンジするんだ。そうするのがきっと──ボクらしいボクだから。

「よぉし！　今日も張り切っていくぞ～っ！」

　窓の外。ボクは新たに固めた決意を胸に、広がる青空に向かって気合いの入った宣せん誓せいを響ひびかせる。

　所有者殺しの呪のろいがなんだ。それが暴走したからなんだって言うんだ。そんなのボクには関係ない。昨日までと変わらない平へい穏おんな日々を、目め一いつ杯ぱいに過ごしていくだけだ。

　まずは今日一日、できる限り普ふ通つうに生活してみよう。『今日は何も書くことがない実に平和な一日でした』って、死ぬほどつまらない日記が書けるくらいにね。……いやまぁ、日記なんて元々たまにしか書いてないけど。

　それでも、そうやって証明しよう。ボクは今回だって……きちんと呪のろいを制せい御ぎよできるってことを。

「さぁ、まずは早朝ジョギングから！　ボクの一日の始まりはここからだ！」

　ボクは軽く準備運動をしつつ自室を飛び出すと、『ヴァルハラ』本館入り口前のスタート地点まで全力ダッシュ。ウォーミングアップは充じゆう分ぶんだ、早さつ速そく始めよう。

「ひっひっふー、ひっひっふー……あれ？　ヴィズガさんだ」

　最近になって考案した何となくリラックスできる呼吸法を実じつ践せんしつつ走っていると、前方にヴィズガさんを発見。ムムム……さすがは『黒き剣けん聖せい』の異名を持つ最強のエインヘリヤル。起き床しよう時間までエインヘリヤルで一番とはね。

「おはようございますヴィズガさん！　早いですね！」

「おぉ、これはこれはセイ殿どのではありませんか。おはようございますですじゃ。なぁに、年寄りの朝は何かと早うございましてな、こうして植木の世話などをして無ぶ聊りようを慰なぐさめる次し第だいです」

　気が向いたとき限定ですが……と付け加えつつ、ヴィズガさんは枝切りバサミとジョーロを手にして館に戻もどろうとした。

「あ、どちらか持ちますよ」

「うん？　あぁいえ、お気き遣づかいは無用ですじゃ。セイ殿どののジョギングを邪じや魔ましては申し訳が立ちませぬ」

「気にしないで下さい。ジョギングは運動のためにやっているだけですから、荷物持ちをしたって同じことですよ」

「そうですかな？　では、お言葉に甘あまえさせて頂きましょうかの」

　言いつつ、ヴィズガさんは遠えん慮りよがちにジョーロを差し出す。ボクはマンナズで人じん化かしてそれを受け取ると、一いつ緒しよに館の入り口まで逆ぎやく戻もどりすることに。

「いやはや、しかし……いいものですなぁ」

　と、歩きながら突とつ然ぜん呟つぶやくヴィズガさん。

「何がですか？」

　ボクがそう尋たずねると、ヴィズガさんは元々細い目をさらに細めて穏おだやかな声で答えた。

「結けつ婚こんをしなかったゆえ当然なのですが、わしは子を持つ事がありませんでした。あのベルゼが息子むすこ代わりのようなものではありましたが……こうして二人陽だまりの中を歩いていると、セイ殿どのは……まるで孫のように感じられるのです」

「ヴィズガさん……」

　ボクが孫……か。そんな風に思ってもらえて、ボクも嬉うれしい。ボクには血の繫つながらない両親はいるけど、そう言えばおじいちゃんやおばあちゃんとは会ったことがなかったから。

「本当に……セイ殿どののような思いやりのある孫が、欲しくなりますな」

「ッッ!?」

　欲ほしく、なる……だって!?

「そ、そんな……欲ほしくなるだなんて、そんなご冗じよう談だんを」

「ホッホッホ、これはあながち冗じよう談だんではありませぬぞ？　どうでしょうセイ殿どの。ものは試ためし、ここはわしの孫として振ふる舞まわれてみては。このジジイの乾かわいた欲望を、一いつ時ときでも潤うるおしては頂けませぬか？」

　よ……欲望……!?　ダメだ……そんなものを抱いだいちゃダメだっ!!　ボクを欲ほつするなんて、自分の欲に溺おぼれるなんて、そんなことは……絶対に!!

「す、すみませんヴィズガさん、ボクその、実は急用を思い出しまして……」

「？　あぁ、そういう事でしたら、ここまでで結構ですじゃ」

「すみません……本当ならお部屋までご一いつ緒しよするつもりだったのに」

「なぁに、お気になされる事はありませぬ。老い先短いこの老いぼれに、ここまで付き合って頂けただけでも重ちよう畳じよう。若者が若者でいられる時間こそが、何より貴重なものですじゃよ」

　優やさしく諭さとすように言って、ヴィズガさんはウンウンと頷うなずいた。よかった……素す直なおに引き下がってくれて。何だよ、心配して損しちゃったな。これくらいで済むんなら、別に呪のろいの作用で欲が高められたってわけじゃないのかも、

「時にセイ殿どの。その急用は──いつお済みになりますかな？」

「…………え…………？」

　安あん堵どした、その瞬しゆん間かん──ボクの思考に割わり込こむ形で、ヴィズガさんのしわがれた声が問いを投なげ掛かけてくる。答えられずに硬こう直ちよくするボクを見て、ヴィズガさんは更さらに続けた。

「セイ殿どののような孫が欲ほしい。この気持ちに偽いつわりはありませぬ。セイ殿どのが欲ほしい、何なら孫でなくとも構いませぬ。お頼たのみ申しますセイ殿どの……どうか、どうかわしのモノに……」

「ッ……い、嫌いやだッ!!」

　縋すがりつく両りよう腕うで。鮮せん血けつ色の冷たい瞳ひとみ。鬼き気きをもって迫せまる姿はまるで亡もう者じやのソレを連想させ、ボクは思わず悲鳴を上げた。その悲鳴を聞いた途と端たん、ヴィズガさんはハッと我に返ったように息を吞のむ。

「む……これは何とした事。わしとした事が、このように無理に迫せまってしまうとは……。何ともお見苦しいところをお見せしてしまいましたな、どうか忘れて下され」

　姿勢よく、深々と頭を下げるヴィズガさん。

　違ちがう……謝あやまるべきなのはヴィズガさんじゃない。彼かれをあんな風に変えてしまったのは……きっとボクだ。

「ゴメンなさい……！　ゴメンなさい……！」

　謝罪の言葉を置き去りにして、ボクはヴィズガさんの前から逃にげるように走り去る。ボクが近くに居さえしなければ、彼かれもこれ以上の影えい響きようは受けないはずだ。

　そう──全て元通りだ。ボクが二度と、彼かれに近付かない限り。







　それから予定通りジョギングを再開……なんてできるはずもなく、ボクは自室に引ひき籠こもって自らの蹄ひづめの先を見つめていた。

　本来なら、朝食を食べるために大食堂へと向かう時間だ。でもボクは、何となく今出ていく気になれなかった。もう少し……もう少しだけ、このまま時間が過ぎるのを待とう。

「ふぅ……。そろそろエインヘルヤルたちの朝食は済んだ頃ころかな？」

　数十分後。ボクは呟つぶやきながら緩かん慢まんな動作でベッドを降りる。

　朝食が済んだなら、彼かれらは大演習場に移動していつもの鍛たん錬れんを始める。この時間帯だったら大食堂に人は残ってないだろうし、安心して朝食を……って……。

「……何に安心するつもりだよ、ボクは……」

　普ふ段だん通りに行動しようと思っていたはずなのに……早くも実じつ践せんできなかった。大勢の人間がいる場所に入っていくのを、無意識に躊躇ためらったんだ。

「くそ……こんなんじゃダメだ。平常心平常心」

　大だい丈じよう夫ぶだ。まだ挽ばん回かいはできる。ボクは指輪の呪のろいなんかに負けたりしない。

　自室を出て、大食堂。エインヘリヤルたちが食べ散らかしたテーブルを拭ふく朝の先せん輩ぱいスタッフを尻しり目めに、ボクはキッチンにいた料理長に声を掛かけた。

「おはようございます料理長」

「おっ、セイ君おはよう！　調子はもういいのかい？」

「い、いやまぁ、お陰かげさまで。あの……朝食を頂きたいんですけど、何か残ってます？」

「あれ、何かあったかな。何しろエインヘリヤル様がたが食べ散らかした後だしねぇ。んーとどれどれ、あ、野菜サンド。それからシーザーサラダに、シュークルートのキャベツだけ」

「見事に野菜しか残ってませんね……」

　エインヘリヤルってのはホントに肉食系ばっかりだなぁ。まぁ、あの〝ラタトゥイユの刑けい〟の反動なのかもしれないけどさ。

「あ、クロスティーニ用のパンと豚ぶたのリエットならあるぞ。何なら奥おくに僕ぼくのつまみのフロマージュも隠かくしてあるけど……よかったら一いつ緒しよにどうだい？」

　言って、クイッとグラスを呷あおるような仕草をする料理長。ボクは未成年だから、当然ノンアルコールだ。でもレーラズミードなら許す。

「朝から洒落しやれ込こむなんていいですねぇ、もちろんご一いつ緒しよします！」

「よしきた！」

　言うが早いか、料理長は朝食の準備に取とり掛かかる。ボクもずっとキッチンスタッフとして働いている以上、軽食の手伝いをすることなんてお手の物。料理長がフロマージュを切り分けている間にマンナズで人じん化かして、サラダとトーストの用意は済ませておいた。

「驚おどろいたな、いい手て際ぎわじゃないかセイ君！　じゃあ邪じや魔まが入らないうちに頂いちゃおうか」

「はい！　いただきまーす！」

　うん、美味うまい！　ショボい残り物だけかと思ってたけど、結果的には最高の朝食にありつけたよ。野菜嫌ぎらいな脳筋戦士たちには感謝しないとね。

「でもさぁ、こうしてると実感するよ。あの時、君が『ヴァルハラキッチン』をクビにならなくて本当によかった、って。負けたのは正直悔くやしいけどね」

「あ～、前の料理勝負のことですか？」

「うん。実を言うとね……僕ぼくはずっと欲しかったんだ。君みたいな有能な逸いつ材ざいをね」

「ッッ!?」

　欲ほしかった……ずっと？　待って、今……料理長はそう言ったのか……!?

「君には絶対にコックの才能がある。君になら、僕ぼくは安心して極ごく意いを託たくせるよ。なぁセイ君、君はこれからも僕ぼくの弟子でしとして……セイ君？　どうしたんだい、急に立ち上がったりして」

「すみません料理長……ちょっとその……頼まれごとがあったのを思い出しまして」

「ん、そうだったのか。思い出せてよかったじゃないか、今からでも間に合いそうかい？」

「はい、多分……。あの、朝食美味おいしかったです。それじゃあボクはこれで、」

「んあぁ、ちょっと待ってくれ。行く前にさ……君の答えを聞かせてくれないかい？」

　足早に立ち去ろうとするボクの背を、料理長の嫌いやに無機質な声が呼び止めた。恐おそる恐おそる振ふり返かえるボクに、料理長は尋たずねてくる。

「今までなあなあで済ませてきたが……なってくれるんだろう？　僕ぼくの弟子でしに。今ここでハッキリ聞かせてくれないか」

「そ……そりゃあもちろん、喜んで……」

「ほう！　そりゃよかった！　じゃあこれから君は名実ともに僕ぼくの弟子でしだ。他に師事する人はいないんだったよな？　つまり君はさ……僕だけの弟子でしって訳だ」

「!!」

　危険な気配を感じ取り、身の毛がよだつ。料理長はそんなボクにはお構いなしに、朗ほがらかな笑えみで言葉を続けた。

「なぁセイ君。頼まれごとがあるって言ったけど、よければ僕ぼくも手伝うよ。なぁに遠えん慮りよはいらない。何せ僕ぼくは君の師し匠しようだ、片時も目を離はなしたりはしないよ。その隙すきに他の誰だれかに取られちゃ敵かなわないしね」

「い、いえ、本当に結構ですから」

「駄だ目めだっ!!　……悪いが手放す訳にはいかない。ほら、一いつ緒しよに行こうセイ君。な？」

「だからいいって言ってるじゃないですか!!」

　あまりのしつこさに、つい声を荒あらげてしまった。ボクの怒ど声せいを浴びた料理長は、驚おどろきと困こん惑わくに満ちた表情を浮うかべて言う。

「あれ……お、おかしいな。何で僕ぼく、あんなに食い下がったんだろう？　しつこくしちゃってすまないなセイ君、本当にすまない……」

「そんな、待っ……違ちがうんです！　悪いのは……悪いのは全部ボクで……！」

　帽ぼう子しを脱ぬいで謝罪する料理長の姿が、見ていて辛つらい。ボクは居いた堪たまれない気持ちになって、脱だつ兎とのごとく大食堂から逃にげ出だした。

「何でだよ……何でなんだよ！　ボクは料理長のあんな姿、見たくないのに……っ!!」

　普ふ通つうに過ごす、そう決めたはずだったのに──どうやらそれは、ボクが思っていた以上に難しいことだったのかもしれない……。







　料理長から逃にげるようにしてやって来たのは、ヘイズの搾さく乳にゆう室しつ前だった。

　別に狙ねらって来たわけじゃなかったけど……どうなんだろう？　ボクは……ヘイズを前にして普ふ通つうに接することが、できるのか？　ヘイズはボクと、普ふ通つうに接してくれるんだろうか……。

「ねぇヘイズ──ってあれ？　いない……」

　覗のぞこうと思って見たつもりはなかった。だけどノックをしようと振ふり上あげた前足の向こう、少しだけ開いた扉とびらの隙すき間まから中の様子が見えてしまい、ボクは彼かの女じよの不在を知った。そのことに安あん堵どする自分が、心底情けない。

「ヘイズがいないなら……イクスにでも会いに行ってみようかな」

　とにかく、普ふ通つうに話せる相手が欲ほしかった。そのためには試ためすしかない。ボクは搾さく乳にゆう室しつを通り過ぎ、そのまま奥おくの大農園へと歩いて行く。

　するとそこには、ちょっと珍めずらしい光景が繰くり広ひろげられていた。

「ギガンティックスピリチュアルレインボーシャワー！」

　大きな角の先から勢いよく水を噴ふん射しやし、青い空に無数の小さな虹にじの橋を架かけるイクス。

「おお……きれい。イクたん、すごい」

　大道芸じみたイクスの技わざを見て手を叩たたいているのは、人間状態に変へん化げしたヘイズ。何だ、部屋にいないと思ったらこんなところに来てたのか。

「やぁ二人とも。何だか楽しそうだね」

「あ、セーたんだ」

　ボクはあくまで自然を装よそおって二人のもとへ。するとヘイズは座すわった格好のまま顔だけをこちらに向けて、申しわけ程度の会え釈しやくで挨あい拶さつしてくれる。それに引ひき換かえイクスの方は大おお慌あわてでボクに駆かけ寄よってきたかと思うと、マンナズで人間の姿になって力ちから一いつ杯ぱい抱だきついてきた。

「お師し匠しよう様ぁ、おっすぅ!!　お会いしたかったんすよ～？　何だか最近お師し匠しよう様ってば『ヴァルハラ』にいらっしゃらない事が多くって……たまには顔を見せて欲しいっす！」

　ほ、欲ほしい……いや、これはボクを欲ほつするのとはちょっとニュアンスが違ちがうか。はぁ、いくら何でも過か敏びんになりすぎだよ。こんなんじゃダメだな……。

「あはは、ゴメンねイクス。ちょっとマルデルさま絡がらみのこととかで立たて込こんでてさ、色々と落ち着かなかったんだ。その間ボクの代わりにみんなの晩ご飯になってもらって……ホントに助かってるよ、ありがとう」

「うぅぅぅぅ！　ありがとうだなんて感激っすぅぅ!!　でもお礼なんかいらないっすよ！　前に暴ばく露ろした通り自分はドＭっすから、好きでやってる事っす！」

　恥はずかしげもなくそう言ってボクを解放すると、腰こしに両手を当ててふんぞり返るイクス。そ、そう言えばそうだったよね……本人が気にしてないならいいんだけどさ。

「……。ねぇセーたん……なにかあったの？」

「え……？」

　その時──不意に口を開いたかと思えば、妙みように核かく心しんを突ついてくるヘイズ。あまりに驚おどろいたせいで、ボクは咄とつ嗟さに気持ちをはぐらかそうとした。

「べ、別に何もないけど……ハハ、どうしてそう思ったの？」

「なんだか……ちょっとケイカイされてるきがするから。だからわかるよ。ヘイズはね、なんでもあけすけなセーたんを、ずっとみてきたんだもん」

　お、おかしいな、ボクってそんなにいつも明け透すけだったっけ？　鉄てつ壁ぺきのポーカーフェイスを貫つらぬいてきたつもりなんだけど。

　でも──そう。ヘイズが言う通り、今のボクには警けい戒かい心が確かにある。ヘイズやイクスにだけってわけじゃなくて……世界中の全員に。

「セーたん。ヘイズはムクチだし、しゃべるのもヘタ。だからいつも、きこえないコエにこそたくさんみみをすませてるの。もしなやみがあるなら……きかせて？」

「え、あれ？　お師し匠しよう様、何か悩なやみ事があったんすか？　自分にだって悩なやみを聞く事くらいはできるっすよ！　もうシカと聞くんで、いくらでも相談して欲ほしいっす！」

「！　……二人とも……ありがとう……！」

　親身になって温かい言葉をくれる二人の優やさしさに、ボクは救われたような気分になった。

　別に隠かくす必要なんてないよね？　よし、ここは思い切って打ち明けてみよう。

　開き直るつもりなんてないけど……こういう時、ボクはいつもみんなの力に頼たよってきた。頼たよって、必ず答えに導いてくれるみんながいたから、ボクはこれまでもやってこられたんだ。

　だから今回だって──、

「おれいなんて、みずくさい。セーたんはもう、『ヴァルハラ』にかかせないそんざい。セーたんはみんなのものなんだよ。だれにもてばなせないそんざいだよ」

　……なっ……。ちょっと待ってヘイズ、それは……！

「その通りっす！　でも一番弟子でしの自分からすれば、お師し匠しよう様は自分だけのお師し匠しよう様っす！　こればっかりは他の誰にも譲れないっすよ～！　独占できるものなら、とっくにしてるっす！」

「っ……あぁ、あ……」

　噓うそだ……イクスまで……。

　ボクは……みんなの、モノ……？　誰だれにも手放せない存在？　誰だれにも譲ゆずれないとか……独どく占せんしたいだとか、そんな……。

「なにいってるの？　イクたん。ドクセンなんてさせないよ。セーたんはみんなのもの。いつかヘイズだけのものになる……ね」

「おやおやぁ？　そりゃ～捨て置けないっすねぇヘイズさん。お師し匠しよう様の弟子でしは自分だけっす。つまり自分だけがお師し匠しよう様の特別なんすよ。ねぇ、そうっすよね？　お師し匠しよう様」

　やめてよ……もうやめてくれ！　ボクを所有して、独どく占せんするようなことを言わないでくれ！

　それじゃあボクはもう……──いつでも二人を殺せてしまうじゃないかっ！

「あ、あれっ、お師し匠しよう様!?　急にどこイクっすか!?」

「んー……わからない。けど……なんだかつらそうなかお、してた……」

　ボクは気付くと二人に背を向けて、農場から一目散に逃にげ出だしていた。

　本当にゴメン……でも、ボクは怖こわいんだ。実はもう……さっきから聞こえてる。




　──欲深き全ての者どもに、永遠の不幸を──。




　この声は、ボク自身の望みなのか。それともアンドヴァリの怨えん嗟さなのか。ボクにはもう、それを判断することさえできない。

　だけど……その暗い声を聞くたびに、体の奥おくからドス黒い何かが這はい出だそうとする。そしてそれはボクの大切なヒトたちに忍しのび寄より……その首を絞しめ上あげようとする。

　そんな最低最悪な幻げん影えいが……ボクにはハッキリと見えていた。







「はぁ……はぁ……っ、あれ……ここは、どこなんだろう？」

　無む我が夢む中ちゆうで走り続けたボクは、とにかく遠くへ逃にげ出だしたい一心で世せ界かい樹じゆの〝虹にじの虚うろ〟に飛とび込こんでいた。

　転移先を念じずに飛とび込こんだことなんて初めてだった。ボクは自分がどこに転移してしまったのかを知るために、深呼吸して気を落ち着けながら辺りを見回す。

「!!　こ、ここって……ブリュンヒルデさまのお部屋じゃないか！」

　驚おどろきのあまりに息を吸うのを失敗して、盛せい大だいに咳せき込こむ。ボクってヤツはなんて女め々めしいイノシシなんだ。気が滅め入いったからって、無意識に愛する女性に甘あまえようとするなんて……。

「でもブリュンヒルデさま……今はお留守みたいだね」

　会わずに済んで安あん堵どする気持ちと、会えなかったことを残念に思う気持ちとが混ざり合い、ボクは複雑な息を漏もらしつつ部屋の外に出る。その瞬しゆん間かん、驚おどろきに満ちた声が横から上がった。

「あれっ、セイくん！　どうしてお姉ちゃんの部屋から出てきたの？」

「おやおや。ヒルデ姉ねえはこの時間、任務で部屋にはいないはずなのですしが……。セイ氏、もしや昼間からスニーキングミッションを？　戦利品を見せてみるのですし」

「ままま待って下さいっ！　そんなミッション請うけ負おってませんし何も盗ぬすんでませんから！」

　全くオルトリンデさまってば、相変わらずなんてお方だ。ボクは紳しん士しだぞ？　そんな変態的行こう為い、妄もう想そうの中以外でするわけがないじゃないか！

「リンデお姉ちゃん、スニーキングミッションってどういう意味？　どうすると戦利品がもらえるの？」

「あー……それは潜せん入にゆう任務……まぁ、いわゆる空き巣みたいなモノなのですし。いいですし？　ロスヴァイセは絶対にやってはいけない事なのですし」

「うんっ！　空き巣はいけない事だもん、絶対やらないよ！　セイくんもやっちゃ駄だ目めだよ？　もしやりたくなったらわたしのお部屋に来てね、ちゃんと戦利品も用意しておくから」

「あ、あはは、機会があったらぜひ……」

　よく意味が分かっていないせいだろうけど、限りなくブラックに近い発言をするヴァイセ。ピュアとカオスは紙かみ一ひと重えだってこと、ボクは改めて理解したよ……。

「あら～？　ボクちゃん来てたのねぇ。ひょっとしてこの前の相談、オーケーしてくれる気になったのかしら～」

　ボクらの騒さわぎを聞きつけたのか、四女のヴァルトラウテさまが三階から降りてくる。丁度任務から戻もどってきたところらしいオルトリンデさまたちとは違ちがって、今日は非番だったみたいだ。

「ヴァルトラウテさま。ブラやパンツのご相談でしたら、もうとっくに済んだ話ですよ」

「あ～ん、そうなのよねぇ……本当に残念だわ～」

　えぇ、ボクもです。もし何の問題もなく事が運んでいたのなら、今いま頃ごろボクはヴァルトラウテさまの下着一式になっていただろうに……。

「何？　ちょっと何よ、セイがいるじゃない。ゲルヒ姉さんの勝負に乗って早めに任務を済ませてきて正解だったわ。……ところでセイ、前に話した魔導書はもういいから、ちょっと変へん化げして欲ほしいマジックアイテムがあるんだけど」

「わっ!?　ジ、ジークルーネさま、近い近いっ！」

　今度は突とつ然ぜんジークルーネさまが現れてボクを抱だき上あげ、ズイッと顔を近付けてくる。指し摘てきを受けた彼かの女じよは悲鳴を上げてボクを投げ捨て、放物線を描えがいたボクは引力に従ってタッチダウン。でもその着地点は、固い床ゆかではなく誰だれかの腕うでの中だった。

「よっしゃあゲットじゃぞい！　たまには任務もサボってみるもんじゃ、こうしてセイにありつけるんじゃからのう！」

「いやあんたはいつもサボってるでしょーが！」

　何がたまにはですかヘルムヴィーゲさま。サボりの申し子が情報操作しようだなんて、そんなの無理しかありませんから。

　やれやれ……この状態は一体いつまで続くのやら。前にブリュンヒルデさまの神じん器ぎに変へん化げして以来、ボクはヴァルキューレさまがたの間で俄が然ぜん引っ張りダコになっちゃったからなぁ。おまけにブリーシンガメン変へん化げまで披ひ露ろうしちゃったせいで、引っ張り合いにフレイヤさままで参戦してきて……。

　あの変態ニワトリ・グリンカムビの尾お羽ばねを奪うばうために弄ろうしたチヤホヤ作戦が、今や労せずして実現する始末だ。こんなこと、あの時のボクは夢にも思ってなかったな。

　だけど──下心は一切抜ぬきにして、こういう掛かけ合あいができることがボクは嬉うれしい。

　今日は朝から憂ゆう鬱うつになることばかりだったけど、ようやく日常的な楽しさを取とり戻もどせた気がするよ。ヴァルキューレさまがたはいつだって、困ってるボクを助けて下さるんだな。

「……ちょっと。何がゲットなのよヴィーゲ姉さん。この際ハッキリ言っておくけど、セイはあたしのモノよ。さっさと返して下さい」

「は～ん？　聞き捨てならんのぅジークルーネ。いつセイはおぬしのモノになったんじゃ？　こやつはわしが賢かしこく使ってやるから、おぬしは黙だまって見ておればよいのじゃ」

　あれ……何か……雲行きが怪あやしくなってきたような。このままじゃ……。

「二人とも、メッ、よ～？　お姉さんだって必死で我が慢まんしてるのに、独占しようなんて許さないんだからぁ」

「そ、そうだよっ！　そもそもセイくんはモノじゃないんだから、そういう言い方はセイくんに失礼だよっ！　そんな風に考えてるお姉ちゃん達たちにはセイくんは渡さないっ！」

　二人の姉を諫いさめると同時に、ヴァイセはヘルムヴィーゲさまの手からボクを奪だつ取しゆする。

　ちょ、ちょっとヴァイセ、気持ちは嬉うれしいけどそれは……。

「あら、いい子気取りで独り占めってワケ？　しっかり者の妹を持ってあたしも鼻が高いけど、今のはちょっとあざと過ぎるんじゃない？」

「ロスヴァイセに限ってはないと思っておったが……油断したわい。ソレを渡わたせロスヴァイセ。知っとるじゃろう？　わしの子こ守もり唄うたは……軽くはないぞい」

　刹せつ那な──周囲の空気が比ひ喩ゆでなく、実感として重さを増す。見れば、ヘルムヴィーゲさまが掲かかげた手には巨きよ大だいなハンマーが握にぎられていた。

「ほう？　これは面おも白しろいのですし。我ら姉し妹まいが本気で殺やり合うのはご法はつ度とですしが……神じん器ぎを持ち出されては殺気立つのも無理からぬ事なのですし」

「……ねぇ四人とも、やめなさい。お願いだから……お姉さんを怒おこらせないでくれる？」

　言い合いの外側にいたお二人も含ふくめて、既すでに臨戦態勢。それぞれの武器を手に、それぞれの間合いで構えを取っていた。

　待ってよ、これは……噓うそ、じゃ……ない……？　五人は本当に、本気でケンカを始めるつもりなの？　そもそもこれって……ケンカで済むことなのか……？

　いや……そうじゃない。全部違ちがうだろ。だってあんなに仲が良かったヴァルキューレ姉し妹まいが、こんなつまらない理由で武器を向け合うはずがない。

　この下らない争いは紛まぎれもなく──ボクの呪のろいが引き起こしたものだ。

「ボクは……っ、……やっぱりここにいちゃダメなんだっ!!」

「あっ、セイくんっ!?」

　ボクはヴァイセの腕うでから逃のがれ、ヴァルキューレさまがたの寮りようを、『ヴィーンゴールヴ』を全速力で飛び出した。

　遠ざかる背後からは、明らかに加熱していた殺意が冷えていくのを感じる。そうだ、ボクがいなければ醜みにくい争いは起こらない。ボクのワガママで争いを起こさせちゃいけない。

　ようやく分かった。今やっと理解したよ。ボクには居場所なんてない。ボクはもう──独りでいなくちゃいけないんだ。

「みんな……………今までありがとう………、──さよなら」

　これまでずっと堪こらえてきた感情が、いよいよ雫しずくとなって両目から溢あふれてくる。

　足がもつれ、文字通り転げるように走りながら、ボクは思う。

　こんな悲しい思いをするくらいなら……指輪のままでいた方が、よかったんじゃないかって。

　セーフリームニルなんて……初めから、いなければよかったんじゃないかって──。







　それからというもの──『アースガルド』のどこにいても息苦しさを感じたボクは、あてどなく彷徨さまよい続けていた。

「ブリュンヒルデさま……ロキ……ゴメン。ボクはやっぱり、呪のろいには勝てそうもないよ」

　今いま頃ごろ二人がどうしているのかなんて、知ることはできない。知ったとしても、頼たよることは許されない。大切と思う人にほど近付けない……これはそういう呪のろいなんだ。

　彷徨さまよい始めてどれだけの時間が経たったのだろう。気付くと空は茜あかね色いろに染まっていて、目の前には巨きよ大だいな虹にじの橋が伸のびていた。

「ここは……『ビフレスト』じゃないか」

　神界と人間界とを繫つなぐ虹にじの橋、『ビフレスト』。そっか……ここは『アースガルド』の南なん端たんに位置する場所だから、ボクはずっと南に向かって歩いてたんだね。

『アースガルド』の最さい南なん端たん。ボクは大陸の縁ふちに身を乗り出して、空の下を覗のぞき込こむ。

「もしここから飛び降りて死ぬことができたなら……ボクは迷わず飛ぶんだろうか。はは、ムダだよね。そんなことしたって、ボクは何度でも生き返るんだから」

　そうさ、生き返るのは当然だ。ボクのこの〝グルヴェイグ〟の正体は、毎日晩ご飯になれる便利な力なんかじゃない。狙ねらった獲え物ものを死んでも殺すための、呪のろわれた力なんだから。

　死ぬことさえできないのなら……ボクはもう、永遠に孤こ独どくでいるしかないのかな……。

「おい」

「！　だ、誰だれですか!?」

　絶望の絶頂。ボクは背後からドスの利きいた声を掛かけられて体ごと振ふり返かえる。するとそこには『ビフレスト』の番人、ヘイムダルさまが立っていた。

「何だイノシシか。その煤すすけ色の体毛、お前はセーフリームニルだな？」

「その通りですけど……ビックリさせないで下さいよ、一体どこから出てきたんですか」

　全く、今日に限ってひょっこり姿を現すんだから。以前隠かくれてた茂しげみとは逆方向から現れたように見えたけど……そうなると、そこには彼かれの自宅である『ヒミンビョルグ』しかない。

「かつてロキは言った。監かん視しの必要性が薄うすい現状では、オレの価値もまた薄うすいのだと。毎日きちんと仕事をこなしているはずなのに、誰だれからも認められない──だからオレは悟さとったのだ。すぐそこに自宅がある以上、警備の任務など自宅からでもできるではないか……と」

「なるほど。ヘイムダルさまは自宅警備員になってたんですね」

　道理で中々見み掛かけなくなったと思ったよ。ヘイムダルさまは目も耳も異常に優すぐれてるから、わざわざ橋の真ん前に陣じん取どる必要はない。今回は近付いてくるボクの足音を察知して、自宅から様子を見に来たってわけだね。

「独りか？　こんな時間に何故なぜここに来た。お前は『ヴァルハラの晩ご飯』だったはずだが」

　それは責めるわけでもない、ただの問とい掛かけ。だけど今のボクにはその言葉が、殊こと更さらに重たいものに感じた。

「今は代わってくれる弟子でしがいるので、ちょっと甘あまえさせてもらってまして……。何も考えずに歩いてたら、いつの間にかここまで来てたんです」

「そうか。それはいい運動になったな」

　う、うんまぁ、それはそうなんだけど、何だかなぁ……。ライブ騒そう動どうの時にも散々思ったけど、このお方は本当に独特というか、何を考えてるのか分からないや。

「お前……オレが何を考えているのか分からない、と思ったんじゃないのか？」

「！　ど、どうしてそれを？」

　意外だ、まさかヘイムダルさまに言い当てられるなんて。考えは読めなくとも、さすがに何も考えてないわけじゃないってことなのかな？

「オレはよく、何を考えているのか分からないと言われる。だが、それはオレにとっては理り不ふ尽じんな物言いに他ならない。何故なぜならオレは、常に何も考えてなどいないからだ」

「いやそこは考えましょうよ」

「無理だ。オレにはものを考える事ができない。何故なぜできないのかは分からん。そもそもそれを考えた事がないのだから」

　あー……、つまりこのお方の頭の中は、いつでもまっさら白紙状態ってわけか。そう言えば他の方々と違ちがって今のボクとも普ふ通つうに会話できてるし、本当に何も考えてないのかもしれない。最初から欲ほしいと思わないのなら、所有欲も湧わかないってことなのかな。

「じゃあその……考えられない理由を知りたい、とは思わないんですか？」

　ボクの質問に、ヘイムダルさまは無表情。首を縦にも横にも動かさず、ただ静かにボクを見下ろして答えた。

「理由であれば知っている。オレ自身が考えなくとも、他の者達たちが考えを示す。オレはただ、その考えに従うまでだ」

「でも……その誰だれかの考えが間ま違ちがっていたとしたら？　そうなればヘイムダルさまも間ま違ちがいを犯おかすことになってしまうんじゃ……」

　ボクの疑問に、ヘイムダルさまは無表情。首を縦にも横にも動かさず、ただ静かに空を見上げて答えた。

「そうする事で……オレは間ま違ちがえる事ができる」

「！」

　このお方はもしかしたら……考えることができないんじゃなくて、考えないようにしているだけなんじゃないだろうか。

　誰だれよりも遠くを、誰だれよりも多くを見聞きできる体質。そこから得られる多大な知識と情報は、彼かれに正解しか選ばせないのかもしれない。その味気なさを知ってしまったから、ヘイムダルさまは考えることをやめたのでは……。

「少し違ちがう」

「え？」

「オレは単純に、寂さびしかっただけだ。他者の考えが無しには生きられない自分であれば、常に他者の存在を感じていられる。迂う闊かつにこの地を離はなれられない立場ではあるが……オレも本当は……独りでいたい訳ではない」

　何だろう……ヘイムダルさまは今、ボクの心を読んだのか？　それにひょっとしたら今のが、ヘイムダルさまの本心なんだろうか……。

「セーフリームニル。たまには頭で考える事を捨てて、素す直なおに自分の外側へ拠より所どころを求めてみるのもいいだろう。さぁ、そろそろ仲間達たちのところへ帰れ。お前は……孤こ独どくになろうとするな。仲間と共にあれ。望もうともそうする事ができない……このオレの分までな」

　そう言うとヘイムダルさまはボクの横っ腹を抱だき上あげ、鼻先を北きた方ほう向こうへと向けさせる。触ふれられたことでつい体を強こわ張ばらせたボクだけど、ヘイムダルさまはやっぱり少しも欲を見せることなくボクを地面に手放した。

　だから──ボクは意を決して、走り出した。

　みんなに迷めい惑わくを掛かけてしまうかもしれない。取り返しのつかない間ま違ちがいが起こるかもしれない。それでも……それでも。そこが今のボクが帰る場所だから。

　そうやって走り続けて、三時間ほど経たった頃ころ。見えてきた『ヴァルハラ』の館から射さす明かりが、ボクの視界をぼんやりと滲にじませる。

　ほら……見てみろよセーフリームニル。ヘイムダルさまの言った通りじゃないか。

「おぉ[image: ～][image: ～]い！　セイく[image: ～][image: ～]んっ!!　……こっちにもいないか。一体セイ君はどこに……」

　どうやってボクが『ヴァルハラ』から逃にげ出だしたことを知ったのか、ボクを心配して捜さがし回まわってくれている料理長。その隣となりには寄より添そうように、ヘイズの姿もある。

「セーたん……ヘイズたちのまえから、まるでにげるみたいにいなくなった。すごくおもいつめたかんじだったの。もう『ヴァルハラ』には……もどらないんじゃないかってくらいに」

　その言い方から察するに、ボクを真っ先に心配してみんなに知らせたのはヘイズなんだろうか。彼かの女じよは本当に、ボクのちょっとした変へん化かを見み逃のがさずにいてくれたんだ。

「農園の方、捜さがし終おわったっすぅ！　あっちの方にはいないのはこれで確かっす！　うわ～んお師し匠しよう様ぁ、一体どこに行ってしまわれたんっすか～!!」

　イクスもまた、ボクの身を案じてくれていた。それはきっと弟子でしだからというだけじゃない。心の底から心配する想おもいが、叫さけび声ごえからヒシヒシと伝わってくる。

「ヴィズガのじいさん！　演習場は隅すみから隅すみまで捜さがしたぜ！　イノシシなんざいやしねぇ！」

「そうか、ご苦労じゃった」

「ヴィズガ殿どの、何度も調べましたが、やはり本館内にはいないようです」

「ふむ……見落としはないのじゃな。セイ殿どの……一体何処いずこに行方ゆくえを眩くらましてしまわれたのか。朝の時点でその蟠わだかまりに気付けていたなら、何か助けにもなれたろうに……我ながら情けない」

　ヴィズガさんはそのカリスマから、エインヘリヤルたちを総動員してボクの捜そう索さくにあたってくれているらしい。もうとっくに夜中だし、エインヘリヤルたちは多分今日の晩ご飯を食べていない。空腹の中でボクを捜さがし回まわってくれてるなんて、本当に申し訳がないよ。

「セイーーッ!!　一体どこにおりますの～!!　妹達たちの不始末はこのワタクシが謝罪しますわ！　ですから姿を見せて下さいまし～っ!!」

　上空からそう叫さけんでいるのは、ゲルヒさまだ。

　彼かの女じよは何も悪くないのに……いや、彼かの女じよの妹たちだって何も悪くないのに、ああして必死にボクを捜さがして下さっている。

「くっ……図書館の方にも姿がなかったな。これはいよいよ『グラズヘイム』内にはいない線が濃のう厚こうか……。グリムゲルデ、貴き殿でんの使い魔まの方はどうだ？」

「え、えぇぇっとぉ……あっ、ま、待って下さいシュヴェルトライテ姉サマ！　ワタシのワンちゃん達たちが、今イノシシを二頭捕つかまえたって……！」

「何だと!?　って……二頭？」

「こ、こら放せっ！　放さんか犬よっ！　我わが輩はいはグリンブルスティだ！　セーフリームニルとは高貴さが断然、いやそれ以前に色や体格からして似ても似つかぬではないかっ！」

「痛い、痛いってば！　あたいは色と体格どころか、性別だって違ちがうし！　イノシシなら何でもいいってーの!?」

　あらら……グリムゲルデさまの使い魔またちが引っ張ってきたのは、金と銀のイノシシ。誰だれがどう見たって、ボクとは完全なる別イノシシだ。折角ボクの捜そう索さくに協力してくれていたんだろうけど、とんだ災難だね……。

「あわわわっ、ごめんなさいごめんなさい！　確かにセイ君はもっと小さいし、こんなに立派な毛並みじゃないですよね……」

「そうだな。セイ殿どのはもっとこう、地味……いや……味わい深い色というか……」

　お二人とも大たい概がいにして下さい。さっさと毛の話題から離はなれて。

　とまぁ、最後の方で何だか気分が害された気がしなくもないけど……本当に嬉うれしい。みんながボクのことを考えて、心配して……呼よび掛かけ続けて下さっている。

　それもこれも、ひょっとしたら指輪の呪のろいがもたらした所有欲を高める力なのかもしれない。でも……そうだとしてもボクは、みんなと一いつ緒しよにいたいんだ。ボクはこの『ヴァルハラ』で……大切な仲間たちとともに！

　ボクは身を潜ひそめていた茂しげみの中から、一歩を踏ふみ出だす。

　……って、どうしたんだよ？　セイ。もっとだ。たった一歩じゃ誰だれにも辿たどり着つけやしないぞ。

　迷うな。恐おそれるな。すぐそこに……みんなが待ってるんだから。だけど……。

「……どう、して……」

　決意はした。覚かく悟ごも決めた。なのに……これ以上は体が動かない。

　──あの輪に加われば、きっと全てが失われる──。想おもいだけではどうにもならない恐きよう怖ふが、ボクの体から自由を奪うばう。最後の最後、たった一つの壁かべが……ボクにはどうしても越こえられない。

　こんなに近くにいるのに……こんなに叫さけんでいるのに……届かない。

　ボクはここにいるんだ。気付いてよ……誰だれか……見つけてよ……お願いだから……っ！

「はい。見つけました、セイさん」

「……えっ……」

　その時──何よりも優やさしい温ぬくもりが、絶望に凍こおり付ついた全身を包つつみ込こむ。

　温かな手。温かな声。温かな心。ボクがずっと待まち焦こがれていたヒトの全てが──そこにはあった。

「ブリュン……ヒルデ……さま……？」

「そうですよ、ブリュンヒルデです。あなたを最初に見つけられたのが……私でよかった」

　言って、ボクを抱だきすくめる腕うでに少しだけ力が籠こもる。

　ずっと強がって……保ってきた感情はもう、そこで壊こわれた。

「う……ぅぁあっ、……うわぁああぁぁぁああああぁぁああーーーーーーーーッッ!!」

　涙なみだが止まらない。想おもいが止まらない。悲しくて悲しくて、吐はき出だしてしまいたかった弱音が止まらない。

「どうしてボクがアンドヴァラナウトなんですかっ！　誰だれも不幸になんかしたくないのにっ！　誰だれも殺したくなんかないのにっ！　ボクは呪のろってなんかいない、ずっとずっと祈いのってたんだ！　世界が平和でありますようにって、みんなが幸せでありますようにって！　なのにどうしてボクだけ、どうしてボクばっかり……こんな想おもいしなきゃ、いけないんですかっ……!!」

　誰だれかを責めたいわけじゃない。でも……自分自身を呪のろわずにはいられなかった。

　ブリュンヒルデさまは静かにボクの想おもいを受け止めて、涙なみだとともに告げる。

「ごめんなさいセイさん……あなたなら呪のろいに勝てるだなんて……無責任な期待を押おし付つけて、こんなにも苦しめて、追おい詰つめて……。指輪の呪のろいに立ち向かわなければならないのは、あなただけじゃない。『アースガルド』の民たみ、全員だったのに」

　ブリュンヒルデさまの謝罪が胸に染しみ入いる。

　それを聞いたみんなの沈ちん黙もくが、世界に染しみ入いる。

「たった独りでよく頑がん張ばりましたね、セイさん。後の事は……私わたし達たちに任せて下さい」

　頼たのもしく呟つぶやき、ブリュンヒルデさまはボクを抱だいた体ごと『ヴァルハラ』の方に向き直る。

　そこにはちょっぴり目に涙なみだを浮うかべて笑うロキがいた。だけど……その後ろには冷厳なる覇は気きを纏まとう、オーディンさまの姿もあった。

　オーディンさまは告げる。遠えん雷らいのように低い声で、冷たく拉ひしぐ氷のような隻せき眼がんで、ボクの心臓を射貫きながら。

「……話は全てロキから聞いた。驚おどろいたぞ、セイ。まさかそなたの正体が……このワシを殺すために『アースガルド』へ送おくり込こまれた、呪のろいの兵器だったとはな」

　オーディンさまのお言葉が、事情を知らない人たちの口からざわめきを呼び起こす。でも、それらはオーディンさまが片手を掲かかげたことで瞬しゆん時じに搔かき消けされた。

「『ラグナロク』を回かい避ひする……それこそがワシの宿願。その意味が分かるか？　イノシシよ」

　言葉の本質を問いながら、オーディンさまはいつの間にか神しん槍そうグングニルを手にしていた。その矛ほこ先さきが、ボクの眉み間けんへ音も無く狙ねらいを定める。

「我わが身みに降ふり掛かかる〝死〟の危険は、たとえどんなに小さな火種であろうと吹ふき消けす。怜れい悧りでなくば務まらぬのだ、主神とは。周囲の者にどう思われようともな」

「！　お、おい……話が違ちがうぜ兄貴！　やめっ……！」

　予期していたものとは異なる成り行きに、ロキが飛び出す。しかし槍やりはそれより早く突つき出だされ──ボクの眼前にめり込こんだ。

「案ずるな。ワシはセイを罰ばつする事はせぬ」

　オーディンさまのお顔が、スッと綻ほころぶ。え……そ、それじゃあ……。

「罰ばつも罪もありはしない。セイの生き返りの力が、我ら神々の窮きゆう地ちを救ってきたのは変えようもない事実なのだから。そしてそなたにはこれから先も、その力をワシのもとで役立ててもらわねば困る。よって……ワシはそなたの呪のろいを解く。我らが総力を以もつてな」

　そう告げたオーディンさまは神しん槍そうを一振ふりし、その輝かがやく穂ほ先さきが天を貫つらぬく。

「主神オーディンの名において、全『アースガルド』の民たみに命ずる！　指輪の製作者にして、所有者殺しの呪のろいを施ほどこしたドヴェルグ──」

　振ふり下ろされた槍やりの石突づきが、地を揺ゆるがす。

　今この時……神聖なる宣せん誓せいによって、神界『アースガルド』は一つになる。

「──アンドヴァリを捜さがし出だすのだっ!!」

[image: ]
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　明くる朝。

　女め神がみソールさまがお運びになる太陽が、いつものように東の空に顔を覗のぞかせた頃ころ──『ヴァルハラ大演習場』に『アースガルド』の全ての民たみが、改めて集結していた。オーディンさま主導のもとに推おし進すすめられる作戦、その名も〝アンドヴァリ捕ほ獲かく作戦〟の全容を、聞き届けるために。

　それは読んで字のごとく、このセーフリームニル──もとい、魔ま法ほうの指輪アンドヴァラナウトに、所有者殺しの呪のろいを掛かけたドヴェルグ・アンドヴァリを捕とらえる作戦だ。

「呪じゆ術じゆつの始祖たるマルデルの話によれば、呪のろいを掛かけたアンドヴァリ本人なら解かい呪じゆの方法を知っているらしい。というか、所有者殺しの呪のろいは奴やつ自身が生み出した、奴やつだけの禁きん呪じゆ。呪のろいを解除できるのはこの世でたった一人、アンドヴァリだけ……って事になる」

　というのが、前にマルデルさまが話して下さった結論だ。ロキはその全てを明かし、この場に集まっている全員に情報を同期させる。

「奴やつはこの九きゆう界かいのどこかに潜ひそんでいて、送おくり込こんだ指輪──まぁセイの事なんだが……こいつがオーディンに対して呪のろいを発動させる日を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらってやがる。だが俺おれ達たちは偶ぐう然ぜんにも、呪のろいの本格発動前にセイの正体に辿たどり着ついた。だったら後は……こっちから打って出る。そのためには、ここに集まってもらった連中全員の力が必要になってくんのさ」

「ふむ。つまり……本作戦の基本は〝人海戦術〟、という事でしょうか？」

「察しがいいなフレイ。流石さすがはヴァンが誇ほこる軍神だっただけはある男だぜ。……フレイが言うように、こっから先は人手の多さだけが武器になる。奴やつが世界のどこに逃にげ隠かくれしてるか分からねぇ以上、こっちは草の根分けて闇やみ雲くもにでも捜さがすしかねーんだ」

　しらみ潰つぶしのローラー作戦……効率的とは言い難がたいし、時間が掛かかりそうな作業ではある。でも、アンドヴァリの潜せん伏ぷく先に心当たりがない今のボクらには、確かにその方法しかない。

　そして幸いにも、来たるべき『神々の黄昏ラグナロク』に備えて人員だけは充じゆう分ぶん。ある意味で、これは最もボクら向けな作戦なのかもしれない。

「ちなみにこいつは『ビフレスト』の番人・ヘイムダルからの情報だが、『ヨトゥンヘイム』周辺にドヴェルグの姿は見えねーそうだ。あいつの視力は頼たよりになる。捜さがすなら『ヨトゥンヘイム』以外の場所を中心にすべきだろうな。そして〝灯とう台だい下もと暗くらし〟って言葉も忘れちゃならねぇ。俺おれらが最初に捜そう索さくしなきゃならねーのは、ここ『アースガルド』だ」

　なるほど。ボクらが『アースガルド』の住人である以上、『アースガルド』の内情はよく知ってる。〝ここにだけはいないだろう〟、そういう思おもい込こみから疑っていこうってわけだね。

「よぉく捜さがしてくれ。何しろ昨日、一時的に姿を消しただけのセイを見つけ出すのだって割と苦労させられたんだ。死ぬほど地味な仕事になるが……力を貸してくれるよな？」

　そう言って、ロキは列の先頭で耳をほじくっているトールさまに視線を送る。

　派手に暴れて敵対者を葬ほうむることが、戦せん神じんであるトールさまの役割であり信条だ。そんな彼かれのモチベーションは、確かに気になるところではあるね……。

「ケッ！　野や暮ぼな事訊きくんじゃねぇよロキ！　セーフリームニエルはオレ様にとってもダチだからよ！　地味でも何でもこの力貸してやらぁ、いくらでもな！」

「あ……ありがとうございます……！」

　おぉ、トールさまは意外にもやる気満々でいらっしゃる。ゴリラも泣いて逃にげ出だすほどの勢いで胸を叩たたき、トレードマークの戦槌ミヨルニルを振ふり上あげてみせた。

　でも、ダチならそろそろちゃんとした名前を憶おぼえて下さってもいいんですよ……？

「あぁセイ殿どの。微び力りよくではありますがこの小生、軍神テュールがいる事もお忘れなきよう。トール殿どのの食事会以来の顔合わせとはいえ、武勇を語った仲なれば縁えんもそう浅くはありますまい。どうか大船に乗ったつもりで参られよ！　はっはっは！」

「あ、ありがとうございますテュールさま、とても心強いです！」

　うん、本当に心強いや。何より、以前と違ちがって酔よっ払ぱらってないのがいいね。と言ってもテンションの高さは素面しらふとあまり変わらないみたいだけど……。

「ハーイ、みんな！　数が物を言う作戦なら、わたし達たちヴァルキューレ隊だって負けられないんだから！　キッチリ見せ場を作っちゃうわよーっ!!」

「「「「「「「「「はいっ!!」」」」」」」」」

　元気な声で号令を掛かけるフレイヤさまに、一糸乱れぬ敬礼を返すヴァルキューレ九姉し妹まい。群を抜ぬいて華はなやかな一角に男たちの目が奪うばわれる中で、オーディンさまが高らかに叫さけぶ。

「各おの々おのの働きに期待する。それでは……作戦開始!!」







　ボクに掛かけられた呪のろいを解除するため、延ひいてはボクを救うため、『アースガルド』の全ての民たみが一丸となって動き出した。

　図はからずもボクのせいで、『ヴァルハラ』本館、大農園、大演習場を含ふくむ各種施し設せつ、そして大図書館は昨日の段階で捜そう索さく済み。黄金の林りん檎ご園に関しては、管理者であるイズーナさまとその夫・ブラギさまが責任をもって捜そう索さくして下さるとのこと。

　ちなみに突つっ込こんでおくと、オーディンさまが所有する世界を見み渡わたせる玉座〝フリズスキャルヴ〟では、何らかの魔ま術じゆつ的妨ぼう害がいによってアンドヴァリを見つけられなかったらしい。そしてそんな玉座がある宮きゆう殿でん『ヴァーラスキャルヴ』内の捜そう索さくは、オーディンさまの使い魔まであるカラスとオオカミたちがそれぞれ担当している。

　となると残すところは……。

「あ、そーだ！　女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』内も捜そう索さくしないと！　ボクちょっと行って手伝ってきますね」

「おっ、そういう事なら俺おれも助すけ太刀だちするぜ！」

「ここで立っているだけという訳にもいくまい、ワシも付き合おうではないか」

　嬉き々きとして足並みを揃そろえる、イノシシと神界の序列ワンツー。しかしそんなボクらの企たくらみは、どこからともなく現れたリスの声で一いつ瞬しゆんにして打うち砕くだかれた。

「あっと旦だん那な様方、突とつ然ぜんでやんちゅがそれには及およびやせん。『ヴィーンゴールヴ』でしたらこのあっしが、毎日隅すみ々ずみにまで目を光らせておりやすからね。寝しん室しつからシャワールームに至るまで、怪あやしい者の出入りはネズミ一匹ぴきありやせんでしたよ。ムフッ」

「「「てめぇが一番怪あやしいんだよリス野や郎ろう!!」」」

　くそっ、ラタトスクめ。打ち合わせもしてないのに美しいハモリを披ひ露ろうしちゃったじゃないか。まさかボク以上の役得を勝ち得ている動物がこの『アースガルド』にいたとはね……。

　とまぁラタトスクを血祭りに上げるのはほどほどにしておいて、残すところはトールさまのお屋や敷しきと、ベルゼ率いる反乱軍と戦った荒こう野や『ヴィグリード』。それからボクの実家がある『イーダフェルトの森』くらいか。

　トールさまのお屋や敷しきには『ヴァルハラ』に負けないくらいの人手があるから問題ないとして、厄やつ介かいなのは『ヴィグリード』。でもだからこそ、そこはエインヘリヤルたちが担当している。

『ヴィグリード』がどれだけ広大だったとしても、彼かれらエインヘリヤルは二十万を超こす軍勢だ。調べ尽つくすのは時間の問題だろう。そして実家の森なら、暇ひまを持て余していた実家暮らし時代のボクが既すでに踏とう破は済みなんだよね……。

　結局のところ、ロキの灯台下暗し理論は盛せい大だいに空から振ぶり。〝やっぱり『アースガルド』にはいない〟という結論をもって、捜そう索さくは早々に打ち切られた。

　だけどそうなったことで、作戦は第二フェーズへと移行する。

「皆みな、ご苦労であった。これより小休止を挟はさんだのち、捜そう索さくの手を『アースガルド』外へと広げたいと思う。エインヘリヤル達たちは『ビフレスト』を渡わたり、人間界『ミッドガルド』を捜そう索さくせよ。自分で創造しておいて何だが、彼かの地はここ『アースガルド』より遥はるかに広大だ。そなた達たちの働きが全てとなるだろう。懐なつかしの故郷だからといって気を抜ぬくでないぞ？」

　オーディンさまから直々に指示を受け、エインヘリヤルたちは気合いに燃えた雄叫おたけびで答える。ドヴェルグ捜さがしなんて任務にやりがいがあるかどうかはともかく、彼かれらが演習以外の任務を帯びたのは、そう言えばこれが初めてだ。その喜びは、彼かれらから疲つかれという二文字を綺き麗れいに消し去っていた。

　こんなことを言うのは不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、意外な形で彼かれらに貢こう献けんできてボクも嬉うれしい。あのベルゼだってもう少し辛しん抱ぼうしてくれていたら……そうやって少しだけ感傷的になった時、不意に隣となりから料理長の声が掛かかった。

「セイ君。実は僕ぼくらキッチンスタッフも、エインヘリヤル様がたに同行する事になってるんだ」

「え、そうなんですか？」

「あぁ、オーディン様からのお達しでね。だからセイ君、ヘイズ君をよろしく頼たのむよ」

「ううん……ダーリンがいくなら、ヘイズもいく。ただまってるだけじゃ、セーたんのやくにもたてないし」

「おっ、だったら自分もお供させてもらうっす！　捜そう索さく班の皆みなさんに飲み水を配給して、効率も潤うるおいも五割増しっす！」

「ヘイズ……それにイクスも……恩に着るよ……！」

　みんなの温かな心こころ遣づかいが、さっきからボクの涙るい腺せんに総攻こう撃げきを仕し掛かけてきて辛い。あまり泣いてばかりもいられないから、ボクは旅立つみんなを渾こん身しんの笑え顔がおで見送った。

「さて──次いでヴァルキューレ隊だが、そなた達たちには『ヴァナヘイム』での捜そう索さくを頼たのみたい。ラタトスクから聞いておるぞ。そなた達たちは以前にも、セイに協力する名目で彼かの地に忍しのび込こんだのだと。今回もできる限り穏おん便びんに……な」

「ハーイ、了りよう解かいですおじ様！　オルトリンデ、潜せん入にゆうする時はまたあの魔ま術じゆつ、よろしくね？」

「頼たのまれたのですし。……あの、セイ氏」

「？　あ、はい」

　どうしたんだろう。オルトリンデさまは突とつ然ぜんクルリと向きを変えて、まじまじとボクを見つめる。しばらく無言で見つめ合ったあと、オルトリンデさまはポツリと言った。

「なるほど、これが所有欲……」

「は？」

「……何でもないのですし。他のみんなも挨あい拶さつを済ませたらどうですし？」

　プイッと視線を逸そらしたかと思うと、オルトリンデさまはみんなの陰かげに引ひっ込こんでしまう。それと同時に、他の全員を押おしのけてゲルヒさまが正面に立つ。

「来たーっ！　挨あい拶さつ一番乗りですわっ！　よくやくですわ、ようやくこの時が……！」

　いえあの、感動に打ち震ふるえているところ悪いのですが、オルトリンデさまを含ふくめるなら既すでに二番手なのでは……。まぁ野や暮ぼな突つっ込こみは、この際ナシで。

「セイ。ワタクシ、アナタには色々と助けられましたからとても感謝しておりますのよ？　アンドヴァリを一番に見つけ出すのはもちろんこのワタクシ。覚えておいて下さいまし！」

「はい、覚えておきます。ゲルヒさまが、姉し妹まいで一番の風を持っているってことも」

「！　セイッ……えぇその通り！　ワタクシはアナタのために、神速を超こえてみせますわっ！」

　わっ、ちょっと、ここでリュストゥング・ヴィントを纏まとわないで下さい！　やる気があるのは伝わりましたから！

「全く、ゲルヒ姉さんったら相変わらず落ち着きがないんだから……。セイ、アンタが呪のろわれてただなんて正直驚おどろきだけど……でも納なつ得とくしたわ。道理でこのあたしがアンタなんかに惹ひかれるワケね」

「え？　ジークルーネさま、ボクに惹ひかれてたんですか？」

　その瞬しゆん間かん、その場の空気が急速冷れい凍とう。実際に温度差があるかのように、ジークルーネさまの頭からはもうもうと蒸気が立たち昇のぼる。

「だっ、だだっだっ誰だれがっ!?　そんなワケッ、ていうか、噓うそに決まってっ、ていうか、呪のろいのせいなんだからしょうがないでしょっ!?　勘かん違ちがいさせないでっ!!」

　うーん……言い訳がコロコロ変わったかと思ったら、最後には結局肯こう定ていするんですね……。根は素す直なおなんだろうなぁ、ジークルーネさまって。

　そんな時、ボクに惹ひかれていたという言葉に何か引ひっ掛かかりを感じたのか、ヴァイセが思い出したように呟つぶやく。

「という事は……わたしのこの気持ちも、好きって気持ちだったのかなぁ……？　ヒルデお姉ちゃんは風邪かぜだって言ったけど、やっぱりラウテお姉ちゃんが正しかったって事？」

　ヴァイセの呟つぶやきを聞いた瞬しゆん間かん、ヴァルトラウテさまのこめかみがピクリと動いた。うわ怖こわ！　変わらず笑え顔がおのはずなのに、何故なぜか妙みような悪お寒かんが……。

「ヒ～ル～デ～ちゃ[image: ～][image: ～]ん？」

「な、何でしょうか？　わ、私は別に何も言ってませんよ？」

　ヴァルトラウテさまにおっかない笑えみを向けられ、サッと目を逸そらして口笛を吹ふく（吹ふけてない）ブリュンヒルデさまの誤ご魔ま化かし可愛かわいい。いや、実を言うとあの時はボクもかなり強ごう引いんに丸まるめ込こまれたんですけど……まぁそれは言げん及きゆうしないでおきましょう。

「ねぇセイくん。わたし、自分のためにも全力でセイくんの解かい呪じゆに協力するよ。この気持ちが噓うそなのか、本当なのか、好きなのか、風邪かぜなのか。わたし、知りたいから」

「……うん。それはボクも知りたい。よろしくね、ヴァイセ」

　そうボクが答えると、ヴァイセはボクの頭を一撫なでして笑え顔がおを見せた。その笑え顔がおにはさっきまでとは違ちがう、揺ゆるぎない決意が宿ったような気がした。

「うふふ……何だかある意味、解かない方が色々と面おも白しろいのかもしれないわね～、ボクちゃんのノ・ロ・イ」

「イジワル言わないで下さいよヴァルトラウテさま。チヤホヤされたいならそうかもですけど、昨日は結構本気で落おち込こんだんですから」

「分かってるわ～。お姉さんもね、ボクちゃんの本当の魅み力りよくに気付きたいの。だから邪じや魔まな呪のろいを掛かけた悪い子には、メッってしないと、ね？」

　おぉっと、これはボクも今すぐ悪い子にならなきゃ！　まさかアンドヴァリを羨うらやましく思う日が来るなんて考えもしなかったよ。

「え、えぇ～と、え～と、呪のろい……人を呪のろわば穴二つ……はっ！　わ、分かりました！　アンドヴァリが隠かくれているのは、穴が二つある場所に違ちがいありません！」

　突とつ然ぜんワケが分からないことを言い出したお方がいらっしゃると思ったら、やっぱりグリムゲルデさまか。いつも必要以上に難しく考えてオロオロしちゃうお方だけど、今回も相変わらずの天然っぷりだなぁ。

「穴が二つある場所って……あはは、それって鼻の穴か何かですか？」

「そう、それですっ！　でもですが、ヒトの鼻の中に入るのはどんなに小こ柄がらなドヴェルグでも流石さすがに無理……つまり、原初の巨きよ人じんユミルの鼻で創った場所が答えですっ！」

「!!　今すぐエインヘリヤル達たちに伝えよ！　かつてワシがユミルの鼻で創ったのは……はて、何だったか。うぅむ、思い出せん……！」

　あ、あれ、オーディンさまが本気になさって……。ムムム、彼かの女じよの天然って実は意外とバカにできないんだろうか……？

「……時にセイ殿どの。貴き殿でんは〝ティルヴィング〟という名の剣けんをご存じだろうか？」

「ティルヴィング？　いえ、初めて聞く名前です。シュヴェルトライテさまの剣けんですか？」

「いや、私の剣けんの中にそれはない。その剣けんはな……凄すさまじい力を持つ代わりに、持ち主に破は滅めつをもたらす魔ま剣けんだと言われている」

「持ち主に……破は滅めつを!?　まさかその剣けんを作ったのも……」

「残念ながらアンドヴァリではないぞ」

「って、違ちがうのか……。じゃあ何で今、シュヴェルトライテさまはそんな話を？」

「あぁ済まない。何が言いたいかというとだな、呪のろいというものは既すでにこの世の中に溢あふれている。セイ殿どのが元は呪のろいのアイテムだったとして、私は貴き殿でんを恐おそれたりはしない。それを伝えたかったのだ。無論、これを貴き殿でんの呪のろいが解けなかった時の言い訳にするつもりはない。あまり深刻になり過ぎるな、という事だ」

「シュ、シュヴェルトライテさま……！」

　後ろ向きにばかり考えるなというシュヴェルトライテさまの想おもい、ボクにはしっかりと届きました。ボクが呪のろいを急に制せい御ぎよできなくなったのも、ボクが抱いだいた暗い気持ちに同調してしまったからなのかもしれないね。呪のろいは気からってことなのかも。

「な、何じゃい何じゃい、みんないいコメントばっかりしよってからに。言っとくがなセイよ、わしにまでまともな言葉をもらえると思ったら大間ま違ちがいじゃぞ？」

「あはは、分かってますよヘルムヴィーゲさま。あなたには最初から何も期待してませんから」

「少しは期待してくれてもいいんじゃぞい……？」

　プルプルと小刻みに震ふるえながら目に涙なみだを溜ためるヘルムヴィーゲさま。あ、あれ？　おかしいな、ハードルを下げるつもりで言ったはずなのに、ハードルじゃなくてテンションを下げさせちゃったみたいだ。

「ま、まぁよいわ。セイ。わしはおぬしの呪のろいを解くためなら、いつものように怠なまけたりはせん。実を言うとわしは権力者と、特に泣く子が大嫌きらいでな……おぬしが二度と泣き顔を晒さらす事がないよう、その涙なみだ──このわしが永遠に寝ねかし付つけてやるわい」

「……」

「ん？　ど、どうしたんじゃ、何ぞリアクションはないのか？」

「あ、いえ、オチを待ってたんですけど」

「ないわそんなもん！　わしだってたまにはカッコつけたりもするわいっ!!」

「すすっ、すみませ～ん！」

　あのヘルムヴィーゲさまが、お約束を破ってまでボクのためを想おもってくれているなんて……何だかんだ言ってもボクはやっぱり、世界一の果報者なんじゃないのかな。

「……セイさん」

　嬉うれしさと気き恥はずかしさで縮こまっていたボクに、最後の姉し妹まいの声が投なげ掛かけられる。

　どこまでも優やさしくて、何よりも心地ここちいい……ブリュンヒルデさまのお声が。

「セイさんに掛かけられた呪のろいは、きっと解けます。アンドヴァリを見つけ出すのは私わたし達たちではないかもしれませんが……誰だれかが必ず見つけ出すはずです。今この瞬しゆん間かん、私わたし達たちの『アースガルド』はあなたのためだけに動いているんですから」

　うん……ブリュンヒルデさまの仰おつしやる通りだ。だからこそ、ボクは何の疑いもなくみんなを見送ることができる。

「お願いしますブリュンヒルデさま。今のボクには何もできないかもしれませんけど……待つことだけはできます。だから無理だけはなさらず、どうか無事に帰って来て下さい」

「ふふっ、変ですよセイさん。まるで今生の別れみたいじゃないですか。心配しなくてもちゃんと帰って来ます、安心して待っていて下さい。……ね？」

　つい深刻な調子になったボクを見て、おかしそうに笑って言うブリュンヒルデさま。

　でも、どうしてだろう……。

　最後にボクを抱だきしめてくれたその肩かたが──ボクには微かすかに、震ふるえて見えた気がしたんだ。







　いってきますの言葉を残し、いよいよフレイヤさま率いるヴァルキューレ隊も『アースガルド』を後にした。

　トールさまとフレイさま、そしてテュールさまは三手に分かれ、妖よう精せいの国『アールヴヘイム』や小人の国『ニザヴェリール』へ向かった。普ふ段だんはそうそう持ち場を離はなれることのないヘイムダルさまでさえ、今は『ミッドガルド』での捜そう索さくに加わっている。

　つまるところ、今『アースガルド』に残っているのはボクとロキ……そしてオーディンさまだけということになる。

「はぁ……。ねぇロキ。こんなに静かな『アースガルド』ってさ、今まで経験したことある？」

　知らず溜ため息いきが漏もれる中で、ボクはロキに問う。ロキは首を横に振ふりつつ肩かたを竦すくめると、ボクが期待した通りの答えを寄よ越こした。

「いんや。俺おれもここで大分長く暮らしてきたけどよ……こんな『アースガルド』は初めてだぜ」

　若じやつ干かんの呆あきれを含ふくんだような、そのセリフ。義ぎ弟ていのロキがそうだと言うなら、オーディンさまにとってもきっと初めてのことだろう。実際、オーディンさまも感かん慨がい深ぶかげに溜ため息いきをつく。

「やれやれ……。巨きよ人じん共の監かん視しのためにヘイムダルだけは残しておきたかったが……他ならぬセイのためだ。フ……我わが『アースガルド』を一いつ瞬しゆんでも危険に晒さらした代だい償しよう、高くつくぞ？」

「うぐっ。そ、それは体で払はらいますので……って、それじゃ今まで通りですよね」

「ハハッ！　違ちがいないな」

　顎あごヒゲを摩さすりつつ、豪ごう快かいに笑うオーディンさま。その笑い声は一ひと際きわ強い風に攫さらわれて、どこまでも遠くに流れていく。

　でもその時──ボクは自分の耳を疑った。

　風に乗って聞こえてきた、もう一つの声。それはこれまでの明るさとは全く無む縁えんの……ヒドく冷たい響ひびきだったからだ。

「ホントお笑いだぜ……。まさかこの『アースガルド』がここまで見事に手て薄うすになるとはよ。お前とアンドヴァリにはマジで感謝しとかねーと、な」

「え……？　どうしたのロキ、突とつ然ぜん何を言ってるのさ？」

　それはどことなく芝しば居い染じみたような、現実味を欠いた呟つぶやき。でもそれが芝しば居いでも何でもない、本気の言葉だったことは──ボクにもすぐに分かった。




「お陰かげさんで……楽に殺やれたぜ」




　刹せつ那な、オーディンさまが仰あお向むけに倒たおれ込こむ。鮮せん血けつに濡ぬれたその胸にはただ一振ふり、七しち支し刀とうに似た形状の剣けんが、深々と突つき刺さされていた。

[image: ]







[image: 七　～叛逆色の神殺し～]




「……えっ……ちょ……何？　オーディン…………さま？」

　分からない。一体、何が、起きたんだ……？

　突とつ如じよとして凶きよう刃じんに倒たおれたオーディンさま。確かく認にんしておくけど……今ここに立っているのは、ボクとロキだけだ。他に第三者はいない。

　当然ながらオーディンさまを刺さしたのはボクじゃない。だったら誰だれが？　『楽に殺やれた』と、ボクには確かにそう聞こえた。他ならない、ロキの声で。

　そしてこの剣けん……オーディンさまの胸を貫つらぬくこの剣けんを、ボクは前にも見たことがある。実際に振ふるったことさえあるんだ、間ま違ちがえようがない。

　そう──これはロキの魔ま剣けん。ロキだけの代名詞……〝ミスティルテイン〟。

「ロキッ!?　噓うそでしょっ!?　オーディンさまっ!!」

　放心状態から解放された瞬しゆん間かん、ボクは転げるようにオーディンさまに駆かけ寄よって生死を確かく認にんする。だけどもう……全ては手て遅おくれ。オーディンさまは断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる余よ裕ゆうさえなく、既すでに絶命していた。

「こんな……こんなの噓うそだ……こんなことって……！」

　全身から一いつ瞬しゆんにして血の気が引いていく。途と方ほうもない絶望感に、心が侵しん食しよくされていく。

　そんな中──押おし殺ころしたようなロキの笑い声だけが、ハッキリと耳に響ひびいていた。

「くっくっく……！　長かった……本当に長かったぜ。俺おれはずっと待ってたんだ、この時を。いつかこいつを楽に始末して、その罪が明るみに出る心配もなく、仕し舞まいにゃ難なく逃にげ果おおせる……そんな極ごく上じようのチャンスをな！」

「そんな……何で……何でこんなっ……!!」

　動どう悸きが強まり、舌がもつれて上手うまく言葉が出てこない。そんなボクの慌あわてぶりを嘲あざ笑わらうかのように、ロキは誰だれよりも冷静だった。

「何で？　ハッ！　何でってか？　仮にも相棒なら察してくれよセイ……。この俺おれがこんな糞くそ野や郎ろうと仲良しでいると、まさか本気で思ってやがったんじゃねーだろうな？」

「……違ちがうって……言うの……？」

　尋たずねるボクはロキの真意が知りたくて、彼かれの瞳ひとみの奥おくを覗のぞき込こむ。するとそこには……地じ獄ごくの底のような深い闇やみが、どこまでも広がっているように見えた。

「あぁ違ちがうさ。違ちがうね、大間ま違ちがいだ！　こいつはっ！　迫はく害がいされていた子供時代の俺おれに気付いていた！　その上で見て見ぬ振ふりをしてやがったんだっ！　それがちょっと功績を上げたらどうだ？　突とつ然ぜん義理の弟にまで召めし上あげて抱かかえ込こむたぁお笑いだぜ！」

　そ、そんな……ちょっと待ってよ。前にボクがイクスに負けて悩なやんでた時、聞かせてくれたあの話……あれにはそんな裏があったっていうの？

「自じ業ごう自じ得とくで斬ざん首しゆにあった予言神ミーミルを生き長らえさせるために薬草を独どく占せんされて、病気を治せなかったお袋ふくろは死んだ！　その馬ば鹿かの予言一つに踊おどらされて、何の罪もねぇ俺おれの息子むすこ達たちは死よりも辛つれぇ生いき地じ獄ごく！　シヴの髪かみを切っただぁ？　よかったじゃねーか、首が斬きられなくてよぉ！　すんでのところで思い直した俺おれの慈じ悲ひ深ぶかさに感謝してほしいもんだぜ！　なぁオイッ!!」

「っ…………」

　何て……痛々しい言葉なんだろう。もしロキの言うことが本当なら……確かにロキには神殺しを企たくらむだけの理由がある。

　だけど……それでも……それは実際に殺しをしていい理由には……ならない。

「ロキ。もうやめてよ。幸いオーディンさまはボクの肉を食べて下さっているから、日にち没ぼつさえくれば生き返る。きっとまだ間に合うから……復ふく讐しゆうなんてもうやめよう？」

「そいつは聞けねぇ相談だな。残念ながらこの俺おれの復ふく讐しゆう劇は、ここからが始まりだ」

　ここからが……始まり？　何だよそれ。恨うらみがあるオーディンさまを殺して、それでもまだ足りないって言うのか？

「お前の言う通り、このままだったらオーディンは生き返る。だから次は太陽の女め神がみソールを殺す。二度と日にち没ぼつがこねーようにな。そしたらトールも殺すぜ。何食わぬ顔で後ろから近付いて……親父おやじが死んでご愁しゆう傷しよう様ですっつってな！」

「ど、どうしてそんな恐おそろしいことを……」

「どうして？　決まってんだろ！　アースの糞くそ野や郎ろう共はみんな等しく同罪だからだ！　シヴも殺す、その息子むすこも殺す、フリッグだってもちろん殺す。バルドルもヴィーザルもヘイムダルも、テュールもフレイもフレイヤもっ！　ヴァルキューレ共だって残らず皆みな殺ごろしにしてやる!!」

「ッ!!」

　黙だまって聞いてれば……言っちゃいけないことをズケズケとっ!!

「いい加減にしてよロキッ！　もしそれが本心なら……ボクはキミを止めなきゃならない！」

「ハッ！　言うねぇ、それでこそ俺おれの相棒だぜ。で？　どうやって止める気だ？　お得意のマンナズかな？　フェンリルにでも変へん化げされちまったなら、流石さすがの俺おれも危ねぇかもなぁ？」

「……フェンリルには……ならない。ロキの息子むすこさんの姿で、ロキとは戦えないよ」

　ボクの返答を耳にして、ロキの嘲ちよう笑しようが一いつ瞬しゆん途と切ぎれる。だけど、それも長くは続かなかった。

「そいつぁつまり、俺おれと殺やり合う事は決定事じ項こうって訳だ。思い上がりも甚はなはだしいが……いいぜ、遊んでやる。幸いにも、ここは『ヴァルハラ』が誇ほこる大演習場。俺おれらが本気で一暴れするにはお誂あつらえ向むきな場所だし、な」

　軽くつま先で地面を蹴けり、大きく後方へと跳ちよう躍やくするロキ。

　そして静かに着地を決めた後──ボクらはただ真まっ直すぐに、対たい峙じする。







　その時──一つの世界が終わろうとしていた。

　それは偽いつわりの舞ぶ台たいの終演であり……ボクがずっと信じ続けてきた、友情の終しゆう焉えんでもある。

　頭ではそうと分かってるんだ。それなのに……ボクは目の前の現実を受け入れられずにいた。

「ねぇロキ。どうして……こんなことになっちゃったんだろうね」

　距きよ離りをとって向かいに立つ親友に、ボクは震ふるえる声で問とい掛かけた。問われたロキは申し訳なさそうに目を伏ふせると、一いつ瞬しゆんだけ口を閉とざす。だけど、答えはすぐに返された。

「理由なんざシンプルだぜ。こうなる事は初めから決まっていた。〝運命〟だったんだ」

　確かに……そうなのかもしれない。

　ボクがボクであり、ロキがロキだったから、この結末に辿たどり着ついた。そこにはもう、抗あらがう余地なんて微み塵じんもない。

　だけど、もし。

　もう一度だけやり直すことができたのなら──ボクは違ちがう結末を望んだのかな？

（なんて……もう遅おそいよ、何もかも）

　神界『アースガルド』の主神、オーディンさまのお膝ひざ元もと。そこに広がる『ヴァルハラ』の地に、二つの影かげが向かい合う。

　満ちる黙しじまが風を止め、時が止まったかのようなこの瞬しゆん間かん。互たがいの緊きん張ちようが高まるその刹せつ那なに、ボクは深層に眠ねむる力を一気に目覚めさせた。

「《……ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせし事の許きよを請こい願う。千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどり示せ、フサルク第二十のルーン──マンナズ》。強ごう欲よくなる者。黒き恐きよう怖ふを抱いだく者。我わが名は──『欲よく堕だ竜りゆう』ファフニール」

　暴ぼう竜りゆうのごとく荒あれ狂くるう真の力の奔ほん流りゆうが、まさにそのものを形作る。

　禍まが々まがしい紫し鱗りんを鎧よろう堕だ落らくの化け身しん。破は壊かいと暴力を体現する幻げん想そうの王。

　そしてその王は今、『恐きよう怖ふの兜かぶと』を戴いただいている。かつて欲望に駆かられたドヴェルグが作り上げたという鉄てつ壁ぺきの護まもり。見る者に死と同等の恐おそれを与あたえる、呪のろわれし兵装を。

　どうしてボクなんかがこんな姿になれるのか、今なら分かる。ボクにとってはこの姿こそが、ボクだから。そして……これはボクにとって必要な力だ。

　望まない運命を、打うち砕くだくために。

「……本気なんだな、セイ。お前がそういうつもりだってんなら、俺おれも容よう赦しやはしねぇ。来いよ相棒。せめて俺おれ自じ身しんの手で──お前を殺してやる」

　ロキは懐ふところから束になったヤドリギの枝を取り出すと、魔ま力りよくを流して剣けんに変える。彼かれの群ぐん剣けんミスティルテインが宙に浮うかび、全ての切っ先がボクに狙ねらいを定めた。

　瞬しゆん間かん、音を失なくした大地に一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬける。静止した時間の中、対たい峙じするのは神と竜りゆう。互たがいに一歩も譲ゆずれない信念で迷う心を塗ぬり潰つぶし、ボクは吠ほえた。

「最初で最後の真しん剣けん勝負だ。行くよっ！　ロキッ!!」

「掛かかってきなセーフリームニル！　苦しませずに終わらせてやるぜっ!!」

　太く長い尾おを地に打ち付け、強きよう[image: ]じんな後ろ足が足場を砕くだき砂さ塵じんを散らす。派手に踏ふみ切きったボクに対し、狡こう猾かつなる神もまた地を駆かけた。

　振ふり被かぶるように背に集められたロキの群ぐん剣けんは、さながら翼つばさ。

　冷たく光る銀ぎん翼よくの羽ばたきが今、火花を散らしてボクの鉤かぎ爪づめと激げき突とつする！







　さぁ、ここからだ。ここまでの展開なら、前に竜りゆうの心臓を差し出すために戦った時と同じ。あの後ボクはすぐにロキにやられてしまったけど……今回はそうはいかない。

　今度こそボクが勝って、ロキを止めてみせるんだ！

「っ!!」

　大きく息を吸すい込こんで、呼吸を止める。足を大きく開いてしっかりと体重を乗せ、ボクはその場から一歩も退かずにロキの剣けんに応戦した。

「ほぉ、中々いい反射速度だ！　見直させてくれるじゃねーか、セイッ!!」

　高速の斬ざん撃げきをボクに見み舞まいながら、ロキは嬉うれしそうに叫さけぶ。

　宙に浮うかぶ無数の剣けんを自在に操あやつるロキの戦せん闘とうスタイルは、以前ブリュンヒルデさまが戦った波の乙女おとめ・ヒミングレーヴァさまによく似ている。ボクにはブリュンヒルデさまのような動きはできないかもしれないけど、手本を識しっているなら何とかできるはずだ。

　意識を研とぎ澄すませ、殺気を読み、本能と直感に命を託たくす。致ち命めい傷しようとなる剣けんは確実に爪つめで弾はじき、牽けん制せいとなる剣けんは自じ慢まんの鱗うろこに防がせて爪つめを振ふるう。互たがいの間に流れる空気は千々に切きり裂さかれ、狂くるい咲ざく火の花は視界を焦こがし、絶え間ない剣けん戟げきの音は戦いの拮きつ抗こうを告げていた。

　超ちよう至近距きよ離りでの差し合いは、ほぼ互ご角かく──ならっ！

「はああぁぁッ!!」

　瞬しゆん間かん、右足で地を踏ふみ込こむ。亀き裂れつを走らせながら爆ばく発はつする大地は勢いよくボクを押おし上あげ、跳とび上あがったボクは体を捻ひねって尻尾しつぽを振ふり抜ぬく。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきがロキを掠かすめる。横薙なぎの一いち撃げきがロキの片かた翼よくを担になっていた群ぐん剣けんを吹ふき飛とばし、半身はガラ空き。着地と同時に重心を落とすと、ボクは回転しながら左の打ち上げを叩たたき込こむ！

「ッ！　やるじゃねーか。前の時とは動きが段だん違ちがいだぜ！」

　防ぼう御ぎよを崩くずしてからのコンビネーション。でもそれは、ロキが新たに生み出したミスティルテインによって難なく防がれてしまう。逆にこちらの左拳こぶしが枝状に伸のびた刀身によって深手を負わされ、ボクは翼つばさをはためかせると高速で距きよ離りを取った。

「逃にがすかよっ！」

　次に攻こう勢せいに出たのはロキだ。ロキは纏まとった剣けんを地に突つき立たて、地を擦するようにして急接近。大地を鞘さやに見立てた発はつ剣けん、その凄すさまじい一太刀たちによってボクの左ひだり腕うでは完全に斬きり飛ばされる。

「がぁッ!?　[image: ～][image: ～]ッ……まだまだぁっ!!」

　痛い。本当に痛い。だけど、ボクはそんなことで今いま更さら怯ひるんだりはしない。何度も繰くり返かえしてきたこれまでの死が、これまで経験してきた痛みが、ボクに勇気をくれるから。

　失なくした腕うでから大量の血を撒まき散ちらしながら、ボクは宙へと舞まい上あがる。そしてすぐさま、空からの連続ブレス攻こう撃げきにスタイルを切きり替かえた。

　竜りゆう化かしたボクのブレスは相手の神経を蝕むしばむ猛もう毒どくであり、体の自由を奪うばう。当たりさえすれば、その時点で戦いは決着だ。

「見え見えなんだよっ！　撃うち落おとしてやるぜ!!」

　しかし、そんなことはロキだって当然織おり込こみ済み。余よ裕ゆうの笑えみで全てのブレスを躱かわしつつ、得意の魔ま術じゆつで反はん撃げきの炎ほのおを飛ばしてきた。

　続け様に迫せまる炎えん弾だんを避さけ切れず、ボクは見る間に黒くろ焦こげにされていく。全身に大おお火傷やけどを負い、このままじゃ飛行し続けることすらままならないだろう。

　こんな消極的な攻せめ方じゃ勝てない──そんなのはこっちだって分かってる。だからこそ待っていたんだ、こうして……左ひだり腕うでが再生される瞬しゆん間かんを！

「うおおぉおぉぉぉッッ!!」

　ボクは体を翻ひるがえして翼つばさをたたみ、標的を捕ほ捉そく。上空から降下する勢いに乗せて、組んだ両手をロキの頭上めがけて叩たたき付つけた！

「ガ……ッハ………ッ!?」

　大地を抉えぐる衝しよう撃げきが演習場に広がり、『ヴァルハラ』の窓が軒のき並なみ吹ふき飛とぶ。それほどの一いち撃げきを受けても立っていられるのはさすがだけど……ロキは想定外の大ダメージに歯を食いしばる。

「チ……油断した、ぜ。まさかいつの間にか左ひだり腕うでが再生してやがったとはな……。片かた腕うでの一いち撃げきなら屁へでもねぇと思ってたが、こんな事なら受けずに避さけるべきだったか」

「選せん択たくを誤ったねロキ。今のボクはドラゴンという存在を識しり尽つくした〝真・ファフニール〟。今までのような姿形だけの真似まね事ごとじゃなく、正真正しよう銘めい本物のドラゴンだ。傷を瞬しゆん時じに癒いやす特性もちゃんとあるし、弱点である頭部も武装して、魔ま剣けん『リジル』がなければ心臓だって貫つらぬけない。これ以上やり合っても、ボクを倒たおすことはできないよ」

　竜りゆう殺ごろしの大英えい雄ゆう、シグルズさんが前に言ってた。本物のドラゴンは、不死の体現者なのだと。今のボクはまさにそれだ。だから……これ以上続けたって、

「くっ……くっくっく……！　クハハハハハハッ!!」

　その時──突とつ然ぜんロキが狂くるったように笑い出し、ボクは警けい戒かい心を一段強める。

「な、何が可笑おかしいんだよ、ロキ」

「クククク……！　いや、可笑おかしいさ。可笑おかしいだろそりゃ。だってその魔ま剣けん『リジル』……今は俺が持ってるんだぜ？　他でもねぇ……お前の協力のお陰かげでなぁ!!」

「っ！」

　しまった！　イーヴァルディの剣けんの素材集め……まさかあれが仇あだになるなんて……！

「さぁ……これで終わりにするとしようぜ、相棒。安心しろよ。これから抉えぐり出だすお前の心臓は──後で俺おれがしっかり有効活用してやるからよ？」

　マントの首元をまさぐって、取り出されたのは剣けん型の首くび飾かざり。だけどそれは、ロキが魔ま力りよくを流ながし込こんだ瞬しゆん間かんに竜りゆう殺ごろしの魔ま剣けんへと姿を変える。『リングヴィ』で回収して以来どこに仕し舞まってるのかと思ってたけど……そうか。そんなところに隠かくし持もっていたのか。

　鋭するどい切っ先がボクの心臓に狙ねらいを定めた刹せつ那な、その刀身に禍まが々まがしいオーラが宿る。それはまるで、捕ほ食しよく対象を前にして歓かん喜きの叫さけびを上げているかのように見えた。

　くそ……どうする？　どうすればロキに勝てる？　どうすればロキを止められるんだ。

　ドラゴンのままじゃ勝てない。だけどフェンリル変へん化げを除外する限り、この姿こそが間ま違ちがいなくボクの最強フォームだ。アンドヴァラナウトとしてのスペックを全て把は握あくした今のボクになら、それが分かる。




《……本当にそうかな？》




　……えっ……何だ……？　今……誰だれかの、声が……。




《いい加減その認にん識しきは古いんだよ、オリジナル。思い出してほしいね。贋がん作さくにも贋がん作さくなりのいいところが、あったってことをさ》




　この声は……まさかファルシュ!?　そんな、あいつの思念がまだ残って…………いや、違ちがう。この土ど壇たん場ばで、そんな都合のいい奇き跡せきが起こるわけない。これは記き憶おくを調和させた時にボクのモノになった、アイツの記き憶おく。勝利のヒントを探して記き憶おくを漁あさるうちに掘ほり当あてた、アイツの遺志。それに、今また同調しているだけにすぎない。

　だけど──ボクは聞こえてきた幻げん聴ちように、大人しく意識を傾かたむけてみる。意識を越こえた無意識の向こう側に、魂たましいをリンクさせる。そうすることで……ボクは確かに答えを摑つかんだ。

「そっか……そうだったね……ファルシュ」

　世界を広げ──ボクはまた一つ、世界を識しった。記き憶おくの中で眠ねむる影かげの自分にお礼を言うと、それまでずっと張はり詰つめていた緊きん張ちようの糸をゆっくりと解いていく。

「オイオイ……そりゃ何の真似まねだ？　セイ。この局面で気を抜ぬくなんざ自殺行こう為いもいいとこだぜ。もしそれが命いのち乞ごいじゃねーとするなら、一体何をするつもりだ？」

「何をするかって？　……そんなの簡単だよ、ロキ。起こすのさ……──奇き跡せきを」

　言いつつ、ボクは真まっ直すぐ前に右みぎ腕うでを伸のばす。目を閉じ、右みぎ腕うでに左手を添そえ、足は肩かた幅はばに開いて踏ふん張ばる。雑念を全て絞しぼり出だすように息を吐はき、命を入いれ替かえるように息を吸う。

　そして──ボクは厳おごそかに、命じた。

「輝かがやけ……『リーベ・シュトラーフェ』!!」

　その呼び声を受けて現れたのは、白銀を湛たたえし聖なる剣けん。青せい藍らんの戦いくさ乙女おとめ・ブリュンヒルデの愛あい剣けんが、今ボクの手の中にある。いや……正確には、ボクの右みぎ腕うでがそうなったんだ。

　前にファルシュが示してくれた──〝部ぶ位い変へん化げ〟の力によって。

「何っ!?　馬ば鹿かな……自分の右みぎ腕うでを、神じん器ぎにだと……！」

　目の前で起こった出来事が信じられず、我わが目を疑うロキ。そうだね、ボクもファルシュに見せられた時は驚おどろいたよ。でも……今なら何も不思議だとは思わない。

「なれると強く思えるかどうか。それがセーフリームニルの超ちよう変へん化げを支える鍵かぎ。そしてこんなことを言うのは変かもしれないけど、ボクはブリュンヒルデさまのプロだ。ずっと彼かの女じよに憧あこがれて、彼かの女じよだけを見続けてきた。そんなボクがさ……彼かの女じよの剣けんになれないわけがない!!」

「……ハハ……そりゃ凄すごぇや。最後まで滅め茶ちや苦く茶ちや言ってくれやがるぜ、お前って奴やつは！」

　ロキは呆あきれたような笑えみを浮うかべつつ、剣けんをゆっくりと後ろに引く。構えは水平。腰こしの高さで保たれた剣けん先さきに全ての力を集めるように、最後の詠えい唱しようが始まる。

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬拝を。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全知を暴き神かむさびせしは不ふ易えき不変の当とう為いなり》」

　父なる空に、母なる地に、誠意をもって誓せい言げんが為なされる。神ならざる者は神らしく、神なる者は真しんにそうあることを誓ちかう言葉だ。

「《至し大だい至し剛ごうの覇はを唱え、電でん光こう影えい裏りに個を重ね、力、野性、本能と暴走を象かたどりて、伝授、伝統、閉へい塞そくと解放を徴しるして示せ。フサルク第二並びに二十三のルーン……ウルズ、オセル！》」

　術者は望み、世界は応える。授さずけられた神秘の力が、光となって魔ま剣けんを包む。

「御ご託たくは要いらねぇ！　こいつが俺おれの!!　全・力・全・開ッ!!」

　全くロキってヤツは……。こんなにも凄すごい技わざを隠かくしておいて自分は武ぶ闘とう派じゃないなんて、噓うそ吐つきにもほどがあるよ。ならボクもさ──今だけは強気でいかせてもらうよ。

（ブリュンヒルデさま……どうかこのボクに、力を）

　目に焼き付き、脳に刻まれた彼かの女じよの雄ゆう姿しがボクと重なる。『神の戦せん鎧がい』の真骨頂、鎧よろいから迸ほとばしる〝リュストゥング・ヴィント〟に見立て、竜りゆうたるボクの強大な魔ま力りよくが剣けんに集つどう。

「仇あだなす敵を絶ち滅ほろぼせ──神しん技ぎ!!　パンツァァアアア……」

　迎むかえ撃うて。全ぜん身しん全ぜん霊れい……ボクのありったけの力で!!

「シュトラーーーーーーーールッッ!!」

　出だし惜おしみなんて有り得ない。互たがいが持てる最大最強の切り札同士が、互たがいの信念を宿してぶつかり合う！

　激しく明めい滅めつしながら鬩せめぎ合う破は壊かいの光。その衝しよう撃げきと爆ばく音おんが交こう錯さくし、『ヴァルハラ』の全てを容よう赦しやなく吞のみ込こんでいく。砕くだけ散ちる演習場、半はん壊かいする宮きゆう殿でん。食材として招かれて以来、ずっと慣れ親しんできた景色に無残な破は壊かいの爪つめ痕あとが刻まれた頃ころ──ボクらの戦いは、ようやく決着を迎むかえた。

「ガハッ！　……マジ、か……お前なんぞに……この、俺おれが…………」

　膝ひざを屈くつしたのは、ロキ。

　彼かれは地に突つき立たてた魔ま剣けんを杖つえ代わりにしてもたれ掛かかり、血を吐はき出だしながら喘あえいだ。とはいえ、ボクのダメージも決して少なくはない。

「はぁっ、はぁっ……どうだ！　ボクの勝ちだよ、ロキ！　さぁ、今度こそ大人しく降参して」

　今にも倒たおれそうな体に鞭むち打うって、何とか虚きよ勢せいを張る。そんなボクの強がりをどう捉とらえたのかは分からないけど、ロキは俯うつむいていた顔をゆっくりと持ち上げた。

「チッ……降参しろだぁ？　やっぱとことん甘あまちゃんだぜ、お前はよ」

　ボクの降こう伏ふく勧かん告こくに舌打ちを返し、ロキは苛いら立だたしげな表情でもって吐はき捨すてる。

「お前がそう言って、事態が好転した事が今まで一度でもあったか？　あぁ？　……思い出せよ、エインヘリヤル共の反乱事件を。降こう伏ふくを望んでさっさとトドメを刺ささずに逃にがしたベルゼが、その後何をしでかしたか。お前の目の前で──誰だれを殺したのか」

「!!」

　……やめろ……それ以上言うな。ソレを思い出させるな。

　ボクはロキの相棒だ。ロキが本当に神々の敵だったとしても、ボクはロキの味方なんだ。

　ロキがどんな過あやまちを犯おかしたとしても……ボクだけは赦ゆるしてあげたいんだっ！

「生憎あいにくだが降参はしねぇ。俺おれはまだ、こうして生きてるしな。そうそう、ついでに宣言しといてやるよ。煤けイノシシ・セーフリームニルは、このロキの物だ」

　？　……何で……何でロキは、わざわざそんなことを？

　そんなことをして……一体ボクに、何をさせるつもりなんだ……？

「さて……最初にここに戻もどってきた奴やつにこう言おうか。『突とつ然ぜんセイの呪のろいが暴走してオーディンが死んだ。俺おれも危なかった、助けてくれ』。そうして油断したそいつの後ろに回り込こんで……そいつを殺す。くくっ、楽しみだぜ。きっと最初に戻もどって来くるのは──」

　ロキはそこまで言って、言葉を区切る。

　試ためすように。煽あおるように。残ざん酷こくなまでの溜ためを作り……ロキは告げる。




「──ブリュンヒルデかな？」




「ッ…………ロォキィィィィィィィィッッ!!」

　絶ぜつ叫きようが木こ霊だまする。

　ボクはマンナズで人間の姿になり、両手でロキの首を絞しめ上あげた。

　全てを憎にくむ力。全てを恨うらむ波動。黒き呪じゆ殺さつの澱おりが、実体となってロキの体を包つつみ込こむ。

　ベルゼの時と同じように、凄せい惨さんな死へと向かうロキ。

　でもその時──ロキはベルゼとは違ちがう穏おだやかな表情を作り──。

「悪ぃセイ……許してくれな」

　最さい期ごに……そう呟つぶやいた。







　どう、いう……ことなんだろう？

　どうしてロキは、最さい期ごに謝あやまったんだ？　ボクは何もされてない。むしろロキを殺したのは、ボクなのに。神殺しはいけないことだと諭さとしておいて……結局ボクが、ロキのことを……。

「分かんないよ……もう全然分かんないよっ！」

　ボクは白骨化したロキの首から手を解き、へたり込こむ。顔を覆おおった手を濡ぬらしたのは、知らないうちに流れ出ていた、自分の涙なみだだった。

　もう……ボクには何も分からない。何をすべきかも、何ができるのかも、何もかもが。




「考えなければいい。下らん俗ぞく世せの事などな」




　瞬しゆん間かん、背後に声が届く。涙なみだでぼやけてしまった視界で振ふり向むくと、そこには一人の老人が立っていた。

　一いつ瞬しゆんヴィズガさんかと思ったけど、違ちがう。

　ボクはその人のことを──この世界の誰だれよりもよく識しっていた。

「……アンドヴァリ……」

　名を呼ばれた老人は、満足げに頷うなずいて目を伏ふせる。変わり果てたロキを見て、瓦が礫れきを被かぶったオーディンさまを見て……この世界の誰だれよりも邪じや悪あくな笑え顔がおで、彼かれは言った。

「よくぞ務めを果たしたな、アンド。いや、こう呼ぶのは何かとややこしいか。オマエの師し匠しようもアンドだし、よく考えればオレ自身もアンドだ。なぁ……アンドヴァラナウト」

「ボクの師し匠しよう……？　何だよそれ……お前は……一体どこまで知ってるんだ？　どうして知ってるんだ？　どうやってここに、現れたんだ？」

「ふん……元は指輪のくせによく喋しやべる。全て知っているとも、この『ヴァルハラ』で起こった事なら、何もかもな。何しろオマエと共に送おくり込こんだエルドフリームニルこそ、神界の様子を探さぐるためのもの。このオレが放った〝目〟であり、オレをここに招き入れる〝ゲート〟でもあるのだから」

「!!　あの鍋なべが……!?」

　そんなこと……疑いもしなかった。あの鍋なべに便利な機能ばかりが盛もり込こまれていたのはボクが誰だれかに拾われやすくなるようにとか、そんな優やさしい理由なんかじゃないってことは……アンドヴァリが製作者である時点で分かってた。

　だけど……まさかそこまで見み越こして作られていたなんて……。

「ククク……そうだ。オレは全て知っているとも。今この瞬しゆん間かん、この『アースガルド』にいるのはオレとオマエだけだという事も。折角殺したオーディンが、オマエの肉を食べたせいで日にち没ぼつが来れば蘇よみがえってしまう事もな。だが、それは寧むしろ好都合だ。恨うらみのあるこの男は、オレ自身の手で殺さねばやはり気が済まん。オマエの肉は、その機会をオレに与あたえたのだ」

「……オーディンさまを、どうするつもりだ」

「知れた事。頭の足りないアースの連中が戻もどって来くる前に、オーディンの遺体をここから運び出す。そして世界が日にち没ぼつを迎むかえ蘇よみがえったところを……改めてオレが殺すのさ。蘇そ生せい地点は遺体の傍そばなんだろう？　細かい検証まで済んで、手間が省けたというものだ」

「そんなことを……ボクが黙だまって見過ごすとでも思ってるのか？」

「あぁ思っているさ。オマエを作ったのはこのオレだ。生みの親には絶対に逆らえない。手始めにそうだな……まずは危なっかしいその呪のろいだけでも解除しておくか」

　アンドヴァリは緩かん慢まんな動作でボクに近付くと、ボクの頭を右手で鷲わし摑づかみにしてくる。不思議なことに、ボクの体には抵てい抗こうするための力が少しも入らなかった。

「《意い趣しゆは晴らされた。怒いかりを鎮しずめよ》」

　体の奥おく底そこにまで浸しん透とうするその言葉が、ボクを内側から浄じよう化かしたのが分かった。そっか、きっと今のが解かい呪じゆの呪じゆ文もん。あんなにも悩なやまされていたのに、終わってみれば呆あつ気けないな……これでボクは所有者殺しの呪のろいから、ようやく解放されたわけか。

　ずっと望んでいたことなのに……ちっとも嬉うれしくない。それはきっと、こうなるまでに支し払はらった代だい償しようが、あまりにも大きかったから……。

「さぁ、待まち焦こがれたぞアンドヴァラナウト。これでオマエは正真正しよう銘めい──オレだけのモノだ。帰ったらじっくりと愛めでてやろう。ククッ、ククククク……クッハハハハハハハッッ!!」

　全ての元げん凶きようの、勝かち誇ほこったような高笑いが『アースガルド』の空に溶とけていく。

　陽は傾かたむきかけてはいるものの、日にち没ぼつはまだ遠い。外の世界に捜そう索さくに出たみんなは、誰だれかが呼よび戻もどすなりしなければ当分帰って来ないだろう。

　何て完かん璧ぺきなシナリオだ。ボクには何も手出しできない。これこそアンドヴァリが目もく論ろんだ、大いなる復ふく讐しゆう劇の結末なのか……。

「ハハハハッ、ハハッ、……ハッ!?　ちょっと待てっ!!　何だアレはっ……!?」

　その時だった。アンドヴァリの高笑いが、突とつ然ぜん驚きよう愕がくの叫さけびに変わる。

　ボクは俯うつむいていた顔を空に向ける。瞬しゆん間かん、ボク自身もアンドヴァリと全く同じリアクションを取る羽目になった。

「な、何あれっ!?　噓うそでしょ、太陽が……！」

　──太陽が……高速で飛んでいってる──!?

　それは有り得ないほどの超ちようスピード。夜空を駆かけるホウキ星のように、太陽は瞬またたく間まに西の地平に吸すい込こまれていく。

　神界に来てからというもの、ボクは目を疑うような光景なら何度だって見てきたつもりだ。でもさ、こんなバカげた光景が他にある!?　いやあるな、連続日にち没ぼつとか。ああ分かった、もういい加減よく分かった。よぉし、ボクはもう何があっても二度と驚おどろかないぞ！

　と……投げやりな決意を固めた途と端たんに聞こえてきた声が一つ。

「くっくっく……！　いいね。こいつぁ中々どうして爽そう快かいだぜ。そうだなぁ……生き返った気分ってのは、まさにこういう事を言うんだろうよ」

　あぁ……あぁ……間ま違ちがいないよ。だってこの声は、聞き慣れてる。どうしてくれるんだよ、もう何があっても驚おどろいたりしないって、たった今決意したばっかりなのにさ。

「心配掛かけちまったな、セイ。でもって──ようやく見つけたぜ」

　ボクへ向けられた穏おだやかな声は一転。獲え物ものを捕ほ捉そくした獣けもののような獰どう猛もうさで、その声は獲え物ものの名を呼ぶ。

「なぁ……成なり金きんドヴェルグ。アンドヴァリさんよぉ」

　声の主は確かめるまでもない。確かめられるはずがない。だってボクの視界はまた、溢あふれる涙なみだで一杯ぱいなんだから。

「ロキッ!?　バカなッ、日にち没ぼつはまだ来てっ、いや、まだ……来ないはずだった、のに」

　動どう揺ようを隠かくせないアンドヴァリ。恐きよう怖ふと焦あせりが色いろ濃こく滲にじんだその顔は、ある人物と目が合った瞬しゆん間かんに凍こおり付ついた。

「そなたが噂うわさのアンドヴァリか。大分世話になったようだな。昔も……そして今も」

　ナイフのように鋭するどく光るオーディンさまの隻せき眼がんがアンドヴァリを射貫く。生きた心地ここちがしないだろうな……ボクも何度か経験があるからよく分かるよ。

「ロキ様っ！　上手うまくいきましたかっ!?」

　続けてそこに現れたのは、ヒドく緊きん張ちようした様子のブリュンヒルデさま。いや、ブリュンヒルデさまだけじゃない。彼かの女じよを筆頭にして、捜そう索さくに出ていたはずの全ての民たみが『アースガルド』に戻もどって来きていた。

　一いつ瞬しゆんで戻もどって来こられた手品の種は、多分移送ラドのルーンの力だろう。それくらいはボクにだってさすがに分かる。だけどこのタイミングに全てが重なったっていうのは……。

「改めて謝あやまっとくぜ、セイ。悪かったな……実はここまでが、俺おれが考案した〝アンドヴァリ捕ほ獲かく作戦〟だったのさ」

　歩み寄り、惚ほうけたボクの背中をバシンと叩たたいて笑うロキ。

　そんなロキの口から、この作戦の真の全容が明かされる。

「指輪の呪のろいに苦しむお前を完全な形で救ってやるためには、やっぱ呪のろいを解くっきゃねぇ。そのためには唯ゆい一いつ解かい呪じゆの方法を知る人物、アンドヴァリ本人にお出まし頂くしかなかった。だが……残念ながらアンドヴァリはとことん慎しん重ちような野や郎ろうだ。そう簡単にゃあ出てこねーのは分かってた。そこで俺おれは考えたのさ。アンドヴァリを捜さがすフリをして、『アースガルド』から兄貴を除く全ての民たみを取とっ払ぱらう方法をな」

　全ての民たみを取とっ払ぱらう……そうか！　だからこんなにも大規模な捜そう索さく活動を！

「分かったか？　アンドヴァリにとっての邪じや魔ま者が全て排はい除じよされ、最大標的である兄貴だけがこの場に残る。まぁ俺おれも残ったんだが、それは俺おれが裏切り者を演じる事で一発解決。兄貴にゃ悪ぃが一度死んでもらって、その制裁として俺おれも死ぬ。そうすりゃ日にち没ぼつまでは絶対に動かねぇターゲットの完成だ」

「いやいや、一度死んでもらうとか何とか、そんなヒドいワードをそんな簡単にさぁ……」

「はん、だからこそ奇き策さくになるんじゃねーか。そうする事でお膳ぜん立だてはバッチリ、まさに超ちよう安全な舞ぶ台たいの出来上がりって寸法よ。まぁその……作戦的に俺おれも死ななきゃならんかったせいで、セイには割と辛つらい役回りを押おし付つけちまったけどな」

「そうだよヒドいよ！　一体何てことさせるんだよ！」

「怒おこんなよぉ、俺おれだって酷ひでぇ目に遭あったんだぞ、マジで。かといって演技だって事をあらかじめ教えちまうとお前の事だ、どうせ緊きん張ちよう感がなくなって、『やっぱり無理ぃ、別の方法にしようよぉ』とか言い出すんだぜ。だからこそ、お前にだけは真の作戦内容は伏ふせといたんだ」

　むぅ……。そこまでナヨナヨした言い方はしないと思うけど……まぁ当たってるかも。さすがは自じ慢まんの相棒だよ。

「……で、ここで気になってくんのがあのハイスピード日にち没ぼつだ。死んでた都合上俺おれは見てねーけど、ちゃんと成功したんだよな？」

　言って、ロキは何故なぜかブリュンヒルデさまの方を見る。

「もちろんです。そうでなければ、こういう状じよう況きようを作れてはいないはずですし」

　答えるブリュンヒルデさまは、若じやつ干かんながら得意そうにしている。しきりに首を傾かしげているボクを見つけると、ブリュンヒルデさまは優やさしく説明して下さった。

「〝エワズ〟のルーンですよ、セイさん。もう何度目かの説明になりますが、エワズのルーンは加速の力。それは複数人で重ね掛がけするほどに効力を高めるものです。最近だと、ロキ様を追って飛び出していったヘイムダル様に追いつくために使ったんですが、覚えていますか？」

「はい、もちろん。あの時は六人掛がけで使ったから、それはもう凄すごい速さで……あ！」

　そっか！　六人掛がけでもあのスピードということは……もっと大人数で使ったなら……。

「あ、分かっちゃったみたいですね。そうです、私わたし達たちは今回、『ヴァナヘイム』に向かうように見みせ掛かけてソール様のもとへ行きました。そして姉し妹まい全員とフレイヤ様の総勢十人によってエワズを使い、太陽が進む速度を超ちよう加速させたんです」

　なるほど！　それで突とつ然ぜんあんなに早く日にち没ぼつを迎むかえられたんだね！　そんな便利な使い方があったなんて、エワズのルーン恐おそるべしだよ。

「ちなみに、細かいタイミングの打ち合わせとか、ちゃんとこちらの狙ねらい通りにアンドヴァリが現れたかどうかなどは、このラタトスクが逐ちく一いち中ちゆう継けいしてくれていました」

　ブリュンヒルデさまが横に手をかざすと、隣となりにいたゲルヒさまの掌てのひらの上で茶色いリスがふんぞり返る。

「えっへん！　どうでやんちゅかセイの旦だん那な！　毎度の事ながら、あっしもきちんとお役に立ちやしたでしょう？　これはもう、本作戦のＭＶＰはあっしと言っても過言ではないでゥアギャアァ[image: ～][image: ～]ッ!?　あっ、あっ、すいやせん調子に乗りやしたお許しを[image: ～][image: ～]っ!!」

　うわっ、めっちゃ握にぎり潰つぶされてるよラタトスク。いや～、今回は確かに役に立ったことだし、大目に見てやって下さい……と、心の中でしか言わないボクも鬼き畜ちくかな？

「…………狙ねらい通りに…………オレが現れなかった時は、どうするつもりだったんだ」

　ポツリと。『アースガルド』のみんなに包囲されたアンドヴァリが、暗い声で呟つぶやく。その質問には作戦の発案者である、ロキが答えた。

「そんときゃ別に仕切り直すだけだ。そもそもこっちにゃお前が『アースガルド』の様子を覗のぞき見てるなんて確証はなかったし、舞ぶ台たいを整えてやったところで出て来るか来ないかは、正直言って半々だった。だがそうやって命を懸かけるような滅め茶ちや苦く茶ちやな作戦を実行して、その上失敗しちまったとしても、俺おれ達たちはセイの力で生き返れる。何度でもやり直せる。それがアンドヴァラナウトの……セーフリームニルの凄すごさだ。だろ？　製作者ご本人」

「……。どうやらオレは……自分でも手に余る化け物を、作り出してしまったらしいな……」

　嘲あざけるように吐はき捨すてて、アンドヴァリは力なく崩くずれ落おちる。

（化け物……か……）

　ズキリと胸が痛む、その言葉。悔くやしいけど、言い返すことができなくてボクは唇くちびるを嚙かみ締しめる。でもそこには──愛いとしい人の毅き然ぜんとした声が返された。

「化け物だなんて言わないで下さいっ！」

　日が暮れた空に響ひびき渡わたる、ハッキリとした否定。その声を発したヒト──ブリュンヒルデさまの双そう眸ぼうには、鮮せん烈れつな瞋しん恚いの炎ほのおが揺ゆらいで見えた。

「セイさんは化け物なんかじゃない！　彼かれは優やさしくて、穏おだやかで、それでも勇気を持って、どんな困難にだって立ち向かっていく。彼かれが示してくれた勇気。彼かれが見せてくれた可能性。それを知らないあなたには……生みの親を名乗る資格なんてない！　セイさんはもう……私わたし達たちの掛かけ替がえのない、仲間です!!」

　本気の想おもいで紡つむがれた、心からの言葉。それは何もブリュンヒルデさまだけの言葉じゃない。ここに集まる全てのヒトの声が、そこに束ねられていた。

　ボクの心は奮い立つ。その言葉を言いい換かえるなら、きっと──。

「アンドヴァリ。お前はボクに、所有者殺しという恐おそろしい呪のろいを掛かけた。お前の企たくらみを知った時、ボク自身も恐おそろしいと感じたよ。だけど……今ならそうは思わない」

「……ほう？　気でも触ふれたかアンドヴァラナウト。残念ながらオマエは呪のろいだよ。遍あまねく死を呼ぶ呪のろいそのものだった。そうなるように、このオレ自身の手で作つくり替かえたのだからな」

「違ちがう。ボク自身も、ボクを支えてくれるみんなも……呪のろいを呪のろいのまま受け入れたりはしなかった。そしたらさ……あんなにも恐おそろしかった呪のろいは、いつの間にか変わってたんだ」

　何に？　と、声なき声が苛いら立だちを含ふくんで先を促うながす。

　だから、ボクは言ってやった。最高の笑え顔がおで、たっぷりの皮肉を込こめて。

「……〝絆きずな〟。それがあなたから貰もらったものだよ、アンドヴァリ。あなたがいたから、『アースガルド』の民たみはより絆きずなを深めることができた。あなたのお陰かげで、この神界のみんなが一つになれたんだ。だからボクはこう言うよ。ありがとう……ってね」

　思いも寄らなかった感謝の言葉を受けて、アンドヴァリの目が驚おどろきの感情で見開かれる。そしてその目が力なく伏ふせられた時、オーディンさまが咳せき払ばらいとともに口を開いた。

「それも間ま違ちがってはおらぬが、ワシからも一つ補足しておこう。我らに絆きずなをもたらしたのは他でもない、そなただ、セイ。皆みなを代表して礼を言おう。そなたは最も早はや、神殺しの兵器などではない。古き名など忘れよ。そなたは既すでに……我らがアースの一員なのだから」

　偉い大だいなる主神の言葉に、拍はく手しゆと喝かつ采さいが連れん鎖さする。

　それはまるで温かな産うぶ湯ゆのように、呪のろわれていたボクの心を洗い流していく。

　あぁ──そっか。ボクは今日、新しく生まれたんだ。誰だれかに作られた指輪なんかじゃなくて、突とつ然ぜん作つくり替かえられたイノシシでもなくて。

　ボクはセーフリームニル。他の誰だれでもない。みんながいるから、ボクはここにいられるんだ。

（ありがとう、ございます）

　胸が詰つまって、思ったように声が出ない。ひょっとしたら、誰だれの耳にも届かなかったかもしれない。

　ちゃんと言おう。大きな声で。

　世界中の全てのヒトに──この想おもいが、しっかりと伝わるように。

「みなさん、ありがとうございます。そしてこれからも、ボクのことを……」

　視線が集まる。想おもいが集まる。

　みんなに知って欲ほしいんだ。ボクは今──喜びで満ちている。

「セーフリームニルを……どうかよろしくお願いいたします!!」

　そう。ここから先の第一歩が、全ての始まり。

　新しいボクの、スタートライン。
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「えぇっ!?　アンドヴァリ、釈しやく放ほうされたの!?」

　あれから数日後──。

　お世話になった『アースガルド』のみなさんにお礼を言って回るのが一段落したところに、突とつ如じよ舞まい込こんできたビッグニュース。

　情報を持って来たのはもちろん、神界一の情報屋であるラタトスクだ。

「へぇ、確かな筋からの情報でやんちゅ。何せあっしがこの目と耳で見聞きしやしたからね」

「確かな筋って、自分自身のことですかい……」

　この大口はある意味尊敬するよ。それで何度痛い目を見ようと改めないところとか、特にね。

「まぁまぁ細かい事は言いっこナシでやんちゅよ、セイの旦だん那な。そんな事よりどうしてあの男が釈しやく放ほうされたのか、知りたくは御ご座ざいやせんか？」

「あ、それは知りたい！　どういう経けい緯いだったの？」

「へっへっへ。そういう事でありやしたら、まずは誠意を見せて頂きたいでやんちゅねぇ」

「誠意って？」

「決まっておりやすでしょう？　土下座でやんちゅよ」

　ＯＫ。ボクはすぐさま要求に応え、彼かれを抱だきかかえるようにして最大級の誠意を見せつける。するとその重さを受け止めきれなかったのか彼かれはしばらく手足をバタつかせると、まるで眠ねむりにつくかのごとくしめやかに失神してしまった。

「あ～あ困ったなぁ、これじゃあ話は聞けそうもないや。他に話を知ってそうな人は……」

「おっす！　それなら自分が知ってるっすよお師し匠しよう様！　何しろ直前に聞かされたっすから」

　その時、どこからともなく弟子でしのイクスがボクの前に現れる。随ずい分ぶんいいタイミングで現れたけど……あぁ、そう言えば彼かの女じよはボクの弟子でしである前に、熱心なストーカーでもあったっけ。隠かくれてこっそり様子を見てたんだろうか。

「イクス、まさかとは思うけど、ひょっとしてラタトスクに土下座したの？」

「当然っす！　ふんぞり返る相手の前で額を地面に擦こすり付つけるだなんて、そんな気持ちイイ事他にないっすよ？　こうしてちゃ～んと人間状態に変へん化げして、自じ慢まんの土下座を披ひ露ろうしたっす！」

　あらら、それで味を占しめちゃったのか……。彼かの女じよはとびきりのドＭだから喜んでやったのかもしれないけど、それが世間のスタンダードだと思っちゃダメだよラタトスクさんや。

「ま、まぁいいや。それで、アンドヴァリはどうして釈しやく放ほうされたのかな？」

「おっす！　何でも、オーディン様ご自身の意向で釈しやく放ほうを命じられたそうっす。その昔、アンドヴァリから無理矢理に財宝を奪うばったのは事実だし、これまでその謝罪も返済もすっかり忘れていたとかで、どう贔ひい屓き目めに見てもオーディン様がした事は相当にブラックらしく……」

「そ、それだけ聞くと確かに、アンドヴァリは百パーセント被ひ害がい者でしかないね……」

　アンドヴァリって、実は思った以上に可哀かわい相そうなドヴェルグだったんだなぁ。これはボクじゃなくたって同情したくもなるよ。

「オーディン様はご自分の非を認めた上で、こう仰おつしやったそうっす。『おびき出すためだったとはいえ一度は死んでみせたのだから、これで互たがいに手打ちという事で納なつ得とくしてもらえぬか？』と。アンドヴァリはその申し出を素す直なおに受け入れて、釈しやく放ほう……という流れだそうっすよ」

　やけに力の入ったオーディンさまの声真似まねをしつつ、話をしてくれるイクス。

　そっか……何となくだけど、エインヘリヤルの反乱事件以来、オーディンさまは大分お変わりになられたような気がする。いくら自分が悪かったとはいえ、自分の殺害を目もく論ろんでいた相手をあっさりと許すだなんて……ちょっと前ならこうはならなかったと思う。

「許し合えるって、大事なことなんだな……」

　改めて強く思い、ボクは呟つぶやく。

「！　……っ、これは……」

　そんな時──ボクは唐とう突とつに、ある感覚に襲おそわれた。何故なぜなのかはボクにも分からない……だけどハッキリと、感覚として理解したんだ。アンドヴァリが今、『ヴァルハラ』本館の入り口前に立っている──って。

「……行かなきゃ……！」

　自分でもよく分からない衝しよう動どうが、ボクを彼かれのもとへと運ぶ。それは呪のろいでも運命でもない。ひょっとしたらこれも──〝絆きずな〟と呼ばれるもの、なのかもしれない。







「ア……アンドヴァリ、さん」

「……。アンドヴァラナウト。いや……今はセーフリームニルか。何故なぜここにいると分かった。まさかとは思うが、オレを見送りにでも来たのか？」

　尋たずねてくるその声に、コクリと頷うなずく。彼かれを目にした途と端たんに喉のどの奥おくが張り付いたような感じがして、ボクは何一つ言葉が出せなくなった。

「……頭に触ふれてもいいか……？」

　その声に、ボクはもう一度頷うなずきを返す。すると彼かれは膝ひざを折り、体の小さいボクの頭に優やさしく触ふれた。そして、そのまま黙だまって聞け、とアンドヴァリは言う。

「今だからこそ思う事だが……誰だれかを憎にくしみ続けるというのは、正直疲つかれるな……。だがオレの人生は、憎にくしみ続ける人生だった。全てを憎にくんでいなければ、オレはオレ自身の人生を否定する事になるかもしれない。それが認められなかったから……オレは世界を憎にくしみ続けるしかなかった」

「……」

「オーディンにオマエを奪うばわれてから、数百年。時が巡めぐり巡めぐって、オマエはようやく我わが手に戻もどって来きた。その時点でオマエに施ほどこした呪のろいを解き、穏おだやかに暮らす選せん択たくもあるにはあった。だが……オレはどうしても気が収まらなかったのだ。あの連中から『アースガルド』が食しよく糧りよう難なんに陥おちいる未来を聞かされた時、オレは思い付いてしまった。オーディンを殺して恨うらみを晴らすために、呪のろわれたオマエを神界に送おくり込こむシナリオを」

　？　あの連中……だって？　それってどういうこと？　アンドヴァリは自分自身で『アースガルド』の食しよく糧りよう難なんを予見したわけじゃなかったっていうのか？

　連中と言うからには、複数だよね。一体誰だれなんだろう？　どんな目的があって、その人たちはそんな未来をアンドヴァリに教えたんだ？

「結局のところ計画は失敗して、オレは死を覚かく悟ごしていた。オレ自身が死して呪のろいとなるのもまた、悪くはないと。だが……まさかこうして見み逃のがされるとはな。本来であれば有り得ない。ヤツを変えた原因があるとすれば、それはきっと前にあの青き戦いくさ乙女おとめが言っていた通りだろう。〝オマエが見せた〟という可能性──どうやら、オレにも見る事ができたようだ」

　そこまで言うと、アンドヴァリはゆっくりと立ち上がる。やっぱり声が出ないボクに見送られながら、彼かれは最後に背中で語った。

「今いま更さら生みの親を気取りはしない。が……忠告だけはしておこう。アレはオレをおびき出すために打たれた芝しば居いというが……ロキ、アイツが言っていた事は本心だ。オレには分かる。だからこそオレは、あの芝しば居いモドキにまんまと騙だまされたのだからな」

　本心、って……あれが？

　そんなのは噓うそだ。あれは裏切り者を演じる作戦であって、本心なんかじゃ……。

「信じるか信じないかは勝手だ。だが気を付けろ。ヤツの抱かかえる怨おん念ねんは……オレとは比ひ較かくにならないほどに色いろ濃こく、深い。もう既すでに騙だまされているバカがいるんじゃないのか？　これは想像だが……アイツしか持っていない情報があったとして、何ら不思議ではないだろう」

　……ロキしか持っていない情報……ロキだけが知る、秘密……？　そんなものを抱かかえてる素そ振ぶりなんて、あったっけ……。

　そうしてボクが考かんがえ込こんでいるうちに、アンドヴァリの姿は見えなくなっていた。

　何だよ……そんな消えるみたいにサッサといなくなるなんて。……最後に一度くらいは……呼んでみたかったのに。

「父さん……ってさ」

「あ、やっぱり少し寂さびしいですか？　セイさん」

「ってうわぁっ!?　ブ、ブリュンヒルデさまっ!?」

　び、びっくりしたぁ、気付くと隣となりにいらっしゃるんだもん。ていうか……前から何となく思ってたんだけど、多くない？　こういう展開。

「ひょっとしてブリュンヒルデさま……実はわざとこっそり近付いてきてませんか？」

「あ、ついにバレちゃいましたか。えへへ、さすがに毎回って訳ではないですけどね」

　言って、ペロッとイタズラっぽく舌を出して笑うブリュンヒルデさま。ガーン！　ボクってブリュンヒルデさまに遊ばれてたの!?

「くっ、油断も隙すきもないよ。そんなことされたら、ボクもうトイレとかシャワールームでしか変な妄もう想そうを口にできないじゃないか！」

「変な妄もう想そう……って何ですか？　セイさん」

「あ、あれ？　もしかして声に出てました？」

　マズイ！　モノローグで済ませておくつもりが自分でも気が付かないうちに！　まさかこれもアンドヴァリの呪のろいなんじゃ……。って、何でもかんでも呪のろいのせいにしちゃダメだよね。

「と、ところでブリュンヒルデさま。今日はどうしてこちらに？」

「あぁ、これは任務です。釈しやく放ほうはしましたが、アンドヴァリが大人しく『アースガルド』から立ち去るかどうかを陰かげから見届けよ、とオーディン様から仰おおせつかりまして」

　なるほど……彼かれの罪を許しはしたものの、さすがに全てを信用したわけじゃないと。確かにそれくらいの警けい戒かいはしておかないと、いくら何でも人が好よすぎるよね。

「任務中にボクなんかと話していて、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「それなら大だい丈じよう夫ぶです。他の姉し妹まいも何人か彼かれを尾び行こうしてますからね。実はちょっとだけ無理を言って、少しの間外れさせてもらいました。……あなたとお話をするために。セイさん、今お時間を頂いても平気ですか？」

　尋たずねられ、ボクはもちろん大きく頷うなずく。

　それを見たブリュンヒルデさまはおもむろにボクを抱だき上あげると、近くの木こ陰かげに移動する。そして向かい合える位置にボクを下ろして座すわり、彼かの女じよはまず沈ちん黙もくを語った。

「……？　どうかしましたか？　ブリュンヒルデさま。ボクにお話があるのでは」

　催さい促そくしたいわけではないけれど、ボクは心配になって思わず声を掛かけた。するとブリュンヒルデさまは更さらに数秒押おし黙だまったあとで、ようやく口を開く。

「セイさん。私は……──」

　それはまるで、そよ風の囁ささやき言。恥はじらうように結ばれた唇くちびる。焦こがれるように見つめる眼差まなざしが……ひっそりと、しっかりとボクに伝える。




「──あなたの事が好きです」
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「……………………………………………………え？」

　思わず聞き返していた。だって、意味が分からなかったから。

「で、ですからその……愛しています。あなたの事を」

　い、いえ待って下さい。そうじゃないです。ボクは聞こえなくて聞き返したわけじゃないんです。イノシシの聴ちよう覚かくを舐なめないで頂きたい。

　でもそう、全くもってその通りだ。ボクはイノシシなんだよ、誰だれがどう見たってさ。

　そりゃあ人間の姿にだってなれるよ？　マンナズだったら大得意だからね。魔ま力りよくが続く限りはその姿を維い持じすることだってわけないさ。

　その魔ま力りよくはどれくらい持つのかと言われれば……そうだなぁ、しっかり計測したわけじゃないから確かなことは言えないけど、一日のうち睡すい眠みん時間以外の全てを人間状態で過ごすことも、決して不可能じゃないと思う。

　あぁ、つまるところボクは、もう半分以上人間なのか。神族と人間のカップルなんてこの世界には割とゴロゴロいるみたいだし、それなら何の問題もないね。

　って…………いやいやいやいやっ!!　問題あるよ！　問題しかないでしょッッ!!

「ななななな何を仰おつしやってるんですかブリュンヒルデさま!!　お気は確かですか!?　よく見て下さい、ボクですよ!?　こんなにも冴さえなくて男らしくなくて、ずっと紳しん士しとか言い続けてるけど実際は真逆なボクが、あなたの愛を受け取れるとでもっ!?」

　言い聞かせるようにボクは叫さけぶ。その叫さけびを受けた途と端たん、彼かの女じよはヒドく悲しそうな表情を浮うかべて言った。

「……すみませんセイさん。ご迷めい惑わくでしたよね……」

「あぁいやっ！　迷めい惑わくなんかじゃないです！　お気持ちはホントに嬉うれしいですっ！　どれぐらい嬉うれしいかと言ったら、今すぐ『ラグナロク』が起きても笑え顔がおで受け入れられちゃうぐらい嬉うれしいですッッ!!」

「た、例えがよく分からないのですが……ありがとうございます。私も、嬉うれしいです」

　ニッコリと微笑ほほえむブリュンヒルデさま。

　本当に信じられない……これは現実のことなのか？　夢なんじゃないのか？　あぁ、もしそうなら、夢から覚める前にボク自身の気持ちもお伝えしなければ！

　と、ボクが慌あわてふためいている時──ブリュンヒルデさまは続けた。

「ですが……私のこの想おもいは、本物なのでしょうか？」

「え……？　そ、それはどういう意味でしょう……？」

　突とつ然ぜんの疑問を受け、ボクは舞まい上あがっていた気持ちに冷静さを取とり戻もどす。沸ふつ々ふつと湧わき上あがってくる不安な気持ちを押おさえ付つけながら、ボクは彼かの女じよの返答を待った。

「……。セイさんの正体は、魔ま法ほうの指輪アンドヴァラナウトでした。その指輪に掛かけられていたのは、所有者を殺す呪のろいだけじゃありません。見た者の所有欲を駆かり立たてるのもまた、あなたの力。私が抱いだいたこの想おもいは…………本当に私のモノでしょうか？　本当に、私の感情から生まれたモノなんでしょうか？」

「……それは……」

　どうなんだろう……。正直言って、それはボクに答えられるような問題じゃない。いや……この世の誰だれにも、その問とい掛かけには答えられないだろう。

　だってそれは──カタチのないモノだから。

「かつて、私自身もオーディン様から呪のろいを受けました。前にお話ししましたよね？　眠ねむりについた私を目覚めさせた者と、結ばれなければならない呪のろいの話を。そしてそこには、本当の愛はありませんでした。愛には偽いつわりもあるのだという事を知った私はそれ以来……決して誰だれも愛さないと誓ちかったんです」

　それからしばらくは部屋に引ひき籠こもっていたのだと、ブリュンヒルデさまは苦く笑しようを浮うかべて付け加えた。

　そんなの……全然知らなかった。知れるはずもないけど、そんな素そ振ぶりは微み塵じんも……いや。もう大分前になるけど、ゲルヒさまがちょろっと心配しているような素そ振ぶりを見せたことが確かあった気がするな……いい兆候だとか、何とか。

　それはいつのことだったかを思い出そうとするボクに、ブリュンヒルデさまは更さらに続ける。

「ですが私の立てた誓ちかいは、いとも簡単に破られてしまいました。あの日……セイさんが初めて『ヴァルハラ』にやって来た日。あなたの並外れた勇気と献けん身しんによって……私の心は溶とかされたんです。きっとこれこそが本物の愛なんだって、信じていました。でも……ひょっとしたら違ちがうのかもしれない。あなたが元はアンドヴァラナウトだったと、知ってしまったから」

　それが、今のブリュンヒルデさまを苛さいなむ悩なやみ。それは、永遠に晴らすことのできない現実。

「私は怖こわいです……。この胸に芽生えた想おもいは、やっぱり偽にせ物ものなのかもしれない。そう思うと……本当に怖こわいんです。セイさん……私はどうしたらいいですか？　私はこれからのセイさんに、どう接していけばいいんでしょうか……？」

「……。残念ですが……それはボクにも分かりません」

　答えることはできない。その想おもいを証明することも。

　ボクに掛かけられた呪のろいは確かに解かれた。それでもボクは、結局のところ変わらないんだ。

　ボクは魔ま法ほうの指輪『アンドヴァラナウト』であり、煤すすけ色のイノシシ『セーフリームニル』であり、みんなのお腹なかを満たす『ヴァルハラの晩ご飯』。これまでも、これからも、それだけは未来永えい劫ごう変わらない。それなら──。

　ボクは、マンナズのルーンでいつもの人の姿に変へん化げする。俯うつむく彼かの女じよの前に片かた膝ひざを突つき、真まっ直すぐに、手を伸のばす。

「ブリュンヒルデさま、ボクを識しって下さい。今分からないのなら、いつか分かるまで。その時まで──どうかずっと見ていて欲ほしいんです。ボクのことを」

「！　セイさん……」

　まだ若じやつ干かんの不安を残しながら、ブリュンヒルデさまはそっとボクの手を握にぎる。ボクはそんな彼かの女じよの手を優やさしく引いて、立ち上がらせた。

「セイさん。私、ずっと見ています。見えない時でも想おもい続けます。これから先もずっとずっと……あなたの事を」

「はい、見ていて下さい。いつの日か……今ある想おもいを塗ぬり替かえるほどの強く新しい想おもいを、あなたに芽生えさせてみせますから。ボク自身の、これからの頑がん張ばりで」







　──それは、ある日の昼下がり。

　新たに誓ちかい合った二人の間を、黄金の風が吹ふき抜ぬけていく。

　その自由な風を追おい掛かけて、ボクらはどこまでも歩き続けよう。

　互たがいに手を取り合い、躓つまずきながら、乗のり越こえながら。ただ真っ白な、未来の先へ。

　やがてこの平へい穏おんに──『ラグナロク』が訪おとずれる、その日まで。








～　Fin　～












　　　あとがき




　皆みな様さま初めましてorお久ひさし振ぶりです。三み鏡かがみ一かず敏としです。

　この度たびは拙せっ作さくを手に取って頂き、ありがとうございます。シリーズ第五巻にして、最終巻となる本巻。皆みな様さま楽しんで頂けましたでしょうか？

　さて。これが本シリーズで書ける最後のあとがきという事で、今回は作者の近きん況きょう報告は抜ぬきにして、私が本作に寄せる想おもいなどを綴つづらせて頂けたらと思っております。

　本作『ヴァルハラの晩ご飯』は、北ほく欧おう神話を題材として描えがいた物語です。しかし、神話をただストレートに描えがいたものではありません。北ほく欧おう神話に堪たん能のうな読者様なら既すでに感じていらしたかもしれませんが、本作は言わば北ほく欧おう神話のアナザーストーリーのようなものです。

　一巻のあとがきで私はこう書きました。北ほく欧おう神話における様々な『？』に、自分なりの理由を付けて繫つなげる。それが私の目もく論ろ見みであると。

　北ほく欧おう神話にはセーフリームニルと呼ばれる、死んでもその日の夕方には生き返るイノシシがいる。なぜそんなイノシシがいるのか。なぜ彼かれは生き返る事ができるのか。

　世せ界かい樹じゆの根を齧かじる蛇へび（後に龍りゅうとなる）・ニーズヘッグがいる。なぜ彼かれは根を齧かじっているのか。そんな事をされているのに、世界は何の影えい響きょうも受けなかったのか。

　ヴァルハラには、エインヘリヤルと呼ばれる神の戦士達たちがいる。彼かれらはセーフリームニルと全く同じ生き返りの能力を持っている。それはなぜか。そして訓練のためとはいえ死に続ける命令を受けた彼かれらは、果たして何の不満も抱いだかなかったのだろうか。

　……などなど。そんな疑問への解答として、私ができる限り神話に準なぞらえつつ用意した物語が、本作です。もちろん完全に神話通りとはいきません。何しろ途と方ほうもなく壮そう大だいな神話ですから、描えがき切れなかった事は山ほどあります。本作はここで閉幕となりますが、エピローグでも示した通り北ほく欧おう神話の結末はまだまだ先。どうか彼かれらの道行きに、幸さち多き破は滅めつが訪おとずれん事を──。

　と、何やら吟ぎん遊ゆう詩し人じんっぽく締しめてみたところで、謝辞をば。

　担当編集者の平ひら井いさん、土つち屋やさん。こうして無事〝五巻〟までを書き切る事ができたのは、全てお二人のお陰かげです。あの時選せん択たくを間ま違ちがえずに済んだ私は、きっと天下の果報者でしょう。

　そしてイラストのファルまろ様。実を申しますと『時空の歪ゆがみ』の関係上、今回はまだイラストを拝見できておりません。ですが拝見するまでもなく、今回も変わらず素す敵てきなイラストを描かいて頂けるだろう事はもはや自明の理。故ゆえに、前もって御おん礼れい申もうし上あげます。

　その他、拙せっ作さくの出版に携たずさわられました全ての皆みな様さまに心よりの感謝を。

　最後に読者の皆みな様さま。拙せっ作さくに最後までお付き合い頂き、本当にありがとうございました！
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三み鏡かがみ一かず敏とし

もともと北欧神話が好きでした。だからこそ、ある程度の予備知識もあったつもりです。ですがここまで本シリーズを書き続けてきて、ふと思うのです。初めの頃に比べると、北欧神話について一段と詳しくなれたなぁ、と。……ムダ知識？　いいえ、ソフィアです。
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イラスト／ファルまろ

いつもお世話になっております。ファルまろでございます。

ヴァルハラの晩ご飯のイラストを担当させていただけたこと、

ブリュンヒルデたちを描けたこと、

大変光栄でございました。ありがとうございました！







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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ヴァルハラの晩ばんご飯はんⅤ
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